
221

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

正
法
眼
蔵
　
第
二
十
九
　
山
水
経
　
私
釈
　［
上
］

松
岡　

由
香
子

凡
例

は
じ
め
に

一
章
　
山
の
活
計

一
節　

山
水
の
功

一
、
而
今
の
山
水
は
…
…
…
…
…
…
道
現
成
な
り
。 	

 

228

二
、
と
も
に
法
位
に
住
し
て
…
…
…
…
現
成
の
透
脱
な
り
。 	

251

三
、
山
の
諸
功
徳
高
広
な
る
を
も
て
…
…
山
よ
り
透
脱
す
る
な
り
。 	

 

262

二
節　

青
山
常
運
歩

一
、
大
陽
山
楷
和
尚
示
衆
云
…
…
…
…
運
歩
の
ゆ
え
に
常
な
り
。 	

 

268

二
、
青
山
の
運
歩
は
…
…
…
…
…
…
退
歩
歩
退
と
も
に
撿
點
あ
る
べ
し
。 	

 

282

三
、
未
朕
兆
の
正
当
時
…
…
…
…
…
…
小
見
小
聞
の
沈
溺
せ
る
の
み
な
り
。 	

 

299

三
節　

各
々
の
見
成

一
、
し
か
あ
れ
ば
、
所
得
の
功
徳
を
挙
せ
る
を
形
名
と
し
…
…
…
…
一
隅
の
管
見
な
り
。 	

 

316

二
、
転
境
転
心
は
大
聖
の
所
呵
な
り
、
…
…
東
山
水
上
行
な
り
、
審
細
に
参
究
す
べ
し
。 	

 

329

　
　

三
、
石
女
夜
生
児
は
…
…
…
…
…
…
生
児
現
成
の
修
証
な
り
と
参
学
す
べ
し
、
究
徹
す
べ
し
。 	

 346
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二
章
　
　
山
と
水

一
節　

東
山
水
上
行

一
、
雲
門
匡
真
大
師
い
は
く
…
…
…
…
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
。 	

 

361

二
節　

無
理
会
話

一
、
い
ま
現
在
大
宋
国
に
…
…
…
…
自
然
の
外
道
児
な
り
。 	

 

377

三
節　

諸
水
と
諸
山

一
、
し
る
べ
し
、
こ
の
東
山
水
上
行
は
…
…
…
…
修
証
即
不
無
な
り
。 	

 

399
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凡
例

一
、『
正
法
眼
蔵
』
の
巻
名
は
《　

》
で
く
く
り
、
引
用
は
〈　

〉
で
表
し
た
。

一
、
漢
文
で
書
か
れ
た
『
永
平
広
録
』『
宝
慶
記
』
は
テ
キ
ス
ト
（
春
秋
社
本
）
に
よ
っ
て
書
き
下
し
た
。
そ
の
番
号
は
テ

キ
ス
ト
の
番
号
で
あ
る
。
頁
数
と
区
別
す
る
た
め
に
、
横
書
き
の
算
数
字
で
示
し
た
。

一
、『
永
平
元
和
尚
和
歌
集
』
の
番
号
は
テ
キ
ス
ト
の
番
号
で
あ
る
。

一
、
諸
解
釈
の
引
用
の
頁
数
は
（　

）
の
中
に
漢
数
字
で
記
し
た
。

一
、
田
中
忠
雄
の
『
道
元
』
は
戦
前
に
出
た
も
の
で
あ
り
、
旧
字
、
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
を
用
い
て
い
る
の
で
、
新
字
、

現
代
仮
名
づ
か
い
に
改
め
た
。

一
、
テ
キ
ス
ト　

略
号

こ
の
巻
は
道
元
の
真
蹟
完
本
が
あ
る
稀
な
巻
で
あ
る
。
真
蹟
本
を
テ
キ
ス
ト
に
す
る
。
し
た
が
っ
て
本
文
に
つ
い
て

の
問
題
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、
句
読
点
は
『
河
村
本
』
を
用
い
た
。
矢
印
の
下
は
略
号
で
あ
る
。

『
道
元
集
』
中
世
禅
藉
叢
刊　

第
二
巻　
（
臨
川
書
店
、
二
〇
一
五
）

『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻　

河
村
孝
道
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
）
→
『
河
村
本
』

◎
《
山
水
経
》
以
外
の
道
元
の
テ
キ
ス
ト

『
正
法
眼
蔵
』　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　
『
道
元
禅
師
全
集
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
春
秋
社
、
一
九
九
一
、一
九
九
三
）

『
永
平
道
元
和
尚
広
録
』（『
永
平
広
録
』）          『
道
元
禅
師
全
集
』
第
三
、四
巻
（
春
秋
社
、
一
九
八
八
）

真
字
『
正
法
眼
蔵
』 （『
三
百
則
』）                  『
道
元
禅
師
全
集
』
第
五
巻
（
春
秋
社
、
一
九
八
九
）

『
宝
慶
記
』　　
　
　
　
　
　
　
　

                     『
道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
（
春
秋
社
、
一
九
九
〇
）
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『
永
平
元
和
尚
和
歌
集
』   

（『
和
歌
集
』）             『
道
元
禅
師
全
集
』
第
七
巻
（
春
秋
社
、
一
九
九
九
〇
）

「
尽
未
来
際
不
離
吉
祥
山
示
衆
」                  『
道
元
禅
師
全
集
』
第
五
巻　

河
村
孝
道
（
春
秋
社
、
一
九
九
〇
）

◎
［
註
釈
の
参
照
］

『
道
元
』
上　
『
日
本
思
想
大
系
』
12　

寺
田
透
、
水
野
弥
穂
子
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
〇
）
→
『
思
想
』・
頭
注

『
正
法
眼
蔵
』
二　

岩
波
文
庫　

水
野
弥
穂
子
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
）
→
『
文
庫
』
脚
注

『
正
法
眼
蔵　

正
法
眼
蔵
随
聞
記
』　

日
本
古
典
文
学
大
系
』
81　

西
尾
実
、
鏡
島
元
隆
、
酒
井
得
元
、
水
野
弥
穂
子

（
岩
波
書
店
、  
一
九
六
五
）
→
『
文
学
大
系
』・
頭
注

◎
［
現
代
語
訳
］

『
正
法
眼
蔵
』
全
訳
注
（
二
）
増
谷
文
雄
（［
講
談
社
学
術
文
庫
］
講
談
社
、
二
〇
〇
四
＝
『
現
代
語
訳　

正
法
眼
蔵
』
第
二
巻
、

一
九
七
三
、
角
川
書
店
）
→
［
増
谷
訳
］

『
原
文
対
照
現
代
語
訳　

道
元
禅
師
全
集
』
第
三
巻　

水
野
弥
穂
子
（
春
秋
社
、
二
〇
〇
六
）
→
［
水
野
訳
］

他
に
も
次
の
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
現
代
語
訳
が
あ
る
が
、
あ
ま
り
参
照
し
な
か
っ
た
。

全
訳
『
正
法
眼
蔵
』
巻
二　

中
村
宗
一
（
誠
信
書
房
、
一
九
七
二
）、
抄
訳
『
道
元
』
日
本
の
名
著
７　

玉
城
康
四
郎
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
三
）、

抄
訳　
『
道
元
』　

鏡
島
元
隆
（
講
談
社
、
一
九
九
四
）、『
正
法
眼
蔵
』
２　

石
井
恭
二
（
河
出
書
房
新
社
、
一
九
九
六
）、『
現
代
語
訳　

正
法
眼
蔵
』

第
二
巻　

西
嶋
和
夫
（
金
沢
文
庫
、
一
九
九
八
）

◎
［
諸
解
釈
］

《
山
水
経
》
巻
全
体
を
解
釈
す
る
も
の
で
参
照
す
る
の
は
次
の
も
の
で
あ
る
。

田
中
忠
雄
『
道
元
』（
新
潮
社
、
一
九
四
三
） 

→
田
中
『
道
元
』



225

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

古
田
紹
欽
『
正
法
眼
蔵　

山
水
経
・
春
秋　

私
釈
』（
宝
文
館
、
一
九
六
〇
）
→
古
田
『
私
釈
』

安
谷
白
雲
『
正
法
眼
蔵
参
究
―
山
水
経
・
有
時
』（
春
秋
社
、
一
九
六
八
）
→
安
谷
『
参
究
』

森
本
和
夫
『
正
法
眼
蔵　

花
開
い
て
世
界
起
る
』（
山
水
経
・
梅
花
）（
大
蔵
出
版
、
一
九
八
二
）
→
森
本
『
花
開
』

森
本
和
夫
『
道
元
を
読
む
』（
春
秋
社
、
一
九
八
二
）
→
森
本
『
道
元
』

内
山
興
正
『
正
法
眼
蔵　

山
水
経
・
古
鏡
を
味
わ
う
』（
柏
樹
社
、
一
九
八
八
）
→
内
山
『
味
わ
う
』

な
お
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
第
一
巻
に
あ
る
江
戸
時
代
ま
で
の
諸
註
解
は
、
ほ
と
ん
ど
参
照
し
な
か
っ
た
。

参
照
す
る
場
合
の
略
号
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

略
号　
　
　
　
　

書
名

『
聞
書
』　　
　
　
『
正
法
眼
藏
抄
』
に
収
む　
　

 　

                 　
　
　
　
　
　

詮
慧
提
唱

『
御
抄
』　　
　
　
『
正
法
眼
藏
抄
』（
泉
福
寺
所
蔵
）（
一
三
〇
三—

一
三
〇
八
）   

経
豪
著

『
弁
註
』            『
正
法
眼
蔵
弁
註
並
調
弦
』（
一
七
三
〇
）                 

　
　
　
　
　
　
　
　

天
桂
伝
尊
著

『
聞
解
』            『
正
法
眼
蔵
聞
解
』（
一
七
五
五
―
一
七
七
六
）            

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

面
山
瑞
方
著

『
私
記
』            『
正
法
眼
蔵
私
記
』（
？
―
一
七
八
八
）                         

安
心
院
蔵
海
著

『
那
一
宝
』　　
　
『
正
法
眼
蔵
那
一
宝
』（
一
七
九
一
）                   　
　
　
　
　

父
幼
老
卵
著

（
以
上
『
正
法
眼
蔵
註
解
全
書
』
に
よ
る
）

『
啓
迪
』　　
　
　
『
正
法
眼
藏
啓
迪
』（
一
八
七
三
頃
）                                      

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
有
穆
山
提
唱
（
大
法
輪
閣
、
１
９
６
５
）

◎
［
一
部
で
こ
の
巻
を
解
釈
す
る
部
分
が
あ
る
も
の
］

倉
澤
幸
久
『
道
元
思
想
の
展
開
』（
春
秋
社
、
二
〇
〇
〇
）
一
九
三
頁
以
下 
→
倉
澤
『
展
開
』　

頼
住
光
子
『
道
元
―
自
己
・
時
間
・
世
界
は
ど
の
よ
う
に
成
立
す
る
の
か
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
、
二
〇
〇
五
）
→
頼
住
『
道
元
』
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◎
［
論
文
］

竹
村
牧
男
「
道
元
の
言
語
哲
学
」（『
講
座　

道
元
』
第
四
巻
、
春
秋
社
、
一
九
八
〇
）
→
竹
村
「
言
語
」

頼
住
光
子
「
道
元
の
世
界
認
識
に
関
す
る
一
考
察
―
『
正
法
眼
蔵
』「
山
水
経
」
巻
等
を
て
が
か
り
と
し
て
」（『
倫
理
学

紀
要
』
第
６
輯
、
東
京
大
学
文
学
部
倫
理
学
教
室
、
一
九
九
〇
）
→
頼
住
［
一
考
察
］

佐
藤
悦
成
「『
正
法
眼
蔵
』「
山
水
経
」
考
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
40
号
2
、
印
度
学
仏
教
学
研
究
会
、一
九
九
二
）
→
佐
藤
［
考
］

◎
［
参
考
文
献
］

小
川
隆
『
禅
思
想
史
講
義
』（
春
秋
社
、
二
〇
一
五
）
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は
じ
め
に

○
執
筆
状
況
と
『
正
法
眼
蔵
』
七
十
五
巻
で
の
位
置
づ
け

こ
の
巻
は
『
正
法
眼
蔵
』
の
巻
の
中
で
も
比
較
的
早
い
仁
治
元
年
（
一
二
四
〇
）
十
月
十
八
日
、
道
元
四
十
一
歳
の
示
衆

で
あ
る
。

《
現
成
公
案
》《
摩
訶
般
若
波
羅
蜜
》《
一
顆
明
珠
》《
即
心
是
仏
》《
洗
面
》《
洗
浄
》《
礼
拝
得
髄
》《
谿
声
山
色
》《
諸
悪

莫
作
》《
有
時
》《
伝
衣
》
に
次
ぐ
十
二
番
目
で
あ
る
。
深
草
の
興
聖
寺
で
、
よ
う
や
く
雲
水
も
集
ま
り
だ
し
た
頃
で
あ
ろ

う
。
時
は
晩
秋
で
あ
る
が
、
周
り
は
樹
々
に
囲
ま
れ
た
寺
で
あ
っ
た
ろ
う
。

こ
れ
以
前
に
説
か
れ
た
も
の
で
、
こ
の
巻
に
特
に
関
係
す
る
も
の
は
《
有
時
》
と
《
谿
声
山
色
》
で
あ
る
。《
谿
声
山
色
》

は
同
じ
年
の
四
月
に
、《
有
時
》
は
直
前
の
十
月
一
日
頃
（
開
冬
日
）
に
書
か
れ
て
い
る
。

《
谿
声
山
色
》
と
《
山
水
経
》
は
、
巻
名
か
ら
は
似
た
主
題
の
よ
う
で
あ
る
が
、
内
容
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。

そ
し
て
七
十
五
巻
本
編
集
に
お
い
て
は
《
山
水
経
》
は
巻
二
十
九
、《
谿
声
山
色
》
は
巻
二
十
五
と
、
中
頃
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
、
か
な
ら
ず
し
も
最
重
要
な
巻
と
は
い
え
な
い
。《
有
時
》
も
、
道
元
の
き
わ
め
て
独
自
な
思
惟
が
表
明
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
巻
二
十
に
配
さ
れ
て
お
り
、
同
じ
よ
う
な
位
置
づ
け
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
道
元
は
、
修
証
と
直
結
す
る
内
容
を
持
つ
《
現
成
公
案
》《
身
心
学
道
》《
行
仏
威
儀
》《
大
悟
》《
坐
禅
箴
》

《
坐
禅
儀
》
や
、
禅
仏
教
に
お
い
て
誤
解
さ
れ
て
き
た
重
要
語
句
を
正
し
く
示
す
《
仏
性
》、《
即
心
是
仏
》、《
心
不
可
得
》

《
古
仏
心
》
な
ど
を
最
重
要
な
も
の
と
し
て
、
最
初
に
集
め
た
の
で
あ
ろ
う
。

《
現
成
公
案
》《
有
時
》
な
ど
が
道
元
独
自
の
用
語
に
よ
る
そ
の
展
開
で
あ
る
の
に
対
し
て
、《
山
水
経
》
は
、
と
り
わ
け

独
自
の
用
語
を
用
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
思
惟
が
言
語
化
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
そ
の
中
に
い
わ
ゆ

る
「
禅
宗
」
の
批
判
を
入
れ
て
い
る
が
、
同
じ
よ
う
に
禅
宗
批
判
を
含
む
巻
に
は
無
事
禅
な
ど
の
批
判
を
含
む
《
坐
禅
箴
》、
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白
居
易
へ
の
批
判
を
含
む
《
諸
悪
莫
作
》、
悟
り
の
浅
深
、
女
性
蔑
視
批
判
の
《
礼
拝
得
髄
》、
洞
山
五
位
批
判
の
《
春
秋
》、

大
慧
宗
杲
批
判
《
説
心
説
性
》、《
自
証
三
昧
》、
三
教
一
致
批
判
の
《
諸
法
実
相
》
な
ど
が
あ
る
。《
山
水
経
》
は
そ
の
よ
う

な
批
判
の
魁
を
含
む
。

《
山
水
経
》
は
か
な
り
長
い
。
長
い
順
で
は
《
行
持
》、《
仏
性
》
と
次
第
し
て
、
第
十
五
番
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
巻
は

主
に
、
取
り
上
げ
ら
れ
る
公
案
（
則
）
の
難
し
さ
か
ら
、
比
較
的
難
解
な
巻
と
さ
れ
て
き
た
よ
う
で
、
解
釈
は
さ
ほ
ど
多
く

は
な
い
。

一
章
　
山
の
活
計

一
節　

山
水
の
功
徳

＊

一
、　　

而
今
の
山
水
は
、
古
仏
の
道
現
成
な
り
。

［
注
釈
］

○
而
今　

既
成
の
熟
語
で
は
、
今
か
ら
後
、
こ
れ
か
ら
、
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
而
今
而
後
」
と
四
字
で
も
同
じ
意
味
で
あ
る
。
た
だ
道

元
が
「
而
今
」
と
い
う
の
は
、
道
元
独
自
の
用
い
方
で
あ
り
、
七
十
五
巻
本
『
正
法
眼
蔵
』
中
の
三
十
四
巻
に
八
十
六
回
使
わ
れ
る
道

元
の
根
本
語
の
一
つ
で
あ
る
。
詳
し
く
は
私
釈
に
ゆ
ず
る
が
、「
今
か
ら
後
」
と
い
う
意
味
で
は
な
く
、
ま
た
時
間
的
な
今
現
在
や
「
い

ま
こ
こ
」
で
は
な
く
、
打
坐
に
お
い
て
現
成
し
て
い
る
時
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、『
日
本
思
想
大
系
』
の
『
道
元
上
』
も
、
そ
れ
に
基
づ
く
岩
波
文
庫
、『
正
法
眼
蔵 

正
法
眼
蔵
随
聞
記 

日
本
古
典
文
学
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大
系
』
も
、
こ
れ
を
「
し
き
ん
」
と
読
ん
で
い
る
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注
に
は
、「
シ
キ
ン
は
唐
音
読
み
。
い
ま
と
訓
ず
る
」
と
あ
る
が
、
な
に
を
典
拠
に
し
て
い
る
か
不
明
で
あ
る
。

『
思
想
』
凡
例
で
も
、
振
仮
名
は
、「
底
本
に
あ
る
も
の
は
片
仮
名
で
、
校
訂
者
に
よ
る
も
の
は
平
仮
名
で
つ
け
た
。
校
訂
者
に
よ
る
振

仮
名
は
歴
史
的
仮
名
づ
か
い
に
よ
っ
た
」
と
あ
る
。
し
か
し
、
真
筆
本
に
あ
る
片
仮
名
の
振
仮
名
は
三
十
二
箇
所
あ
る
が
、
も
ち
ろ
ん
、

「
而
今
」
に
は
な
い
し
、
ど
の
真
蹟
本
に
も
「
而
今
」
は
な
い
。

そ
の
振
仮
名
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
真
蹟
本
に
あ
る
振
仮
名
は
、
と
て
も
道
元
自
身
が
付
け
た
も
の
だ
と
は
思
わ
れ
な
い
。
そ
れ

は
称
名
寺
蔵
の
『
真
字
正
法
眼
蔵
』（
中
）
に
つ
け
ら
れ
た
片
仮
名
の
振
仮
名
に
よ
く
似
た
字
体
で
あ
り
、
違
っ
た
読
み
が
字
の
左
右
に

あ
る
こ
と
も
同
じ
で
あ
る
。
た
と
え
ば
「
耽
溺
」
に
は
右
に
「
チ
ム
シ
ヤ
ク
」、
左
に
「
シ
ツ
ミ
、
ヲ
ホ
ル
」
と
あ
る
。『
文
学
大
系
』

で
は
「
チ
ム
ジ
ヤ
ク
」
と
振
仮
名
が
あ
る
。
あ
る
い
は
強ケ
ウ

弱ニ
ヤ
ク、
湿シ
ツ

乾カ
ム

、
動ト
ウ

静シ
ヨ
ウ、
冷
リ
ヤ
ウ

暖ナ
ム

と
熟
語
が
振
仮
名
を
つ
け
て
左
右
二
行
に
あ
る
の

も
三
つ
あ
る
。
左
の
読
み
は
「
コ
ハ
ク　

ヨ
ハ
シ
」、「
シ
メ
ル　

カ
ハ
ク
」、「
ス
サ
ケ
シ　

ア
タ
タ
カ
ナ
リ
」
で
あ
り
、
道
元
が
読
み

を
つ
け
る
必
要
が
あ
っ
た
と
は
考
え
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
而
今
を
は
じ
め
、
ほ
と
ん
ど
が
校
訂
者
の
つ
け
た
振
仮
名
で
あ
る
。
な
ぜ
、

辞
書
に
も
な
い
唐
音
で
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
分
か
ら
な
い
。
ほ
と
ん
ど
振
仮
名
の
な
い
真
筆
本
で
あ
る
の
に
、
読
者
を
い

た
ず
ら
に
混
乱
さ
せ
る
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
と
に
岩
波
文
庫
は
も
っ
と
も
よ
く
読
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
だ
け
に
、
残
念
で
あ
る
。

○
古
仏　
「
古
仏
」
の
道
元
の
用
法
は
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
新
古
の
古
の
意
味
を
含
む
も
の
で
、
例
え
ば
〈
正
伝
し
き
た
り
て
、
古
仏
今
仏
な

り
〉《
仏
教
》
な
ど
五
箇
所
あ
る
が
、
も
う
一
つ
は
古
に
深
い
尊
敬
の
意
味
を
込
め
て
「
禅
師
」
な
ど
の
代
わ
り
に
仏
祖
に
対
し
て
用
い
る
。

如
浄
に
対
す
る
「
先
師
古
仏
」
が
も
っ
と
も
多
く
、『
正
法
眼
蔵
』
に
四
十
三
箇
所
あ
る
。
こ
こ
で
は
誰
を
指
す
か
は
明
確
で
は
な
い
。

○
道
現
成　

道
現
成
の
「
道
」
は
、「
道い

う
」
と
い
う
こ
と
で
、《
山
水
経
》
と
い
う
巻
名
か
ら
も
「
言
葉
」
で
あ
り
〈
諸
仏
の
道
現
成
、

こ
れ
仏
教
な
り
〉《
仏
教
》
と
あ
る
用
法
と
同
じ
で
あ
る
。
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【
現
代
語
訳
】

［
打
坐
の
］
今
の
山
・
水
は
、
古
仏
の
道こ

と
ばの
現
成
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

而
今
の
山
水
と
は
、
い
ま
の
山
水
、
現
在
ま
の
あ
た
り
見
る
こ
の
山
水
で
あ
る
。（
五
）

こ
の
文
章
は
今
も
残
る
宇
治
の
興
聖
宝
林
寺
で
書
か
れ
た
。
山
々
は
秋
深
い
空
に
ま
の
あ
た
り
迫
り
、
も
の
の
ふ
の

や
そ
宇
治
川
は
こ
れ
を
縫
う
て
走
る
。
そ
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
道
元
は
、
而
今
の
山
水
、
と
云
う
た
の

で
あ
る
。
正
法
眼
蔵
山
水
経
と
い
う
が
、
山
水
経
と
名
付
け
る
仏
説
や
大
蔵
が
別
に
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
山
水

は
、
道
元
の
わ
け
て
も
好
む
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。（
六
）

わ
れ
ら
の
参
学
す
る
正
法
眼
蔵
山
水
経
の
巻
は
こ
の
（
宝
林
寺
が
開
か
れ
た
）
時
か
ら
四
年
後
の
示
衆
に
か
か
る
。

…
…
越
前
へ
の
移
住
は
、
こ
れ
よ
り
三
年
後
の
寛
元
元
年
で
あ
っ
た
。
こ
の
行
履
を
顧
み
れ
ば
、
道
元
の
山
水
を
恋
う

る
跡
ま
こ
と
に
歴
々
た
る
も
の
が
あ
る
。（
七
）

そ
し
て
、
山
居
の
偈
頌
を
二
首
引
く
。

夜
坐
更こ

う

闌た

け
て
眠
ね
む
り

未
だ
熟
せ
ず
／
情ま
こ
とに
知
る
、
辨
道
は
山
林
に
可
な
る
こ
と
を
／
渓
声
耳
に
入
り
月
眼ま
な
こに
至
る
／
此

の
外ほ

か

更
に
何
の
用
心
を
か
須も
ち

い
ん
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西
来
の
祖
道
我
れ
東
に
伝
う
／
月
に
釣
り
雲
に
耕
し
て
古
風
を
慕
う
／
世
俗
の
紅
塵
飛
ん
で
到
ら
ず
／
深
山
雪
夜
草

庵
の
中
（
同
）

ま
た
鎌
倉
か
ら
帰
山
し
て
「
今
日
山
に
帰
る
に
雲
喜
気
あ
り
。
山
を
愛
す
る
の
愛
初は
じ
めよ
り
甚
は
な
は
だし
」
と
語
っ
た
こ
と
を
い
い

「
傘
松
道
詠
の
心
も
、
殆
ど
み
な
山
水
に
あ
る
と
云
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
二
首
を
引
く
。

山
の
は
の
ほ
の
め
く
よ
い
の
月
影
に
光
も
う
す
く
と
ぶ
ほ
た
る
か
な

我
庵
は
越こ

し

の
し
ら
や
ま
冬
こ
も
り
凍こ
お
りも
雪
も
雲
か
か
り
け
り
（
八
）

山
水
経
の
姉
妹
と
も
み
る
べ
き
巻
に
、
正
法
眼
蔵
谿
声
山
色
な
る
優
れ
て
美
し
き
文
章
が
あ
る
。
峯
の
色
溪
の
響
き

は
、
み
な
な
が
ら
、
わ
が
仏
々
祖
々
の
声
と
姿
と
で
あ
っ
た
。
城
邑
聚
落
に
住
せ
ず
、
権
門
勢
家
に
近
づ
か
ず
、
た
だ

深
山
幽
谷
に
居
し
て
一
箇
半
箇
を
説
得
せ
よ
と
は
、
そ
の
師
天
童
如
淨
の
慈
誨
で
あ
る
。（
九
）

而
今
の
山
水
は
、
頑
石
の
住
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
元
は
学
道
の
人
は
須
く
貧
な
る
べ
し
、
と
語
っ
た
。（
一
〇
）

志
を
重
し
と
す
れ
ば
、
必
ず
清
浄
を
願
い
、
清
浄
を
願
え
ば
、
や
が
て
水
の
功
徳
を
尊
ぶ
の
で
あ
る
。
山
水
の
水

は
、
道
元
に
お
い
て
、
清
浄
を
学
す
る
心
に
繋
が
っ
て
い
る
。
…
…
而
今
の
山
水
と
は
、
い
ま
ま
の
あ
た
り
見
聞
す
る

と
こ
ろ
の
宇
治
草
庵
の
秋
色
深
き
渓
声
山
色
で
あ
る
。（
一
二
、一
三
）

（
検
討
）

田
中
が
引
用
し
て
い
る
和
歌
な
ど
は
確
か
に
道
元
が
山
水
を
愛
で
る
真
情
で
あ
り
、
山
水
と
共
に
あ
る
実
生
活
で
、
山
居

が
辦
道
に
は
必
要
だ
と
い
う
こ
と
は
そ
の
通
り
だ
と
思
う
。「
い
ま
ま
の
あ
た
り
見
聞
す
る
と
こ
ろ
の
」
と
い
う
が
、
こ
れ
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は
筆
者
（
田
中
）
が
今
、
見
聞
す
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
叙
述
か
ら
は
、
そ
う
と
は
思
え
な
い
。
道
元
が
、《
山
水
経
》

を
書
い
て
い
る
今
、
見
聞
す
る
と
い
う
こ
と
の
よ
う
に
読
め
る
。
し
か
し
、
道
元
の
い
う
〈
而
今
の
山
水
〉
は
、
そ
ん
な
限

定
さ
れ
た
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。「
而
今
」
の
意
味
、
重
み
が
顧
慮
さ
れ
て
い
な
い
。

ち
な
み
に
、
小
さ
な
こ
と
だ
が
、
今
の
宇
治
興
聖
寺
は
、
道
元
の
建
て
た
深
草
興
聖
宝
林
寺
で
は
な
い
。
一
六
四
八
年
宇

治
山
田
（
山
城
の
朝
日
茶
園
）
に
再
興
さ
れ
た
も
の
が
宇
治
仏
徳
山
興
聖
寺
で
あ
る
。
ま
た
、
田
中
の
文
で
は
《
谿
声
山
色
》

巻
に
和
歌
が
あ
る
よ
う
に
読
め
る
が
、
和
歌
は
「
傘
松
道
詠
」
で
「
峯
の
色
溪
の
響
き
も
、
み
な
な
が
ら
、
わ
が
釈
迦
牟
尼

仏
の
声
と
姿
と
」
で
あ
る
。
ま
た
「
城
邑
聚
落
に
住
せ
ず
、
権
門
勢
家
に
近
づ
か
ず
、
た
だ
深
山
幽
谷
に
居
し
て
一
箇
半
箇

を
説
得
せ
よ
」
は
、
如
淨
の
言
葉
で
は
な
く
、
道
元
が
法
語
八
に
引
く
船
子
が
夾
山
に
与
え
た
言
葉
「
向
後
、
城
隍
聚
落
に

住
す
る
こ
と
な
か
れ
。
…
…
深
山
钁
頭
の
辺
に
向
い
て
一
箇
半
箇
を
接
取
し
て
」
で
は
な
か
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
『
建
撕

記
』（
原
本
は
『
元
古
仏
縁
記
』
一
五
八
九
年
に
遡
る
）
に
は
、
如
浄
の
言
葉
と
し
て
「
国
王
大
臣
に
近
づ
か
ず
、
聚
洛
城
邑
に
居

せ
ず
、
す
べ
か
ら
く
深
山
幽
谷
に
住
し
て
、
閑
人
を
雲
集
す
る
を
要
せ
ず
、…
…
も
し
一
箇
半
箇
を
接
得
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、

仏
祖
の
慧
命
を
嗣
続
し
て
」
と
あ
る
。

田
中
は
、
道
元
の
〈
古
仏
の
道
現
成
〉
を
、〈
古
仏
の
道
〉
で
切
り
、「
古
道
を
挙
揚
す
る
」（
一
五
）「
而
今
の
山
水
と
古

道
」（
一
六
）
と
い
う
が
、
道
は
言
葉
で
あ
り
、「
古
仏
の
道
現
成
」
と
続
け
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
誤
り

は
『
聞
書
』
の
「
古
仏
道
と
云
ひ
」（
二
七
九
）、『
聞
解
』「
古
仏
の
大
道
現
成
す
る
」（
二
一
八
）
な
ど
に
由
来
し
よ
う
。

古
田
『
私
釈
』

（『
啓
迪
』
は
）「
風
流
を
弄
ぶ
山
水
で
は
な
い
、
こ
れ
仏
道
の
山
水
ぢ
ゃ
」
と
い
っ
て
い
る
が
、
普
通
我
々
が
口
に
す

る
山
水
と
云
う
こ
と
か
ら
区
別
す
る
た
め
に
は
、
山
水
経
の
山
水
を
仏
道
の
山
水
と
よ
ん
で
も
よ
か
ろ
う
。
…
…
道
元
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に
取
っ
て
大
切
な
こ
と
は
「
而
今
の
山
水
」
で
あ
り
、
絶
対
現
在
の
山
水
で
あ
る
。（
一
〇
、一
一
）

山
は
山
、
水
は
水
と
し
て
而
今
に
常
住
不
変
の
働
き
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
山
は
動
か
ず
、
水
は
流
れ
て
何
時

と
て
変
わ
ら
ぬ
働
き
を
な
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
一
二
）

（
検
討
）

古
田
が
「
仏
道
の
山
水
」
と
呼
ぶ
内
実
は
「
而
今
に
常
住
不
変
の
働
き
」
を
な
し
て
い
る
こ
と
だ
と
思
わ
れ
る
が
、「
常

住
不
変
」
は
実
体
を
形
容
す
る
詞
で
、「
働
き
」
が
常
住
不
変
だ
と
は
い
う
ま
い
。
水
は
流
れ
、
凍
る
し
、
蒸
発
す
る
も
の

で
あ
る
が
、
そ
の
ど
こ
が
常
住
不
変
だ
ろ
う
か
。「
絶
対
現
在
」
と
は
如
何
な
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
道
元
は
す
ぐ
後

で
、〈
青
山
常
運
歩
〉
と
古
仏
の
言
を
引
き
、
さ
ら
に
〈
東
山
水
上
行
〉
も
引
い
て
お
り
、
山
の
運
歩
が
こ
の
節
の
主
題
で

あ
る
の
に
、
ど
う
し
て
「
山
は
動
か
ず
」
と
言
う
の
か
、
理
解
に
苦
し
む
。

安
谷
『
参
究
』

ま
え
が
き
で
、
田
中
『
道
元
』（
七
、八
、九
頁
）
の
前
出
し
た
諸
句
を
ほ
ぼ
引
用
し
て
「
私
も
全
く
同
感
で
あ
っ
て
、
外
に

言
い
よ
う
は
な
い
」（
四
三
）
と
感
服
し
て
い
る
。
ま
た
原
田
老
師
の
提
唱
の
言
葉
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
而
今
」
の
語
を
提
唱
な
さ
る
と
き
に
、「
而
今
」
と
は
た
ん
な
る
今
で
は
な
い
。
無
限
の
過
去
か
ら
今
日
に
到
る
ま

で
全
部
を
ひ
っ
く
る
め
て
、
而
し
て
今
だ
、
と
い
わ
れ
た
こ
と
を
覚
え
て
い
る
。（
四
五
）

時
間
空
間
の
全
部
を
あ
げ
て
、
而
今
の
外
に
は
何
物
も
な
い
と
い
う
響
き
を
感
じ
る
。
…
…
そ
れ
だ
か
ら
今
と
い
う

存
在
は
無
限
の
時
間
を
呑
ん
で
い
る
今
で
あ
る
。
こ
れ
を
一
応
、
而
今
と
称
す
る
。（
同
）

空
間
の
な
い
時
間
と
い
う
も
の
も
有
り
得
な
い
が
、
時
間
の
な
い
空
間
と
い
う
も
の
も
有
り
得
な
い
。
…
…
ど
の
よ
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う
な
絶
海
の
孤
島
で
も
、
人
跡
未
踏
の
山
奥
で
も
、
無
限
の
過
去
か
ら
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
し
、
未
来
永
劫
、
存
在

す
る
限
り
、
そ
の
土
地
の
歴
史
が
つ
づ
く
。（
四
六
）

元
来
時
間
と
空
間
と
は
二
つ
で
な
い
か
ら
、
絶
対
に
交
叉
し
よ
う
が
な
い
。
時
間
と
い
え
ば
時
間
で
全
部
尽
き
る

し
、
空
間
と
い
え
ば
全
部
空
間
で
尽
き
て
い
る
。
時
間
と
空
間
が
出
逢
う
と
い
う
こ
と
は
有
り
得
な
い
。
い
わ
ん
や
、

時
間
と
空
間
と
の
交
叉
点
に
立
っ
て
い
る
自
分
な
ど
と
い
う
も
の
が
、
時
空
の
外
に
有
る
べ
き
で
は
な
い
。
…
…
さ
れ

ば
時
間
と
い
っ
て
も
空
間
と
い
っ
て
も
自
己
と
い
っ
て
も
、
全
く
同
一
物
で
あ
っ
て
、
た
だ
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
呼
び
方

を
か
え
て
ふ
た
た
び
そ
れ
を
頭
に
描
く
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
内
容
を
「
而
今
」
と
い
う
言
葉
で
あ
ら
わ

し
て
い
る
。（
同
）

而
今
と
い
う
も
、
山
水
と
い
う
も
、
同
体
異
名
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
を
仏
道
で
あ
る
と
い
う
の
で
、
古
仏
の
道
現
成

な
り
と
示
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。（
四
七
）

「
古
仏
の
道
」
と
い
う
言
葉
に
は
、
も
う
一
つ
大
切
な
ひ
び
き
を
感
じ
る
。
古
仏
と
は
直
接
に
は
次
に
出
て
く
る
大

陽
山
楷
和
尚
を
さ
し
、
間
接
的
に
は
雲
門
匡
真
大
師
そ
の
他
の
す
べ
て
の
仏
祖
を
さ
す
で
あ
ろ
う
け
れ
ど
も
、
主
と
し

て
大
陽
山
楷
和
尚
を
さ
し
、
そ
の
楷
和
尚
が
説
道
な
さ
れ
た
「
青
山
常
運
歩
」
の
語
を
さ
し
て
い
る
お
も
む
き
を
味
わ

い
得
る
。
そ
れ
は
次
の
と
こ
ろ
に
「
い
ま
仏
祖
の
説
道
、
す
で
に
運
歩
を
指
示
す
」
と
あ
る
の
を
見
る
と
、
そ
の
よ
う

に
受
け
取
れ
る
。（
同
）

（
検
討
）

安
谷
は
《
有
時
》
を
念
頭
に
、
こ
こ
で
時
間
と
空
間
と
自
己
を
解
釈
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
「
山
水
経
・
有

時
」
と
い
う
副
題
で
、
両
巻
の
註
解
を
一
書
に
し
て
い
る
。
そ
の
着
眼
点
は
評
価
し
た
い
し
、「
而
今
」
を
重
視
し
て
い
る

の
も
評
価
す
る
。
た
だ
時
間
を
離
れ
て
空
間
は
な
い
、
而
今
の
外
に
何
も
な
い
と
い
う
と
、
い
か
に
も
道
元
の
《
有
時
》
の
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思
想
に
合
っ
て
い
る
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
道
元
の
〈
有
時
〉
は
、
時
間
と
空
間
で
は
な
い
。〈
時
す
で
に

こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
〉
と
は
、「
時
間
・
空
間
」
と
言
表
さ
れ
る
幅
を
も
っ
た
「
間
」
を
排
し
て
い
る
の
で
あ

り
、
安
谷
が
な
し
て
い
る
「
時
間
と
空
間
」
へ
の
言
及
は
お
よ
そ
《
有
時
》
の
内
実
と
は
異
な
る
。《
有
時
》
に
は
「
空
間
」

は
説
か
れ
な
い
。

「
人
跡
未
踏
の
山
奥
」
な
り
「
孤
島
」
な
り
が
、「
無
限
の
過
去
か
ら
の
歴
史
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
そ

の
存
在
す
る
も
の
は
、
普
通
は
、
時
間
の
中
で
生
成
し
て
き
た
の
で
、
存
在
と
し
て
考
え
れ
ば
、
実
は
つ
い
最
近
ま
で
存
在

し
な
か
っ
た
し
、
も
う
じ
き
存
在
し
な
く
な
る
。
い
ず
れ
に
し
ろ
仏
教
に
「
未
来
永
劫
、
存
在
す
る
」
も
の
は
な
い
。

「
而
今
と
い
う
も
、
山
水
と
い
う
も
、
同
体
異
名
」
な
ど
と
言
え
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
「
山
水
」
が
「
仏
道
」
で
あ
る
と
も
、
考
え
ら
れ
な
い
。「
古
仏
の
道
」
と
い
う
田
中
の
誤
り
を
ひ
き
ず
っ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
。

と
は
い
え
、「
古
仏
の
道
」
を
「
大
陽
山
楷
和
尚
を
さ
し
、
間
接
的
に
は
雲
門
匡
真
大
師
」
な
ど
古
仏
た
ち
の
「
説
道
」

と
し
て
い
る
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

森
本
『
花
開
』

「
而
今
の
山
水
」
が
「
古
仏
の
道
現
成
」
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
の
を
読
め
ば
、
そ
れ
だ
け
で
も
、
す
で
に
、
こ

の
場
合
の
「
山
水
」
が
た
ん
な
る
客
観
的
な
“
自
然
”
と
い
う
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
こ
と
の
見
当
が
つ
く
は
ず
な
の

で
あ
る
。（
一
〇
）

文
字
通
り
、「
而
今
」
は
「
今
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
「
今
と
い
う
今
」
な
の
で
あ
り
、「
今
で
あ
る
今
」

な
の
で
あ
る
。
…
…
「
永
遠
の
い
ま
」
な
り
「
絶
対
の
今
」
な
り
と
き
め
つ
け
る
こ
と
も
誤
解
の
も
と
と
な
ら
ず
に
は
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す
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。（
一
二
）

そ
も
そ
も
「
而
今
」
が
た
ん
な
る
「
今
」
で
は
な
い
と
す
れ
ば
、「
而
」
と
い
う
字
の
は
た
ら
き
に
注
目
せ
ざ
る
を

え
な
い
。
そ
れ
は
、「
如
」
に
通
じ
る
の
で
あ
る
。
…
…
『
正
法
眼
蔵
』
の
な
か
で
は
第
三
十
一
「
諸
悪
莫
作
」
の
巻

に
お
い
て
、「
如
今
」
と
い
う
言
葉
が
つ
ぎ
の
よ
う
な
ふ
う
に
用
い
ら
れ
て
い
る
「
…
…
如
今
の
修
行
な
る
四
大
五
蘊

の
ち
か
ら
、
上
項
の
四
大
五
蘊
を
修
行
な
ら
し
む
る
な
り
。（
一
三
）

「
古
仏
」
と
い
う
場
合
の
「
古
」
は
、「
新
」
と
の
相
対
的
な
「
古
」
で
は
な
く
て
、
い
わ
ば
絶
対
的
な
「
古
」
な
の

で
あ
る
。（
一
六
）

あ
ら
ゆ
る
「
仏
」
は
「
古
仏
」
な
の
で
あ
り
、「
古
仏
」
で
な
い
「
仏
」
は
考
え
ら
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
…
…「
古

仏
」
は
「
古
で
あ
る
仏
」
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
よ
う
な
も
の
の
現
成
が
「
而
今
の
山
水
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
わ
け
で

あ
る
。（
一
七
）

「
道
」
を
「
こ
と
ば
」
と
し
て
読
み
な
お
し
て
み
て
も
、
な
お
「
古
仏
の
道
現
成
」
を
「
古
仏
の
こ
と
ば
の
実
現
」

と
受
け
取
る
向
き
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
じ
つ
は
、「
こ
と
ば
」
と
は
、
そ
れ
自
体
が
「
現
成
」
な
の
で
あ
っ
て

み
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
受
け
取
り
方
は
し
り
ぞ
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
こ
の
よ
う
な
受
け
取
り
方
に
は
、
依
然

と
し
て
、「
古
仏
」
を
個
人
的
な
主
体
的
人
格
と
し
て
と
ら
え
る
態
度
が
つ
き
ま
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
一
九
）

「
山
水
」
は
“
も
の
”
で
は
な
く
て
“
こ
と
ば
”
な
の
で
あ
り
、「
古
仏
」
も
ま
た
“
こ
こ
ろ
”
で
は
な
く
、“
こ
と

ば
”
な
の
で
あ
る
。
…
…
そ
ん
な
わ
け
で
「
山
水
」
は
「
諸
法
」
で
あ
り
、「
古
仏
」
は
「
仏
法
」
で
あ
る
と
し
て
も
、

「
諸
法
の
仏
法
な
る
時
節
」
で
あ
る
「
而
今
」
に
お
い
て
、「
と
も
に
」
お
な
じ
く
「
法
」
な
の
で
あ
り
、
同
一
の
も
の

な
の
で
あ
る
。（
二
二
）
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森
本
『
道
元
』［
５
日
本
人
と
自
然
］

従
来
、
や
や
も
す
れ
ば
、
安
易
に
「
山
水
経
」
と
か
「
谿
声
山
色
」
と
か
い
っ
た
巻
が
、
自
然
を
愛
す
る
日
本
人
に
は

好
ま
れ
や
す
く
、
理
解
さ
れ
や
す
い
と
い
う
よ
う
な
通
念
の
は
び
こ
っ
て
い
る
気
配
が
み
ら
れ
る
か
ら
で
あ
っ
た
。（
四
七
）

（
川
端
康
成
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
講
演
で
引
用
し
た
和
歌
に
対
し
て
）「
道
元
の
和
歌
﹃
春
は
花　

夏
ほ
と
と
ぎ
す　

秋
は
月　

冬

雪
さ
え
て　

冷
し
か
り
け
り
﹄
も
﹃
本
来
の
面
目
﹄
と
題
さ
れ
て
い
る
と
お
り
、
か
な
ら
ず
し
も
自
然
愛
を
詠
ず
る
も

の
で
は
な
い
の
だ
。」（
同
）
と
い
い
、「
む
し
ろ
、
ま
さ
に
そ
の
よ
う
な
通
念
こ
そ
、“
初
心
の
情
量
”
と
し
て
、
捨
て

て
か
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
な
の
で
あ
る
。」（
四
八
）
と
い
う
。

近
代
西
洋
文
明
の
行
き
づ
ま
り
に
際
会
し
て
、
あ
ら
た
め
て
日
本
的
な
文
化
に
注
目
す
る
た
め
に
道
元
を
見
直
そ
う

と
す
る
よ
う
な
態
度
は
ま
っ
た
く
錯
誤
だ
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。（
五
三
）

森
本
『
道
元
』［
６
わ
が
山
水
体
験
］

そ
の
道
場
を
包
む
よ
う
に
迫
っ
て
い
た
山
の
姿
と
、
道
場
の
真
下
を
流
れ
る
谷
川
の
響
き
に
、
日
夜
身
近
か
に
接
し

て
い
る
う
ち
に
、
そ
れ
ま
で
味
わ
っ
た
こ
と
の
な
い
ひ
と
つ
の
新
た
な
経
験
の
な
か
に
踏
み
込
ん
で
い
る
自
分
を
感
じ

た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
言
葉
に
な
り
に
く
い
も
の
で
あ
っ
た
が
、
あ
え
て
言
葉
を
探
ろ
う
と
す
る
と
、
き
ま
っ
て
思

い
出
さ
れ
る
の
が
『
山
水
経
』
で
あ
り
『
谿
声
山
色
』
な
の
で
あ
っ
た
。（
五
八
）

（
検
討
）

た
し
か
に
森
本
『
道
元
』
が
道
元
の
言
葉
を
日
本
人
の
自
然
愛
の
表
れ
と
す
る
通
念
を
批
判
す
る
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
道
元
で
あ
れ
、
仏
道
で
あ
れ
、
そ
れ
ら
は
や
は
り
「
近
代
西
洋
文
明
の
行
き
づ
ま
り
」
に
対
置
し
う
る

も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
、
現
在
に
至
る
ま
で
、
西
洋
人
、
南
米
も
含
め
た
西
洋
文
明
の
染
み
付
い
た
人
々
に
、

道
元
や
仏
道
は
受
用
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
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森
本
が
い
う
よ
う
に
道
元
が
「
山
水
」
と
い
う
の
は
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
、
客
観
的
対
象
と
し
て
の
自
然
で
は
な
い
と
し
て

も
、
道
元
が
実
際
に
見
て
い
た
、
そ
れ
に
囲
ま
れ
て
い
た
山
紫
水
明
の
自
然
と
無
関
係
な
も
の
で
は
あ
り
え
な
い
。
森
本

も
、
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア
に
近
い
フ
ラ
ン
ス
の
町
の
峡
谷
で
行
わ
れ
た
摂
心
に
参
加
し
て
、
先
の
感
慨
を
持
っ
た
と
い
う
。

誰
も
自
然
科
学
者
で
な
い
か
ぎ
り
、「
客
観
的
対
象
と
し
て
の
自
然
」
を
問
題
に
は
す
る
ま
い
。

日
本
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
い
う
こ
と
で
い
え
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
人
が
住
む
場
所
は
、
壁
で
囲
ま
れ
た
都
市
（
町
）
で
あ

り
、
そ
の
郊
外
に
農
地
や
森
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
日
本
は
、
自
然
を
取
り
込
ん
だ
町
（
京
都
や
奈
良
な
ど
大
都
会
も
）
で
あ

り
、
そ
の
四
季
折
々
の
自
然
の
美
し
さ
は
や
は
り
世
界
の
中
で
も
際
立
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
目
に
見
え
、
耳
に
聞
こ
え

る
自
然
だ
け
で
は
け
っ
し
て
な
い
が
、
そ
れ
を
離
れ
て
《
山
水
経
》
が
い
わ
れ
て
い
る
の
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

し
か
し
、
よ
り
詳
し
く
論
じ
て
い
る
『
花
開
』
に
は
、
疑
問
点
が
多
い
。

〈
而
今
〉
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
を
、
他
の
語
「
如
今
」
と
通
ず
る
と
し
て
「
如
今
」
の
説
明
を
一
頁
（
一
四
）
に
わ
た
っ
て

解
釈
す
る
の
は
、
厳
密
に
選
び
取
ら
れ
た
詞
を
用
い
る
道
元
の
テ
キ
ス
ト
に
対
す
る
態
度
で
は
な
か
ろ
う
。

「『
今
と
い
う
今
』
な
の
で
あ
り
、『
今
で
あ
る
今
』」
と
い
っ
て
も
、
意
味
は
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
そ
れ
を
「
永
遠
の
い

ま
」
と
言
え
ば
、
誤
解
の
も
と
に
な
る
、
と
『
花
開
』
で
い
っ
て
お
い
て
、
す
で
に
森
本
の
『
読
解
』
で
は
、「
永
遠
の
現

在
」
と
い
い
、『
読
解
』
シ
リ
ー
ズ
で
は
観
念
的
な
詞
が
目
に
付
く
。

「
古
仏
」
に
つ
い
て
も
、
道
元
は
〈
正
伝
し
き
た
り
て
、
古
仏
今
仏
な
り
〉《
仏
教
》
と
も
使
う
。
こ
の
場
合
は
新
古
の
古

で
あ
り
、
古
仏
で
な
い
仏
（
新
仏
）
も
あ
る
。

ま
た
、「
道
」
を
正
し
く
「
こ
と
ば
」
と
捉
え
て
も
、「
古
仏
の
こ
と
ば
」
で
は
な
い
と
し
て
、「
山
水
」
も
「
古
仏
」
も

こ
と
ば
で
あ
り
、
法
で
あ
る
か
ら
同
じ
で
あ
る
と
い
う
。
そ
ん
な
こ
と
が
本
文
か
ら
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
か
。
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内
山
『
味
わ
う
』

「
而
今
」
と
は
、
い
ま
と
い
う
意
味
で
す
が
、
わ
れ
わ
れ
が
「
い
ま
」
と
い
う
場
合
、
今
の
時
代
と
か
今
の
世
の
中

と
か
い
う
よ
う
に
、
い
ま
と
は
、
い
か
に
も
幅
が
あ
る
よ
う
な
感
じ
で
使
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
厳
密
に
い
え
ば
、
一

瞬
前
は
も
う
過
去
で
あ
っ
て
、
今
で
は
な
い
。
一
瞬
後
は
ま
だ
未
来
で
あ
っ
て
今
で
は
な
い
。
つ
ま
り
「
い
ま
」
と
は

そ
う
い
う
今
で
は
な
い
、
過
去
と
未
来
に
は
さ
ま
れ
て
ま
っ
た
く
長
さ
を
持
た
ぬ
無
の
一
点
で
す
。
こ
れ
は
『
有
時
』

の
巻
で
申
し
上
げ
た
こ
と
で
す
が
、
而
今
と
は
結
局
前
後
際
断
し
て
い
る
。
前
後
際
断
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
無
で

あ
る
。
そ
の
無
の
今
が
、
尽
有
尽
界
、
時
々
刻
々
に
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
が
生
命
実
物
で
す
。…
…
こ
の
『
山
水
経
』

で
い
う
山
も
、
山
を
見
て
、
こ
れ
が
山
で
あ
る
と
い
う
以
前
、
分
別
の
働
く
以
前
の
、
実
物
の
山
で
す
。（
二
一
、二
二
）

ま
た
《
山
水
経
》
か
ら
汲
み
取
る
べ
き
こ
と
と
し
て
こ
う
言
わ
れ
る
。

つ
ま
り
こ
こ
で
は
、
動
・
不
動
、
常
・
無
常
と
い
う
二
つ
に
分
け
た
考
え
―
―
つ
ま
り
山
は
不
動
、
川
は
流
れ
て
止

ま
ら
な
い
、
と
普
通
は
考
え
て
い
る
の
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
動
と
い
え
ば
、
山
も
水
も
動
い
て
い
る
。
不
動
と
い
え

ば
、
山
も
水
も
動
か
な
い
。
そ
う
い
う
二
つ
に
分
か
れ
る
以
前
の
生
命
実
物
に
目
を
開
く
と
い
う
こ
と
が
大
切
だ
、
と

い
う
こ
と
を
い
い
た
い
の
で
す
。（
二
七
、二
八
）

（
検
討
）

こ
の
「
而
今
」
の
解
釈
は
一
見
、
安
谷
の
「
時
間
」
解
釈
を
批
判
し
て
い
る
正
し
い
解
釈
の
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
、

《
有
時
》
巻
の
〈
時
す
で
に
こ
れ
有
な
り
、
有
は
み
な
時
な
り
〉
の
ど
こ
に
い
ま
は
「
無
の
一
点
」
と
い
う
余
地
が
あ
ろ
う

か
。
ど
こ
に
「
一
瞬
間
」
と
い
う
時
間
だ
け
で
論
じ
ら
れ
る
事
態
が
あ
ろ
う
か
。
た
だ
《
有
時
》
の
解
釈
と
し
て
は
「
無
の

一
点
」
と
い
う
こ
と
を
除
い
て
は
ほ
ぼ
妥
当
し
よ
う
。
ま
た
「
見
て
」「
分
別
の
働
く
以
前
」
は
『
善
の
研
究
』（
西
田
幾
多

郎
）
の
「
た
と
え
ば
、
色
を
見
、
音
を
聞
く
刹
那
、
…
…
こ
の
色
、
こ
の
音
は
何
で
あ
る
か
と
い
う
判
断
す
ら
加
わ
ら
な
い
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前
を
い
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
純
粋
経
験
は
直
接
経
験
と
同
一
で
あ
る
」
と
同
じ
こ
と
を
い
っ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

西
田
は
そ
れ
を
「
純
粋
経
験
」
と
い
い
、
内
山
は
「
実
物
の
山
」
と
い
う
。
は
る
か
に
表
現
が
異
な
る
の
で
あ
る
が
、
哲

学
者
で
は
な
い
内
山
に
は
「
実
物
」
と
は
何
か
、
と
い
う
こ
と
は
考
え
ら
れ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。

『
文
庫
』
脚
注

《
山
水
経
》
を
「
山
水
が
自
己
の
正
体
の
不
変
の
真
実
（
経
・
ス
ー
ト
ラ
）
で
あ
る
こ
と
を
説
く
」（
一
八
四
）
と
す
る
。

（
検
討
）

「
自
己
の
正
体
」
と
は
何
か
。
い
ず
れ
に
せ
よ
「
不
変
の
真
実
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
い
え
る
の
か
。
そ
も
そ
も
「
不

変
」
を
使
う
の
は
、
仏
法
の
解
釈
と
し
て
ま
ず
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

竹
村
「
言
語
」

而
今
の
山
水
は
、
古
仏
の
道
得
が
現
成
し
た
も
の
に
他
な
ら
な
い
と
い
う
。（
二
〇
二
）

こ
こ
で
古
仏
の
道
現
成
の
道
は
あ
く
ま
で
道い

う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
仏
の
説
法
・
転
法
輪
と
し

て
、
山
水
＝
経
な
の
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
が
道
う
の
現
成
か
と
い
え
ば
、
空
劫
已
然
即
而
今
活
計
、
朕
兆
未
萌
即
現
成

透
脱
と
し
て
、
脱
落
即
現
成
の
法
位
に
住
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
永
遠
の
「
現
身
説
法
の
化
儀
」（「
谿
声
山

色
」）
で
あ
る
。
と
す
る
な
ら
、
か
つ
て
脱
落
即
現
成
に
お
い
て
成
立
す
る
道
得
（
言
語
表
現
）
が
あ
る
と
い
う
言
い
方

を
し
た
が
、
も
は
や
脱
落
底
の
自
己
表
現
、
脱
落
即
現
成
が
た
だ
ち
に
道
得
で
あ
る
。
性
の
説
・
心
の
説
で
あ
る
と
言

う
べ
き
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
お
い
て
道
得
は
、
言
語
表
現
を
脱
し
て
表
現
一
般
に
拡
が
る
。
こ
う
し
て
山
水
だ
け
で
は

な
い
、
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
、
説
法
と
し
て
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
二
〇
二
、三
）
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《
古
仏
心
》
の
〈
い
は
ゆ
る
問
処
は
、
…
…
華
開
の
万
木
百
草
、
こ
れ
古
仏
の
道
得
な
り
、
古
仏
の
問
処
な
り
、
世
界
起

の
九
山
八
海
、
こ
れ
古
仏
の
日
面
月
面
な
り
、
古
仏
の
皮
肉
骨
髄
な
り
〉
を
引
い
て
こ
う
い
う
。

そ
れ
は
、
結
局
、
一
切
の
存
在
が
脱
落
底
の
自
己
表
現
と
し
て
あ
る
、
脱
落
即
現
成
の
位
に
住
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。（
二
〇
三
）

（
検
討
）

ま
ず
、
道
が
「
い
う
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、「
脱
落
即
現
成
に
お
い
て
成

立
す
る
道
得
」
と
い
う
が
、「
脱
落
」
は
自
己
の
事
態
で
あ
る
の
に
対
し
て
、「
現
成
」
は
、〈
公
案
、
証
究
、
密
有
〉
の
現

成
で
あ
り
、
つ
ま
り
法
の
現
成
で
あ
っ
て
、「
道
得
」
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
「
古
仏
の
道
」
は
、

や
は
り
次
に
引
か
れ
る
二
人
の
禅
師
の
詞
に
限
定
さ
れ
よ
う
。

倉
澤
『
展
開
』

こ
の
巻
で
は
、
言
語
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
。（
一
九
二
）

「
今
、
目
の
前
の
山
水
は
」
と
訳
す
。
目
の
前
の
山
・
水
が
そ
の
ま
ま
本
来
的
基
盤
で
あ
り
、
か
つ
本
来
的
基
盤
の

上
に
真
実
の
存
在
と
し
て
現
れ
出
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
説
か
れ
て
い
る
。（
一
九
三
）

（
検
討
）

言
語
の
問
題
が
論
じ
ら
れ
る
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
二
章
二
節
の
無
理
会
話
と
し
て
存
在
し
な
い
こ
と
は
な
い
が
、
そ

れ
が
こ
の
巻
の
中
心
的
問
題
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
「
目
の
前
の
山
・
水
が
そ
の
ま
ま
本
来
的
基
盤
で
あ
」
る
と
言
う
が
、

何
の
本
来
的
基
盤
な
の
か
、
そ
の
上
に
「
目
の
前
の
山
・
水
が
…
…
真
実
の
存
在
と
し
て
現
れ
出
て
い
る
」
の
で
あ
れ
ば
、
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論
理
的
に
目
の
前
の
山
水
も
、
本
来
的
基
盤
も
真
実
の
存
在
も
同
じ
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
本
覚
思
想
と
変
わ
ら
な
い
解
釈

と
な
ろ
う
。

同
様
に
玉
城
康
四
郎
『
道
元
』
も
「
い
ま
目
の
あ
た
り
に
見
る
山
水
」（
一
八
三
）
と
訳
す
。

佐
藤
［
考
］

自
然
そ
の
も
の
が
釈
尊
の
長
広
舌
で
あ
る
と
の
み
主
張
す
れ
ば
、
禅
師
が
「
俗
」
の
立
場
と
観
る
道
教
の
無
為
自
然

に
陥
っ
て
し
ま
う
危
険
を
内
包
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
危
険
性
は
、
受
領
す
る
主
体
で
あ
る
「
己
」
が
確
立
さ
れ

る
こ
と
に
よ
り
消
滅
す
る
の
で
あ
り
、
そ
の
確
立
は
只
管
打
坐
の
行
に
よ
り
現
成
す
る
の
で
あ
る
、
と
道
元
禅
師
は
記

す
の
で
あ
る
。（
二
四
七
）

（
検
討
）

こ
れ
は
一
見
妥
当
す
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
だ
「
受
領
す
る
主
体
で
あ
る
『
己
』」
と
い
う
が
、
何
を
受
領
す
る
か
。
山

水
を
か
。
ま
た
「『
己
』
が
確
立
さ
れ
る
」
と
い
う
表
現
は
、
少
々
問
題
を
感
じ
る
が
、
そ
れ
は
、「『
身
心
脱
落
の
結
跏
趺

坐
』
と
は
、
日
常
的
に
自
己
と
認
識
し
て
い
る
心
意
識
や
感
覚
・
知
覚
活
動
を
停
止
さ
せ
、
外
界
を
知
識
・
経
験
と
い
う
濾

過
器
を
経
由
さ
せ
ず
に
捉
え
る
こ
と
が
、
禅
師
の
思
想
の
基
盤
と
な
っ
て
い
た
と
い
え
る
」（
二
四
八
）
と
い
う
説
明
に
お
い

て
、
感
覚
器
官
に
受
容
さ
れ
る
事
態
で
あ
る
こ
と
が
明
確
に
な
っ
て
い
て
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

『
文
学
大
系
』・
巻
頭
解
説

こ
の
巻
の
題
号
で
あ
る
『
山
水
経
』
は
、
自
然
主
義
的
な
印
象
を
与
え
る
が
、
こ
の
山
水
は
決
し
て
そ
の
よ
う
な
観

照
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
の
山
水
は
、
永
遠
の
真
実
で
あ
り
、
具
体
的
現
実
の
無
限
絶
対
の
真
実
で
あ
っ
た
の
で
あ
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る
。
即
ち
こ
こ
に
い
う
山
水
は
我
々
の
本
来
の
面
目
で
あ
っ
て
、
観
照
さ
れ
た
自
然
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。「
而

今
の
山
水
は
古
仏
の
道
現
成
」「
空
劫
以
前
の
消
息
」
と
い
わ
れ
て
い
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注

今
ま
の
あ
た
り
の
山
水
。
こ
の
山
水
が
真
実
の
現
成
で
あ
る
。
こ
の
山
水
は
、
尽
十
方
界
、
大
自
然
の
意
味
で
、
こ
れ
と

相
対
し
て
い
る
自
分
も
山
水
で
あ
る
。
つ
ま
り
こ
の
山
水
は
、
我
々
が
な
が
め
る
対
象
と
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
い
。

（
検
討
）

「
こ
の
山
水
は
…
…
観
照
的
な
も
の
で
は
な
い
」
と
し
て
も
、
そ
れ
は
「
永
遠
の
真
実
」
や
「
無
限
絶
対
の
真
実
」
と
表

現
で
き
る
よ
う
な
も
の
だ
ろ
う
か
。「
永
遠
」
と
は
何
か
、「
真
実
」
と
は
何
か
、「
無
限
絶
対
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
を
い

う
の
か
、
い
ず
れ
に
し
て
も
そ
の
よ
う
に
抽
象
的
に
い
え
る
よ
う
な
事
態
で
は
な
か
ろ
う
。
そ
れ
は
「
ま
の
あ
た
り
の
山

水
」
な
の
だ
ろ
う
か
。「
今
ま
の
あ
た
り
の
山
水
」
と
「
我
々
が
な
が
め
る
対
象
と
し
て
存
在
す
る
」
山
水
と
は
ど
う
違
う

の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
目
の
当
た
り
の
山
水
」
が
、
ど
う
し
て
「
こ
れ
と
相
対
し
て
い
る
自
分
も
山
水
で
あ
る
」
な
ど
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。

［
水
野
訳
］
は
「
而い

今ま

」
と
ル
ビ
を
振
り
、
括
弧
の
中
に
「（
こ
こ
に
古
仏
の
道
を
修
行
し
て
い
る
人
の
見
る
）
山
水
」
と
入
れ

て
い
る
。

（
検
討
）

「
修
行
し
て
い
る
人
の
見
る
」
山
水
、
と
限
定
し
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
「
見
る
」
は
ふ
つ
う
の
「
見
る
」
と
い

う
こ
と
を
出
て
い
な
い
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
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頼
住
［
一
考
察
］

「
山
水
」
と
は
道
元
に
と
っ
て
は
、
単
な
る
自
然
の
景
物
で
は
な
く
て
、
存
在
の
確
固
た
る
在
り
よ
う
を
開
示
す
る

も
の
で
あ
っ
た
。（
一
〇
三
）

「
而
今
」
と
い
う
詞
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
中
国
語
と
し
て
は
単
に
「
今
」
を
意
味
す
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
、
道

元
は
、
こ
の
言
葉
を
、
証
り
の
一
瞬
、
真
理
の
開
示
さ
れ
る
一
瞬
と
い
う
非
常
に
重
い
意
味
を
担
わ
せ
て
使
っ
て
い

る
。（
一
〇
四
）

こ
こ
で
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
る
「
山
水
」
と
は
、
常
識
が
日
常
的
自
明
性
の
う
ち
に
把
握
す
る
よ
う
な
「
山
水
」
で

は
な
く
、
非
日
常
的
な
特
権
的
瞬
間
に
お
け
る
「
山
水
」
な
の
で
あ
る
。（
同
）

「
而
今
の
山
水
」
に
出
会
う
と
い
う
事
態
は
、
諸
仏
諸
祖
の
言
葉
を
ま
っ
て
始
め
て
成
立
す
る
事
態
で
あ
り
、
そ
の

言
葉
は
、
わ
れ
わ
れ
が
ど
う
山
水
を
認
識
す
る
べ
き
で
あ
る
か
を
指
示
す
る
と
い
う
意
味
で
、
規
範
性
を
持
っ
て
い

る
。（
一
〇
五
）

（
検
討
）

「
而
今
」
を
吟
味
し
て
い
る
の
は
い
い
が
、「
証
り
の
一
瞬
、
真
理
の
開
示
さ
れ
る
一
瞬
」
と
い
う
よ
う
な
事
態
は
道
元
に

は
な
い
。
悟
り
は
一
瞬
で
は
な
く
〈
行
仏
〉
と
か
〈
修
の
証
〉
と
か
、〈
仏
向
上
事
〉
な
ど
、
継
続
す
る
行
を
離
れ
て
は
な

い
。「
常
識
が
日
常
的
自
明
性
の
う
ち
に
把
握
す
る
よ
う
な
『
山
水
』
で
は
な
い
」
と
い
う
こ
と
は
正
し
い
だ
ろ
う
が
、「
特

権
的
瞬
間
に
お
け
る
『
山
水
』」
と
い
え
ば
、「
見
性
」
の
よ
う
な
感
じ
で
あ
り
、
い
ず
れ
に
し
て
も
「
瞬
間
」
の
事
態
で
は

あ
る
ま
い
。
ま
た
、
祖
師
の
言
葉
は
、「
ど
う
山
水
を
認
識
す
る
べ
き
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
問
題
は
ど
う

山
水
を
認
識
す
る
か
、
で
は
あ
る
ま
い
。
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【
私
釈
】

ま
ず
、「
而
今
の
山
水
」
の
「
而
今
」
が
問
題
で
あ
る
。

「
而
今
」
は
、［
注
釈
］
で
述
べ
た
よ
う
に
『
正
法
眼
蔵
』
で
三
十
四
巻
に
八
十
六
回
も
使
わ
れ
る
道
元
の
根
本
語
の
一
つ

で
あ
る
。
そ
の
用
法
は
、
い
ち
お
う
、「
か
つ
て
」
や
「
の
ち
」
で
は
な
い
「
い
ま
」
と
い
う
意
味
で
、
た
と
え
ば
〈
こ
の

時
節
、
か
つ
て
さ
き
に
あ
ら
ず
、
さ
ら
に
の
ち
に
あ
る
べ
か
ら
ず
、
た
だ
而
今
の
み
に
あ
る
な
り
〉《
看
経
》
と
い
わ
れ
、

「
而
今
の
」
と
名
詞
に
つ
く
こ
と
も
〈
而
今
の
因
縁
〉《
安
居
》《
大
悟
》《
祖
師
西
来
意
》、〈
而
今
の
示
衆
〉《
仏
向
上
事
》

な
ど
と
あ
る
。
そ
し
て
更
に
、
た
ん
に
時
間
的
な
「
今
」
に
は
尽
き
な
い
意
味
を
持
つ
重
要
な
用
法
が
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
「
而
今
」
は
、
特
に
《
有
時
》
で
は
〈
彼
方
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
。
丈
六
八
尺
も
す
な
は
ち
わ

が
有
時
に
て
一
経
す
、
彼
処
に
あ
る
に
に
た
れ
ど
も
而
今
な
り
〉
と
い
わ
れ
、〈
わ
れ
〉
と
不
離
の
時
と
し
て
示
さ
れ
る
。

「
わ
れ
」
と
不
離
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
「
さ
と
り
の
と
き
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
帯
び
る
。

〈
今
時
人
還
假
悟
否
…
…
〉
の
問
答
を
商
量
し
て
〈
い
は
く
の
今
時
は
、
人
人
の
而
今
な
り
、
令
我
念
過
去
未
来
現
在
、

い
く
千
万
な
り
と
も
今
時
な
り
、
而
今
な
り
〉《
大
悟
》
と
い
わ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
も
「
さ
と
り
」
と
は
「
人
人
の
而
今
」

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

さ
と
り
の
意
味
を
含
む
「
而
今
」
で
あ
る
が
、
道
元
に
と
っ
て
「
さ
と
り
」
は
、
一
時
の
体
験
で
は
あ
り
え
ず
、
修
証
一
等

の
打
坐
に
お
い
て
現
成
し
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、〈
恁
麼
時
の
而
今
〉《
谿
声
山
色
》
は
、
継
起
す
る
而
今
で
あ
る
と
も
い
え
る
。

こ
れ
が
、
次
の
よ
う
に
「
正
当
恁
麼
時
」
の
「
而
今
」
で
あ
り
、
道
元
独
自
の
用
法
の
典
型
で
あ
る
。

〈
み
な
と
も
に
大
悟
を
拈
来
し
て
、
さ
ら
に
大
悟
す
る
な
り
。
そ
の
正
当
恁
麼
時
は
、
而
今
な
り
。〉《
大
悟
》
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さ
て
、《
山
水
経
》
で
は
、〈
而
今
の
山
水
は
〉
と
い
わ
れ
て
い
て
、
諸
釈
が
な
し
た
よ
う
な
「
今
、
目
前
の
」
と
い
う
意

味
に
尽
き
る
は
ず
は
な
い
。
頼
住
［
一
考
察
］
は
、「
而
今
の
山
水
」
を
、
特
別
な
瞬
間
を
経
験
し
た
仏
祖
の
山
水
で
あ
り
、

私
た
ち
は
そ
の
仏
祖
の
言
葉
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
「
而
今
の
山
水
」
に
出
会
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
、
と
し
た
。
後
半
は
と

も
か
く
、「
特
別
な
瞬
間
を
経
験
し
た
仏
祖
の
山
水
」
で
は
な
い
。
先
に
も
み
た
よ
う
に
道
元
に
は
特
別
な
体
験
、
と
い
う
こ

と
は
な
い
。
た
し
か
に
「
而
今
」
に
は
、
さ
と
り
の
時
と
い
う
意
味
合
い
が
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
道
元
に
お
い
て
は
打
坐
に

お
け
る
現
成
で
あ
る
。
説
明
を
つ
け
れ
ば
、
正
当
恁
麼
時
と
い
う
而
今
の
、
打
坐
に
お
い
て
現
成
し
て
い
る
山
水
で
あ
る
。

そ
の
〈
而
今
の
山
水
〉
は
、
田
中
が
い
う
「
現
在
ま
の
あ
た
り
に
見
る
こ
の
山
水
」
や
、
水
野
の
い
う
「
古
仏
の
道
を
修

行
し
て
い
る
人
の
見
る
」
山
水
で
は
な
い
。
現
代
の
解
釈
は
多
く
田
中
や
水
野
の
よ
う
に
人
が
目
で
知
覚
す
る
と
い
う
意
味

で
、「
目
に
し
て
い
る
」「
見
て
い
る
」
山
水
と
し
て
い
る
。

「
現
在
ま
の
あ
た
り
見
る
」「
い
ま
ま
の
あ
た
り
見
聞
す
る
と
こ
ろ
の
宇
治
草
庵
の
」（
田
中
）

「
今
、
目
の
前
の
山
水
」（
倉
澤
）

「
い
ま
目
の
あ
た
り
に
見
る
山
水
」（
玉
城
）

「
今
ま
の
あ
た
り
の
山
水
」（『
文
学
大
系
』・
頭
注
）

こ
の
よ
う
に
言
う
と
き
、
山
水
と
そ
れ
を
見
て
い
る
人
が
あ
る
。
そ
し
て
、
人
間
が
見
て
い
る
山
や
川
が
そ
の
ま
ま
悟
り

を
顕
し
て
い
る
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
間
違
い
を
、
道
元
は
こ
う
指
摘
し
て
批
判
す
る
。

〈
諸
仏
如
来
ひ
ろ
く
法
界
を
証
す
る
ゆ
え
に
、
微
塵
法
界
、
み
な
諸
仏
の
所
証
な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
依
正
二
報
と
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も
に
如
来
の
所
証
と
な
り
ぬ
る
が
ゆ
え
に
、
山
河
大
地
・
日
月
星
辰
・
四
倒
三
毒
、
み
な
如
来
の
所
証
な
り
。
山
河
を

み
る
は
如
来
を
み
る
な
り
。
…
…
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
と
も
が
ら
、
稲
麻
竹
葦
の
ご
と
く
、
朝
野
に
遍
満
せ
り
。
し
か

あ
れ
ど
も
、
こ
の
と
も
が
ら
、
た
れ
人
の
児
孫
と
い
ふ
こ
と
あ
き
ら
か
な
ら
ず
、
す
べ
て
仏
祖
の
道
を
し
ら
ざ
る
な

り
。
た
と
ひ
諸
仏
の
所
説
と
な
る
と
も
、
山
河
大
地
た
ち
ま
ち
に
凡
夫
の
所
見
な
か
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
諸
仏
の
所
説

と
な
る
道
理
を
な
ら
は
ず
、
き
か
ざ
る
な
り
。
な
ん
ぢ
微
塵
を
み
る
は
法
界
を
み
る
に
ひ
と
し
と
い
ふ
、
た
み
の
王
に

ひ
と
し
と
い
は
ん
が
ご
と
し
。〉《
四
禅
比
丘
》

「
而
今
の
山
水
」
は
、
人
に
よ
っ
て
見
ら
れ
た
山
水
で
は
な
い
し
、
道
元
が
見
て
い
た
山
水
で
も
な
い
。

〈
而
今
の
山
水
〉
が
現
成
す
る
に
は
、
そ
の
打
坐
の
場
に
山
水
が
環
境
と
し
て
あ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。「
現
成
」
は
、

な
に
も
な
い
も
の
が
、
現
成
す
る
わ
け
で
は
な
い
。〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉《
現
成
公
案
》
の
で
は
あ
る
が
、

「
万
法
」
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の
が
現
成
す
る
の
で
は
な
い
。

坐
禅
す
る
私
を
包
む
山
水
は
〈
身
処
に
き
き
、
心
処
に
き
く
、
…
…
眼
処
聞
声
こ
れ
可
必
不
必
な
り
〉《
谿
声
山
色
》
と

い
わ
れ
て
い
る
よ
う
な
あ
り
方
で
あ
る
。
坐
禅
の
時
、
六
根
は
そ
の
特
定
の
対
象
に
対
し
て
は
働
か
な
い
。
目
は
何
か
を
見

な
い
、
耳
は
何
か
を
聞
か
な
い
、
肌
は
何
か
を
感
じ
な
い
、
鼻
は
何
か
を
嗅
が
な
い
、
舌
は
何
か
を
味
わ
わ
な
い
、
意
識
は

何
か
に
つ
い
て
働
か
な
い
。
け
れ
ど
も
六
根
は
、
そ
の
ま
ま
十
方
に
開
放
さ
れ
て
あ
る
。「
何
を
、
ど
の
よ
う
に
」
と
い
う

分
別
な
く
、
聞
こ
え
、
見
ら
れ
、
嗅
が
れ
…
…
不
思
量
底
を
思
量
す
る
の
で
あ
る
。〈
而
今
の
山
水
〉
は
、
そ
こ
に
見
ら
れ

聞
か
れ
、
感
じ
ら
れ
た
山
水
で
あ
る
。「
証
上
に
」「
あ
ら
し
め
」
ら
れ
た
「
万
法
」《
辦
道
話
》
で
あ
る
。

道
元
は
実
際
に
風
光
明
媚
な
深
草
や
、
深
山
で
あ
る
越
前
の
山
奥
に
道
場
を
建
て
て
弟
子
と
共
に
住
ん
だ
。
道
元
が
生

涯
、
い
か
に
堂
宇
の
周
り
の
自
然
を
愛
し
た
か
は
、
田
中
『
道
元
』
が
書
い
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
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永
平
寺
や
山
深
い
多
く
の
禅
堂
で
あ
れ
ば
、
打
坐
に
お
い
て
〈
而
今
の
山
水
は
〉
が
、
成
り
立
つ
だ
ろ
う
が
、
都
会
や
ビ

ル
の
中
で
は
、〈
而
今
の
山
水
〉
と
は
な
ら
な
い
。
仏
道
の
〈
山
水
〉
を
参
究
す
る
時
、
あ
ら
た
め
て
人
間
に
と
っ
て
の
環

境
と
は
な
に
か
を
、
深
く
考
え
る
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

如
浄
は
若
い
道
元
に
対
し
て
、「
初
心
の
弁
道
功
夫
す
る
時
は
」
と
、
必
要
な
条
件
と
し
て
色
々
挙
げ
る
中
で
、「
伎
楽
・

歌
詠
等
の
声
を
聞
く
べ
か
ら
ず
。
諸
々
の
舞
妓
を
見
る
べ
か
ら
ず
。
諸
の
残
害
を
見
る
べ
か
ら
ず
。
諸
の
卑
醜
の
事
を
見
る

べ
か
ら
ず
。
屠
所
を
歴
見
す
べ
か
ら
ず
。
…
…
往
い
て
、
大
魚
お
よ
び
大
海
・
悪
画
・
傀
僂
を
観
る
こ
と
な
か
れ
。
尋
常
に

は
応
に
青
山
渓
水
を
観
る
べ
し
」（『
宝
慶
記
』（
5
））
と
い
う
。
見
る
べ
き
も
の
は
、
山
水
の
ほ
か
は
『
了
義
経
』
だ
け
で
あ

る
。
ま
た
如
淨
は
「
直
に
須
く
深
山
幽
谷
に
居
し
て
、
仏
祖
の
聖
胎
を
長
養
す
べ
し
。
必
ず
古
徳
の
証
せ
し
と
こ
ろ
に
至
ら

ん
」（『
宝
慶
記
』（
10
））
と
教
え
た
。

仏
法
の
弁
道
の
場
に
つ
い
て
、
イ
ン
ド
に
お
い
て
、
坐
禅
は
、
阿
蘭
若
つ
ま
り
人
里
近
く
の
森
林
で
あ
っ
た
。
そ
こ
は
比

丘
の
寝
所
で
も
あ
る
林
で
あ
り
、
人
々
が
集
ま
っ
て
生
活
す
る
聚
落
（
村
）
で
は
な
い
。
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
残
さ
れ
た

言
葉
（
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ
四
、五
章
な
ど
）
は
、
あ
ま
り
自
然
を
説
い
て
い
な
い
が
、
後
の
経
典
で
は
霊
鷲
山
（
耆
闍
崛
山
）
が
説

法
の
場
と
設
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。『
長
老
偈
』（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
）
で
は
、
そ
の
安
ら
ぎ
が
周
り
の
自
然
の
風
光
と
関
係

し
て
い
る
こ
と
が
、
多
く
の
偈
で
伺
わ
れ
る
。
例
え
ば
こ
う
い
わ
れ
る
。

碧あ
お

き
雲
の
色
を
帯
び
、
麗
し
く
、
冷
や
や
か
な
水
あ
り
、
清
き
流
れ
あ
り
、
イ
ン
ダ
ゴ
ー
パ
カ
草
に
覆
わ
れ
た
こ
れ

ら
の
岩
山
は
、
わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
る
。（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
一
三
）

清
く
澄
ん
だ
水
あ
り
、
ひ
ろ
び
ろ
と
し
た
岩
盤
あ
り
、
黒
面
の
猿
と
鹿
が
い
て
、
水
と
苔
で
覆
わ
れ
て
い
る
岩
山

は
、
わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
る
。（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
一
一
三
）
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樹
木
の
根
元
の
茂
み
の
中
に
進
み
入
っ
て
、
心
の
う
ち
に
安
ら
ぎ
を
落
ち
着
け
て
、
瞑
想
せ
よ
、
ゴ
ー
タ
マ
よ
。
怠

る
こ
と
な
か
れ
。（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
一
一
九
）

…
…
こ
の
大
地
は
緑
草
ゆ
た
か
に
、
水
が
み
ち
て
い
る
。
空
は
雲
が
美
し
い
。
心
喜
べ
る
人
に
は
、
温
良
な
る
す
が

た
が
あ
る
。（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
二
一
一
）

愛う
る
わし
い
台
地
に
は
、
雨
が
降
り
注
ぐ
。
山
々
に
は
仙
人
が
し
ば
し
ば
訪
れ
る
。
岩
山
で
は
、
孔
雀
が
甲
高
く
鳴
い
て

い
る
。
そ
れ
ら
の
岩
山
は
、
わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。
し
っ
か
り
と
決
意
し
て
瞑
想
に
沈
潜
し
よ
う
と
欲
し
て

い
る
わ
た
し
に
と
っ
て
、［
こ
の
場
所
で
十
分
で
あ
る
。］（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
一
〇
六
五
、六
六
）

世
俗
の
（
在
家
の
人
）
た
ち
が
ざ
わ
め
か
ず
、
鹿
の
群
れ
が
往
来
し
、
さ
ま
ざ
ま
の
鳥
が
群
が
る
そ
れ
ら
の
岩
山
は
、

わ
た
し
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
。（
テ
ー
ラ
ガ
ー
タ
ー
一
〇
六
九
）

ち
な
み
に
こ
こ
に
「
岩
山
」
と
あ
る
が
、
そ
の
描
写
か
ら
は
樹
木
が
茂
っ
た
山
だ
と
思
わ
れ
る
。

中
国
に
お
い
て
も
、
経
典
翻
訳
や
教
学
の
研
鑽
が
大
都
市
で
な
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
禅
宗
は
、
四
祖
（
黄
梅
の
双
峰
山
）、

五
祖
（
黄
梅
の
憑
茂
山
）
あ
た
り
か
ら
、
山
で
の
修
行
と
な
り
、
石
頭
・
馬
祖
あ
た
り
か
ら
山
作
務
が
あ
り
、
園
頭
が
い
て
農

作
業
も
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
南
泉
の
鎌
の
公
案
が
あ
り
（『
五
灯
会
元
』
巻
三
）、
趙
州
は
「
大
蘿
蔔
頭
（
大
根
）
を
出
す
」

（『
趙
州
録
』
巻
上
）
と
答
え
て
い
る
。
い
っ
ぽ
う
、
念
仏
は
長
安
な
ど
大
都
市
で
流
行
し
た
。

そ
れ
ゆ
え
〈
山
水
〉
は
、
竹
村
が
「
あ
ら
ゆ
る
事
象
は
、
説
法
と
し
て
存
在
し
て
い
る
」、「
一
切
の
存
在
が
脱
落
底
の
自

己
表
現
と
し
て
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
は
、
何
に
で
も
お
き
か
え
ら
れ
る
（
普
遍
化
で
き
る
）
も
の
で
は
な
い
。
彼
が
そ
こ
で

引
用
す
る
〈
華
開
の
万
木
百
草
、
こ
れ
古
仏
の
道
得
な
り
、
古
仏
の
問
処
な
り
、
世
界
起
の
九
山
八
海
、
こ
れ
古
仏
の
日
面

月
面
な
り
、
古
仏
の
皮
肉
骨
髄
な
り
〉《
古
仏
心
》
で
も
、「
万
木
百
草
」
は
山
に
あ
る
も
の
で
、「
九
山
八
海
」
も
山
と
水
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に
ほ
か
な
ら
な
い
。

「
而
今
の
山
水
」
は
、
打
坐
に
お
い
て
〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉、
そ
の
万
法
と
し
て
の
山
水
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ぜ
と
り
わ
け
「
山
」
と
「
水
」
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
も
、
こ
の
巻
の
中
で
順
次
示
さ
れ
て
く
る
。

〈
而
今
の
山
水
は
〉
に
続
け
て
〈
古
仏
の
道
現
成
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。

「
古
仏
」
は
、
ひ
と
つ
に
は
「
而
今
」
に
対
す
る
「
古
」
で
あ
り
、
今
・
古
の
レ
ト
リ
ッ
ク
と
し
て
、「
仏
」
や
「
諸
仏
」

で
な
く
〈
古
仏
〉
と
い
っ
た
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
以
上
に
、
道
元
の
尊
敬
す
る
仏
祖
に
対
す
る
尊
称
が
「
古

仏
」
で
あ
り
、
安
谷
が
言
及
し
て
い
る
よ
う
に
、
後
で
そ
の
言
葉
が
言
及
さ
れ
る
大
陽
山
楷
和
尚
や
雲
門
な
ど
「
山
」
に
つ

い
て
道こ

と
ばを
言
い
得
た
仏
祖
の
こ
と
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、〈
而
今
の
山
水
〉
の
「
山
水
」
を
自
己
と
す
る
解
釈
が
あ
る
。『
文
庫
』
脚
注
で
は
「
山
水
が
自
己
の
正
体

の
不
変
の
真
実
（
経
・
ス
ー
ト
ラ
）
で
あ
る
こ
と
を
説
く
」
と
あ
る
。
不
変
の
真
実
が
経
・
ス
ー
ト
ラ
で
あ
る
の
も
お
か
し

い
が
、
ど
う
し
て
山
水
を
自
己
の
正
体
（
こ
れ
も
意
味
が
わ
か
ら
な
い
が
）
と
い
う
の
か
。
そ
れ
は
お
そ
ら
く
最
初
の
註
解
書

『
聞
書
』
に
「
こ
の
山
水
古
仏
也
と
可
心
得
」（
二
八
一
）、『
私
記
』
に
「
山
水
の
自
己
な
り
」（
二
一
九
）
な
ど
と
あ
る
か
ら

だ
ろ
う
。

〈
道
現
成
〉
の
「
道
」
は
、
竹
村
が
「
あ
く
ま
で
道い

う
」
と
い
う
通
り
「
道い

う
」
あ
る
い
は
「
道こ
と
ば」
で
あ
る
。

そ
し
て
「
古
仏
の
道
」
は
、
二
節
以
下
の
祖
師
た
ち
の
詞
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
そ
こ
で
道
得
さ
れ
た
よ
う
に
、「
而
今
の

山
水
」
は
現
成
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
『
文
庫
』
脚
注
は
古
釈
を
ひ
き
ず
っ
て
「
仏
道
の
現
成
」
と
す
る
。
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＊

二
、    

と
も
に
法
位
に
住
し
て
、
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
。
空
劫
已
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
え
に
、
而
今
の
活
計
な
り
。
朕
兆

未
萌
の
自
己
な
る
が
ゆ
え
に
、
現
成
の
透
脱
な
り
。

［
注
釈
］

○
法
位
に
住
し
て　
『
法
華
経
』
方
便
品
「
是
法
住
法
位
、
世
間
相
常
住
」（T

9,9b

）
に
よ
る
。
同
じ
詞
を
道
元
は
〈
是
法
住
法
位
、
世
間

相
常
住
な
り
〉《
恁
麼
》、〈
法
住
法
位
な
り
、
世
相
常
住
な
り
〉《
諸
法
実
相
》
と
引
く
。

次
の
用
例
に
あ
き
ら
か
な
よ
う
に
、
も
の
が
普
通
は
変
化
し
て
い
る
、
変
遷
し
て
い
る
と
見
え
る
状
態
を
、
前
後
か
ら
断
た
れ
た
「
ひ

と
と
き
の
位
」
と
し
て
、
捉
え
る
。

＊
道
元
用
例

〈
薪
は
薪
の
法
位
に
住
し
て
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
。
前
後
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
前
後
際
断
せ
り
。
灰
は
灰
の
法
位
に
あ
り
て
、
後
あ

り
、
先
あ
り
。
…
…
生
も
一
時
の
く
ら
ゐ
な
り
、
死
も
一
時
の
く
ら
ゐ
な
り
。〉《
現
成
公
案
》

そ
れ
は
と
り
わ
け
、《
有
時
》
で
は
、
去
来
に
対
す
る
あ
り
方
に
対
比
し
て
い
わ
れ
る
。

〈
い
ま
世
界
に
排
列
せ
る
む
ま
ひ
つ
じ
を
あ
ら
し
む
る
も
、
住
法
位
の
恁
麼
な
る
昇
降
上
下
な
り
。
ね
ず
み
も
時
な
り
、
と
ら
も
時
な

り
〉。

〈
む
ま
〉
は
、
十
一
時
か
ら
、
十
三
時
ま
で
二
時
間
で
あ
り
、
時
計
の
長
針
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
動
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ

を
〈
む
ま
〉
と
い
う
住
法
位
の
上
下
だ
と
い
う
。
薪
と
い
う
住
法
位
の
前
後
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
打
坐
に
お
け
る
〈
有
時
の
而
今
〉

で
あ
る
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
言
え
て
、〈
有
時
の
住
位
な
り
。
住
法
位
の
活
鱍
鱍
地
な
る
、
こ
れ
有
時
な
り
。
…
…
去
来
と
認
じ
て
、
住

位
の
有
時
と
見
徹
せ
る
皮
袋
な
し
〉《
有
時
》
と
、
住
法
位
が
、
静
止
し
た
も
の
で
も
、
去
来
で
も
な
い
こ
と
を
い
う
。
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○
空
劫
已
前　

劫
（
世
界
期
の
単
位
）
は
順
番
に
空
劫
、
成
劫
、
住
劫
、
壊
劫
が
あ
り
、
そ
の
世
界
期
の
初
め
で
あ
る
空
劫
以
前
、
時
間
以

前
。

○
活
計　

く
ら
し
む
き
、
生
業
。
活
き
る
働
き
。

○
朕
兆
未
萌　
「
朕
」
は
名
詞
で
は
①
縫
い
目
、
②
前
兆
、
き
ざ
し
の
意
、「
兆
」
は
き
ざ
し
。「
萌
」
も
、
①
萌
え
る
、
芽
が
出
る
と
い
う

意
味
で
、
②
き
ざ
し
で
も
あ
る
。
も
の
の
前
兆
さ
え
未
だ
萌き
ざ

さ
な
い
時
。
働
き
出
る
様
子
の
ま
っ
た
く
な
い
時
。

○
透
脱　

脱
落
と
似
た
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
る
。
た
と
え
ば
〈
浄
を
超
越
し
、
不
浄
を
透
脱
し
、
非
浄
非
不
浄
を
脱
落
す
る
な
り
〉《
洗

面
》、〈
脱
落
し
き
た
り
透
脱
し
き
た
る
に
、
か
な
ら
ず
姓
な
り
〉《
仏
性
》、〈
た
だ
眼
睛
の
活
出
な
り
、
自
他
を
脱
落
す
、
た
だ
吾
髄
の

附
嘱
な
り
、
自
他
を
透
脱
せ
り
〉《
自
証
三
昧
》

「
透
脱
」
と
「
脱
落
」
の
微
妙
な
違
い
が
は
っ
き
り
す
る
の
が
次
の
例
で
あ
る
。〈
自
己
の
身
心
骨
髄
に
脱
落
な
ら
し
む
べ
し
、
自
己
の

山
河
尽
界
に
透
脱
な
ら
し
む
べ
し
〉《
見
仏
》。
人
間
の
事
態
に
関
し
て
は
「
脱
落
」
が
使
わ
れ
、（
万
）
法
の
事
態
に
関
し
て
は
「
透

脱
」
が
使
わ
れ
る
。
そ
れ
が
明
ら
か
な
の
は
、『
正
法
眼
蔵
』
に
お
け
る
三
十
回
の
用
例
の
ほ
と
ん
ど
が
、
次
の
よ
う
に
人
間
で
は
な
い

事
態
に
対
し
て
使
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

〈
以
表
す
る
が
ゆ
え
に
諸
仏
体
を
透
脱
す
。〉《
仏
性
》、〈
身
心
を
も
ぬ
く
る
道
と
せ
り
、
…
…
こ
れ
を
参
究
し
て
向
来
を
も
透
脱
す

べ
し
、
末
上
を
も
透
脱
す
べ
し
、
正
当
恁
麼
時
を
も
透
脱
す
べ
し
。〉《
恁
麼
》、〈
声
色
透
脱
の
道
あ
り
。〉〈
搆
本
宗
末
お
の
づ
か
ら

透
脱
な
る
べ
し
。〉《
阿
羅
漢
》、〈
諸
仏
の
大
道
、
そ
の
究
尽
す
る
と
こ
ろ
、
透
脱
な
り
、
現
成
な
り
、
そ
の
透
脱
と
い
ふ
は
、
あ
る

ひ
は
生
も
生
を
透
脱
し
、
死
も
死
を
透
脱
す
る
な
り
。〉《
全
機
》、〈
四
海
五
湖
、
も
し
透
脱
せ
ざ
ら
ん
は
、
徧
参
に
あ
ら
ず
。〉《
徧

参
》、〈
滅
は
滅
を
跳
出
透
脱
す
る
を
滅
と
す
。〉《
三
十
七
品
菩
提
分
法
》、〈
正
法
眼
蔵
の
仏
祖
の
正
伝
せ
る
鉢
盂
、
こ
れ
透
脱
古
今

底
の
鉢
盂
な
り
。〉《
鉢
盂
》
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な
お
こ
れ
が
「
透
体
脱
落
」
の
短
縮
形
、
あ
る
い
は
同
じ
意
味
と
は
い
え
な
い
の
は
、「
透
体
脱
落
」
は
七
十
五
巻
本
で
は
、
た
だ
一
箇

所
〈
悉
有
を
会
取
す
る
こ
と
か
く
の
ご
と
く
な
れ
ば
、
悉
有
そ
れ
透
体
脱
落
な
り
〉《
仏
性
》
と
使
わ
れ
る
だ
け
だ
か
ら
で
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】

（
山
も
水
も
）
と
も
に
ひ
と
と
き
の
定
ま
っ
た
位
で
あ
り
、
究
め
尽
く
さ
れ
た
功
徳
を
成
就
し
て
い
る
。
時
が
始
ま
る
以
前

の
様
子
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
い
ま
の
生
き
生
き
し
た
営
み
で
あ
る
。
も
の
が
萌
す
以
前
の
自
己
で
あ
る
か
ら
、
現
成
の
透
脱

で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

法
位
に
住
す
る
と
は
、
そ
の
も
の
に
な
り
切
る
と
い
う
よ
う
な
心
で
あ
る
。
山
は
山
に
成
り
き
っ
て
、
余
物
を
ま
じ
へ

な
い
時
節
に
、
そ
の
本
来
の
面
目
功
徳
を
究
尽
す
る
の
で
あ
る
。
古
仏
の
生
死
去
来
も
、
そ
の
時
々
の
住
法
位
で
あ
る
。

…
…
若
し
山
の
山
を
見
る
が
如
く
、
山
に
な
り
き
っ
て
参
学
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
脚
を
嶮
崖
に
労
役
す
る
で
あ
ろ
う
。

山
の
峨
々
た
る
は
、
法
位
に
住
し
て
然
る
の
で
あ
っ
て
、
決
し
て
主
体
的
に
背
伸
び
し
て
い
る
姿
で
は
な
い
。（
一
七
）

山
の
聳
ゆ
る
や
峨
峨
。
峨
峨
た
る
は
、
山
の
本
来
の
面
目
で
あ
る
。
…
…
そ
の
本
来
の
面
目
功
徳
を
究
尽
す
る
の
で

あ
る
。（
一
七
）

身
心
を
挙
し
て
古
仏
の
道
に
住
す
れ
ば
、
山
水
と
も
に
法
位
に
住
し
て
究
尽
の
功
徳
を
成
ず
る
。
わ
れ
と
山
水
と
古

仏
身
は
、
奇
し
く
も
同
時
の
現
成
で
あ
る
。
而
今
の
山
水
は
、
わ
が
尽
力
現
成
せ
し
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
二
〇
）

声
色
の
現
れ
る
の
は
、
渓
山
の
自
己
を
挙
似
す
る
力
で
あ
る
。
こ
の
力
に
引
か
れ
て
、
わ
れ
は
汝
を
渓
声
山
色
と
見
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聞
す
る
。
究
尽
の
功
徳
と
は
、
畢
竟
し
て
こ
の
力
を
い
う
。（
二
二
）

こ
こ
で
空
劫
已
然
と
あ
る
の
は
、
詳
し
く
言
え
ば
成
住
壊
空
の
四
劫
以
前
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
山
水
の
悠
久
は
、

何
千
億
万
年
を
四
つ
合
わ
せ
た
時
間
よ
り
も
更
に
以
前
に
遡
る
が
故
に
、
而
今
の
活
計
で
あ
る
。
…
…
い
ま
山
水
の
自

己
は
、
父
母
も
生
ま
れ
ず
、
朕
兆
も
未
だ
現
れ
ざ
る
底
の
自
己
で
あ
る
か
ら
、
現
成
の
透
脱
な
り
と
い
う
。
…
…
こ
の

自
己
は
我
の
自
己
で
な
く
し
て
、
山
水
の
自
己
、
朕
兆
未
萌
の
自
己
な
る
が
故
で
あ
る
。（
二
四
、二
五
）

（
検
討
）

〈
法
位
に
住
す
る
〉
に
つ
い
て
、「
山
は
山
に
成
り
き
」
る
と
か
、
山
が
「
主
体
的
に
背
伸
び
を
し
て
い
る
姿
で
は
な
い
」

と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
の
後
、「
山
に
な
り
き
っ
て
参
学
す
る
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
脚
を
嶮
崖
に
労
役

す
る
で
あ
ろ
う
」
と
書
か
れ
て
い
る
か
ら
、
修
行
者
が
山
に
成
り
き
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
が
、
そ
ん
な
こ
と
が
で
き
る
だ

ろ
う
か
。「
古
仏
の
道
に
住
す
れ
ば
」
は
、「
道
」
が
「
こ
と
ば
、
い
う
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
か
ら
、
誤
っ
た
解
釈
で
あ
ろ

う
が
、
田
中
は
そ
こ
か
ら
「
わ
れ
と
山
水
と
古
仏
身
」
が
同
時
の
現
成
で
あ
る
と
い
う
。「
古
仏
身
」
と
い
う
こ
と
は
い
わ

れ
て
い
な
い
。「
而
今
の
山
水
は
、
わ
が
尽
力
現
成
せ
し
め
る
」
と
い
う
が
、
ど
の
よ
う
に
な
の
か
、
そ
の
尽
力
の
内
実
が

少
し
も
見
え
な
い
。
ど
う
も
〈
究
尽
の
功
徳
を
成
〉
ず
る
の
は
、「
渓
山
の
自
己
を
挙
似
す
る
力
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

そ
の
よ
う
な
こ
と
は
い
わ
れ
て
い
な
い
。

空
劫
以
前
を
「
四
劫
以
前
」
や
「
更
に
以
前
に
遡
る
」
と
い
う
が
、
時
間
的
に
捉
え
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。
ま
た
こ
の

〈
自
己
〉
は
「
山
水
の
自
己
」
だ
ろ
う
か
。
こ
の
巻
に
「
山
（
水
）
の
自
己
」
と
い
う
表
現
は
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

法
位
に
住
す
る
と
は
な
ん
の
こ
と
か
。
山
は
山
の
法
位
に
住
し
、
水
は
水
の
法
位
に
住
す
る
こ
と
だ
。
そ
れ
を
簡
単
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に
い
う
と
、
山
は
是
れ
山
、
水
は
是
れ
水
だ
。
だ
が
凡
人
の
見
た
、
山
は
こ
れ
山
で
は
な
い
。
常
識
で
考
え
た
水
は
こ

れ
水
で
は
な
い
。
と
も
に
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
る
山
で
あ
り
、
水
で
あ
る
。（
四
七
）

究
尽
の
功
徳
を
成
ず
る
と
は
、
な
ん
の
こ
と
か
。
山
は
山
で
三
世
十
方
を
尽
く
し
て
い
る
。
水
は
水
で
全
宇
宙
を
尽

く
し
て
い
る
。
山
も
水
も
、
と
も
に
時
間
空
間
を
呑
ん
だ
而
今
で
あ
る
。…
…
も
ち
ろ
ん
、
山
と
い
う
も
水
と
い
う
も
、

本
来
の
自
己
の
こ
と
で
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。（
四
八
）

空
劫
以
前
と
は
、
一
般
に
天
地
開
闢
以
前
と
解
す
る
が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
思
想
、
概
念
、
認
識
、
信

仰
等
の
心
識
の
作
用
以
前
と
い
う
ひ
び
き
が
主
で
あ
る
。
…
…
し
た
が
っ
て
、
空
劫
以
前
の
消
息
と
い
う
も
、
而
今
の

活
計
と
い
う
も
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
。
…
…
活
計
と
は
、
生
活
の
事
実
と
い
う
こ
と
だ
。（
四
八
）

朕
兆
未
萌
も
空
劫
以
前
と
同
じ
で
、
な
ん
ら
の
き
ざ
し
も
、
ま
だ
あ
ら
わ
れ
な
い
時
代
と
い
う
言
葉
で
あ
る
が
、
こ

れ
も
や
は
り
心
識
の
作
用
以
前
と
い
う
重
要
な
ひ
び
き
を
持
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
消
息
」
と
い
う
か
わ
り
に
「
自

己
」
と
、
あ
か
ら
さ
ま
に
本
来
の
自
己
を
点
出
し
て
、
そ
れ
が
而
今
な
る
山
水
だ
と
示
し
て
い
る
。
山
水
を
自
己
の
外

に
見
て
い
る
凡
人
に
は
、
青
天
の
へ
き
れ
き
で
あ
る
。（
四
九
）

（
検
討
）

「
法
位
に
住
し
て
」
に
関
し
て
は
、「
凡
人
の
見
た
」、「
常
識
で
考
え
た
」
山
水
で
は
な
い
、
と
い
う
の
は
当
た
っ
て
い
よ

う
が
、〈
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
る
〉
山
で
は
、
ず
れ
る
。
本
文
は
〈
法
位
に
住
し
て
、
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
〉
と
い
わ
れ
て

い
る
。
な
ぜ
山
が
「
三
世
十
方
を
尽
く
し
て
」
い
る
の
か
、
水
が
「
全
宇
宙
を
尽
く
し
て
い
る
」
の
か
。
も
し
安
谷
が
《
有

時
》
の
（
時
時
の
時
に
尽
有
尽
界
あ
る
な
り
）
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
何
に
対
し
て
も
言
え
る
こ
と
で

あ
り
、
山
の
功
徳
で
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
そ
の
内
実
は
、
は
じ
め
は
「
山
が
…
…
尽
く
し
て
い
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、
け
っ

き
ょ
く
、
本
来
の
自
己
で
、
人
が
究
尽
す
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
「
空
劫
以
前
」
を
時
で
は
な
く
、「
心
識
の
作
用
以
前
」
と
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い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
本
来
の
自
己
を
而
今
の
山
水
だ
と
い
う
の
は
、
妥
当
だ
ろ
う
か
。

森
本
『
花
開
』

…
…
「
空
劫
」
よ
り
前
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
事
物
現
象
の
生
ず
る
以
前
、
す
な
わ
ち
「
諸
法
」
の

成
立
す
る
以
前
を
意
味
す
る
。（
二
三
）

あ
り
の
ま
ま
の
絶
対
的
真
実
の
状
態
が
「
朕
兆
未
萌
」
な
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
ん
な
と
こ
ろ
に
、
個
人
的
主
体

と
し
て
の
自
己
な
ど
と
い
う
も
の
が
あ
る
わ
け
が
な
い
。
こ
の
場
合
の
「
自
己
」
は
「
朕
兆
未
萌
」
に
と
っ
て
の
「
自

己
」
な
の
で
あ
り
、「
そ
の
も
の
」
な
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
そ
う
い
う
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
現
成
の
透
脱
」
で

あ
る
と
い
わ
れ
る
の
だ
。「
透
脱
」
と
は
「
透
り
脱
け
る
」
こ
と
で
あ
り
「
ぬ
け
出
る
」
こ
と
で
あ
っ
て
、「
脱
却
」
な

り
「
解
脱
」
な
り
を
意
味
す
る
が
、
そ
の
こ
と
は
た
だ
ち
に
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿
、
す
な
わ
ち
真
実
相
が
顕
現
す
る
こ

と
を
意
味
す
る
は
ず
で
あ
ろ
う
。（
二
三
、二
四
）

（
検
討
）

空
劫
已
前
は
、
時
間
的
以
前
で
は
あ
る
ま
い
。「『
朕
兆
未
萌
』
に
と
っ
て
の
『
自
己
』」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
で

は
「
朕
兆
未
萌
」
と
い
う
“
も
の
が
ら
”
が
、
自
己
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
そ
ん
な
も
の
は
な
い
。「
あ
り
の
ま
ま
の
絶

対
的
真
実
」、「
あ
り
の
ま
ま
の
姿
」
と
い
う
が
、
そ
の
「
あ
り
の
ま
ま
」
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

内
山
『
味
わ
う
』

だ
か
ら
「
空
劫
已
前
」
と
い
う
の
は
、
そ
う
い
う
成
住
壊
空
以
前
、
あ
ら
ゆ
る
思
考
以
前
の
と
こ
ろ
で
す
。
普
通

の
人
は
、
時
間
と
い
う
も
の
を
、
永
遠
の
過
去
か
ら
永
遠
の
未
来
に
向
か
っ
て
流
れ
て
い
る
と
思
い
、
そ
し
て
そ
の
中
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の
一
点
に
自
分
が
生
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
生
命
実
物
と
し
て
は
そ
う
で
は
な
い
。
い
つ
も
言
う
よ
う

に
、
私
は
私
の
住
ま
う
世
界
を
も
っ
て
生
ま
れ
て
来
、
そ
の
時
間
と
と
も
に
生
き
、
最
後
に
時
間
と
と
も
に
死
ん
で
ゆ

く
。（
二
九
）

父
や
母
が
生
ま
れ
て
い
な
い
以
前
の
自
分
の
本
来
の
面
目
と
は
、
要
す
る
に
生
命
実
物
で
す
。
概
念
以
前
、
思
い
で

思
う
以
前
、
一
切
分
離
以
前
の
生
命
実
物
で
す
。
す
る
と
山
は
山
で
な
い
。
水
は
水
で
な
い
。
そ
れ
を
「
現
成
の
透
脱

な
り
」
と
い
う
。「
透
脱
」
と
は
、
透
過
脱
落
で
す
、
山
が
、
山
と
決
ま
っ
た
概
念
で
つ
か
ま
え
ら
れ
る
以
前
。
つ
ま

り
無
相
、
相
が
な
い
。（
三
一
）

（
検
討
）

空
劫
已
前
を
時
間
で
は
な
く
、「
思
考
以
前
」「
概
念
以
前
」
と
い
う
の
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、
そ
れ
を
「
生
命
実

物
」
と
共
な
る
時
間
と
す
る
が
、
そ
れ
で
は
「
私
の
住
ま
う
世
界
」
の
時
間
が
、
空
劫
已
前
と
な
ら
な
い
だ
ろ
う
か
。
空
劫

已
前
の
自
己
は
「
本
来
の
面
目
」
と
言
い
換
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
が
「
生
命
実
物
」
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
と
、
生
命
実
物
と

は
何
か
、
こ
の
世
に
あ
る
時
、
生
ま
れ
た
も
の
で
は
な
い
の
か
、
と
問
わ
れ
よ
う
。
人
が
、
思
考
以
前
に
ど
の
よ
う
に
な
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、
本
能
と
間
違
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。「
透
脱
」
と
は
、
透
過
脱
落
だ

と
言
っ
て
も
内
実
が
わ
か
ら
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
は
山
の
「
無
相
」
だ
、
と
い
っ
て
も
、
道
元
は
す
ぐ
後
で
、
山
の
究
尽
の

功
徳
を
具
体
的
有
様
（
有
相
）
と
し
て
説
明
し
て
い
る
。

頼
住
［
一
考
察
］

…
…
こ
の
「
不
生
」
と
い
う
言
葉
は
、
た
と
え
ば
、《
現
成
公
案
》
の
「
た
き
木
は
い
と
な
る
。
…
…
し
る
べ
し
、

薪
は
薪
の
法
位
に
住
し
て
、
さ
き
あ
り
、
の
ち
あ
り
。
…
…
死
も
一
時
の
く
ら
ゐ
な
り
」
と
い
う
言
葉
か
ら
も
わ
か
る
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と
お
り
、「
法
位
に
住
し
て
」、
す
な
わ
ち
、
在
る
べ
き
あ
り
方
を
実
現
し
て
、
絶
対
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と

を
、
意
味
す
る
。
つ
ま
り
、
一
つ
一
つ
の
認
識
行
為
が
絶
対
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
「
一
念
」
以
外
に
、
真
理
の
成

就
す
る
場
合
は
な
い
、
と
道
元
は
い
う
の
で
あ
る
。（
九
一
）

（
検
討
）

「
住
法
位
」
と
は
「
在
る
べ
き
あ
り
方
を
実
現
」
し
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
「
一
つ
一
つ
の
認
識
行
為

が
絶
対
的
な
も
の
」
で
あ
る
一
念
だ
と
い
わ
れ
る
が
「
絶
対
的
な
も
の
」
と
い
う
言
い
方
は
、
道
元
の
解
釈
、
い
や
お
よ
そ

仏
法
の
解
釈
に
ふ
さ
わ
し
く
あ
る
ま
い
。
ま
た
道
元
も
仏
道
も
「
認
識
行
為
」
を
絶
対
化
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。

【
私
釈
】

〈
と
も
に
〉
は
、
山
と
水
が
「
と
も
に
」
で
あ
る
。
後
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
、
山
と
切
り
離
せ
な
い
水
で
あ
る
。

〈
法
位
に
住
し
て
〉
と
は
、〔
注
釈
〕
に
も
書
い
た
よ
う
に
《
現
成
公
案
》
で
、
燃
え
て
い
る
状
態
で
あ
る
「
薪
、
灰
と
な

る
」
に
つ
い
て
、
ふ
つ
う
に
人
が
見
る
無
常
、
去
来
の
姿
で
は
な
く
、
薪
や
灰
は
、
前
後
が
切
れ
て
い
る
「
ひ
と
と
き
の

位
」
で
あ
る
と
い
う
。

［
水
野
訳
］
で
は
「
法
位
（
法
と
し
て
あ
る
べ
き
あ
り
方
）
に
住
と
ど
ま

っ
て
」（
二
二
七
）
と
あ
る
が
、
法
位
は
、
漢
字
の
語
感
か
ら

く
る
こ
の
よ
う
な
状
態
で
は
な
く
、
こ
の
「
住
」
は
停
ま
る
と
い
う
よ
り
、「
在
る
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
い
。
頼
住

［
一
考
察
］
の
「
在
る
べ
き
あ
り
方
を
実
現
し
て
」
も
、
同
じ
よ
う
に
、
語
感
を
頼
る
誤
り
に
思
え
る
。

〈
而
今
の
山
水
〉
は
、
打
坐
に
お
い
て
現
成
し
て
い
る
山
水
で
あ
る
か
ら
、
普
通
の
意
識
的
判
断
で
あ
る
〈
去
来
の
相
〉

《
有
時
》
で
は
な
く
、〈
有
時
の
而
今
〉《
有
時
》、
す
な
わ
ち
打
坐
の
「
い
ま
こ
こ
」
の
〈
ひ
と
と
き
の
く
ら
い
〉《
生
死
》

で
あ
る
。
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そ
の
山
水
が
〈
究
尽
の
功
徳
を
成
ぜ
り
〉
と
い
う
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。〈
而
今
の
山
水
〉
は
、
打
坐

に
お
け
る
山
水
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
人
間
の
知
覚
や
判
断
、
造
作
を
離
れ
た
山
水
は
、
そ
の
ま
ま
で
素
晴
ら
し
い
働
き
を

し
て
い
る
。
そ
の
〈
功
徳
〉
は
す
ぐ
後
の
三
で
、〈
山
の
諸
功
徳
、
高
広
な
る
を
も
て
〉
と
言
及
さ
れ
、
二
節
は
じ
め
で
も

〈
山
は
、
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧
闕
す
る
こ
と
な
し
〉
と
展
開
さ
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
見
た
い
。

そ
れ
が
〈
究
尽
の
〉
功
徳
で
あ
る
の
は
、
人
に
お
け
る
仏
道
の
究
尽
と
呼
応
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
打
坐
は
〈
頭
頭
に

辺
際
を
つ
く
さ
ず
と
い
ふ
事
な
く
、
処
処
に
蹈
翻
せ
ず
と
い
ふ
こ
と
な
し
〉《
現
成
公
案
》
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
い
つ
も

究
尽
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
現
成
で
あ
る
万
法
も
究
尽
さ
れ
て
い
る
。
坐
禅
し
て
功
夫
し
て
最
後
に
辿
り
着
く
の
が
究
尽
な

の
で
は
な
い
。
打
坐
に
お
い
て
人
間
の
働
き
を
や
め
れ
ば
、
万
法
は
自

お
の
ず
から
現
成
す
る
の
で
あ
る
。《
現
成
公
案
》
も
〈
仏
家

の
風
は
、
大
地
の
黄
金
な
る
を
現
成
せ
し
め
、
長
河
の
蘇
酪
を
参
熟
せ
り
〉
で
結
ば
れ
て
い
る
。
仏
道
修
行
や
成
仏
の
影
響

は
、
人
間
が
か
か
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
、
人
間
が
覚
知
で
き
な
い
と
こ
ろ
で
、
万
法
に
お
い
て
成
就
さ
れ
る
。

つ
ま
り
山
や
水
は
、
人
間
の
活
動
を
離
れ
た
時
、
す
な
わ
ち
打
坐
の
時
に
、
は
じ
め
て
本
来
の
素
晴
ら
し
い
あ
り
か
た
と

し
て
成
就
す
る
。

そ
の
こ
と
が
〈
空
劫
已
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
え
に
、
而
今
の
活
計
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。〈
空
劫
已
前
の
消
息
〉
と
は
、

大
方
の
諸
釈
の
よ
う
に
、
ふ
つ
う
は
や
は
り
時
間
が
は
じ
ま
っ
た
時
（
世
界
創
造
な
ど
）
と
い
う
の
を
考
え
て
、
そ
れ
以
前
の

こ
と
か
と
思
う
が
、
そ
れ
も
直
線
的
時
間
を
前
提
と
し
て
、
そ
の
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
唯
識
で
明
ら
か
に
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
、
時
間
も
空
間
も
我
々
の
意
識
以
前
の
心
の
作
用
（
阿
頼
耶
識
）
で
作
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
〈
空
劫
已
前
の
消
息
〉
と
は
、
時
間
的
な
永
劫
の
過
去
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
意
識
以
前
、
認
識
以
前
の
と
こ
ろ
、
阿
頼

耶
識
の
止
滅
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
打
坐
の
と
こ
ろ
、
身
心
脱
落
の
と
こ
ろ
を
お
い
て
は
、
な
い
。

〈
各
各
の
脱
殻
う
る
に
、
従
来
の
知
見
解
会
に
拘
牽
せ
ら
れ
ず
、
曠
劫
未
明
の
事
、
た
ち
ま
ち
に
現
前
す
〉《
谿
声
山
色
》



260

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［上］（松岡 由香子）

と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
人
が
各
々
脱
穀
を
得
る
、
す
な
わ
ち
い
ま
ま
で
の
所
与
の
す
べ
て
を
脱
落
さ
せ
る
と
き
に
、
現
成
す

る
の
が
曠
劫
未
明
の
事
、
す
な
わ
ち
空
劫
已
前
の
消
息
で
あ
る
。

そ
れ
を
「
概
念
以
前
、
思
い
で
思
う
以
前
、
一
切
分
離
以
前
」（
内
山
『
味
わ
う
』）
と
い
う
の
は
、
間
違
い
で
は
な
い
が
、

生
命
実
物
と
し
て
の
「
我
」
が
残
る
。
そ
の
も
っ
と
深
い
無
意
識
の
我
、
時
間
・
空
間
・
言
語
を
立
て
る
「
識
」
の
な
く

な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
父
母
の
未
だ
生
ま
れ
な
い
そ
の
前
と
は
、
歴
史
的
社
会
的
に
形
成
さ
れ
て
き
た
言
語
や
認
識
、

そ
し
て
時
空
意
識
が
生
ま
れ
る
以
前
、
集
合
的
無
意
識
以
前
で
も
あ
る
。
そ
こ
に
は
も
は
や
「
自
己
」
も
「
他
己
」
も
な

い
。こ

の
よ
う
な
〈
万
法
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉《
現
成
公
案
》
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
万
法
と
自
己
の
か
か
わ
り
が
、

こ
れ
ら
の
道
元
の
叙
述
の
通
奏
低
音
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
、「
自
己
な
る
山
水
」（
田
中
）
と
し
た
り
、
安
谷
の
よ
う
に
す

ぐ
に
「
本
来
の
自
己
」
と
い
っ
た
り
、
内
山
の
よ
う
に
「
生
命
実
物
」
と
い
っ
た
り
し
て
、
人
間
に
引
き
つ
け
な
い
方
が
い

い
だ
ろ
う
。

〈
而
今
の
活
計
〉
と
は
、
例
え
ば
五
月
の
青
葉
で
あ
る
と
か
、
秋
の
真
っ
赤
な
紅
葉
が
は
ら
は
ら
と
落
ち
る
さ
ま
と
い
う
よ

う
に
、
生
き
生
き
と
働
い
て
い
る
山
河
で
あ
る
。
そ
れ
が
究
尽
の
功
徳
の
一
例
で
あ
ろ
う
。
諸
釈
は
、
山
の
功
徳
、
水
の
功

徳
の
具
体
性
を
欠
い
て
い
る
。
道
元
が
こ
の
巻
で
示
し
た
い
一
つ
の
こ
と
は
、
具
体
的
な
「
山
水
の
功
徳
」
で
あ
ろ
う
と
思
わ

れ
る
。『
文
庫
』
脚
注
は
〈
而
今
の
活
計
〉
を
「
現
在
の
我
々
の
生
き
て
い
る
現
実
」
と
す
る
が
、
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

こ
の
よ
う
に
〈
空
劫
已
前
の
消
息
な
る
が
ゆ
え
に
、
而
今
の
活
計
な
り
〉
は
、
ま
ず
は
山
水
の
あ
り
方
を
い
っ
て
い
る

が
、
そ
の
山
水
の
あ
り
方
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
打
坐
と
い
う
人
（
自
己
）
の
あ
り
方
を
離
れ
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
の
こ
と
を
明
瞭
に
示
す
の
が
、
続
く
〈
朕
兆
未
萌
の
自
己
な
る
が
ゆ
え
に
、
現
成
の
透
脱
な
り
〉
で
あ
る
。

〈
朕
兆
未
萌
の
自
己
〉
は
、
明
確
に
人
の
あ
り
方
を
い
っ
て
い
る
。
こ
の
巻
で
〈
自
己
〉
と
使
わ
れ
る
の
は
、
次
の
よ
う
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に
、
す
べ
て
山
と
水
な
ど
に
対
す
る
人
の
自
己
で
あ
る
。

〈
も
し
山
の
運
歩
を
疑
著
す
る
は
、
自
己
の
運
歩
を
も
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
。
…
…
自
己
の
運
歩
を
し
ら
ん
が
ご

と
き
、
ま
さ
に
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
、
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
非
情
に
あ
ら
ず
、
自
己
す
で
に
有
情

に
あ
ら
ず
非
情
に
あ
ら
ず
。〉

〈
青
山
の
運
歩
、
お
よ
び
自
己
の
運
歩
、
あ
き
ら
か
に
撿
點
す
べ
き
な
り
〉

〈
水
の
水
に
修
証
す
る
が
ゆ
え
に
、
水
の
水
を
道
著
す
る
参
究
あ
り
。
自
己
の
自
己
に
相
逢
す
る
通
路
を
現
成
せ
し
む

べ
し
。〉

〈
魚
を
つ
る
あ
り
、
人
を
つ
る
あ
り
、
道
を
つ
る
あ
り
、
こ
れ
と
も
に
古
来
水
中
の
風
流
な
り
。
さ
ら
に
す
す
み
て

自
己
を
つ
る
あ
る
べ
し
。〉

こ
こ
で
、
は
っ
き
り
、
山
な
ど
万
法
と
自
己
は
異
な
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、「
山
水
の
自
己
」（
田
中
『
道

元
』）、「
本
来
の
自
己
を
点
出
し
て
、
そ
れ
が
而
今
な
る
山
水
だ
と
示
し
て
い
る
」（
安
谷
『
参
究
』）、「
山
と
い
う
も
水
と
い

う
も
、
本
来
の
自
己
の
こ
と
で
あ
る
の
は
、
い
う
ま
で
も
な
い
。」（
同
）
と
い
う
の
は
誤
っ
た
解
釈
で
あ
る
。

五
欲
を
伴
っ
て
生
ま
れ
る
そ
の
以
前
、
別
の
詞
で
い
え
ば
「
父
母
未
生
以
前
」
の
自
己
と
し
て
現
成
す
る
、
そ
れ
は
ま
ぎ

れ
も
な
く
打
坐
の
而
今
で
あ
る
。

そ
し
て
〈
朕
兆
未
萌
の
自
己
〉
は
、〈
現
成
の
透
脱
な
り
〉
と
示
さ
れ
る
。「
朕
兆
未
萌
の
自
己
の
現
成
な
り
」、
で
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
が
、
そ
れ
が
〈
現
成
の
透
脱
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
、
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。

〈
透
脱
〉
は
、
こ
の
《
山
水
経
》
巻
に
七
回
も
言
及
さ
れ
る
大
事
な
用
語
で
あ
る
。
ち
な
み
に
「
脱
落
」
は
一
回
も
使
わ
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れ
て
い
な
い
。
な
ぜ
か
。
す
で
に
［
注
釈
］
で
み
た
よ
う
に
、「
脱
落
」
が
人
に
対
し
て
使
わ
れ
る
の
に
、「
透
脱
」
は
、
万

法
や
事
態
に
対
し
て
使
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
巻
が
人
間
の
修
証
の
あ
り
方
で
は
な
く
、
万
法
の
あ
り
方
を
説
く
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
、
人
の
自
己
を
示
す
〈
朕
兆
未
萌
の
自
己
〉
の
〈
現
成
〉
に
、
さ
ら
に
〈
透
脱
〉
が
加
え
ら
れ
て
、
そ
の
自
己

が
、
透
明
に
万
法
へ
と
消
え
て
い
く
趣
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

こ
の
巻
は
修
証
す
る
自
己
で
は
な
く
、〈
す
す
み
て
自
己
を
修
証
す
る
〉
万
法
、
と
り
わ
け
打
坐
の
場
に
あ
ら
ま
ほ
し
い

万
法
で
あ
る
山
水
の
あ
り
よ
う
に
こ
そ
、
焦
点
を
当
て
て
論
じ
ら
れ
て
い
く
。《
現
成
公
案
》
や
《
有
時
》
や
《
諸
悪
莫
作
》

な
ど
が
、
自
己
の
あ
り
方
に
お
け
る
諸
法
を
展
開
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
巻
は
、
ほ
と
ん
ど
自
己
を
消
し
て
、
あ
る

い
は
自
己
を
脱
落
し
て
、
た
だ
山
水
の
あ
り
方
と
し
て
展
開
し
て
い
る
と
い
え
ま
い
か
。

＊

三
、　　
　

山
の
諸
功
徳
、
高
広
な
る
を
も
て
、
乗
雲
の
道
徳
、
か
な
ら
ず
山
よ
り
通
達
す
。
順
風
の
妙
功
、
さ
だ
め
て
山
よ
り

透
脱
す
る
な
り
。

［
注
釈
］

○
乗
雲　
『
文
学
大
系
』・
頭
注
に
『
文
選
』
永
明
九
年
策
秀
才
文
「
崆
峒
有
順
風
之
請
、
華
封
致
乗
雲
之
拝
（
崆
峒
に
順
風
の
請
あ
り
、
華

封
に
乗
雲
の
拝
を
致
す
）」
と
あ
る
。
こ
こ
か
ら
「
乗
雲
」
と
次
の
「
順
風
」
が
採
ら
れ
た
こ
と
は
、『
永
平
広
録
』
巻
八
、
法
語
に
「
俗

猶
有
崆
峒
・
華
封
之
拝
請
、
順
風
・
乗
雲
之
詞
、
播
于
百
世
。（
俗
に
猶
お
崆
峒
・
華
封
の
拝
請
あ
り
。
順
風
・
乗
雲
の
詞
あ
り
、
百
世
に

播ほ
ど
こす
）」（
一
四
）
と
あ
る
こ
と
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
。

そ
の
『
文
選
』
の
言
葉
の
出
典
は
、『
荘
子
』
天
地
篇
で
あ
る
。
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「
堯
観
乎
華
。
華
封
人
曰
、
…
…
千
載
厭
世
、
去
而
上
僊
、
乗
彼
白
雲
、
至
于
帝
郷
。（
堯
、
華
に
観あ

そ

ぶ
。
華
の
封さ

き
も
り人

曰
く
、
…
…
千
載
世

を
厭
え
ば
、
去
り
て
上
僊
し
、
彼
の
白
雲
に
乗
り
て
帝
郷
に
至
る
。）」
略
し
た
と
こ
ろ
を
解
説
す
れ
ば
、
華
の
封
人
が
堯
を
、
祝
福
し
て
、

一
、
男
子
が
多
い
こ
と
、
二
、
富
、
三
、
長
寿
に
恵
ま
れ
る
よ
う
に
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
堯
が
断
っ
た
の
で
、
そ
の
三
つ
が
優
れ
て

い
る
こ
と
を
封
人
が
反
論
し
て
、
長
寿
で
千
年
生
き
る
こ
と
が
で
き
、
こ
の
世
が
厭
に
な
っ
た
ら
雲
に
乗
っ
て
帝
郷
に
行
け
る
、
と

い
っ
た
。

『
文
庫
』
脚
注
は
「
淮
南
子
、
原
道
訓
」
の
「
乗
雲
陵
霄
、
与
造
化
倶
」
を
出
典
と
し
て
い
る
。

○
道
徳　

人
の
踏
み
行
う
べ
き
道
で
あ
る
が
、
老
子
に
『
道
徳
経
』
が
あ
り
、
恬
淡
、
虚
無
の
学
と
し
て
も
っ
ぱ
ら
道
と
徳
を
説
く
。「
道

徳
」
と
い
う
詞
は
七
十
五
巻
本
で
は
こ
こ
だ
け
に
見
え
る
、
荘
子
・
老
子
の
「
道
徳
」
は
十
二
巻
本
で
は
批
判
し
て
こ
う
い
わ
れ
る
。

　
〈
古
徳
曰
、
老
子
・
荘
子
、
尚
自
未
識
小
乗
能
著
所
著
・
能
破
所
破
、
況
大
乗
中
若
著
若
破
。
是
故
不
与
仏
法
少
同
。
然
者
世
間
愚
者
迷

於
名
相
、
濫
禅
者
惑
於
正
理
、
欲
将
道
徳
・
逍
遥
之
名
斉
於
仏
法
解
脱
之
説
。
豈
可
得
乎
。（
老
子
・
荘
子
、
尚
お
自
ら
小
乗
の
能
著
所

著
、
能
破
所
破
を
識
ら
ず
。
況
ん
や
大
乗
の
中
の
若
し
は
著
し
、
若
し
は
破
す
る
を
や
。
是
の
故
に
仏
法
と
少
し
く
同
じ
か
ら
ず
。
然
れ

ば
、
世
間
の
愚
者
、
名
相
に
迷
い
、
濫
禅
の
者
は
正
理
に
惑
い
、
道
徳
・
逍
遥
の
名
を
将
て
仏
法
解
脱
の
説
に
斉
し
め
ん
と
欲
う
。
豈
に
得

べ
け
ん
や
。）《
四
禅
比
丘
》

○
順
風　

乗
雲
と
同
じ
く
『
文
選
』
の
「
崆
峒
有
順
風
之
請
」
か
ら
採
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
出
典
は
『
荘
子
』
在
宥
篇
の
「
廣
成
子
南

首
而
臥
。
黄
帝
順
下
風
、
膝
行
而
進
（
廣
成
子
、
南
首
に
し
て
臥ふ

す
。
黄
帝
、
下
風
に
順し

た
がい

、
膝
行
し
て
進
み
）」
で
あ
る
。「
下
風
」
と

は
、
他
人
の
支
配
を
受
け
る
低
い
地
位
。
こ
の
話
は
こ
の
巻
の
四
章
三
節
に
も
関
説
さ
れ
る
。《
古
鏡
》
に
も
〈
軒
轅
黄
帝
膝
行
進
崆
峒

問
道
乎
廣
成
子
…
…
（
軒
轅
黄
帝
、
膝
行
し
て
崆
峒
に
進
ん
で
道
を
廣
成
子
に
問
う
…
…
）
と
引
か
れ
る
。

『
文
庫
』
脚
注
の
「
順
風
の
よ
う
な
自
在
な
は
た
ら
き
」
は
当
た
っ
て
い
な
い
。
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【
現
代
語
訳
】

山
の
多
く
の
功
徳
は
非
常
に
広
く
高
い
の
で
あ
る
か
ら
、
雲
に
乗
（
っ
て
帝
郷
に
到
る
、
と
防
人
が
天
子
を
祝
す
よ
う
な
臣
下
の

礼
と
し
て
の
）
道
徳
は
、
か
な
ら
ず
山
か
ら
深
く
（
人
に
）
達
し
、（
天
子
が
聖
人
に
教
え
を
乞
う
た
め
に
）
謙
虚
に
低
い
地
位
に

順し
た
がう
よ
う
な
優
れ
た
あ
り
方
は
、
き
っ
と
山
か
ら
（
の
影
響
で
）
透
脱
す
る
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

傍
観
さ
れ
た
山
水
は
死
せ
る
自
然
で
あ
る
。
乗
雲
の
道
徳
、
順
風
の
妙
功
の
通
達
透
脱
す
る
筈
は
断
じ
て
あ
り
得
な

い
。
い
ま
、
自
己
な
る
山
水
は
、
古
仏
の
身
心
を
獲
て
、
我
を
も
人
を
も
朕
兆
未
萌
の
自
己
に
帰
せ
し
め
る
道
徳
・
功

徳
で
あ
る
。
生
の
始
は
朕
兆
未
萌
の
と
こ
ろ
に
、
死
の
終
は
空
劫
已
前
の
と
こ
ろ
に
あ
る
。（
二
六
、二
七
）

（
検
討
）

「
自
己
な
る
山
水
」
が
、「
古
仏
の
身
心
を
獲
て
」「
朕
兆
未
萌
の
自
己
に
帰
せ
し
め
る
」
と
は
、
い
っ
た
い
如
何
な
る
こ

と
を
い
う
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
自
己
に
帰
せ
し
め
る
道
徳
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。「
朕
兆
未
萌
」
も
「
空
劫
已
前
」
も

同
じ
こ
と
の
言
い
換
え
で
あ
る
が
、
一
方
は
「
生
の
始
」、
他
方
は
「
死
の
終
」
と
い
う
の
は
、
如
何
な
る
理
由
な
の
か
。

「
生
の
始
に
冥く

ら

く
、
…
…
死
の
終
に
冥く
ら

い
」（
空
海
）
迷
え
る
解
釈
で
は
な
か
ろ
う
か
。

安
谷
『
参
究
』

山
と
い
っ
た
か
ら
高
広
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
あ
ら
わ
れ
、
乗
雲
と
い
う
言
葉
も
自
然
に
出
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

さ
ら
に
雲
に
縁
を
か
り
て
、
風
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
出
た
の
で
あ
ろ
う
。
山
の
功
徳
と
は
、
前
に
の
べ
た
究
尽
の
功
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徳
で
あ
る
。
そ
れ
を
い
ま
高
広
の
二
字
に
し
ぼ
っ
た
。
そ
れ
は
も
ち
ろ
ん
本
来
の
自
己
の
功
徳
で
あ
る
。（
四
九
）

（
検
討
）

単
純
に
「
山
」
と
い
っ
た
か
ら
「
高
広
」、「
乗
雲
」「
順
風
」
と
い
う
言
葉
が
自
然
に
出
た
わ
け
で
あ
ろ
う
筈
は
な
い
。

ち
ゃ
ん
と
出
典
を
踏
ま
え
て
い
る
の
だ
。
そ
し
て
解
釈
の
帰
結
を
「
本
来
の
自
己
の
功
徳
」
に
持
っ
て
い
く
の
は
、「
山
す

な
わ
ち
自
己
」
と
い
う
誤
り
の
上
塗
り
で
あ
る
。

森
本
『
花
開
』

こ
こ
で
は
、
も
は
や
か
な
ら
ず
し
も
人
間
界
の
「
山
」
の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
な
に
し
ろ

「
道
徳
」
に
せ
よ
、「
妙
功
」
に
せ
よ
、
仏
道
の
霊
妙
な
る
「
功
徳
」
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
同
じ
く

黄
帝
が
広
成
子
に
教
え
を
請
う
く
だ
り
の
「
順
下
風
、
膝
行
而
進
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
い
ず
れ
も
、
人
間
界
に

か
か
わ
る
と
は
い
え
、
伝
説
的
な
徳
行
の
説
話
な
の
で
あ
る
。（
二
五
）

（
検
討
）

「
仏
道
の
霊
妙
な
『
功
徳
』」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
は
意
味
不
明
の
仏
道
の
功
徳
や
伝
説
の
徳
行
の
話
な
の
で
は
な

く
、
山
の
様
々
な
働
き
が
人
間
の
徳
を
涵
養
す
る
話
で
あ
ろ
う
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
こ
で
い
う
山
は
今
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
概
念
で
つ
か
ん
だ
山
で
は
な
い
。
不
取
於
相
の
山
、
生
命
実
物
と
し
て

の
山
で
す
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
乗
雲
の
道
徳
、
順
風
の
妙
功
が
生
じ
る
。
雲
が
涌
き
、
風
が
吹
い
て
く
る
と
い
う
実

際
活
動
が
あ
る
。
…
…
五
月
ご
ろ
に
は
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
く
吹
き
お
り
て
く
る
。
そ
う
い
う
実
際
的
な
働
き
と
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い
う
も
の
は
結
局
、
概
念
で
掴
ん
だ
山
で
は
駄
目
な
の
だ
。（
三
二
）

（
検
討
）

「
生
命
実
物
と
し
て
の
山
」
と
い
う
が
、「
五
月
ご
ろ
に
は
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
く
吹
き
お
り
て
く
る
」
と
い
う
の

は
、
概
念
で
は
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
人
が
体
験
す
る
山
の
功
徳
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
外
面
的
な
、
山
が
人
間

に
与
え
る
影
響
も
内
包
し
て
い
よ
う
が
、
道
元
が
引
い
た
出
典
に
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
ま
っ
た
く
触
れ
て
い
な
い
。

【
私
釈
】

こ
の
一
段
は
、
冒
頭
の
〈
究
尽
の
功
徳
〉
の
最
初
の
開
示
で
あ
り
、
こ
の
後
に
、
道
元
が
様
々
な
山
と
水
の
功
徳
を
展
開

し
て
い
く
原
形
と
も
い
う
べ
き
叙
述
で
あ
る
。

原
形
と
い
う
の
は
、《
山
水
経
》
は
『
正
法
眼
蔵
』
に
は
珍
し
く
、
中
国
の
老
荘
思
想
の
言
葉
が
多
く
引
か
れ
て
お
り
、

そ
の
初
出
と
な
る
こ
と
、
第
二
に
実
際
の
山
・
水
の
素
晴
ら
し
い
働
き
と
、
そ
れ
に
呼
応
し
影
響
さ
れ
た
人
間
の
あ
り
方

が
、
こ
の
巻
の
テ
ー
マ
の
一
つ
で
あ
り
、
こ
こ
に
そ
れ
が
凝
縮
さ
れ
て
い
る
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。

〈
山
の
諸
功
徳
〉
の
第
一
に
〈
高
広
〉
が
、
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
富
士
山
を
連
想
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
山
が
他
の

も
の
と
き
わ
だ
っ
て
異
な
る
の
は
、
高
く
、
広
い
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
大
き
な
高
い
山
に
は
夏
に
は
必
ず
白
雲
が
む
く

む
く
湧
き
、
秋
や
冬
に
は
さ
わ
や
か
な
風
や
冷
た
い
木
枯
ら
し
が
吹
き
下
ろ
す
、
そ
れ
は
ど
ん
な
に
か
す
ば
ら
し
い
働
き

（
功
徳
）
で
あ
る
か
、
と
い
う
、
自
然
の
恵
み
が
念
頭
に
置
か
れ
て
は
い
る
だ
ろ
う
が
、
道
元
は
そ
れ
を
『
文
選
』
の
一
句

「
崆
峒
有
順
風
之
請
、
華
封
致
乗
雲
之
拝
」
を
か
ら
め
て
詩
的
に
描
く
。「
乗
雲
の
道
徳
」
と
い
う
の
は
、
典
拠
に
照
ら
し
て

考
え
れ
ば
、
封
人
（
防
人
）
が
天
子
を
諭
し
た
こ
と
が
、
道
徳
の
「
忠
」
に
当
た
る
の
だ
ろ
う
か
。
ち
ょ
っ
と
苦
し
い
解
釈

で
あ
る
が
、
高
い
山
が
必
ず
上
昇
気
流
に
よ
る
雲
を
も
た
ら
す
と
い
う
働
き
を
、
人
の
内
面
の
涵
養
に
関
わ
る
も
の
と
し
て
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出
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
の
は
、
森
本
『
花
開
』
だ
け
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
「
伝
説
的
な
徳
行
の
説
話
」
と
だ
け
い
う

の
は
、
当
を
失
し
て
い
よ
う
。

［
水
野
訳
］
も
「
雲
に
乗
っ
て
大
空
に
上
る
ほ
ど
の
道
の
功
徳
は
、
必
ず
山
か
ら
通
達
す
る
の
で
あ
り
、
風
に
順し

た
がう
不
可

思
議
の
功
徳
も
定き

ま

っ
て
山
か
ら
透
と
お
り

脱ぬ

け
る
の
で
あ
る
。」（
二
二
七
）
と
す
る
が
、
意
味
は
明
瞭
で
は
な
い
。

「
順
風
」
は
、
熟
語
と
し
て
は
帆
を
は
ら
ま
せ
る
追
い
風
で
あ
る
が
、
や
は
り
出
典
に
よ
っ
て
、
夏
に
山
か
ら
吹
き
下
ろ

す
冷
涼
な
風
の
素
晴
ら
し
い
働
き
と
、
天
子
が
聖
人
に
対
す
る
謙
遜
な
低
い
地
位
に
あ
る
よ
う
な
振
舞
が
優
れ
た
も
の
で

あ
る
と
し
て
、
そ
れ
（
風
・
振
舞
）
が
山
の
影
響
に
よ
っ
て
透
り
抜
け
る
、
と
し
た
の
だ
ろ
う
。〈
透
脱
〉
は
、「
〜
を
透
脱
」

と
い
う
用
例
が
十
四
回
、「
〜
に
透
脱
」
が
四
回
あ
る
の
に
対
し
て
、
こ
の
場
合
の
〈
〜
よ
り
透
脱
〉
は
こ
こ
だ
け
で
あ
る
。

山
か
ら
吹
き
抜
け
る
と
い
う
語
感
と
重
な
っ
て
こ
う
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

こ
の
山
の
功
徳
を
田
中
『
道
元
』、
安
谷
『
参
究
』
は
自
己
に
焦
点
を
あ
て
、
森
本
『
花
開
』
は
人
間
界
の
山
で
は
な
い

と
人
間
界
と
切
り
離
す
。
し
か
し
む
し
ろ
、
内
山
『
味
わ
う
』
が
「
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
く
吹
き
お
り
て
く
る
」
と
い

う
よ
う
な
、
人
間
に
わ
か
る
実
際
の
山
の
功
徳
と
、
そ
の
内
面
に
及
ぼ
す
影
響
を
重
ね
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
後
の
山
・

水
の
働
き
（
功
徳
）
も
、
ふ
つ
う
に
理
解
で
き
る
こ
と
と
、
仏
道
か
ら
の
参
究
と
、
両
方
が
出
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

山
水
、
す
な
わ
ち
私
た
ち
を
癒
し
、
あ
る
い
は
励
ま
し
、
あ
る
い
は
叱
咤
し
、
あ
る
い
は
深
く
包
む
山
や
渓
が
、
こ
の
巻

で
は
、
あ
く
ま
で
主
人
公
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
か
私
た
ち
の
生
活
、
人
生
は
貧
し
く
淋
し
く
な

る
だ
ろ
う
。
そ
う
い
う
山
だ
か
ら
こ
そ
徳
の
高
い
人
も
好
ん
で
住
む
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
風
光
は
、
仏
道
と
も
深
く
関
係
す

る
と
道
元
は
い
う
。
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〈
谿
声
山
色
の
功
徳
に
よ
り
て
、
大
地
有
情
同
時
成
道
し
、
見
明
星
悟
道
す
る
諸
仏
あ
る
な
り
。〉《
谿
声
山
色
》

二
節　

青
山
常
運
歩

＊

一
、　　
　

大
陽
山
楷
和
尚
、
示
衆
云
、
青
山
常
運
歩
、
石せ
き

女に
ょ

夜
生
児
。

　

山
は
、
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧き

闕け
つ

す
る
こ
と
な
し
。
こ
の
ゆ
え
に
常
じ
ょ
う
あ
ん
じ
ゅ
う

安
住
な
り
、
常
じ
ょ
う

運う
ん

歩ぽ

な
り
。
そ
の
運
歩
の
功

徳
、
ま
さ
に
審
細
に
参
学
す
べ
し
。
山
の
運
歩
は
人
の
運
歩
の
ご
と
く
な
る
べ
き
が
ゆ
え
に
、
人
間
の
行

ぎ
ょ
う

歩ほ

に
お
な
じ

く
み
え
ざ
れ
ば
と
て
、
山
の
運
歩
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
。

　

い
ま
仏
祖
の
説
道
、
す
で
に
運
歩
を
指
示
す
、
こ
れ
そ
の
得
本
な
り
。
常
運
歩
の
示じ

衆し
ゅ

を
究ぐ
う

辦べ
ん

す
べ
し
、
運
歩
の
ゆ

え
に
常
な
り
。

［
注
釈
］

○
大
陽
山
楷
和
尚　

芙
蓉
道
楷
（
一
〇
四
三
～
一
一
一
八
）
投
子
義
青
の
法
嗣
。
投
子
の
師
の
大
陽
警
玄
の
住
し
た
と
こ
ろ
が
大
陽
山
。
道

元
の
法
系
の
祖
師

○
示
衆
云　

出
典　
『
嘉
泰
普
灯
録
』
巻
三　

芙
蓉
道
楷
章

　

上
堂
。
良
久
曰
、
青
山
常
運
步
。
石
女
夜
生
児
。
便
下
座
。

○
運
歩　

①
持
ち
運
び
歩
く
こ
と
、
②
歩
を
運
ぶ
こ
と
、
歩
く
こ
と
、
③
物
事
の
成
り
行
き
な
ど
の
意
味
が
あ
り
、「
歩
く
」
よ
り
は
広
い

意
味
。

○
石
女　

生
ま
ず
女
、
子
ど
も
を
産
め
な
い
女
、
特
に
「
生
児
」
と
共
に
あ
る
場
合
は
次
の
二
例
の
よ
う
に
こ
の
意
味
で
あ
る
。
あ
る
い
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は
石
の
女
。
し
か
し
、「
石
作
り
の
女
人
像
」（『
文
庫
』
脚
注
）
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

「
問
、
承
教
有
言
。
如
化
人
煩
悩
如
石
女
児
。
此
理
如
何
。
師
曰
、
闍
梨
直
如
石
女
児
去
（
問
う
、
教
え
を
承
る
に
言
あ
り
。
化
人
の
煩

悩
の
如
き
は
石
女
の
児
の
如
し
。
此
の
理
、
如
何
。
師
曰
く
、
闍
梨
、
直
に
石
女
児
の
如
く
去い

け
）」『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
十
五
盤
山
和
尚

章
（T

51,325a

）

「
結
子
空
華
生
児
石
女
。
且
作
麼
生
会
（
子
を
結
ぶ
空
華
、
児
を
生
む
石
女
。
且
ら
く
作そ

麼も

生さ
ん

か
会
す
）」『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
十
六
光
慶

寺
遇
安
章
（T

51,424c

）

○
虧
闕　
「
虧
」
も
「
闕
」
も
欠
け
る
と
い
う
意
味
。

○
行
歩　

動
物
や
人
間
が
歩
い
て
行
く
こ
と
。「
駕
以
白
牛
、
膚
色
充
潔
。
形
体
殊
好
。
有
大
筋
力
。
行
歩
平
正
。
其
疾
如
風
（
駕
す
る
に

白
牛
を
以
て
し
、
膚
色
は
充
潔
し
、
形
体
は
殊
好
な
り
。
大
筋
力
有
っ
て
行
歩
は
平
正
な
り
。
そ
の
疾
き
こ
と
風
の
如
し
）」『
法
華
経
』
譬

喩
品
（T

9,12c

）

＊
道
元
用
例

〈
成
桂
知し

か客
と
廊
下
を
行
歩
す
る
つ
い
で
に
〉《
仏
性
》

○
得
本　

末
節
で
は
な
く
根
本
を
得
る
こ
と
。

「
如
今
且
要
識
心
達
本
。
但
得
其
本
不
愁
其
末
。
他
時
後
日
自
具
去
在
（
如
今
、
且し

ば
らく

心
を
識
り
本
に
達
す
る
を
要
す
。
但
だ
其
の
本
を
得

て
、
そ
の
末
を
愁
え
ざ
れ
。
他
時
後
日
、
具
し
去
る
な
り
）」『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
十
八
仰
山
章
（T

51,283a

）

○
究
辦　

辦
は
、「
辦
道
話
」
の
辦
で
、
つ
と
め
る
、
処
理
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
辨
で
も
辯
で
も
な
い
の
で
、
識
別
す
る
、
弁
え
る

と
い
う
意
味
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
つ
と
め
窮
め
る
こ
と
で
あ
り
、
坐
禅
を
つ
と
め
究
め
る
こ
と
。
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【
現
代
語
訳
】

大
陽
山
の
（
芙
蓉
道
）
楷
和
尚
が
僧
た
ち
に
示
し
て
云
っ
た
、「
青
山
常
運
歩
、
石
女
夜
生
児
」
と
。

山
は
、
そ
こ
に
具
わ
る
べ
き
功は

た
ら
き徳
が
欠
け
る
こ
と
が
な
い
。
こ
の
た
め
に
「
常
に
安
住
」
で
あ
り
、「
常
に
運
歩
」
で
あ

る
。
そ
の
運
歩
の
功は

た
ら
き徳
を
ほ
ん
と
う
に
こ
と
細
か
に
参
じ
学
す
る
が
よ
い
。
山
の
運
歩
は
人
の
運
歩
の
よ
う
で
あ
ろ
う
か

ら
、
人
間
が
歩
い
て
行
く
の
と
同
じ
様
に
は
見
え
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
山
の
運
歩
を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
。

い
ま
仏
祖
が
説
い
た
言
葉
（
青
山
常
運
歩
）
は
、
す
で
に
「
運
歩
」
を
指
し
て
お
り
、
こ
れ
こ
そ
、
そ
の
根
本
を
得
た
も

の
で
あ
る
。（
道
楷
和
尚
の
）「
常
運
歩
」
の
僧
た
ち
へ
の
示
し
を
、
つ
と
め
究
め
る
が
よ
い
。
運
歩
し
て
い
る
か
ら
、
常
で

あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

山
の
運
歩
を
う
た
が
う
こ
と
な
か
れ
、
と
い
う
言
葉
は
、
明
か
に
権
威
を
以
て
響
く
。
古
仏
の
道
を
踏
み
し
め
る
と

こ
ろ
に
現
成
す
る
権
威
で
あ
る
。（
三
二
）

田
中
は
こ
の
よ
う
に
い
っ
て
か
ら
、
皮
肉
骨
髄
を
得
る
話
を
い
ろ
い
ろ
語
り
、
皮
の
道
得
を
次
の
よ
う
に
い
う
。

仮た
と
え令

肉
の
道
得
の
如
く
な
ら
ず
と
も
、
断
じ
て
遅
疑
す
べ
き
で
な
い
。
…
…
善
知
識
若
し
仏
と
云
は
蝦
蟇
蚯
蚓
ぞ

と
云
ば
蝦
蟇
蚯
蚓
を
是
ぞ
仏
と
信
じ
て
日
頃
の
知
解
を
捨
つ
べ
き
な
り
、
と
随
聞
記
に
あ
る
。
こ
れ
は
皮
肉
の
道
得
で

あ
っ
て
、
骨
髄
の
道
得
で
は
な
い
。
骨
髄
は
却
っ
て
相
好
光
明
を
説
く
。
…
…
そ
れ
故
に
、
青
山
常
運
歩
、
石
女
夜
生

児
の
示
衆
を
孤
疑
す
る
の
は
、
明
か
に
仏
祖
を
離
れ
る
わ
ざ
で
あ
る
。（
三
七
）
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わ
れ
は
既
に
し
て
仏
祖
道
楷
に
参
入
し
て
、
い
さ
さ
か
も
山
の
運
歩
を
疑
著
せ
ぬ
。
山
の
運
歩
は
す
な
わ
ち
人
の
運

歩
の
ご
と
し
と
解
し
て
、
い
さ
さ
か
も
動
著
せ
ぬ
。
こ
の
不
動
は
、
お
ほ
よ
そ
凡
夫
的
活
計
の
能
く
す
る
と
こ
ろ
で
は

な
い
。（
三
九
）

常
と
運
歩
と
の
矛
盾
せ
ず
、
対
立
せ
ず
、
常
を
い
わ
ば
一
切
は
常
、
運
歩
を
言
は
ば
一
切
は
運
歩
で
尽
き
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。（
四
一
）

（
検
討
）

道
元
に
は
仏
道
を
踏
み
し
め
た
権
威
と
い
う
よ
う
な
も
の
は
、
ま
っ
た
く
な
い
。
だ
か
ら
、
仏
は
蚯
蚓
だ
と
い
っ
て
信
じ

る
よ
う
な
「
皮
肉
の
道
得
」
で
あ
ろ
う
と
も
、
権
威
を
か
さ
に
き
る
の
は
、
道
元
と
は
関
係
な
い
。
疑
う
な
、
と
あ
る
か

ら
と
い
っ
て
「
山
の
運
歩
を
疑
著
せ
ぬ
」
と
い
っ
て
み
て
も
、
不
動
の
（
妄
）
信
を
い
う
だ
け
で
、
解
釈
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
そ
れ
で
は
無
理
会
話
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。「
仏
祖
道
楷
に
参
入
し
て
」
な
ど
と
平
気
で
い
え
る
の
は
、
お
れ
は
凡
夫

で
は
な
い
、
と
い
う
響
き
を
感
じ
る
。「
常
を
い
わ
ば
…
…
」
以
下
は
『
御
抄
』
流
の
一
方
究
尽
の
論
理
で
あ
ろ
う
か
。
い

ず
れ
に
せ
よ
、〈
運
歩
の
ゆ
え
に
常
な
り
〉
の
解
釈
と
は
な
っ
て
い
な
い
。

古
田
『
私
釈
』

山
は
動
か
ぬ
と
見
る
一
面
だ
け
の
功
徳
し
か
持
た
な
い
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
常
に
不
動
で
あ
れ
ば
、
ま
た
常
に
動

く
と
見
る
も
う
一
面
の
功
徳
も
併
せ
具
備
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
山
の
運
歩
を
静
中
の
動
と
解
し
、
山
は
動
静
の
二

面
を
備
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
な
お
そ
の
動
と
言
う
こ
と
が
ど
う
し
て
言
わ
れ
る
か
判
然
と
し
な
い
し
、
山

に
も
生
滅
変
化
が
あ
る
と
解
し
、
動
か
ぬ
よ
う
に
見
え
て
い
て
も
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
と
し
て
も
、
な
お
ま
た
こ
の
よ

う
な
動
静
の
対
比
が
ど
う
し
て
言
わ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
の
理
由
が
、
判
然
と
し
な
い
の
で
あ
る
。（
一
五
）
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山
の
運
歩
が
常
運
歩
で
あ
る
事
は
「
運
歩
の
ゆ
え
に
常
な
り
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
で
あ
り
、
運
歩
が
不
断
の
運

歩
で
あ
る
か
ら
運
歩
が
常
で
あ
る
の
で
あ
り
。
…
…
（
一
六
）

（
検
討
）

山
の
安
住
と
運
歩
は
、
静
と
動
と
言
い
換
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
ま
た
そ
れ
は
人
が
山
を
見
る
二
面
で
は
な
か
ろ

う
。
安
住
と
運
歩
は
、
動
静
の
「
対
比
」
で
は
な
い
が
、
そ
う
と
し
て
も
そ
の
理
由
は
、
判
然
と
し
な
い
と
だ
け
い
わ
れ

る
。

安
谷
『
参
究
』

青
山
常
運
歩
に
つ
い
て
、
人
か
ら
聞
い
た
話
と
し
て
平
原
見
明
師
は
、
托
鉢
し
て
国
有
地
に
も
木
を
植
え
て
あ
る
い

た
と
こ
ろ
、
あ
る
人
に
「
国
有
地
で
は
木
が
大
き
く
な
っ
て
も
伐
れ
な
い
（
売
れ
な
い
）」
と
い
わ
れ
て
、「
山
に
木
が

な
い
と
山
が
哭な

く
ん
じ
ゃ
」
と
い
っ
た
と
い
う
。

山
も
木
が
あ
れ
ば
喜
ぶ
と
い
う
話
と
し
て
は
分
か
る
が
、
こ
こ
で
の
常
運
歩
と
は
関
係
な
か
ろ
う
。

ま
た
常
運
歩
、
常
安
住
に
つ
い
て
は
こ
う
い
う
。

常
運
歩
と
い
う
も
、
常
安
住
と
い
う
も
、
と
も
に
自
己
本
来
の
山
の
面
目
を
道
破
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
人
間

の
運
歩
も
、
山
の
運
歩
も
、
天
地
万
物
の
運
歩
も
、
仏
道
修
行
の
運
歩
も
、
み
な
同
じ
こ
と
だ
。
…
…
片
足
が
大
地
に

つ
い
て
、
常
安
住
の
と
き
、
他
の
片
足
が
前
進
し
て
、
常
運
歩
だ
。
…
…
な
ん
ぴ
と
も
、
自
己
の
境
遇
や
使
命
に
安
住

し
、
満
足
し
、
感
謝
し
、
歓
喜
踊
躍
し
て
こ
そ
、
そ
こ
に
無
限
の
進
歩
向
上
が
あ
る
。（
五
六
）
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（
検
討
）

「
自
己
本
来
の
山
の
面
目
」
と
理
解
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
元
が
山
と
人
の
運
歩
の
関
係
を
い
っ
て
い
る
の
が
見
え
な

く
な
る
。
そ
し
て
人
の
仏
道
修
行
の
説
教
を
す
る
が
、
片
足
は
常
安
住
、
片
足
が
常
運
歩
な
ど
と
は
、
道
元
の
本
文
と
は
無

関
係
で
あ
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
の
場
合
、
山
の
運
歩
と
い
う
と
、
諸
行
無
常
な
の
だ
か
ら
当
然
だ
ろ
う
。
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
生
成
流
転
す
る
の
だ
か

ら
、
山
だ
っ
て
生
成
流
転
す
る
道
理
だ
な
ど
と
考
え
る
の
は
概
念
的
な
話
で
し
か
な
い
。
あ
る
い
は
地
質
学
な
ど
で
は
、

地
球
上
の
山
が
何
紀
に
ど
う
し
て
で
き
た
と
い
っ
た
話
を
す
る
が
、
こ
れ
は
、
山
は
動
い
て
い
る
が
、
俺
は
動
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
た
観
察
者
の
話
で
し
か
な
い
―
―
。
い
ず
れ
も
見
ら
れ
る
も
の
と
見
る
者
が
分
か
れ
て
い
る
。

そ
う
で
は
な
く
て
、
生
命
実
物
と
し
て
は
、
山
と
自
己
が
分
か
れ
る
以
前
の
山
で
す
。
そ
う
い
う
山
の
歩
み
で
す
。
…
…

生
命
実
物
と
し
て
は
ど
う
せ
尽
有
尽
界
時
々
刻
々
で
あ
る
。
尽
十
方
界
そ
れ
ぐ
る
み
の
歩
み
で
す
。（
三
四
）

（
検
討
）

安
易
な
一
見
科
学
的
な
解
釈
が
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
指
摘
は
よ
い
だ
ろ
う
が
、「
生
命
実
物
と
し
て
は
、
山
と
自
己
が

分
か
れ
る
以
前
の
山
」
と
い
う
こ
と
自
体
が
、
内
山
の
道
得
で
は
あ
っ
て
も
、
何
の
解
釈
に
も
そ
れ
を
使
っ
て
い
て
観
念
化

し
て
い
る
。
こ
れ
な
ら
山
で
な
く
て
も
何
で
も
分
か
れ
る
以
前
の
あ
り
方
と
い
え
ば
す
む
こ
と
に
な
る
。
安
谷
と
同
様
に
、

道
元
が
〈
山
の
運
歩
は
人
の
運
歩
の
ご
と
く
な
る
べ
き
〉
と
い
う
大
事
な
点
が
、
こ
の
解
釈
で
は
出
て
き
よ
う
が
な
い
。
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頼
住
『
道
元
』

道
元
は
「
青
山
常
運
歩
（
山
は
常
に
歩
い
て
い
る
）」
と
世
界
の
あ
り
よ
う
を
語
っ
て
い
る
。
常
識
で
は
不
動
で
あ
る

は
ず
の
山
が
動
く
と
い
う
の
で
あ
る
。…
…
真
理
は
こ
の
異
質
の
あ
り
よ
う
を
通
じ
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
言
葉
（
青
山
常
運
歩
＝
筆
者
）
は
、
正
し
い
世
界
の
と
ら
え
方
に
つ
い
て
の
最
終
解
答
を
、
人
々
に
対
し
て
教
え

込
む
言
葉
で
は
な
い
。
…
…
道
元
は
こ
の
言
葉
を
発
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
ま
ず
意
図
し
て
い
る
の
は
、
山
に
対
し
て
私

た
ち
が
通
常
持
っ
て
い
る
既
成
概
念
を
突
き
崩
す
こ
と
で
あ
る
。（
三
六
）

「
運
歩
の
ゆ
え
に
常
な
り
」
と
い
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
無
窮
の
運
動
が
続
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
「
常
」

で
あ
り
、「
常
安
住
」
と
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
常
」（
永
遠
）
と
は
、
何
も
動
き
の
な
い
固
着
し
た
状
態
で
は

な
く
て
、
無
窮
の
運
動
が
続
い
て
い
る
と
い
う
、
無
窮
性
の
中
に
読
み
取
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
運
動
が
無

窮
の
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
仏
教
は
今
日
ま
で
伝
わ
っ
て
き
た
と
さ
れ
る
。（
五
四
）

「
運
歩
」
と
は
文
字
通
り
に
は
歩
く
こ
と
を
意
味
す
る
が
、
こ
の
文
脈
に
お
い
て
道
元
は
、
仏
道
に
お
い
て
実
践
す

る
、
行
為
す
る
と
い
う
こ
と
を
「
運
歩
」
と
い
う
言
葉
で
象
徴
さ
せ
て
い
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
仏
教
で
は
「
行

（
歩
く
こ
と
）・
住
（
と
ど
ま
る
こ
と
）・
坐
（
す
わ
る
こ
と
）・
臥
（
伏
す
）」
を
四
威
儀
と
し
て
人
間
の
行
為
を
代
表
さ
せ
、

僧
に
と
っ
て
は
「
行
・
住
・
坐
・
臥
」
の
す
べ
て
が
修
行
で
あ
る
と
す
る
。（
同
）

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、「
青
山
」
と
人
間
が
「
運
歩
」
す
る
と
い
う
の
は
、「
歩
く
」
と
い
う
局
面

に
限
ら
ず
、
行
為
の
す
べ
て
に
ま
で
拡
張
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
そ
の
行
為
と
い
う
の
は
た
ん
な
る
日

常
的
な
行
為
で
は
な
く
、
仏
道
修
行
、
つ
ま
り
真
理
の
体
得
を
め
ざ
す
実
践
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。（
五
五
）

（
検
討
）

正
し
い
世
界
の
捉
え
方
を
教
え
込
む
の
で
は
な
い
と
い
う
の
は
、
当
然
の
こ
と
だ
ろ
う
が
、
既
成
概
念
を
崩
す
と
い
う
こ
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と
が
主
眼
だ
ろ
う
か
。
ま
た
〈
常
〉
を
「
永
遠
」
と
す
る
が
、
常
に
は
永
遠
と
い
う
意
味
は
な
い
。
そ
し
て
「
無
窮
の
運
動

が
続
け
ら
れ
て
い
る
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
中
に
「
常
運
歩
」
の
意
味
を
含
ま
せ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、〈
運
歩
の

ゆ
え
に
常
な
り
〉
の
解
釈
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
〈
人
の
運
歩
〉
は
行
住
坐
臥
で
は
な
い
し
、
行
住
坐
臥
を
「
無
窮
の
運

動
」
と
は
い
う
ま
い
。

【
私
釈
】

ま
ず
文
章
の
区
切
り
方
で
あ
る
が
、
こ
の
〈
山
は
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
〉
で
始
ま
る
段
落
は
、
道
元
直
筆
本
に
は
三

章
の
〈
強
弱
に
あ
ら
ず
〉
ま
で
改
行
が
な
い
。
ほ
と
ん
ど
の
テ
キ
ス
ト
（
春
秋
社
版
、
岩
波
文
庫
、
思
想
体
系
、
石
井
訳
本
）
は
、

〈
山
の
運
歩
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
〉
で
改
行
し
、〈
い
ま
仏
祖
の
説
道
〉
か
ら
〈
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
〉
を

一
段
落
と
す
る
。
文
学
大
系
は
〈
常
運
歩
の
示
衆
を
究
辧
す
べ
し
〉
で
改
行
し
て
〈
運
歩
の
ゆ
へ
に
常
な
り
〉
か
ら
新
し
い

段
落
と
す
る
。

し
か
し
、
こ
こ
は
〈
青
山
常
運
歩
〉
の
〈
常
〉
が
参
究
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
は
〈
運
歩
の
ゆ
へ
に
常
な
り
〉
ま
で
続
い
て

い
る
と
思
わ
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、〈
い
ま
仏
祖
の
説
道
〉
と
は
〈
常
運
歩
の
示
衆
〉
で
あ
り
、
そ
れ
が
〈
運
歩
の
ゆ
へ
に
常

な
り
〉
と
参
究
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
以
下
に
「
常
」
が
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
い
っ
ぽ
う
、〈
青
山
の
運

歩
は
〉
で
新
し
い
段
落
が
始
ま
り
、
そ
の
疾
さ
、〈
不
覚
不
知
〉
が
参
究
さ
れ
、〈
青
山
の
運
歩
〉
を
め
ぐ
っ
て
は
〈
小
見
小

聞
に
耽
溺
せ
る
の
み
な
り
〉
ま
で
続
く
。

安
谷
『
参
究
』
は
〈
大
陽
山
楷
和
尚
〉
以
下
の
節
を
、
ず
っ
と
長
く
と
っ
て
〈
不
覚
不
知
、
不
見
不
聞
、
這
箇
道
理
な

り
〉
ま
で
を
第
二
段
落
と
す
る
が
、〈
青
山
の
運
歩
は
〉
と
始
ま
る
段
落
は
、
少
な
く
と
も
〈
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き

な
り
〉
ま
で
続
い
て
い
る
し
、
そ
の
後
に
も
〈
青
山
の
運
歩
〉
は
、〈
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
〉
の
段
落
で
も
そ
の
次



276

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［上］（松岡 由香子）

の
段
落
で
も
〈
青
山
も
運
歩
を
〉、
続
く
段
落
で
も
〈
青
山
は
運
歩
不
得
〉
と
続
き
、〈
小
見
小
聞
に
耽
溺
せ
る
の
み
な
り
〉

で
終
わ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
安
谷
が
〈
不
見
不
聞
、
這
箇
道
理
な
り
〉
で
改
行
す
る
の
は
、
妥
当
で
は
あ
る
ま
い
。

さ
て
、
一
節
で
〈
而
今
の
山
水
は
古
仏
の
道
現
成
〉
と
い
わ
れ
た
、
そ
の
「
古
仏
の
道こ

と
ば」
の
一
つ
が
「
青
山
常
運
歩
」
で

あ
る
。

こ
れ
を
道
得
し
た
芙
蓉
道
楷
は
、
道
元
の
尊
敬
す
る
仏
祖
た
ち
の
中
で
も
特
異
な
扱
い
を
さ
れ
て
い
る
。《
行
持
下
》
に

そ
の
言
が
載
る
祖
師
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
『
嘉
泰
普
灯
録
』
第
二
十
五
巻
諸
方
広
語
に
載
る
広
語
（X

79,442b

）
千
百
字
以

上
を
、
す
べ
て
そ
の
ま
ま
（「
努
目
」
を
「
怒
目
」
と
す
る
な
ど
い
く
つ
か
の
字
の
変
更
は
あ
っ
て
も
）
引
用
し
て
い
る
。
以
下
、
訓

み
下
し
て
示
す
。（　
）
内
は
『
嘉
泰
普
灯
録
』
の
語
。［　

］
内
は
説
明
。

夫
れ
出
家
は
、
塵
労
を
厭
い
、
生
死
を
脱
す
る
こ
と
を
求
め
ん
が
為た

め

に
、
心
を
休
め
、
念
を
息や

め
、
攀
縁
を
断
絶

す
。
故
に
出
家
と
名
づ
く
。
豈
に
等
閑
の
利
養
を
以
て
、
平
生
を
埋
没
す
べ
け
ん
や
。
直じ

き

に
須
ら
く
両
頭
撒さ
っ
か
い開
し
、
中

間
放
下
し
て
、
声
に
遇
い
色
に
遇
う
も
、
石
上
に
華
を
栽
う
る
が
如
く
、
利
を
見
、
名
を
見
る
も
、
眼
中
に
屑
を
著
く

に
似
た
る
べ
し
。
況
ん
や
無
始
よ
り
以こ

の
か
た来
、
是
れ
曾
て
経
歷
せ
ざ
る
に
は
あ
ら
ず
。
又
是
れ
次
第
を
し
ら
ざ
る
に
は

あ
ら
ず
。
頭
を
翻
じ
て
尾
と
作
す
に
過
ぎ
ず
。
止た

だ
是
の
如
く
に
於
て
、
何
ぞ
須す
べ
から
く
苦
苦
と
し
て
貪
恋
す
べ
け
ん
。

如い

ま今
、
歇や

ま
ず
ん
ば
、
更
に
何
れ
の
時
を
か
待
た
ん
。
所ゆ

え以
に
先せ
ん
し
ょ
う聖は
人
を
し
て
只た
だ

要か
な
らず
今
時
を
尽
却
せ
し
む
。
能
く

今
時
を
尽
さ
ば
、
更
に
何
事
か
有
ら
ん
。
若も

し
心
中
の
無ぶ

事じ

な
る
こ
と
を
得う

れ
ば
、
仏
祖
も
猶な

お

是
れ
冤お

ん
け家

な
る
が
ご
と

し
。
一
切
の
世
事
、
自じ

然ね
ん

に
冷
淡
に
し
て
、
方ま
さ

に
始
め
て
那
辺
に
相
応
せ
ん
。

你な
ん
じ

見
ず
や
隠い
ん

山ざ
ん

は
死
に
至
る
ま
で
肯あ
え

て
人
に
見ま
み

え
ず
。
趙
州
は
死
に
至
る
ま
で
肯
て
人
に
告
げ
ず
、
匾へ
ん
た
ん担
は
橡
し
ょ
う
り
つ栗

［
ど
ん
ぐ
り
］
を
拾
う
て
食
と
為
し
、
大だ

い

梅ば
い

は
荷か

葉よ
う

を
以
て
衣
と
為
す
。
紙し

え衣
道ど
う
じ
ゃ者
は
只た
だ

紙
を
披は
お

り
、
玄
太
上
座
は
只た
だ
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布
を
著き

る
。
石
霜
は
枯
木
堂
を
置
き
て
衆し
ゅ

（
人
）
と
与と
も

に
坐
臥
し
、
只
だ
你
が
心し
ん

を
死
了
せ
ん
こ
と
を
要
す
。
投と
う
す子
は

人
を
し
て
米
を
辦
ぜ
し
め
て
、
同ど

う
し
ょ煑
共く
さ
ん餐

（
飡
）
し
、
爾な
ん
じが
事
を
省
取
す
る
こ
と
を
得
ん
と
要
す
。
且し
ば
らく
従
上
の
諸し
ょ

聖し
ょ
う、
此
の
如
く
の
榜
様
［
手
本
］
有
り
。
若
し
長
処
無
く
ば
、
如い

か何
ん
が
甘
ん
じ
得
ん
。
諸
仁
者
、
若
し
也ま

た
斯こ
こ

に
於

て
体
究
せ
ば
、
的ま

こ
とに
不ふ

虧き

［
欠
け
る
こ
と
の
な
い
完
全
な
］
の
人
な
ら
ん
。
若
し
也ま

た
肯あ
え

て
承
じ
ょ
う

当と
う

せ
ざ
れ
ば
、
向
後
、

深
く
恐
る
ら
く
は
費
力
（
苦
労
）
せ
ん
。

山さ
ん
ぞ
う僧
、
行
業
取
る
と
こ
ろ
無
く
し
て
、
忝
か
た
じ
け
なく
も
山
門
に
主
た
り
。
豈
に
坐い
な
がら
常
住
を
費
し
て
、
頓と
ん

に
先せ
ん
し
ょ
う聖の
付ふ

嘱ぞ
く

を
忘
る
可
け
ん
や
。
今い
ま

は
輒す
な
わち
古
人
の
住
持
た
る
体
例
に
略
り
ゃ
く

斆こ
う

（
学
）
せ
ん
と
欲
す
。
諸
人
と
議
定
し
て
、
更
に
山
を

下
ら
ず
、
齋
に
赴
か
ず
、
化
主
［
人
々
に
施
物
を
請
い
、
法
を
説
く
僧
］
を
発
せ
ず
。
唯た

だ
本
院
の
荘
課
［
荘
園
の
年

貢
］
一
歲
の
所
得
を
将も

ち

て
、
均ひ
と

し
く
三
百
六
十
分
と
作な

し
、
日ひ
び

に
一
分
を
取
り
て
之
を
用
い
、
更
に
人
に
随
い
て
添
減

せ
ず
。
以
て
飯
に
備
う
べ
き
に
は
則
ち
飯
と
作
し
、
飯
と
作
す
に
足
ら
ざ
れ
ば
則
ち
粥
と
作
し
、
粥
と
作
す
に
足
ら
ざ

れ
ば
則
ち
米
湯
と
作
す
べ
し
。
新
到
の
相
見
は
、
茶
湯
の
み
、
更
に
煎
點
［
煎
茶
と
点
心
］
せ
ず
。
唯
だ
一
茶
堂
を
置

き
て
、
自
ら
去い

き
て
取
用
す
。
務
め
て
縁
を
省
き
、
専
一
に
辦
道
せ
ん
こ
と
を
要
す
。

又
況
ん
や
活
計
具
足
し
、
風
景
疎
な
ら
ず
。
華は

な

は
笑え

む
こ
と
を
解げ

し
、
鳥
は
啼な

く
こ
と
を
解げ

す
。
木も
く

馬ば

長ち
ょ
う

鳴め
い

し
、

石せ
き
ぎ
ゅ
う牛
善
走
す
。
天て
ん
が
い外
の
青せ
い
ざ
ん山
色
寡す
く
なく
、
耳じ
は
ん畔
の
鳴め
い
せ
ん泉
声こ
え

無
し
。
嶺れ
い

上じ
ょ
う

猿
啼な

き
、
露
、
中
宵
［
真
夜
中
］
の
月
を
湿
う
る
お

す
。
林
間
、
鶴つ

る

唳な

き
、
風
、
清

せ
い
　
ぎ
ょ
う

暁
の
松
を
回め

ぐ

る
。
春
風
起
る
時
、
枯こ

ぼ
く木

龍り
ゅ
う
ぎ
ん

吟
し
、
秋
葉
凋し

ぼ

み
て
、
寒
林
、
華
散
ず
。

玉ぎ
ょ
く
か
い
堦
、
苔た
い
せ
ん蘚
の
紋
を
鋪し

き
、
人
面
、
煙え
ん
か霞
の
色
を
帶
ぶ
。
音
塵
寂じ
ゃ
く
じ爾
と
し
て
、
消
し
ょ
う
そ
く息
宛え
ん
ぜ
ん然
［
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
］
た

り
。
一
味
蕭し

ょ
う
じ
ょ
う
條
［
ひ
っ
そ
り
も
の
さ
び
し
い
］
と
し
て
、
趣
向
［
目
ざ
す
］
す
べ
き
無
し
。

山
僧
今
日
、
諸
人
の
面
前
に
向む

か

っ
て
家
門
を
説
く
。
已す
で

に
是
れ
便た
よ
り
を
著つ

け
ず
。
豈あ
に

更
に
去ゆ

い
て
陞し
ん
ど
う堂
し
入に
ゅ
っ
し
つ室
し
、

拈ね
ん
つ
い槌
竪じ
ゅ
ほ
つ払
し
、
東と
う
か
つ喝
西せ
い
ぼ
う棒
し
、
張ち
ょ
う
び眉
怒
（
努
）
目
し
て
、
癎か
ん
び
ょ
う病
の
発
す
る
が
如
く
相
似
す
べ
け
ん
や
。
唯
だ
上
座
を
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屈く
っ
ち
ん沈
す
る
［
貶
め
る
］
の
み
に
あ
ら
ず
、
況
ん
や
亦
た
先せ
ん

聖し
ょ
うに
辜こ

ふ負
［
そ
む
く
］
せ
ん
。

你
見
ず
や
、
達
磨
西
来
し
、
少
室
の
山
下
に
到
り
、
面
壁
九
年
す
。
二
祖
立り

ゅ
う

雪せ
つ

断だ
ん

臂ぴ

す
る
に
至
る
。
謂
つ
べ
し
、

艱か
ん
し
ん辛
を
受
け
尽
す
と
。
然し
か

れ
ど
も
達
磨
曾
て
一
詞
を
措そ
り
ょ
う了
せ
ず
。
二
祖
曾
て
一
句
を
問も
ん

著じ
ゃ
くせ
ず
。
還ま

た
達
磨
を
喚
ん
で

人
の
為た

め

に
せ
ず
と
作な

し
得
ん
や
、
二
祖
を
喚
ん
で
師
に
求
め
ず
と
做な

し
得
ん
や
。
山さ
ん
ぞ
う僧
、
古
聖
の
做さ

処し
ょ

を
説せ
つ

著じ
ゃ
くす
る
に

至
る
毎ご

と

に
、
便
ち
身
を
容い

る
る
に
地
無
し
と
覚
え
、
後こ
う
じ
ん人
の
軟な
ん
じ
ゃ
く弱な
る
こ
と
を
慚
愧
す
。
又
況
ん
や
百
味
の
珍ち
ん

羞し
ゅ
う、
逓
た
が
い

に
相あ

い
供
養
し
、
我
は
四
事
［
飲
食
・
衣
服
・
臥
具
・
医
薬
］
具
足
し
て
、
方
に
発
心
す
べ
し
と
道
う
を
や
。
只
恐
ら

く
は
做そ

手し
ゅ

脚き
ゃ
く

不
迭
［
間
に
合
わ
ず
］
し
て
、
便す
な
わち
是
れ
隔
か
く
し
ょ
う生
隔か
く
せ世
し
去
ら
ん
。
時
光
、
箭や

に
似
た
り
。
深
く
惜
し
む

べ
し
と
為
す
。
然し

か

も
是か
く

の
如
く
な
り
と
雖
も
、
更
に
他
人
の
、
長
に
従
っ
て
相
い
度
す
る
こ
と
在
ら
ん
。
山
僧
、
也ま

た

強し

い
て
你
を
教
え
る
こ
と
得
ず
。
諸
仁
者
、
還ま

た
古
人
の
偈
を
見
る
や
。
山さ
ん
で
ん田
脱
粟
の
飯は
ん

、
野
菜
淡た
ん
こ
う黃
の
齏し
い

［
和
え

物
］、
喫
す
る
こ
と
は
則
ち
君
が
喫
す
る
に
従ま

か

す
。
喫
せ
ざ
れ
ば
東
西
す
る
に
任
す
、
と
。
伏
し
て
惟お
も

ん
み
れ
ば
同
道
、

各
自
努
力
せ
よ
。
珍
重
。

祖
師
の
語
で
こ
れ
ほ
ど
長
く
原
文
を
引
用
さ
れ
る
例
は
な
い
。
も
っ
と
も
『
嘉
泰
普
灯
録
』
の
「
広
語
」
に
は
「
青
山
常

運
歩
…
…
」
の
句
は
な
く
、
そ
の
第
三
巻
の
芙
蓉
道
楷
章
に
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
広
語
に
、
な
ぜ
道
楷
が
「
青
山
常
運
歩
」

と
い
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
理
解
す
る
鍵
が
あ
る
。〈
石
女
夜
生
児
〉
に
つ
い
て
は
、
四
節
で
ふ
れ
ら
れ
る
の
で
、
そ
こ
で
論

じ
た
い
。

〈
青
山
常
運
歩
〉
の
句
は
、
広
語
の
「
更
に
山
を
下
ら
ず
、
斎
に
赴
か
ず
。
化
主
を
発
せ
ず
」
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
絶

対
に
山
か
ら
下
り
な
い
で
、
在
家
の
供
養
で
あ
る
斎
を
受
け
ず
、
極
限
的
簡
素
な
生
活
を
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
出
て
き
た

も
の
で
あ
る
。
道
楷
に
と
っ
て
山
水
は
、
た
だ
環
境
世
界
と
し
て
あ
る
と
い
う
こ
と
に
と
ど
ま
ら
ず
、
日
々
の
日
常
に
、
目
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に
見
、
耳
に
聞
き
、
肌
で
感
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

風
景
疎
な
ら
ず
。
華
は
笑
む
こ
と
を
解
し
、
鳥
は
啼
く
こ
と
を
解
す
。
木
馬
長
鳴
し
、
石
牛
善
走
す
。
天
外
の
青

山
色
寡
く
、
耳
畔
の
鳴
泉
声
無
し
。
嶺
上
猿
啼
き
、
露
、
中
宵
の
月
を
湿
す
。
林
間
、
鶴
唳
き
、
風
、
清
暁
の
松
を
回

る
。
春
風
起
る
時
、
枯
木
龍
吟
し
、
秋
葉
凋
み
て
、
寒
林
、
華
散
ず
。

日
々
、
朝
夕
、
い
や
刻
々
、
同
じ
山
は
な
い
。
こ
れ
は
た
ま
た
ま
廬
山
に
遊
行
し
た
蘇
東
坡
《
谿
声
山
色
》
や
、
私
た
ち

が
出
か
け
て
眺
め
る
山
と
は
ま
っ
た
く
違
う
の
で
あ
る
。

〈
山
は
、
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧
闕
す
る
こ
と
な
し
〉
と
い
う
、
山
に
具
わ
っ
て
い
る
功
徳
と
は
、「
風
景
…
…
煙
霞
の

色
を
帶
ぶ
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
あ
る
。
強
い
て
い
え
ば
「
匾
担
は
橡
栗
を
拾
う
て
食
と
為
し
、
大
梅
は
荷
葉
を
以
て
衣

と
為
す
」
と
い
う
ど
ん
ぐ
り
や
蓮
の
葉
を
も
た
ら
す
こ
と
も
、
山
の
功
徳
で
あ
ろ
う
。

〈
こ
の
ゆ
え
に
常
安
住
な
り
〉
と
は
、「
音
塵
寂
爾
と
し
て
、
消
息
宛
然
た
り
。
一
味
、
蕭
條
と
し
て
、
趣
向
す
べ
き
無

し
」
と
い
う
、
そ
の
あ
る
が
ま
ま
、
ひ
っ
そ
り
と
し
て
何
の
手
を
加
え
る
べ
き
こ
と
も
な
い
、
静
か
な
さ
ま
で
あ
ろ
う
。

〈
常
運
歩
な
り
〉
は
、
ま
さ
に
こ
の
刻
々
移
り
変
わ
る
さ
ま
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
尽
き
る
も
の
で
も
な
い
。

と
は
い
え
、
こ
の
見
ら
れ
聞
か
れ
感
じ
ら
れ
る
青
山
を
捨
象
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
の
点
を
指
摘
す
る
解
釈
は
少

な
い
が
、
そ
こ
を
は
っ
き
り
さ
せ
な
い
と
、《
山
水
経
》
か
ら
、
な
に
か
仏
法
（
の
真
理
、
縁
起
）
と
い
う
抽
象
的
な
も
の
を

帰
納
し
て
し
ま
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

た
と
え
ば
、《
諸
法
実
相
》
巻
に
は
、「
唯
仏
与
仏
、
乃
能
究
尽
、
諸
法
実
相
」
あ
る
い
は
「
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
、
皆

属
此
経
、
此
経
開
方
便
門
、
示
真
実
相
」
と
い
う
仏
教
用
語
、
経
典
の
句
を
め
ぐ
っ
て
、
縷
々
、
難
解
な
論
が
展
開
さ
れ

る
。
そ
し
て
三
教
一
致
批
判
の
後
、
突
如
と
し
て
あ
る
夜
の
如
浄
の
普
説
の
具
体
的
状
況
が
細
か
に
述
べ
ら
れ
て
、
入
室

話
、〈
杜
鵑
啼
、
山
竹
裂
〉
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
し
て
〈
天
童
よ
り
こ
の
や
ま
に
い
た
る
に
、
い
く
そ
ば
く
の
山
水
と
お
ぼ
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え
ざ
れ
ど
も
、
美
言
奇
句
の
実
相
な
る
、
身
心
骨
髄
に
銘
し
き
た
れ
り
。
か
の
と
き
の
普
説
入
室
は
、
衆
家
お
ほ
く
わ
す
れ

が
た
し
と
お
も
へ
り
。
こ
の
夜
は
微
月
わ
づ
か
に
樓
閣
よ
り
も
り
き
た
り
、
杜
鵑
し
き
り
に
な
く
と
い
へ
ど
も
、
静
閑
の
夜

な
り
き
〉
と
締
め
括
ら
れ
る
。

ホ
ト
ト
ギ
ス
が
啼
く
の
は
、
耳
に
聞
こ
え
る
自
然
の
声
で
あ
る
。
そ
れ
が
諸
法
実
相
な
の
で
は
な
い
。
そ
れ
が
諸
法
実
相

な
ら
ば
本
覚
思
想
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
を
離
れ
て
諸
法
実
相
は
な
い
。
ホ
ト
ト
ギ
ス
は
聞
こ
え
ず
、
坐
禅
修
行
の
な
い
と

こ
ろ
で
、〈
杜
鵑
啼
、
山
竹
裂
〉
を
い
く
ら
解
釈
し
、
味
わ
っ
て
み
て
も
、
諸
法
実
相
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
い
。
そ
れ
ゆ

え
〈
而
今
の
山
水
〉、
す
な
わ
ち
打
坐
の
と
こ
ろ
に
現
成
す
る
山
や
水
の
具
体
性
は
、
な
ん
と
し
て
も
こ
の
巻
全
体
を
通
じ

て
見
失
っ
て
は
な
ら
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
思
わ
れ
る
。

で
は
、
五
感
で
捉
え
ら
れ
た
の
で
は
な
い
〈
常
安
住
な
り
、
常
運
歩
な
り
〉
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
か
。

青
山
が
〈
常
安
住
〉
で
あ
る
の
は
、
い
わ
ば
普
通
の
人
で
も
い
う
道こ

と
ばで
あ
り
、
誰
も
疑
問
に
は
思
わ
な
い
。
そ
れ
に
対
し

て
〈
常
運
歩
〉
は
、
古
仏
の
道
で
あ
る
。
山
の
二
面
性
や
、
人
の
見
方
の
二
面
性
（
古
田
『
私
釈
』）
で
は
な
い
。
山
は
無
数

の
面
を
も
っ
て
い
よ
う
し
、
人
の
山
に
対
す
る
見
方
も
数
多
あ
る
。
常
識
に
対
し
、
そ
れ
を
覆
す
言
葉
（
頼
住
『
道
元
』）
で

は
あ
ろ
う
が
、
た
だ
奇
矯
な
詞
な
の
で
は
な
く
、
実
態
が
あ
る
〈
古
仏
の
道
〉
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、〈
そ
の
運
歩
の
功
徳
、

ま
さ
に
審
細
に
参
学
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
、〈
常
運
歩
の
示
衆
を
究
辦
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
。

さ
て
〈
青
山
常
運
歩
〉
は
、
青
山
は
常
に
運
歩
す
る
、
と
読
め
ば
、「
青
山
」
は
主
語
で
あ
る
か
ら
、
青
山
と
い
う
一
つ

の
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
の
青
山
が
、
い
つ
も
、
運
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
そ
う
い
う
理
解
こ
そ
が
問
題

な
の
で
あ
る
。

こ
の
発
語
が
示
し
て
い
る
の
は
、〈
而
今
の
山
〉
で
あ
る
。
発
語
し
て
い
る
の
は
、
古
仏
で
あ
る
。
そ
れ
を
忘
れ
て
〈
山

の
運
歩
は
人
の
運
歩
の
ご
と
く
な
る
べ
き
が
ゆ
え
に
〉
と
い
わ
れ
る
と
、
人
と
い
う
固
定
し
た
も
の
が
、
足
で
前
に
歩
い
て
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い
く
の
と
同
じ
よ
う
な
こ
と
か
と
、
考
え
て
し
ま
う
。
そ
う
い
う
こ
と
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。

こ
こ
で
い
う
〈
人
の
運
歩
〉
と
は
、
安
谷
『
参
究
』
の
い
う
よ
う
な
、「
人
が
歩
く
こ
と
」
で
は
な
く
、「
人
の
歩
み
」、

す
な
わ
ち
人
の
春
秋
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
現
に
生
き
て
い
る
そ
の
全
体
で
あ
っ
て
、
何
か
動
作
を
す
る
（
足
を
運
ぶ
）
こ
と

で
は
な
い
。〈
青
山
常
運
歩
〉
が
発
語
さ
れ
て
い
る
仏
と
は
、
た
し
か
に
道
楷
で
は
あ
る
が
、
仏
と
い
う
こ
と
か
ら
い
え
ば
、

坐
禅
の
人
の
ほ
か
に
な
い
。
坐
禅
は
何
か
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
い
っ
ぽ
う
寝
る
こ
と
も
「
寝
る
」
が
動
詞
で
あ
る
よ
う
に

何
か
を
す
る
こ
と
で
あ
る
。
な
に
も
し
な
い
打
坐
の
事
態
に
お
い
て
、「
わ
た
し
」
と
い
う
固
定
し
た
「
も
の
」
は
、
実
は

落
ち
る
。
た
だ
而
今
、
而
今
の
自
己
が
現
成
す
る
ば
か
り
あ
る
。
あ
え
て
い
え
ば
、
こ
の
現
成
が
「
運
歩
」
で
あ
る
。
こ
の

運
歩
に
お
い
て
、
万
法
も
現
成
し
、
し
た
が
っ
て
山
も
現
成
し
、
運
歩
す
る
。

そ
の
あ
り
さ
ま
を
道
元
は
〈
去
来
は
尽
十
方
界
を
両
翼
三
翼
と
し
て
、
飛
去
飛
来
し
、
尽
十
方
界
を
三
足
五
足
と
し
て
、

進
歩
退
歩
す
る
な
り
〉《
身
心
学
道
》
と
も
い
う
。
な
に
か
、
動
く
「
も
の
」、
歩
む
「
も
の
」、
去
り
、
来
る
「
も
の
」
が

あ
る
の
で
は
な
い
。
全
体
が
全
体
と
し
て
去
来
す
る
。
あ
え
て
言
っ
て
み
れ
ば
、
尽
十
方
界
と
は
地
球
で
あ
り
、
そ
れ
が
翼

を
は
や
し
て
、
太
陽
の
ま
わ
り
を
飛
び
回
っ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ま
た
、
そ
れ
は
光
陰
と
も
い
え
る
。
人

の
光
陰
と
山
の
光
陰
は
等
し
い
と
い
っ
て
も
い
い
。
あ
る
い
は
私
の
一
年
の
歩
み
は
、
こ
の
木
の
一
年
の
歩
み
と
同
じ
で
あ

る
と
い
っ
て
も
い
い
。

そ
し
て
〈
人
間
の
行
歩
に
お
な
じ
く
み
え
ざ
れ
ば
と
て
、
山
の
運
歩
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
〉
と
つ
づ
く
。

〈
人
間
の
行
歩
〉
と
は
、
こ
こ
で
は
足
を
使
っ
て
歩
く
こ
と
を
意
味
し
て
、
運
歩
に
比
べ
れ
ば
「
歩
く
」
と
い
う
要
素
が

強
い
だ
ろ
う
。
道
元
は
人
間
が
歩
く
よ
う
に
見
え
な
い
が
、〈
山
の
運
歩
を
う
た
が
ふ
こ
と
な
か
れ
〉
と
い
う
。〈
青
山
〉
は

尽
十
方
界
の
一
端
と
し
て
、
三
足
五
足
で
進
歩
退
歩
す
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
ど
う
や
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
だ

ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
が
次
に
問
題
と
な
る
。
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〈
い
ま
仏
祖
の
説
道
、
す
で
に
運
歩
を
指
示
す
、
こ
れ
そ
の
得
本
な
り
〉
と
は
、
道
楷
を
仏
祖
と
呼
び
、〈
説
道
〉
す
な
わ

ち
そ
の
説
い
た
道こ

と
ばで
あ
る
「
青
山
常
運
歩
」
は
「
運
歩
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
根
本
を
得
た
言
葉
と
し
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
元
来
、
こ
の
言
葉
は
問
答
で
は
な
く
、
道
楷
が
上
堂
し
て
し
ば
ら
く
黙
っ
て
い
て
か
ら
、
こ
の
よ
う
に
述
べ

て
座
を
下
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
弟
子
た
ち
が
各
自
参
究
せ
よ
、
と
い
う
指
示
の
言
葉
で
あ
る
。
道
元
も
〈
常
運
歩
の
示
衆

を
究
辦
す
べ
し
〉
と
い
う
。

そ
し
て
そ
の
参
究
の
要
を
、〈
運
歩
の
ゆ
え
に
常
〉
で
あ
る
と
い
う
。
つ
ま
り
、
道
楷
の
〈
常
運
歩
〉
を
、
道
元
は
〈
常
〉

と
〈
運
歩
〉
と
い
う
二
つ
の
言
葉
に
分
け
〈
運
歩
の
ゆ
え
に
常
な
り
〉
と
出
す
。
こ
こ
で
も
、「
青
山
は
常
に
運
歩
す
る
」

と
い
う
主
語
と
動
詞
に
な
る
言
い
回
し
を
避
け
て
い
る
。
打
坐
の
私
は
い
つ
も
い
ま
こ
こ
、
常
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
ま
た

〈
昔
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
さ
り
、
今
日
は
こ
の
と
こ
ろ
よ
り
き
た
る
、
さ
る
と
き
は
漫
天
さ
り
、
き
た
る
と
き
は
尽
地
き

た
る
、
こ
れ
平
常
心
な
り
〉《
身
心
学
道
》
と
い
う
、
運
歩
（
光
陰
）
を
ふ
ま
え
た
「
常
」
で
あ
ろ
う
。

＊

二
、　　
　

青
山
の
運
歩
は
其
疾
如
風
よ
り
も
す
み
や
か
な
れ
ど
も
、
山
中
人
は
不
覚
不
知
な
り
。
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
な

り
。
山
外
人
は
不
覚
不
知
な
り
。
山
を
み
る
眼
目
あ
ら
ざ
る
人
は
、
不
覚
不
知
・
不
見
不
聞
、
這
箇
道
理
な
り
。
も
し

山
の
運
歩
を
疑
著
す
る
は
、
自
己
の
運
歩
を
も
、
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
。
自
己
の
運
歩
な
き
に
は
あ
ら
ず
、
自
己
の

運
歩
い
ま
だ
し
ら
れ
ざ
る
な
り
、
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
。
自
己
の
運
歩
を
し
ら
ん
が
ご
と
き
、
ま
さ
に
青
山
の
運
歩
を

も
し
る
べ
き
な
り
。
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
。
自
己
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
。
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い
ま
青
山
の
運
歩
を
疑
著
せ
ん
こ
と
、
う
べ
か
ら
ず
。
い
く
法
界
を
量
局
と
し
て
、
青
山
を
照
鑑
す
べ
し
と
し
ら
ず
。

青
山
の
運
歩
お
よ
び
自
己
の
運
歩
、
あ
き
ら
か
に
撿
點
す
べ
き
な
り
、
退
歩
歩
退
と
も
に
撿
點
あ
る
べ
し
。

［
注
釈
］

○
其
疾
如
風　

出
典
は
前
出
『
法
華
経
』
譬
喩
品
「
駕
以
白
牛
、
…
…
行
歩
平
正
。
其
疾
如
風
（
駕
す
る
に
白
牛
を
以
て
す
…
…
行
歩
は
平

正
な
り
、
其
の
疾
き
こ
と
風
の
如
し
）」（T

9,12c

）。

○
世
界
裏
の
華
開　

般
若
多
羅
の
付
法
の
偈
に
あ
る
言
葉
。『
宝
林
伝
』（
巻
七
欠
巻
）
に
初
出
し
『
祖
堂
集
』
に
次
の
よ
う
に
出
る
。

「
而
し
て
吾
が
偈
を
聴
け
、
曰
く
、
心
地
に
諸
種
を
生
ず
る
は
、
事
に
因
り
復
た
理
に
因
る
。
果
満
ち
て
、
菩
提
円
か
な
れ
ば
、
華
開
き
て

世
界
起
る
。」（
巻
二
）『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
二
に
も
ほ
ぼ
も
同
じ
よ
う
に
出
る
。（T

51,216b

）

道
元
は
《
空
華
》
で
こ
の
則
を
展
開
。
一
人
が
覚
り
を
開
く
（
只
管
打
坐
す
る
）
と
世
界
全
体
が
覚
り
と
な
る
こ
と
。

○
山
中
人　
〈
踰
城
し
入
山
す
る
、
出
一
心
・
入
一
心
な
り
、
山
の
所
入
な
る
思
量
箇
不
思
量
底
な
り
〉《
身
心
学
道
》
か
ら
山
に
入
る
と

は
、
出
家
学
道
す
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
山
中
人
」
は
、
仏
道
修
行
者
と
推
測
さ
れ
、
道
元
は
こ
う
引
用
す
る
。

　
〈（
志
閑
）
師
云
、
い
か
な
ら
ん
か
こ
れ
山
中
人
。
末
山
い
は
く
、
非
男
女
等
相
。
師
い
は
く
、
な
ん
ぢ
な
ん
ぞ
変
ぜ
ざ
る
。
末
山
い
は

く
、
こ
れ
野
狐
精
に
あ
ら
ず
、
な
に
を
か
変
ぜ
ん
。
師
、
礼
拝
す
〉《
礼
拝
得
髄
》

　
　

山
中
人
を
仏
道
に
入
っ
た
出
家
修
行
者
と
す
れ
ば
、
そ
こ
に
は
も
は
や
男
女
の
相
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
志
閑
は
そ
の
答
え
を
深
く
頷

い
た
の
で
あ
る
。

　
『
文
学
大
系
』・
頭
注
は
「
山
は
尽
十
方
界
で
あ
る
か
ら
、
山
に
中
・
外
の
別
は
な
い
。
こ
こ
の
中
・
外
は
同
じ
く
山
の
上
で
の
中
・
外

で
、
両
者
同
じ
く
山
中
人
で
あ
る
」
と
い
う
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
。『
御
抄
』
の
「
山
中
人
と
は
以
山
人
と
談
［
ず
る
］
也
。
別
人
の
あ

る
に
あ
ら
ず
、
ゆ
え
に
不
覚
不
知
也
。
山
外
人
と
は
、
又
山
の
外
に
別
に
外
人
あ
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
山
中
の
う
え
に
は
山
外
人
と
云
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事
も
あ
る
べ
し
。」（
二
二
二
）
と
い
う
解
釈
か
ら
き
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
『
思
想
』・
頭
注
は
「『
山
中
人
』
と
は
世
界
を
あ
ら
し
め
る
開
花
を
見
る
ひ
と
だ
の
意
」
と
す
る
が
、〈
華
開
〉
を
「
見
る
」
人
だ
ろ
う

か
。〈
華
開
〉
は
見
え
る
の
か
。

○
不
覚
不
知
・
不
見
不
聞　

出
典
『
法
華
経
』
安
楽
行
品
「
如
来
方
便
、
隨
宜
説
法
、
不
聞
不
知
、
不
覚
不
問
、
不
信
不
解
（
如
来
は
方
便

し
て
、
宜
し
き
に
随
っ
て
説
法
す
る
も
、
聞
か
ず
知
ら
ず
、
覚さ
と

ら
ず
問
わ
ず
、
信
ぜ
ず
解
せ
ず
）（T

9,38c

）

○
這
箇
道
理　

こ
の
道
理
。
不
覚
不
知
・
不
見
不
聞
を
指
す
と
取
る
。［
水
野
訳
］
は
「
這こ

の箇
道
理
を
不
覚
不
知
で
あ
り
不
見
不
聞
で
あ
る
」

と
す
る
が
、
道
理
に
当
た
る
も
の
が
記
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
こ
の
読
み
は
取
ら
な
い
。

○
疑
著　

著
は
助
詞
で
、
動
詞
の
後
に
置
か
れ
て
動
作
の
進
行
や
完
成
を
示
す
。
疑
っ
て
い
る
。

○
し
ら
ん　
「
知
ら
む
」
の
音
便
。
知
る
＋
む
（
推
量
の
助
動
詞
）。
知
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。

○
べ
き
な
り　

べ
し
の
未
然
形
（
べ
き
）
＋
な
り
（
断
定
）。
助
動
詞
「
べ
し
」
は
①
推
量
（
…
…
に
ち
が
い
な
い
）、
②
予
定
（
…
…
す
る

こ
と
に
な
っ
て
い
る
）、
③
当
然
（
…
…
す
る
は
ず
だ
）、
④
適
当
（
…
…
す
る
の
が
よ
い
）、
⑤
可
能
（
…
…
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
）
な

ど
の
意
味
が
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
③
当
然
、
と
取
る
。
き
っ
と
…
…
す
る
は
ず
で
あ
る
。

○
非
情　

有
情
（
衆
生
）
に
対
し
て
、
木
石
の
よ
う
に
感
情
が
な
く
、
身
心
が
動
か
な
い
も
の
。
無
情
と
同
義
語
。
た
だ
し
、
無
情
が
一

般
的
で
あ
る
。
道
元
も
、
こ
の
箇
所
と
《
伝
衣
》《
袈
裟
功
徳
》《
谿
声
山
色
》《
洗
浄
》
に
の
み
「
非
情
」
を
使
う
。
そ
れ
に
対
し
て

「
無
情
」
は
七
十
五
巻
本
に
九
十
八
回
使
わ
れ
る
。

＊
道
元
用
例

〈
布
は
生
物
の
縁
に
あ
ら
ざ
る
か
。
情
非
情
の
情
、
い
ま
だ
凡
情
の
情
を
解
脱
せ
ず
、
い
か
で
か
仏
袈
裟
を
し
ら
ん
。〉《
伝
衣
》

○
い
く
法
界　

幾
つ
の
法
界
。
道
元
は
〈
し
ば
ら
く
方
隅
法
界
を
建
立
す
る
の
み
な
り
、
無
想
天
は
か
み
、
阿
鼻
獄
は
し
も
と
せ
る
に
あ

ら
ず
〉《
山
水
経
》、〈
天
上
人
間
大
千
法
界
〉《
仏
性
》、〈
法
界
の
い
く
三
界
も
、
衆
生
の
種
品
お
な
じ
か
る
べ
き
な
り
〉《
仏
経
》、〈
法
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界
こ
と
ご
と
く
発
菩
提
心
な
り
、
…
…
自
出
一
隻
手
な
り
、
異
類
中
行
な
り
、
地
獄
、
餓
鬼
、
畜
生
、
修
羅
等
の
な
か
に
し
て
も
発
菩

提
心
す
る
な
り
〉《
身
心
学
道
》、〈
天
上
人
間
法
界
等
〉《
行
仏
威
儀
》
な
ど
と
使
う
。
天
台
宗
の
『
仏
祖
統
紀
』
に
い
う
声
聞
・
縁
覚
・

菩
薩
・
仏
に
六
道
を
加
え
た
十
法
界
（T

49,448b

）
の
よ
う
な
こ
と
を
指
す
の
だ
ろ
う
。

○
量
局　

限
定
さ
れ
た
範
囲
、
量
。

○
照
鑑　

明
ら
か
に
見
る
、
照
ら
し
合
わ
せ
て
見
る
。
特
に
神
仏
な
ど
が
、
明
ら
か
に
見
る
こ
と
を
い
う
。
道
元
は
他
に
一
度
だ
け
如
浄

の
言
葉
と
し
て
使
う
。

〈
提
挙
聡
明
、
照
鑑
山
語
、
不
勝
皇
恐
（
提
挙
［
人
名
、
銀
子
、
一
万
鋌
を
布
施
］
聡
明
な
り
、
山
語
を
照
鑑
す
。
皇
恐
に
勝た

え
ず
）《
行

持
下
》。
こ
の
「
山
語
」
は
、
如
浄
が
「
山
僧
」
と
自
称
し
て
い
る
の
で
如
浄
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。

○
撿
點　
「
撿
」（
検
は
俗
字
）
は
、
調
べ
る
、
引
き
合
わ
せ
る
、
し
め
く
く
る
、
な
ど
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
點
（
点
）」
は
「
検
査
す

る
、
逐
一
照
合
す
る
」
と
い
う
意
味
で
、
二
つ
の
事
柄
を
比
較
し
て
調
べ
た
り
、
道
理
を
逐
一
調
べ
て
検
査
す
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。

＊
道
元
用
例

〈
大
水
小
水
を
檢
點
し
〉《
現
成
公
案
》

〈
十
年
後
な
る
か
、
一
念
万
年
な
る
か
。
子
細
に
撿
點
し
、
撿
點
を
子
細
に
す
べ
し
〉《
行
仏
威
儀
》

〈
而
今
の
自
己
、
こ
れ
却
迷
な
る
か
、
不
迷
な
る
か
、
撿
點
将
来
す
べ
し
〉《
大
悟
》

な
ど
の
ほ
か
、《
観
音
》、《
画
餅
》、《
授
記
》、《
礼
拝
得
髄
》、《
密
語
》、《
自
証
三
昧
》
に
も
出
る
。

【
現
代
語
訳
】

青
山
の
運
歩
は
疾
風
よ
り
も
っ
と
早
い
の
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
山
中
の
人
（
修
証
者
）
は
覚
知
し
な
い
の
で
あ
る
。「
山

中
」
と
は
世
界
内
で
の
華
開
（
仏
に
よ
る
覚
り
の
世
界
）
で
あ
る
。
山
の
外
に
い
る
人
は
覚
知
し
な
い
の
で
あ
る
。
山
を
み
る
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眼
目
の
な
い
人
は
、
覚
知
せ
ず
、
見
聞
し
な
い
こ
と
、
こ
の
道
理
で
あ
る
。
も
し
山
の
運
歩
を
疑
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
自
己

の
運
歩
も
ま
だ
知
ら
な
い
の
で
あ
る
。
自
己
の
運
歩
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
自
己
の
運
歩
を
い
ま
だ
知
ら
な
い
の
で
あ

り
、
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
自
己
の
運
歩
を
知
る
よ
う
な
（
人
）
な
ら
ば
、
き
っ
と
青
山
の
運
歩
を
も
知
る
は

ず
で
あ
る
。
青
山
は
す
で
に
、
有
情
で
は
な
く
、
非
情
で
は
な
い
、
自
己
は
す
で
に
有
情
で
は
な
く
非
情
で
は
な
い
。
い

ま
、
青
山
の
運
歩
を
疑
た
が
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ど
れ
だ
け
の
法
界
を
限
度
と
し
て
、
青
山
を
照
ら
し
鑑み

る
べ
き
だ
と
も

知
ら
な
い
。
青
山
の
運
歩
と
自
己
の
運
歩
と
を
明
ら
か
に
比
べ
て
調
べ
て
見
る
が
よ
い
。（
進
歩
だ
け
で
な
く
）
退
歩
も
、
歩

き
退
く
こ
と
も
、
と
も
に
比
べ
て
調
べ
て
み
る
が
よ
い
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

人
も
身
心
を
挙
し
て
力
走
す
れ
ば
、
其
疾
如
風
よ
り
も
速
や
か
な
韋
駄
天
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
青
山
運
歩
の
其
疾
如

風
を
疑
著
す
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、
青
山
運
歩
の
参
学
が
、
実
に
人
人
の
力
走
乃
至
力
量
次
第
で
あ
る
こ

と
を
思
う
べ
き
で
あ
る
。（
四
二
）

山
に
居
る
人
山
を
見
ず
故
、
山
中
人
は
山
の
運
歩
に
つ
い
て
不
覚
不
知
で
あ
る
。
な
ん
と
あ
わ
れ
な
こ
と
で
は
な
い

か
。
併
し
、
山
を
出
て
他
境
に
身
を
置
く
さ
す
ら
い
人
は
、
さ
ら
に
一
層
嗤
う
べ
き
で
あ
る
。（
四
二
）

さ
て
、
山
中
人
は
不
覚
不
知
な
り
、
と
い
う
道
元
の
誘
い
に
瞞
ぜ
ら
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
言
葉
だ
け
な
ら
ば
、
山

に
居
る
人
山
を
知
ら
ず
と
い
う
凡
常
の
見
解
で
解
け
そ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
凡
見
を
持
っ
て
は
、
次
ぎ
の
山
外
人
は
不

覚
不
知
な
り
が
通
ら
な
い
。
…
…
然
る
に
、
こ
の
二
句
の
間
に
、
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
な
り
、
と
あ
る
。
…
…
世

界
裏
に
一
華
開
く
と
き
を
山
中
と
い
い
、
ま
た
山
外
と
も
い
う
。
山
の
中
外
は
尽
世
界
が
山
と
な
っ
た
時
節
で
あ
る
か

ら
全
山
裡
の
中
外
で
あ
る
。
山
な
ら
ぬ
場
所
は
ど
こ
に
も
な
い
か
ら
で
あ
る
。（
四
三
、四
四
）
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あ
わ
れ
に
見
え
る
不
覚
不
知
の
愚
か
さ
が
、
す
な
わ
ち
祖
道
を
生
き
る
も
の
の
面
目
で
あ
る
。（
四
五
）

「
啓
迪
」
は
不
覚
不
知
に
二
た
通
り
あ
っ
て
、
一
に
は
覚
知
す
べ
き
も
の
が
な
く
て
の
不
覚
不
知
、
二
に
は
覚
知
す

る
こ
と
が
出
来
ず
し
て
の
不
覚
不
知
、
山
中
及
び
山
外
人
の
不
覚
不
知
は
前
者
で
あ
り
、
山
を
見
る
眼
目
あ
ら
ざ
る
人

の
不
覚
不
知
は
後
者
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
。
…
…
解
釈
と
し
て
は
ま
こ
と
に
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
た
だ
道
元
の

行
文
に
は
、
そ
の
よ
う
な
二
た
通
り
の
区
別
が
、
あ
ら
わ
に
出
て
い
な
い
。
恐
ら
く
、
道
元
は
こ
の
区
別
を
も
不
覚
不

知
し
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
こ
そ
、
及
び
難
い
古
人
の
力
量
が
あ
る
。（
四
六
）

朕
兆
未
萠
の
自
己
、
古
仏
の
道
現
成
の
山
で
あ
る
。
乃
至
、
朕
兆
未
萠
の
山
、
古
仏
の
道
現
成
の
自
己
で
あ
る
。

…
…
古
仏
の
道
の
温
か
な
る
身
心
を
、
し
ば
ら
く
運
歩
と
い
う
。
身
心
あ
る
が
故
に
、
生
命
あ
り
、
生
命
あ
る
が
故
に

能
く
運
歩
す
る
の
で
あ
る
。
青
山
の
運
歩
を
い
わ
ゆ
る
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
比
擬
す
る
な
ら
ば
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
こ
そ
は
古
仏

の
道
で
あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
を
原
始
的
自
然
人
の
信
仰
に
比
擬
す
る
な
ら
ば
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
こ
そ
は
、
原
始
も
原
始
、

朕
兆
未
萠
の
原
始
人
の
信
仰
で
あ
る
。
原
始
と
い
う
の
は
、
根
源
と
い
う
程
の
意
味
で
あ
り
、
失
わ
れ
た
昔
日
の
遺
骸

で
は
な
く
、
受
持
し
て
而
今
に
伝
わ
る
根
源
で
あ
る
。（
四
八
、四
九
）

非
情
も
法
を
説
く
こ
と
が
あ
る
。
こ
れ
を
無
常マ
マ

説
法
と
い
う
。
そ
れ
ゆ
え
に
非
情
（
無
情
）
に
あ
ら
ず
と
云
わ
れ
る
。

有
情
も
兀
坐
す
る
こ
と
が
あ
る
。
兀
兀
地
と
い
う
の
は
、
坐
し
て
非
思
量
の
境
涯
に
あ
る
を
い
う
。
す
な
わ
ち
有
情
に

情
な
く
、
思
量
な
き
有
様
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
有
情
に
あ
ら
ず
と
言
わ
れ
る
。（
四
九
、五
〇
）

す
で
に
尽
法
界
の
青
山
な
る
が
故
に
、
幾
枚
の
法
界
を
量
と
す
る
や
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
青
山
も

運
歩
も
辺
際
な
き
故
、
十
法
界
と
い
う
も
、
乃
至
華
厳
に
い
わ
ゆ
る
四
法
界
、
無
尽
法
界
も
、
こ
れ
ら
を
一
定
量
と
し

て
照
鑑
す
る
す
べ
が
な
い
。
…
…
運
歩
に
は
、
た
だ
前
進
の
み
で
な
く
、
退
歩
も
あ
る
。
そ
の
退
歩
歩
退
の
有
様
を
も

審
細
に
思
い
あ
き
ら
め
よ
。
…
…
例
え
ば
行
仏
威
儀
の
巻
に
も
、
威
儀
儀
威
と
あ
る
。
な
ぜ
か
よ
う
に
打
ち
返
す
か
と
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言
え
ば
、
仮
に
威
と
儀
と
を
分
ち
説
く
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
両
者
の
対
峙
に
陥
る
の
を
嫌
う
の
で
あ
る
。（
五
一
）

（
検
討
）

〈
青
山
の
運
歩
は
其
疾
如
風
よ
り
も
す
み
や
か
な
れ
ど
も
〉
を
解
釈
し
て
、
人
は
力
走
し
て
韋
駄
天
の
よ
う
に
な
る
か
ら

山
の
運
歩
も
そ
う
で
あ
る
、
と
は
、
恐
れ
入
る
解
釈
で
あ
る
。〈
運
歩
〉
は
歩
い
た
り
走
っ
た
り
す
る
こ
と
で
は
な
い
。
山

中
人
を
「
山
に
居
る
人
」
と
し
て
「
不
覚
不
知
」
だ
か
ら
あ
わ
れ
だ
と
し
、
山
外
人
の
不
覚
不
知
は
嗤
う
べ
き
だ
と
い
う
。

だ
が
、
田
中
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
い
ち
お
う
の
解
釈
で
、
こ
の
二
句
の
間
に
、「
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
」
が
あ
り
、
そ

れ
ゆ
え
、
山
中
山
外
と
い
っ
て
も
「
山
な
ら
ぬ
場
所
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
い
う
。
そ
れ
は
『
御
聴
書
抄
』
の
「
山
な
ら
ぬ

所
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
道
理
な
る
が
ゆ
え
に
、
不
覚
不
知
な
る
べ
し
」（
二
二
六
）
や
『
聞
解
』
の
「
一
切
こ
の
山
中
を
外
れ
た

も
の
は
無
い
」（
二
二
二
）
の
踏
襲
で
あ
ろ
う
が
、
的
を
外
し
て
い
る
。
ま
た
、
こ
の
不
覚
不
知
を
「
祖
道
を
生
き
る
も
の
の

面
目
」
で
あ
る
と
い
う
。
せ
っ
か
く
〈
世
界
裏
の
華
開
〉
を
《
梅
花
》
に
よ
っ
て
解
釈
し
て
も
、
そ
れ
を
「
山
中
と
い
い
、

ま
た
山
外
と
い
う
」
と
い
う
の
で
は
、
道
元
が
い
う
山
中
人
と
山
外
人
の
区
別
を
無
み
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。「
山
を
見
る

眼
目
あ
ら
ざ
る
人
の
不
覚
不
知
」
と
前
二
者
は
違
う
と
い
う
の
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、
道
元
に
は
そ
の
区
別
が
出
て
い

な
い
と
は
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
の
区
別
を
読
み
取
る
こ
と
が
、
道
元
の
詞
を
読
む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
。

ま
た
「
古
仏
の
道
の
温
か
な
る
身
心
を
、
し
ば
ら
く
運
歩
と
い
う
」
と
、
古
仏
の
言
葉
の
身
心
は
生
命
が
あ
る
か
ら
、
よ

く
運
歩
す
る
と
い
う
。
そ
し
て
「
ア
ニ
ミ
ズ
ム
こ
そ
古
仏
の
道
」
と
言
い
切
る
。
青
山
の
運
歩
を
ア
ニ
ミ
ズ
ム
だ
と
い
う
の

は
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
の
誤
解
で
あ
る
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
と
は
、
現
代
人
が
霊
魂
を
も
っ
て
い
る
と
は
考
え
な
い
大
石
や
大
樹
な

ど
、
動
物
や
植
物
、
無
生
物
の
中
に
霊
魂
（
ア
ニ
マ
）
が
存
在
す
る
と
い
う
宗
教
観
で
あ
る
。

〈
有
情
に
あ
ら
ず
〉
の
解
釈
は
、〈
自
己
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
〉
の
解
釈
な
ら
ば
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
が
、〈
非
情
に
あ
ら

ず
〉
は
、
無
情
説
法
の
ゆ
え
だ
と
は
思
え
な
い
。
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〈
い
く
法
界
を
量
局
と
し
て
〉
の
解
釈
は
、
妥
当
な
も
の
で
は
あ
ろ
う
。〈
退
歩
歩
退
〉
な
ど
と
表
現
す
る
の
は
、
果
た
し

て
田
中
が
い
う
よ
う
な
意
味
だ
ろ
う
か
。

古
田
『
私
釈
』

山
中
の
人
は
山
と
と
も
に
人
が
常
安
住
、
常
運
歩
で
あ
っ
て
、
別
に
山
の
動
不
動
を
覚
知
す
る
必
要
は
な
い
わ
け
で

あ
る
。
山
の
運
歩
が
人
の
運
歩
で
あ
っ
て
山
と
人
が
わ
か
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。（
一
七
）

ま
た
「
山
外
人
は
不
覚
不
知
な
り
」
の
下
に
著
語
し
て
「
山
を
見
る
眼
目
あ
ら
ざ
る
人
は
、
不
覚
不
知
不
見
不
聞
」

と
書
き
添
え
た
も
の
に
違
い
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
重
要
な
点
は
花
の
開
く
こ
と
で
は
な
く
て
山
中
が
世
界
で
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
道
元
が
山
中
を
一
大
世
界
と
見
た
こ
と
を
、
見
落
と
し
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
一
八
）

青
山
と
自
己
と
は
有
情
非
情
の
区
別
に
よ
っ
て
わ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
有
情
非
情
を
超
越
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
青
山
が
自
己
で
、
自
己
が
青
山
で
あ
っ
て
二
つ
の
も
の
で
は
有
り
得
な
い
の
で
あ
る
。（
二
一
）

道
元
自
筆
の
《
山
水
経
》
は
「
し
ら
す
」
に
な
っ
て
い
る
が
、
草
稿
本
で
は
可
知
と
あ
っ
た
も
の
を
清
書
に
際
し
て

誤
っ
て
不
知
と
読
ん
で
、「
し
ら
す
」
と
書
き
下
し
た
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
二
二
）

（
検
討
）

古
田
は
〈
山
中
人
〉
を
「
山
と
人
が
わ
か
れ
て
い
な
い
」
と
い
い
、
青
山
が
自
己
で
あ
る
と
い
う
が
、
そ
れ
で
は
山
中

人
、
山
外
人
と
分
け
て
説
い
て
い
る
道
元
の
区
別
が
無
意
味
に
な
る
。
ま
た
、〈
山
外
人
…
…
〉
の
著
語
が
、
続
く
〈
山
を

見
る
眼
目
あ
ら
ざ
る
人
…
…
〉
で
あ
る
と
は
、
道
元
の
文
を
見
る
眼
目
の
な
い
人
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
山
中
を
一
大
世
界
と
す

れ
ば
、〈
山
中
人
〉
は
世
界
の
中
に
い
る
人
と
な
り
、
出
世
間
の
僧
で
は
な
い
。
そ
の
考
え
は
「
老
卵
の
『
那
一
宝
』
に
山

中
の
人
と
は
仏
門
に
入
る
三
乗
の
人
を
い
い
、
山
外
の
人
と
は
人
天
の
仏
門
に
入
ら
な
い
人
を
い
う
の
で
あ
る
と
説
い
て
い
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る
の
は
賛
成
し
か
ね
る
」（
一
九
）
と
い
う
と
こ
ろ
に
も
表
れ
て
い
る
。

ま
た
自
筆
本
《
山
水
経
》
を
国
の
重
要
文
化
財
に
す
る
の
に
携
わ
っ
た
人
が
、「
不
知
」
と
「
可
知
」
と
い
う
全
く
正
反

対
の
意
味
を
、
道
元
が
清
書
で
間
違
っ
た
、
と
い
う
よ
う
な
あ
り
え
な
い
こ
と
を
い
う
の
は
い
か
が
な
も
の
か
。

安
谷
『
参
究
』

万
物
の
流
れ
る
本
当
の
姿
な
ど
は
、
わ
れ
わ
れ
凡
夫
に
は
、
と
て
も
見
え
な
い
。
た
だ
大
ざ
っ
ぱ
な
想
像
を
め
ぐ
ら

す
に
過
ぎ
な
い
。（
五
七
）

山
中
人
と
は
青
山
の
運
歩
を
大
悟
大
徹
し
た
人
の
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。（
五
八
）

「
不
覚
不
知
」
と
い
う
同
じ
言
葉
を
こ
こ
で
は
二
た
通
り
に
使
っ
て
い
る
、
一
つ
は
文
字
通
り
の
不
覚
不
知
で
あ

り
、
も
う
一
つ
は
覚
不
覚
を
超
越
し
、
知
不
知
を
超
越
し
た
意
味
に
用
い
て
い
る
。
す
べ
て
の
も
の
ご
と
が
、
自
己
と

同
化
し
て
、
一
体
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
意
識
に
の
ぼ
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
悟
り
も
ま
た
そ
れ
と
同
じ
こ
と
で
、
悟

り
が
自
己
の
人
格
と
同
化
し
、
自
己
の
生
活
と
一
体
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
悟
り
ら
し
い
も
の
が
意
識
に
の
ぼ
ら
な
く

な
る
。
そ
れ
を
こ
こ
で
は
「
山
中
人
は
不
覚
不
知
な
り
」
と
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
山
外
人
の
不
覚
不
知
は
、
山
を
み

る
眼
目
の
な
い
凡
夫
の
不
覚
不
知
で
あ
る
。（
五
九
）

こ
こ
（
も
し
山
の
運
歩
…
…
＝
筆
者
）
の
解
説
も
、
二
、三
の
本
を
拝
見
し
た
が
、
い
ず
れ
も
自
己
と
山
と
を
二
つ
に
見

て
、
そ
れ
が
一
つ
だ
と
、
理
窟
で
く
っ
つ
け
た
継
ぎ
目
の
あ
と
が
見
え
る
。
無
縫
塔
に
な
っ
て
い
な
い
。
多
く
は
概
念

の
操
作
に
流
れ
て
い
る
。
…
…
自
己
が
一
歩
あ
る
く
の
は
、
全
宇
宙
が
一
歩
あ
る
く
の
だ
。（
六
三
）

自
己
の
運
歩
と
は
、
歩
く
こ
と
だ
け
で
は
な
い
。
生
活
の
全
部
を
代
表
し
て
い
る
の
だ
。
そ
れ
を
要
約
す
る
と
、
行

住
坐
臥
だ
。
著
衣
喫
飯
だ
。
痾
屎
送
尿
だ
。…
…
だ
か
ら
自
己
の
運
歩
を
知
れ
ば
、
青
山
の
運
歩
が
明
瞭
的
確
に
な
る
。
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運
歩
は
す
べ
て
青
山
だ
と
い
う
こ
と
が
明
瞭
に
な
る
。（
六
三
、六
四
）

す
べ
て
の
存
在
を
有
情
と
非
情
と
に
分
け
る
の
は
、
常
識
論
だ
。
そ
れ
は
便
宜
上
か
り
に
分
類
す
る
だ
け
の
こ
と

で
あ
っ
て
、
本
当
は
分
け
ら
れ
な
い
。
…
…
「
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
非
情
に
あ
ら
ず
、
自
己
す
で
に
有
情
に
あ

ら
ず
非
情
に
あ
ら
ず
」
の
一
句
は
、
こ
の
物
心
二
元
の
凡
見
を
徹
底
的
に
打
破
し
て
、
絶
対
一
元
の
真
実
の
世
界
に
め

ざ
め
さ
せ
る
力
が
あ
る
。
こ
の
真
実
の
世
界
を
か
り
に
名
づ
け
て
仏
性
と
い
い
、
無
字
、
隻
手
等
と
い
う
の
で
あ
る
。

（
六
四
、六
五
）

山
も
川
も
、
地
球
も
月
も
、
す
べ
て
活
き
て
い
る
。
全
宇
宙
は
活
物
だ
。
い
や
活
仏
だ
よ
。
こ
れ
を
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏

と
も
い
う
。
山
も
水
も
つ
ね
に
成
長
す
る
。（
六
五
）

青
山
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
流
動
運
歩
す
る
の
で
は
な
い
、
運
歩
流
動
を
青
山
と
い
う
の
だ
。
…
…
た
だ
自
己
の
真
実

に
徹
す
る
こ
と
が
肝
要
だ
。（
七
〇
）

（
検
討
）

〈
青
山
の
運
歩
〉
は
、
は
た
し
て
「
万
物
の
流
れ
る
本
当
の
姿
」
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
本
文
を
読
ん
だ
ら
道
元
が
「
不
覚
不

知
」
を
二
通
り
で
は
な
く
三
通
り
に
解
釈
し
て
い
る
の
は
分
か
る
は
ず
で
あ
る
。
覚
っ
た
人
の
不
覚
不
知
を
「
悟
り
が
自
己

の
人
格
と
同
化
し
、
自
己
の
生
活
と
一
体
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、
悟
り
ら
し
い
も
の
が
意
識
に
の
ぼ
ら
な
く
な
る
」
と
い
う
。

こ
れ
は
い
っ
た
ん
悟
っ
た
後
の
こ
と
を
い
う
見
性
禅
の
人
な
ら
で
は
の
言
い
方
で
あ
る
が
、
道
元
は
〈
覚
知
に
ま
じ
は
る
は

証
則
に
あ
ら
ず
〉《
辦
道
話
》
と
、「
悟
っ
た
」
と
い
う
体
験
を
否
定
し
て
そ
れ
を
〈
不
覚
不
知
〉
と
し
て
い
る
。
ま
た
古
田

と
同
様
に
、〈
山
外
人
〉
と
〈
眼
目
あ
ら
ざ
る
人
〉
の
不
覚
不
知
を
同
じ
こ
と
と
す
る
が
、
見
性
禅
で
は
そ
う
な
る
の
だ
ろ
う

か
。「

運
歩
」
を
日
常
生
活
や
活
き
て
い
る
と
捉
え
る
こ
と
は
誤
り
と
は
い
え
な
い
が
、
そ
れ
だ
け
で
充
分
だ
ろ
う
か
。
ま
た
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全
宇
宙
を
ビ
ル
シ
ャ
ナ
仏
と
言
っ
て
し
ま
え
ば
、
密
教
の
観
点
で
も
あ
ろ
う
が
、
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
の
ブ
ラ
フ
マ
ン
と
あ
ま
り

変
わ
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

人
と
山
と
、
人
が
山
に
対
す
れ
ば
こ
そ
、
覚
知
す
る
。
し
か
し
、
自
己
と
山
と
の
分
か
れ
る
以
前
な
ら
不
覚
不
知
で

す
。
つ
ま
り
最
初
に
申
し
上
げ
た
「
而
今
」
な
ら
、
こ
う
だ
、
あ
あ
だ
と
判
断
す
る
余
地
が
ま
っ
た
く
な
い
。
そ
の
山

中
と
は
、「
世
界
裏
の
華
開
な
り
」
と
い
う
。
こ
れ
は
、
般
若
多
羅
尊
者
の
偈
に
「
華
開
い
て
世
界
お
こ
る
」
と
あ
る

の
を
ひ
っ
く
り
返
し
た
も
の
で
、
山
中
と
い
え
ば
、
ど
っ
ち
へ
ど
う
転
ん
で
も
自
己
ぎ
り
の
自
己
の
生
命
、
そ
の
生
命

実
物
の
中
で
す
。
…
…
た
だ
坐
禅
し
て
い
る
。
浮
か
ぶ
も
の
は
浮
か
び
、
消
え
る
も
の
は
消
え
る
。
こ
れ
が
風
景
で
あ

り
山
中
の
世
界
裏
の
華
開
だ
。（
三
五
）

（
検
討
）

山
と
人
と
の
関
係
を
道
元
は
、
山
中
、
山
外
、
見
る
眼
目
が
な
い
、
と
三
通
り
に
い
っ
て
い
る
の
に
、「
自
己
と
山
と
の

分
か
れ
る
以
前
」
と
い
っ
て
し
ま
え
ば
、
参
究
不
可
能
に
な
る
。
ま
た
、
坐
禅
し
て
い
る
こ
と
と
〈
世
界
裏
の
華
開
〉
に
深

い
関
連
が
あ
る
と
は
い
え
よ
う
が
、
こ
れ
で
は
坐
禅
中
が
「
世
界
裏
」
に
な
り
、
そ
こ
で
浮
か
び
、
消
え
る
思
い
が
〈
華

開
〉
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
う
で
は
あ
る
ま
い
。

森
本
『
花
開
』

《
梅
花
》
で
「
尽
界
華
情
な
る
ゆ
へ
に
、
尽
界
は
梅
花
な
り
」
と
い
わ
れ
、「
尽
界
梅
華
な
る
が
ゆ
え
に
、
尽
界
は

瞿
曇
の
眼
睛
な
り
」
と
述
べ
ら
れ
る
。「
瞿
曇
」
は
「
ゴ
ー
タ
マ
」
の
音
写
で
、
釈
迦
牟
尼
仏
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
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け
っ
き
ょ
く
、
梅
花
は
尽
界
で
あ
り
、
仏
の
悟
り
そ
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
「
世
界
裏
の

華
開
」
と
は
、
普
遍
的
な
真
実
そ
の
も
の
と
し
て
の
「
尽
界
」
の
消
息
を
示
す
も
の
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
そ
れ
に
等
し

い
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
「
山
中
」
も
ま
た
「
尽
界
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
山
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る

で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
ひ
と
つ
の
梅
の
花
が
「
尽
界
」
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
よ
う
に
、「
山
中
人
」
も
「
山
」
そ
の

も
の
で
あ
っ
て
、
つ
ま
り
は
「
尽
界
」
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
山
」
そ
の
も
の
で
あ
る
「
山
中

人
」
が
「
山
の
運
歩
」
を
「
覚
知
」
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。（
三
〇
）

（
検
討
）

《
梅
花
》
で
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
森
本
が
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
悟
り
の
世
界
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
は
「
普
遍

的
な
真
実
そ
の
も
の
と
し
て
の
『
尽
界
』」
で
あ
ろ
う
か
。「『
山
中
人
』
も
『
山
』
そ
の
も
の
」
で
尽
界
で
も
あ
る
、
結
局

「
山
」
だ
け
、
尽
界
だ
け
な
の
だ
か
ら
不
覚
不
知
で
あ
る
と
い
う
の
は
、『
御
聴
書
抄
』
の
「
世
界
裏
の
華
開
と
は
、
山
と
世

界
が
同
［
じ
］
程
な
る
也
」（
二
二
六
）
の
影
響
だ
ろ
う
。

頼
住
［
一
考
察
］

つ
ま
り
、
山
も
自
己
も
運
歩
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
道
元
は
「
も
し
山
の
運
歩
を
疑
著
す

る
は
、
自
己
の
運
歩
を
も
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
。
自
己
の
運
歩
な
き
に
は
あ
ら
ず
、
自
己
の
運
歩
い
ま
だ
し
ら
ざ
る

な
り
、
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
、
自
己
の
運
歩
を
し
ら
ん
が
ご
と
き
、
ま
さ
に
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
」（
上

三
三
一
―
二
）
と
も
い
っ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
運
歩
」
が
、
単
な
る
「
歩
く
こ
と
」
で
は
な
く
て
、
存
在
の
隠
蔽
さ

れ
て
い
た
在
り
よ
う
を
開
示
す
る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
全
世
界
の
全
事
物
も
運
歩
、
す
な
わ
ち
、
無
窮
に
し
て
無
常

な
る
運
動
変
化
を
な
し
つ
づ
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
全
世
界
の
全
事
物
が
運
動
変
化
す
る
と
は
、
先
述
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の
分
節
化
以
前
の
次
元
に
お
け
る
事
態
で
あ
る
。
こ
の
連
関
の
動
的
な
連
続
性
を
、
道
元
は
同
じ
「
山
水
経
」
巻
で
、

水
を
引
き
あ
い
に
出
し
て
、「
水
之
道
は
上
下
縦
横
に
通
達
（
上
三
三
七
）」、
全
世
界
に
遍
満
す
る
と
い
っ
て
い
る
。

（
一
〇
九
）

（
検
討
）

「『
運
歩
』
が
、
た
ん
な
る
『
歩
く
こ
と
』
で
は
な
く
て
、
存
在
の
隠
蔽
さ
れ
て
い
た
在
り
よ
う
を
開
示
す
る
言
葉
」
だ
と

い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
「
全
世
界
の
全
事
物
が
運
動
変
化
す
る
」
と
い
っ
て
し
ま
う
と
、
科
学
の
地
動

説
の
よ
う
に
な
り
、
事
物
が
存
在
し
て
、
そ
れ
が
運
動
す
る
と
い
う
意
味
に
な
り
か
ね
な
い
。
た
と
え
ば
、「
薪
が
灰
と
な

る
」
は
、「
無
窮
に
し
て
無
常
な
る
運
動
変
化
」
と
は
い
う
ま
い
。

【
私
釈
】

さ
て
、
こ
こ
か
ら
〈
運
歩
〉
の
覚
知
の
問
題
で
あ
る
。〈
運
歩
〉
と
は
、
前
節
で
山
の
刻
々
の
現
成
と
解
さ
れ
た
。〈
青
山

の
運
歩
〉
は
、〈
其
疾
如
風
よ
り
も
す
み
や
か
〉
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。「
其
疾
如
風
」
は
「
行
歩
平
正
。
其
疾
如
風
」
と
い

う
『
法
華
経
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
漢
文
の
ま
ま
出
す
の
は
道
元
独
特
で
あ
る
。

「
運
歩
の
疾
さ
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
〈
行
歩
〉
の
疾
さ
で
は
な
い
。
つ
ま
り
、
歩
い
た
り
移
動
し
た
り
す
る
早
さ
で
は

な
い
。
そ
れ
が
〈
な
れ
ど
も
〉
と
逆
接
で
受
け
ら
れ
、
そ
の
あ
と
そ
の
疾
さ
の
〈
不
覚
不
知
〉
が
さ
ま
ざ
ま
な
人
に
於
て
言

わ
れ
る
。
さ
き
に
人
の
運
歩
は
そ
の
光
陰
で
も
あ
る
と
し
た
。〈
其
疾
如
風
〉
よ
り
も
早
い
「
矢
の
ご
と
し
」
と
形
容
さ
れ

る
光
陰
は
、
人
に
そ
れ
と
知
覚
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

道
元
は
そ
の
山
の
運
歩
の
疾
さ
の
不
覚
不
知
を
、
人
の
三
つ
の
レ
ベ
ル
で
説
明
す
る
。

第
一
の
〈
山
中
人
〉
と
は
、
た
ん
に
山
の
中
に
い
る
人
で
は
な
く
、
注
釈
で
見
た
よ
う
に
修
行
者
と
り
わ
け
修
証
し
て
い
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る
人
で
あ
る
。
そ
の
山
と
は
す
ぐ
後
で
〈
山
中
と
は
世
界
裏
の
華
開
な
り
〉
と
解
説
さ
れ
て
い
る
。〈
世
界
裏
の
華
開
〉
と

は
、
般
若
多
羅
の
偈
、「
華
開
い
て
世
界
起
る
」
か
ら
き
た
も
の
で
、
そ
れ
は
、「
華
開
」
く
と
譬
え
ら
れ
た
ひ
と
り
の
「
覚

り
」
が
、
個
人
の
事
柄
（
一
華
）
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
ま
さ
に
一
人
の
覚
り
と
同
時
に
、
新
し
い
覚
り
の
「
世
界
が

起
る
」
こ
と
で
あ
り
、「
尽
十
方
界
是
自
己
」
と
い
い
う
る
事
態
の
現
成
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

そ
の
仏
と
世
界
の
関
係
を
、
道
元
は
《
空
華
》
に
〈
仏
祖
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
華
開
世
界
起
を
し
ら
ず
、
華
開
と
い
ふ
は
、

前
三
三
後
三
三
な
り
、
こ
の
員
数
を
具
足
せ
ん
た
め
に
、
森
羅
を
あ
つ
め
て
い
よ
よ
か
に
せ
る
な
り
〉
と
説
い
て
い
る
よ
う

に
、
仏
祖
で
あ
る
時
に
了
知
さ
れ
る
事
態
で
あ
り
、
尽
界
が
さ
と
り
に
な
る
こ
と
を
、〈
森
羅
を
あ
つ
め
て
い
よ
よ
か
に
せ

る
〉
と
言
表
し
て
い
る
。「
い
よ
よ
か
」
と
は
「
い
よ
や
か
」
と
同
じ
で
高
く
お
ご
そ
か
な
さ
ま
、
多
い
さ
ま
な
ど
を
表
す
。

打
坐
の
と
こ
ろ
（
仏
）
に
現
成
す
る
世
界
の
荘
厳
を
示
す
。
こ
の
道
元
の
《
空
華
》
の
〈
華
開
〉
の
解
説
に
よ
っ
て
、
い
っ

そ
う
〈
山
中
人
〉
は
山
に
譬
え
ら
れ
て
い
る
仏
法
の
中
に
あ
る
仏
で
あ
り
、
自
己
も
全
世
界
も
さ
と
り
と
な
っ
て
い
る
こ
と

が
わ
か
る
。

〈
山
中
人
〉
の
〈
不
覚
不
知
〉
は
、《
辦
道
話
》
の
「
覚
知
に
ま
じ
は
る
は
証
則
に
あ
ら
ず
」
や
、《
現
成
公
案
》
の
〈
諸

仏
の
ま
さ
し
く
諸
仏
な
る
と
き
は
、
自
己
は
諸
仏
な
り
と
覚
知
す
る
こ
と
を
も
ち
い
ず
〉
と
あ
る
、
そ
の
不
覚
不
知
で
も
あ

る
。
そ
こ
で
は
〈
山
の
運
歩
〉
に
対
し
て
も
不
覚
不
知
で
あ
る
。

第
二
の
〈
山
外
人
〉
と
は
、
山
に
入
っ
て
は
い
な
い
人
で
、
こ
の
ず
っ
と
後
に
〈
世
間
に
て
山
を
の
ぞ
む
時
節
と
、
山
中

に
て
山
に
あ
ふ
時
節
と
、
頂
ね
い

眼
睛
は
る
か
に
こ
と
な
り
〉（
四
章
一
節
）
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
世
間
に
い
て
外
か
ら
山
を

の
ぞ
む
人
々
で
あ
る
。
山
中
人
と
の
対
比
で
い
え
ば
、
修
証
し
て
い
な
い
人
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
山
を
の
ぞ
む
、
見
る
と

い
う
山
と
の
か
か
わ
り
が
あ
る
。
仏
道
を
歩
む
以
前
の
人
た
ち
は
、
山
の
運
歩
、
自
己
の
運
歩
を
知
ら
な
い
の
で
は
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
〈
い
の
ち
は
光
陰
に
う
つ
さ
れ
て
し
ば
ら
く
も
と
ど
め
が
た
し
、
紅
顔
い
づ
く
へ
か
さ
り
に
し
、
た
づ
ね
ん
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と
す
る
に
蹤
跡
な
し
〉《
恁
麼
》
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
そ
の
疾
さ
を
、
う
す
う
す
感
じ
て
は
い
る
が
、
知
っ
て
は
い
な
い
。

最
後
の
〈
山
を
み
る
眼
目
あ
ら
ざ
る
人
〉
は
、
山
が
運
歩
す
る
な
ど
と
は
思
い
及
ば
ず
、
日
常
に
お
い
て
も
、
光
陰
矢
の

如
し
と
も
思
わ
な
い
人
、
自
分
の
確
固
た
る
存
在
や
山
の
不
動
の
存
在
を
疑
わ
な
い
凡
人
の
こ
と
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
そ
れ

ら
の
人
も
〈
不
覚
不
知
・
不
見
不
聞
〉
で
あ
る
の
は
、
当
た
り
前
の
こ
の
道
理
、〈
這
箇
道
理
〉
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
。

以
上
は
、
山
の
運
歩
の
「
疾
さ
」
の
不
覚
不
知
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
人
は
そ
も
そ
も
山
が
「
運
歩
」
す
る
、
な
ど
と
い
う

こ
と
を
、
疑
う
の
が
当
た
り
前
で
あ
る
。
山
が
鳴
動
は
す
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
運
歩
す
る
と
は
思
い
も
及
ば
な
い
。

道
元
は
、
不
覚
不
知
だ
か
ら
、
山
の
疾
い
運
歩
を
「
信
ぜ
よ
」
と
は
い
わ
な
い
。
む
し
ろ
〈
も
し
山
の
運
歩
を
疑
著
す
る

は
、
自
己
の
運
歩
を
も
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
〉
と
い
う
。

自
己
の
運
歩
は
、
山
の
運
歩
と
は
違
っ
て
〈
不
覚
不
知
〉
の
事
柄
で
は
な
く
、〈
自
己
の
運
歩
な
き
に
は
あ
ら
ず
、
自
己

の
運
歩
い
ま
だ
し
ら
ざ
る
な
り
、
あ
き
ら
め
ざ
る
な
り
〉
と
い
う
。
自
己
の
運
歩
は
、
か
え
っ
て
知
る
べ
き
こ
と
、
あ
き
ら

め
る
べ
き
こ
と
な
の
で
あ
る
。
山
の
運
歩
も
〈
自
己
の
運
歩
を
し
ら
ん
が
ご
と
き
、
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
〉
と

い
わ
れ
て
、〈
自
己
の
運
歩
〉
が
知
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て
山
の
運
歩
を
知
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。

〈
自
己
の
運
歩
〉
と
は
、
も
ち
ろ
ん
、
自
分
が
歩
く
こ
と
や
活
動
す
る
こ
と
や
、
動
く
こ
と
で
は
な
い
。

〈
運
歩
〉
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
打
坐
の
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
不
覚
不
知
に
刻
々
に
現
成
し
て
い
る
事
態
で
あ
る
。〈
自

己
の
運
歩
〉
は
、
む
し
ろ
、
私
が
活
動
を
や
め
て
、
身
体
が
動
く
こ
と
を
や
め
る
だ
け
で
は
な
く
、
心
も
動
く
こ
と
を
や
め

て
、
身
心
脱
落
し
た
と
き
に
現
成
す
る
。
そ
こ
で
は
じ
め
て
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

〈
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
。
自
己
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
〉

こ
れ
は
、
た
ん
に
有
情
、
非
情
と
い
う
区
別
（
分
別
）
を
無
化
（
撥
撫
）
す
る
た
め
に
だ
け
言
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
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〈
す
で
に
〉
と
い
う
一
言
が
大
事
で
あ
る
。

〈
す
で
に
〉
と
は
、
参
学
し
修
証
す
る
自
己
が
、
身
心
脱
落
し
た
と
こ
ろ
、
空
劫
以
前
を
い
う
〈
す
で
に
〉
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
も
は
や
脱
落
し
た
自
己
と
し
て
、
有
情
で
も
非
情
で
も
な
い
。
そ
の
こ
と
に
対
応
し
て
、
対
象
と
し
て
あ
っ
た
万
法

も
脱
落
す
る
。〈
青
山
す
で
に
有
情
に
あ
ら
ず
、
非
情
に
あ
ら
ず
〉
な
の
で
あ
る
。

自
己
と
世
界
の
枠
組
み
が
、
打
坐
の
而
今
、
解
体
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
初
め
か
ら
「
二
つ
に
分
か
れ
る
以
前
」
で
も
な

く
、「
自
己
＝
世
界
」
な
の
で
も
な
く
、
自
己
が
世
界
に
な
り
切
る
の
で
も
な
い
。
打
坐
に
お
い
て
は
じ
め
て
「
尽
十
方
界

真
実
人
体
」
と
い
う
事
態
が
言
わ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
〈
運
歩
を
疑
著
〉
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
い
わ
れ
る
。
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
、
と
は
自
明
だ
、
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
な
ら
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
、〈
山
中
人
は
不
覚
不
知
〉
に
は
な
ら
な
い
。
打
坐
の
と

き
、
知
的
に
知
ろ
う
と
し
て
も
、
逆
に
疑
お
う
と
し
て
も
、
ま
さ
に
不
覚
不
知
で
あ
り
、
そ
う
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ

れ
で
は
、
ど
う
自
己
お
よ
び
青
山
の
運
歩
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

道
元
は
続
い
て
、〈
い
く
法
界
を
量
局
と
し
て
、
青
山
を
照
鑑
す
べ
し
と
し
ら
ず
〉
と
い
う
。

〈
い
く
法
界
〉
は
、
田
中
『
道
元
』
の
十
法
界
か
、
四
法
界
か
と
い
う
解
釈
で
も
い
い
だ
ろ
う
が
、
地
獄
・
餓
鬼
・
畜

生
・
修
羅
・
人
・
天
な
ど
も
一
つ
一
つ
法
界
と
い
わ
れ
て
い
る
お
り
、
後
の
章
で
、
水
に
つ
い
て
〈
か
れ
が
瓔
珞
は
わ
れ
水

と
み
る
、
水
を
妙
華
と
み
る
あ
り
。
し
か
あ
れ
ど
も
華
を
水
と
も
ち
ゐ
る
に
あ
ら
ず
、
鬼
は
水
を
も
て
猛
火
と
み
る
、
濃

血
と
み
る
。
龍
魚
は
宮
殿
と
み
る
、
樓
臺
と
み
る
、
あ
る
ひ
は
七
宝
摩
尼
珠
と
み
る
、
…
…
人
間
こ
れ
を
水
と
み
る
〉（
三

章
二
節
）
と
い
わ
れ
る
龍
魚
・
天
・
鬼
・
人
間
な
ど
そ
の
一
つ
一
つ
が
「
法
界
」
で
あ
る
と
も
解
釈
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
青
山
も
、
鳥
法
界
や
、
樹
木
法
界
や
、
法
界
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
無
数
に
あ
る
。
そ
の
諸
法
界
の
見
方
（
照
鑑
）

を
い
う
の
だ
ろ
う
。
あ
る
い
は
〈
山
も
お
ほ
か
る
べ
し
。
大
須
彌
小
須
彌
あ
り
、
横
に
処
せ
る
あ
り
、
竪
に
処
せ
る
あ
り
、
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三
千
界
あ
り
、
無
量
国
あ
り
、
色
に
か
か
る
あ
り
、
空
に
か
か
る
あ
り
〉《
身
心
学
道
》
と
い
わ
れ
る
よ
う
な
三
千
世
界
、

色
界
空
界
な
ど
の
法
界
と
も
取
れ
る
。

〈
青
山
を
照
鑑
す
〉
と
い
う
〈
照
鑑
〉
と
は
い
か
な
る
こ
と
だ
ろ
う
か
。
宏
智
の
「
坐
禅
箴
」
を
道
元
は
、「
不
對
縁
而

照
、
其
照
自
妙
」《
坐
禅
箴
》
と
引
用
す
る
。「
縁
に
対
せ
ず
し
て
照
ら
す
」
と
い
う
よ
う
な
坐
禅
に
お
け
る
在
り
よ
う
な
の

だ
。
続
く
「
坐
禅
箴
」
の
引
用
は
「
其
知
自
微
、
曾
無
分
別
之
思
」
で
あ
る
。〈
自
己
の
運
歩
を
し
ら
ん
が
ご
と
き
、
ま
さ

に
青
山
の
運
歩
を
も
し
る
べ
き
な
り
〉
と
い
う
「
知
る
」
は
、
こ
の
「
事
に
触
れ
ず
し
て
知
る
」
と
い
う
知
り
か
た
で
あ

り
、
そ
の
知
は
「
曾
て
分
別
の
思
無
し
」
と
言
わ
れ
る
。
分
別
で
知
る
の
で
は
な
い
知
で
あ
る
。
道
元
は
こ
の
よ
う
な
意
味

で
、
打
坐
に
お
い
て
自
己
の
運
歩
を
知
り
、
青
山
を
照
鑑
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
知
り
よ
う
の
詳
細
が
こ
う

要
請
さ
れ
る
。

〈
青
山
の
運
歩
お
よ
び
自
己
の
運
歩
あ
き
ら
か
に
撿
點
す
べ
き
な
り
、
退
歩
歩
退
と
も
に
撿
點
あ
る
べ
し
〉
と
い
う
。

こ
こ
に
〈
撿
點
〉
と
い
う
用
語
が
出
て
き
た
が
、〈
撿
點
〉
は
〈
参
究
、
参
学
、
道
取
〉
な
ど
と
ど
う
異
な
る
の
だ
ろ
う

か
。〈
撿
點
〉
の
「
撿
」
は
「
調
べ
る
、
探
す
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、「
點
（
点
）」
は
「
検
査
す
る
、
逐
一
照
合
す
る
」

と
い
う
意
味
で
、
二
つ
以
上
の
事
柄
を
照
合
し
比
べ
て
調
べ
る
と
い
う
意
味
に
な
る
。《
現
成
公
案
》
で
〈
時
節
の
長
短
は

大
水
・
小
水
を
撿
點
し
、
天
月
の
広
狭
を
辦
取
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
た
。
大
水
小
水
の
二
つ
の
撿
點
で
あ
り
、〈
夜
間
を
日

裏
よ
り
お
も
ひ
や
る
と
、
夜
間
に
し
て
夜
間
な
る
と
き
と
撿
點
す
べ
し
、
す
べ
て
昼
夜
に
あ
ら
ざ
ら
ん
と
き
と
撿
點
す
べ
き

な
り
〉《
観
音
》
は
、
三
つ
の
場
合
を
撿
點
す
べ
し
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
〈
青
山
の
運
歩
〉
と
〈
自
己
の
運
歩
〉、〈
退
歩
〉
と
〈
歩
退
〉
の
撿
點
で
あ
る
。

比
べ
て
調
べ
る
と
い
っ
て
も
、
自
己
の
運
歩
こ
そ
、
知
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
が
、
こ
の
巻
で
は
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
い
わ

れ
な
い
。
山
水
の
運
歩
に
集
中
さ
れ
る
。
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こ
こ
ま
で
〈
運
歩
〉
と
い
う
用
語
で
い
わ
れ
て
き
た
が
、〈
運
歩
〉
は
、
暗
々
裏
に
一
方
向
に
進
む
と
い
う
こ
と
を
含
意

す
る
。
そ
の
一
方
向
は
安
易
に
数
直
線
的
時
間
理
解
に
取
り
込
ま
れ
る
。
そ
こ
で
、〈
運
歩
〉
だ
け
で
な
く
〈
退
歩
〉
と
い

わ
れ
る
の
だ
ろ
う
。
退
歩
が
あ
れ
ば
、〈
歩
退
〉
つ
ま
り
歩
き
退
く
と
い
う
あ
り
方
も
あ
ろ
う
。
道
元
の
時
理
解
は
非
常
に

ユ
ニ
ー
ク
で
あ
る
。
け
っ
し
て
直
線
的
な
過
去
現
在
未
来
で
は
な
い
。
そ
れ
は
時
に
お
け
る
〈
経
歴
〉
と
い
う
働
き
に
つ
い

て
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

〈
有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
、
い
は
ゆ
る
今
日
よ
り
明
日
へ
経
歴
す
、
今
日
よ
り
昨
日
に
経
歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日

に
経
歴
す
。
今
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
、
明
日
よ
り
明
日
に
経
歴
す
〉《
有
時
》

そ
の
よ
う
な
こ
と
を
含
意
し
て
の
〈
運
歩
〉、〈
退
歩
歩
退
〉
で
あ
ろ
う
。

＊

三
、　　

　
　
　
　
　
　

未
朕
兆
の
正
当
時
、
お
よ
び
空
王
那
畔
よ
り
、
進
歩
退
歩
に
運
歩
し
ば
ら
く
も
や
ま
ざ
る
こ
と
撿
點
す
べ
し
。

　

運
歩
も
し
休
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
仏
祖
不
出
現
な
り
。
運
歩
も
し
究
極
あ
ら
ば
、
仏
法
不
到
今
日
な
ら
ん
。
進
歩
い

ま
だ
や
ま
ず
、
退
歩
い
ま
だ
や
ま
ず
、
進
歩
の
と
き
、
退
歩
に
乖け

向こ
う

せ
ず
、
退
歩
の
と
き
、
進
歩
を
乖
向
せ
ず
。
こ
の

功
徳
を
山
流
と
し
、
流
山
と
す
。

　

青
山
も
運
歩
を
参
究
し
、
東
山
も
水
上
行
を
参
学
す
る
が
ゆ
え
に
、
こ
の
参
学
は
山
の
参
学
な
り
。
山
の
身
心
を
あ

ら
た
め
ず
、
や
ま
の
面
目
な
が
ら
、
廻
途
参
学
し
き
た
れ
り
。

　

青
山
は
運
歩
不
得
な
り
、
東
山
水
上
行
不
得
な
る
、
と
、
山
を
誹
謗
す
る
こ
と
な
か
れ
。
低
下
の
見
処
の
い
や
し
き
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ゆ
え
に
、
青
山
運
歩
の
句
を
あ
や
し
む
な
り
。
小
聞
の
つ
た
な
き
に
よ
り
て
、
流
山
の
語
を
お
ど
ろ
く
な
り
。
い
ま
流

水
の
言
も
、
七
通
八
達
せ
ず
と
い
へ
ど
も
、
小
見
小
聞
に
沈
溺
せ
る
の
み
な
り
。

［
注
釈
］

○
未
朕
兆　

朕
兆
未
萌
（
一
章
一
節
二
）
と
同
じ
。

○
空
王
那
畔　

空
王
に
つ
い
て
『
仏
教
語
大
辞
典
』（
中
村
元
）
は
「
空
劫
の
最
初
の
仏
を
空
王
仏
と
い
う
」
と
い
う
が
、
そ
の
出
典
は
こ

の
《
山
水
経
》
で
あ
る
。『
文
庫
』
脚
注
も
「
過
去
空
劫
に
出
現
し
た
空
王
仏
の
時
代
」
と
い
う
が
、「
空
劫
」
と
は
世
界
成
立
以
前
で

あ
る
か
ら
、
そ
こ
に
仏
は
い
な
い
。「
空
王
仏
」
は
多
く
の
経
典
、
た
と
え
ば
『
法
華
経
』（T

9,30a

）『
観
仏
三
昧
海
経
』（T

15,688c

）

な
ど
に
出
る
が
、
こ
れ
ら
は
釈
迦
が
昔
発
心
し
て
従
っ
た
仏
の
名
で
あ
る
。
こ
の
「
空
王
那
畔
」
と
い
う
言
葉
は
道
元
以
前
に
は
な
い
。

道
元
も
他
に
一
度
だ
け
〈
古
仏
心
と
い
ふ
は
空
王
那
畔
に
あ
ら
ず
、
粥
足
飯
足
な
り
〉《
発
無
上
心
》
と
使
う
。
似
た
表
現
で
あ
る
「
空

王
以
前
」
は
〈
所
以
空
王
以
前
老
拳
頭
也
〉《
阿
羅
漢
》、〈
空
王
以
前
よ
り
見
釈
迦
牟
尼
仏
な
り
〉《
見
仏
》、〈
空
王
の
さ
き
に
成
道
せ

り
、
空
王
の
の
ち
に
成
道
せ
り
、
正
当
空
王
仏
に
同
参
成
道
せ
り
〉《
他
心
通
》
と
使
う
の
で
、
道
元
独
自
の
用
語
で
あ
ろ
う
。

「
那
畔
」
は
、「
那
」
は
こ
こ
で
は
「
あ
の
、
あ
れ
」
と
い
う
意
味
で
、「
畔
」
は
「
あ
ぜ
」
で
あ
る
が
、「
か
た
わ
ら
、
ほ
と
り
」
と

い
う
意
味
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
あ
の
あ
た
り
、
そ
の
あ
た
り
」
と
い
う
意
味
に
な
ろ
う
。
こ
れ
は
、
禅
語
録
で
は
「
威
音
那

畔
」
と
使
わ
れ
て
い
る
。「
威
音
那
畔
誰
辨
端
倪
」（『
圜
悟
禅
師
語
録
』T

47,725b

）
や
「
為
威
音
那
畔
空
劫
已
前
事
」（『
大
慧
語
録
』

T
47,893b

）、「
又
喚
作
父
母
未
生
時
事
。
又
喚
作
空
劫
已
前
事
。
又
喚
作
威
音
那
畔
消
息
」（『
大
慧
語
録
』T

47,892a

）
な
ど
と
あ
る
。

「
威
音
」
は
『
法
華
経
』
の
常
不
軽
菩
薩
品
に
出
る
「
威
音
王
仏
」
で
、
同
名
の
仏
が
二
万
億
人
い
た
と
さ
れ
る
。
こ
と
に
『
大
慧
語

録
』
は
、
父
母
未
生
時
、
空
劫
已
前
、
威
音
那
畔
が
同
意
語
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
《
佗
心
通
》
の
用
法
を
み
て
も
、
道

元
は
〈
空
王
那
畔
〉
を
「
空
劫
已
前
」
と
は
若
干
違
う
意
味
で
使
っ
て
い
よ
う
。「
空
劫
已
前
」
は
《
山
水
経
》
に
も
使
わ
れ
て
い
た
の
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で
、
両
方
を
使
い
分
け
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

○
乖
向　
「
乖
」
は
そ
む
く
、
も
と
る
の
意
。「
向
」
は
動
詞
で
は
む
か
う
、
名
詞
で
は
方
向
の
意
で
「
背
き
向
か
う
」。
罣
礙
と
似
た
意

味
。

○
山
流　

流
山　
「
山
流
」
は
「
山
」
が
主
語
で
あ
り
、
な
に
か
存
在
す
る
も
の
を
表
し
、
そ
の
存
在
す
る
も
の
が
流
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
。「
流
山
」
は
流
れ
る
山
で
、
山
は
固
定
し
て
存
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
動
き
変
化
す
る
意
味
に
な
る
。

○
東
山
水
上
行　

出
典
「
問
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
師
云
。
東
山
水
上
行
（
問
う
、
如
何
な
ら
ん
か
、
是
れ
諸
仏
出
身
の
処
。
師
云
く
、
東

山
水
上
行
。）」（『
雲
門
匡
真
禅
師
広
録
』
守
堅
集T
47,545c

）

○
廻
途　

廻
は
め
ぐ
ら
す
、
む
き
を
変
え
る
、
も
と
に
戻
す
。「
途
」
は
道
。「
廻
途
」
で
途
を
廻
ら
す
の
意
か
。『
正
法
眼
蔵
』
で
こ
こ
だ

け
の
用
語
。

○
七
通
八
達　

十
分
に
通
じ
て
い
る
。
次
の
用
例
か
ら
い
っ
て
も
「
七
通
八
達
と
全
体
に
通
達
し
な
い
」［
水
野
訳
］
で
は
な
い
だ
ろ
う
。

＊
道
元
用
例

〈
雲
居
山
弘
覚
大
師
、
こ
の
道
を
七
通
八
達
す
る
に
い
は
く
〉《
行
持
》

〈
こ
れ
を
仏
道
の
性
相
と
す
べ
し
、
こ
の
玄
沙
の
明
鏡
来
の
道
話
の
七
通
八
達
な
る
と
し
る
べ
し
〉《
古
鏡
》

【
現
代
語
訳
】

い
ま
だ
何
物
も
萌
さ
な
い
、
ま
さ
に
そ
の
時
、
な
ら
び
に
空
王
の
辺
り
か
ら
、
進
歩
退
歩
に
お
い
て
運
歩
が
一
時
も
止
ま

な
い
こ
と
を
、
点
検
す
る
が
よ
い
。
運
歩
が
も
し
休
む
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
仏
祖
は
出
現
し
な
い
の
で
あ
る
。
運
歩
に
も

し
究
極
が
あ
る
な
ら
ば
、
仏
法
が
今
日
に
至
る
と
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

進
歩
は
い
ま
だ
止
ま
ら
ず
、
退
歩
も
い
ま
だ
止
ま
ら
な
い
。
進
歩
の
と
き
、
退
歩
に
相
反
し
な
い
。
退
歩
の
と
き
進
歩
に
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相
反
し
な
い
。
こ
の
功は
た
ら
き徳
を
山
が
流
れ
る
と
し
、
流
れ
る
山
と
す
る
。
青
山
も
運
歩
を
修
行
し
究
め
、
東
山
も
水
上
行
を
修

行
し
学
ぶ
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
参し

ゅ
ぎ
ょ
う学は
山
の
参
学
で
あ
る
。
山
の
身
心
を
あ
ら
た
め
ず
、
山
の
面
目
そ
の
ま
ま
で
、
道
を

廻
っ
て
参し

ゅ
ぎ
ょ
う学し
て
き
た
の
で
あ
る
。

青
山
は
運
歩
で
き
な
い
、
東
山
は
水
上
を
行
け
な
い
と
い
っ
て
、
山
（
青
山
、
東
山
）
を
誹
謗
し
て
は
な
ら
な
い
。（
自
分

の
）
低
級
な
見
方
が
卑
し
い
た
め
に
、「
青
山
運
歩
」
の
句
を
疑
う
の
で
あ
る
。
聞
き
知
る
こ
と
が
少
な
く
て
劣
っ
て
い
る

た
め
に
、「
流
山
」
の
語
に
お
ど
ろ
く
の
で
あ
る
。
い
ま
「
流
水
」
と
い
う
（
普
通
に
い
わ
れ
る
）
言
葉
も
、
十
分
良
く
通
達

し
て
い
な
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
狭
い
わ
ず
か
な
見
聞
に
沈
み
溺
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

山
流
は
山
流
る
で
あ
る
が
、
山
流
る
で
は
、
今
ま
で
静
止
し
て
い
た
山
が
流
れ
始
め
た
と
い
う
思
い
も
附
著
す
る
。

こ
の
思
い
を
払
う
た
め
に
、
流
山
す
な
わ
ち
流
る
る
山
と
打
ち
返
す
の
で
あ
る
。
退
歩
歩
退
は
言
葉
を
奇
に
し
た
も
の

で
あ
る
が
、
矢
張
り
こ
の
心
持
が
あ
る
。
…
…
尤
も
退
歩
歩
退
の
場
合
は
、
直
ぐ
そ
の
次
に
出
て
い
る
『
進
歩
退
歩
』

と
意
味
内
容
の
差
異
は
殆
ど
な
い
。（
五
一
、五
二
）

空
王
那
畔
は
さ
き
に
述
べ
た
四
劫
中
、
空
劫
の
時
現
れ
る
仏
を
空
王
と
い
い
、
那
は
彼
の
意
、
畔
は
辺
の
意
、

従
っ
て
空
劫
以
前
と
同
義
で
あ
る
。…
…
つ
ま
り
、
青
山
の
運
歩
の
無
辺
際
に
し
て
全
法
界
に
渉
る
所
以
の
み
な
ら
ず
、

そ
の
無
窮
に
し
て
未
朕
兆
よ
り
未
だ
か
つ
て
間
断
な
き
所
以
を
辨
取
せ
よ
と
い
う
心
で
あ
る
。（
同
）

山
水
経
の
文
章
は
、
悉
く
覚
知
を
山
水
に
没
し
た
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
参
学
の
困
難
な
所
以
が
あ
る
。
山
水
経
の

巻
で
、
自
我
の
覚
知
は
全
く
蹤
跡
を
残
さ
な
い
。
赤
肉
団
辺
振
古
風
は
、
山
の
進
歩
退
歩
の
中
に
埋
没
さ
れ
て
い
る
。
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（
五
三
、五
四
）

運
歩
は
時
の
経
歴
で
あ
り
、
経
歴
は
時
の
功
徳
で
あ
る
。
も
し
経
歴
す
る
こ
と
が
な
い
な
ら
ば
、
諸
々
の
山
川
草
木

は
、
固
定
し
た
有あ

る
と
き時
に
殺
到
し
て
相
互
に
罣
礙
障
害
し
、
古
今
の
時
も
重
な
り
合
っ
て
動
き
が
と
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

正
法
眼
蔵
有
時
に
こ
れ
を
説
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。
…
…
経
歴
は
そ
れ
時
の
功
徳
な
る
が
ゆ
え
に
。
古
今
の
時
か
さ

な
れ
る
に
あ
ら
ず
、
な
ら
び
つ
も
れ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
青
原
も
時
な
り
、
黄
檗
も
時
な
り
、
江
西
も
時
な
り
、
石

頭
も
時
な
り
。
自
他
す
で
に
時
に
な
る
が
ゆ
え
に
、
修
証
は
諸
時
な
り
。
…
…
。
青
原
に
運
歩
の
尽
力
が
あ
り
、
時
に

経
歴
の
功
徳
あ
る
が
故
に
、
青
原
、
黄
檗
、
江
西
、
石
頭
の
如
き
仏
々
祖
々
も
出
現
し
た
の
で
あ
る
。（
五
七
）

同
じ
巻
に
は
ま
た
、
こ
の
尽
界
の
頭
々
物
々
を
、
時
々
な
り
と
覷
見
す
べ
し
、
物
々
の
相
礙
せ
ざ
る
は
、
時
々
の
相

礙
せ
ざ
る
が
ご
と
し
。
こ
の
ゆ
え
に
、
…
…
成
道
も
か
く
の
ご
と
し
、
と
い
う
。（
五
七
）

青
原
も
黄
檗
も
飛
去
し
た
有あ
る
と
き時
で
な
く
、
有う

じ時
の
而
今
で
あ
る
。
そ
の
有う

じ時
の
而
今
に
経
歴
の
功
徳
が
あ
る
。
も

し
、
青
原
を
飛
去
す
る
時
に
一
任
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
而
今
に
不
到
で
あ
り
、
彼
は
今
日
無
意
味
で
あ
ろ
う
。
ま
た
も

し
彼
に
経
歴
の
功
徳
が
な
い
な
ら
ば
、
彼
は
永
遠
に
不
死
不
動
不
壊
の
凝
然
た
る
固
ま
り
で
あ
っ
て
、
誰
で
も
何
時
で

も
彼
に
逢
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。（
五
八
）

乖
向
せ
ず
と
は
、
従
来
用
い
た
罣
礙
せ
ず
、
相
礙
せ
ず
と
同
様
の
義
、
邪
魔
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
進
歩
の
時
は
進

歩
の
究
尽
、
退
歩
の
時
は
退
歩
の
究
尽
、
両
者
対
峙
せ
ざ
る
が
故
に
、
乖
向
せ
ず
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
風
光
を
表
す

た
め
に
、
古
仏
は
快
便
難
逢
と
か
大
隔
と
か
云
う
た
。（
六
一
）

従
来
山
水
へ
の
参
学
は
わ
れ
ら
の
参
学
だ
と
い
う
思
い
が
あ
っ
た
。
仮
令
尽
法
界
の
山
な
る
時
節
と
決
定
し
て
も
、

な
お
そ
の
参
学
に
は
自
己
の
覚
知
を
附
著
し
た
の
で
あ
る
。
果
然
、
青
山
が
青
山
の
運
歩
を
参
究
し
、
東
山
も
東
山
の

水
上
行
を
参
学
す
る
と
聞
い
て
、
再
度
驚
倒
せ
し
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。（
六
六
）
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い
ま
得
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
本
来
の
面
目
に
帰
る
の
で
あ
る
。
い
ま
帰
る
に
あ
ら
ず
し
て
、
山
の
住
位
は
元
来
、
初

め
よ
り
そ
の
帰
っ
た
姿
を
示
す
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
心
を
、
山
の
身
心
を
あ
ら
た
め
ず
、
山
の
面
目
な
が
ら
、
廻
途

参
学
し
き
た
れ
り
。
と
い
う
言
葉
に
託
し
て
あ
る
。
廻
途
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
の
解
釈
が
あ
る
け
れ

ど
も
、
い
ま
は
く
だ
く
だ
し
く
言
わ
ず
、
途
を
め
ぐ
ら
し
き
た
る
と
い
う
意
味
に
解
す
る
。
途
を
廻
っ
て
朕
兆
已
前
の

而
今
に
帰
る
を
、
廻
途
参
学
し
き
た
れ
り
、
と
い
う
。（
六
八
）

（
検
討
）

〈
空
王
那
畔
〉
に
つ
い
て
、
こ
の
田
中
『
道
元
』
の
解
釈
を
『
仏
教
語
大
辞
典
』
が
採
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ほ
ぼ
全

て
の
解
釈
が
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。

「
山
流
流
山
」
の
説
明
は
、
だ
い
た
い
当
た
っ
て
い
よ
う
。
た
だ
〈
退
歩
歩
退
〉
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
〈
進
歩
退
歩
〉

と
差
異
は
な
い
と
は
思
わ
れ
な
い
。
進
歩
の
究
尽
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
い
う
の
か
、
不
明
で
あ
る
。

〈
運
歩
〉
を
「
時
の
経
歴
」
と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
の
よ
う
に
も
思
う
が
、
道
元
は
〈
経
歴
は
そ
れ
時
の
功
徳
〉《
有

時
》
と
い
い
、「
経
歴
」
の
中
に
時
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
も
田
中
の
理
解
は
、「
時
」
が
停
ま
る
こ
と
な
く
動

い
て
い
る
こ
と
が
、「
時
の
経
歴
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
理
解
か
ら
経
歴
が
な
け
れ
ば
「
固
定
し
た
有あ

る
と
き時
に
殺
到
す
」
る

と
い
う
言
い
方
を
し
、「
古
今
の
時
も
重
な
り
合
」
う
と
い
う
。
道
元
が
〈
古
今
の
時
か
さ
な
れ
る
に
あ
ら
ず
、
な
ら
び
つ

も
れ
る
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
〉《
有
時
》
と
い
う
の
は
、
時
の
経
歴
を
い
う
た
め
で
は
な
く
、〈
青
原
も
時
な
り
、
黄
檗
も
時
な

り
、
…
…
〉《
有
時
》
と
い
う
た
め
で
あ
る
。
も
っ
と
も
《
有
時
》
と
の
共
鳴
に
着
目
し
た
点
は
評
価
で
き
る
。

た
だ
「
青
原
に
運
歩
の
尽
力
が
あ
り
、
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
る
が
故
に
、
青
原
、
黄
檗
、
江
西
、
石
頭
の
如
き
仏
々
祖
々

も
出
現
し
た
」
と
い
う
の
で
は
、〈
運
歩
〉
が
人
間
の
努
力
す
る
こ
と
に
な
り
、〈
経
歴
〉
が
「
青
原
、
黄
檗
、
江
西
、
石

頭
」
な
ど
と
並
ん
で
出
る
こ
と
の
意
味
に
採
ら
れ
か
ね
な
い
。
そ
う
い
う
誤
解
を
防
ぐ
意
味
で
も
、
道
元
は
時
代
順
に
な
ら
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べ
な
い
で
、
こ
の
よ
う
な
順
番
に
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
時
代
順
な
ら
青
原
、
石
頭
、
江
西
（
馬
祖
）、
黄
檗
と
な
る
。

ま
た
田
中
が
「
山
水
経
の
文
章
は
、
悉
く
覚
知
を
山
水
に
没
し
た
姿
で
あ
る
。
そ
こ
に
、
参
学
の
困
難
な
所
以
が
あ
る
」

と
い
う
の
は
、
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
こ
の
巻
で
は
一
章
と
二
章
二
節
そ
の
二
で
自
己
と
山
水
が
い
わ
れ
る
他
は
、
自
己
の

側
の
言
及
が
ほ
ぼ
、
な
い
。
そ
の
点
で
（
六
六
）
の
自
己
の
覚
知
が
付
か
な
い
「
青
山
が
青
山
の
運
歩
を
参
究
」
す
る
と
い

わ
れ
る
の
は
、
同
感
す
る
。

ま
た
「
乖
向
せ
ず
」
と
「
快
便
難
逢
と
か
大
隔
」
は
お
な
じ
よ
う
な
意
味
に
な
る
と
い
う
の
は
、
甚
だ
疑
わ
し
い
。

〈
山
の
身
心
を
あ
ら
た
め
ず
…
…
廻
途
参
学
〉
の
解
釈
で
四
度
も
「
帰
る
」
と
い
わ
れ
る
が
、〈
廻
途
〉
に
は
帰
る
と
い
う

意
味
は
な
く
〈
運
歩
〉
に
も
〈
退
歩
〉
に
も
帰
る
と
い
う
意
味
は
な
い
。「
帰
る
」
と
い
う
と
「
還
源
返
本
」
を
連
想
し
て

し
ま
う
。
た
だ
「
廻
途
」
と
い
う
言
葉
の
解
釈
は
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

古
田
『
私
釈
』

天
地
の
未
だ
わ
か
れ
な
い
以
前
の
そ
の
時
、
あ
る
い
は
空
劫
威
音
王
那
畔
、
久
遠
の
昔
の
仏
で
あ
る
威
音
王
の
か
の

時
よ
り
こ
の
か
た
…
…
（
二
三
）

青
山
常
運
歩
、
こ
の
運
歩
す
る
と
こ
ろ
に
仏
祖
の
出
現
が
あ
り
、
仏
法
の
今
日
に
伝
わ
る
所
以
が
あ
る
の
で
あ
り
、

蔵
海
の
『
私
記
』
に
は
「
仏
祖
の
出
現
こ
れ
運
歩
な
り
」
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。（
二
三
）

『
辨
註
』
に
退
歩
歩
退
は
退
歩
進
歩
の
写
誤
で
は
な
い
か
と
い
っ
て
い
る
一
説
に
は
耳
を
傾
け
て
も
い
い
も
の
が
あ

る
よ
う
な
気
が
す
る
の
で
あ
る
。（
二
四
）

ま
た
東
山
水
上
行
と
い
う
こ
と
か
ら
い
い
得
ら
れ
る
流
水
の
語
も
、
小
見
小
聞
に
…
…
（
二
六
）

た
だ
厄
介
な
の
は
「
七
通
八
達
せ
ず
と
い
へ
ど
も
」
と
あ
る
一
句
で
、
こ
の
一
句
の
註
解
は
先
覚
者
も
明
確
に
し
て
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い
な
い
の
で
あ
り
、『
御
抄
』
も
「
つ
や
つ
や
流
水
の
道
理
い
か
な
る
と
も
七
通
八
達
せ
ざ
る
な
り
」
と
七
通
八
逹
し

な
い
こ
と
で
あ
る
と
解
し
て
い
る
よ
う
に
窺
わ
れ
る
。
…
…
「
七
通
八
達
自
在
を
得
て
」（
聞
解
）
と
か
「
七
通
八
達
せ

る
ゆ
え
に
」（
私
記
）
と
か
解
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
否
定
が
肯
定
に
お
き
換
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
り
…
…
「
そ
の
運

歩
は
流
水
の
よ
う
に
七
通
八
達
す
る
わ
け
の
も
の
で
は
な
い
が
」
と
附
言
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
の
で

あ
る
。（
二
六
）

（
検
討
）

空
劫
は
、
世
界
成
立
以
前
で
何
も
な
い
の
だ
か
ら
、
威
音
王
は
い
な
い
。
ま
た
こ
こ
は
威
音
王
で
は
な
く
、
空
王
と
い

わ
れ
て
い
る
。「
七
通
八
達
」
は
『
聞
解
』
に
「
其
［
の
］
流
る
る
と
計ば

か

り
一
方
の
小
見
小
聞
に
沈
溺
せ
る
の
み
で
、
七
通

八
達
自
由
自
在
を
得
て
水
の
流
面
不
流
面
と
い
ふ
こ
と
を
知
ら
ぬ
」（
二
二
九
）
な
ど
が
、
否
定
を
肯
定
に
し
て
い
る
の
は
そ

の
通
り
で
あ
る
に
し
て
も
、「
流
水
の
言
も
」
と
主
語
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
で
、「
運
歩
」
を
主
語
と
は
で
き
な
い
の
で

「
運
歩
が
流
水
の
よ
う
に
」
と
は
解
釈
で
き
な
い
。
ま
た
「
歩
退
」
は
「
進
歩
」
の
写
誤
だ
な
ど
お
よ
そ
あ
り
え
な
い
『
辨

註
』
の
妄
想
に
ど
う
し
て
耳
を
傾
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。《
山
水
経
》
は
道
元
の
直
筆
本
で
あ
り
、
古
田
は
そ
の
鑑
定
人

で
あ
る
。
真
蹟
に
は
「
退
歩
退
」
と
あ
っ
て
、
挿
入
と
し
て
下
の
退
の
右
上
に
歩
と
あ
る
の
だ
。『
辨
註
』
の
み
な
ら
ず
田

中
『
道
元
』
に
影
響
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。

安
谷
『
参
究
』

未
朕
兆
の
正
当
時
と
い
う
の
も
、
空
王
那
畔
と
い
う
の
も
、
同
じ
こ
と
で
あ
る
が
、（
六
九
）

山
み
ず
か
ら
が
山
を
参
学
す
る
の
で
あ
っ
て
、
他
人
の
頭
の
ハ
エ
を
お
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
。
自
己
が
自
己
を
究

明
す
る
の
だ
。（
七
二
）
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廻
途
参
学
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
ど
の
本
を
見
て
も
、
あ
ま
り
明
確
な
解
説
が
な
い
よ
う
だ
が
、
前
後
の
言
葉

か
ら
見
て
廻
向
返
照
の
退
歩
を
参
学
し
き
た
れ
り
と
い
う
よ
う
な
意
味
で
あ
ろ
う
と
思
う
。（
七
二
、七
三
）

山
と
は
自
己
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
、
い
う
ま
で
も
な
い
。
…
…
だ
か
ら
山
の
身
心
を
あ
ら
た
め
る
必
要
は
な

い
。
吾
人
の
生
理
作
用
や
心
理
作
用
を
と
り
か
え
る
必
要
は
毛
頭
な
い
。
衆
生
本
来
成
仏
だ
。
…
…
た
だ
廻
途
参
学
す

る
こ
と
が
大
切
だ
。
廻
光
返
照
す
る
こ
と
が
大
切
だ
。
貪
瞋
痴
そ
れ
な
に
も
の
ぞ
と
、
本
当
に
廻
光
返
照
し
て
、
衆
生

の
三
毒
が
、
た
ち
ま
ち
仏
の
三
徳
に
転
ず
る
と
こ
ろ
の
関
棙
子
を
つ
か
ま
え
る
こ
と
が
大
切
だ
。
…
…
山
を
誹
謗
す
る

こ
と
な
か
れ
。
私
に
は
と
て
も
仏
道
修
行
は
で
き
な
い
の
、
私
に
は
と
て
も
見
性
悟
道
で
き
な
い
の
と
、
自
己
を
誹
謗

す
る
こ
と
な
か
れ
だ
。（
七
三
）

（
検
討
）

「
山
と
は
自
己
で
あ
る
」、
と
単
純
に
言
い
切
っ
て
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
道
元
は
か
な
ら
ず
山
と
自
己
を
分
け
て
述
べ
る
。

「
廻
向
返
照
の
退
歩
」
の
退
歩
は
、
自
己
の
内
側
に
向
か
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
山
の
退
歩
は
や
は
り
進
歩
に
対
す
る
逆
の

動
き
で
、
ど
ち
ら
も
運
歩
の
方
向
を
い
う
だ
け
で
あ
り
、
こ
こ
に
坐
禅
の
廻
向
返
照
を
読
み
込
む
こ
と
は
無
理
だ
ろ
う
。

〈
山
を
誹
謗
す
る
〉
を
た
だ
ち
に
「
自
己
を
誹
謗
す
る
」
と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
い
。

森
本
『
花
開
』

「
空
王
那
畔
」
は
「
空
劫
已
前
の
消
息
」
に
関
連
し
て
理
解
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。「
空
王
」
と
は
過
去
空
劫
に
最
初

に
出
現
し
た
仏
で
あ
り
、「
那
畔
」
は
「
か
な
た
の
ほ
と
り
」
を
意
味
す
る
の
だ
。（
三
二
）

こ
の
「
運
歩
」
は
、
絶
対
的
な
「
運
歩
」
で
あ
る
か
ら
、「
進
歩
」
と
「
退
歩
」
と
は
相
対
的
な
も
の
で
は
な
く

て
、「
進
歩
」
が
「
退
歩
」
に
そ
む
く
こ
と
は
な
い
し
、「
退
歩
」
が
「
進
歩
」
に
そ
む
く
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
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…
…
た
ん
に
「
山
が
流
れ
る
」
と
し
た
の
で
は
、「
山
」
を
能
動
的
な
主
体
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い

た
め
、
さ
ら
に
、「
流
れ
る
山
」
と
い
う
側
面
も
付
け
加
え
ら
れ
る
わ
け
で
あ
る
。（
三
四
）

（
検
討
）

〈
空
王
那
畔
〉
は
田
中
『
道
元
』
と
同
様
の
解
釈
で
あ
り
、
踏
襲
と
お
も
わ
れ
る
が
そ
の
批
判
に
準
ず
る
。

絶
対
的
な
「
運
歩
」、
相
対
的
で
は
な
い
「
進
歩
」「
退
歩
」
と
は
、
い
か
な
る
こ
と
か
。
ま
た
「
山
が
流
れ
る
」
は
山
を

能
動
的
主
体
と
す
る
こ
と
な
の
か
。

内
山
『
味
わ
う
』

生
命
実
物
は
、
何
を
持
っ
て
量
る
か
。
量
る
べ
き
仕
切
り
、
限
り
、
と
い
う
も
の
は
な
い
。（
四
二
）

空
王
那
畔
と
は
過
去
の
空
劫
に
世
に
出
た
空
王
仏
と
い
う
仏
が
い
た
と
い
う
。
つ
ま
り
、
そ
の
空
王
仏
以
前
と
い
う

こ
と
で
、
結
局
、
未
朕
兆
と
同
じ
意
味
で
す
。
言
い
換
え
れ
ば
生
命
以
前
の
こ
と
。（
四
三
）

た
と
え
ば
進
歩
と
は
生
ま
れ
て
く
る
こ
と
、
生
で
す
が
、
退
歩
と
は
死
を
い
う
。
さ
ら
に
「
歩
退
」
と
は
い
つ
も
言

う
「
生
ま
れ
る
以
前
に
堕
ろ
さ
れ
た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。（
同
）

だ
い
た
い
わ
れ
わ
れ
は
生
と
死
と
い
う
両
足
で
歩
い
て
い
る
。
刻
々
に
生
で
歩
み
、
刻
々
に
死
で
歩
む
。
時
々
刻
々

生
死
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
生
き
て
い
る
。
…
…
ほ
ん
と
う
に
生
き
生
き
し
た
自
己
は
、
ま
さ
に
常
運
歩
し
て
い
る
自
己

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
…
…
そ
の
歩
み
が
止
ま
っ
て
し
ま
え
ば
、
お
釈
迦
様
も
こ
の
世
に
現
れ
な
か
っ
た
に
違
い
な

い
。
ま
た
歩
み
に
窮
ま
り
が
あ
れ
ば
、
仏
法
も
今
日
ま
で
伝
わ
ら
な
か
っ
た
だ
ろ
う
と
い
う
。（
四
四
）

山
が
流
れ
る
、
流
れ
る
山
、
い
ず
れ
も
山
の
運
歩
を
い
う
。（
四
五
）
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（
検
討
）

〈
空
王
那
畔
〉
は
、
従
来
の
説
の
踏
襲
だ
が
、〈
那
畔
〉
も
「
以
前
」
と
同
じ
と
い
う
と
こ
ろ
が
、
さ
ら
に
間
違
い
の
上
塗

り
で
あ
る
。

山
の
運
歩
の
話
が
、
人
の
歩
む
話
に
な
り
、「
生
と
死
と
い
う
両
足
で
歩
く
」
と
い
う
が
、
進
歩
が
生
で
退
歩
が
死
で
あ

れ
ば
、
時
々
刻
々
右
足
が
前
に
進
歩
し
、
左
足
が
後
ろ
に
退
歩
し
て
、
そ
も
そ
も
歩
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
し
て
、
こ
こ

は
人
の
生
死
の
話
で
は
な
く
、
山
の
運
歩
の
話
で
あ
る
。「
常
運
歩
し
て
い
る
自
己
」
な
ら
ば
、
な
ぜ
お
釈
迦
さ
ま
が
こ
の

世
に
生
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
の
か
、
理
解
で
き
な
い
。〈
山
流
・
流
山
〉
も
適
切
な
解
釈
と
は
思
え
な
い
。

【
私
釈
】

〈
未
朕
兆
の
正
当
時
、
お
よ
び
空
王
那
畔
よ
り
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
。〈
未
朕
兆
〉
と
〈
空
王
那
畔
〉
を
す
べ
て
の
解
釈
が

同
じ
こ
と
だ
と
す
る
が
、［
注
釈
］
の
よ
う
に
同
じ
意
味
で
は
な
く
、
道
元
は
使
い
わ
け
て
い
る
。
最
初
の
〈
未
朕
兆
〉
は
、

諸
釈
の
通
り
、「
朕
兆
未
萌
」
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
〈
正
当
時
〉
と
い
わ
れ
、〈
正
当
時
〉
は
大
事
な
詞
で
あ
る
。

〈
正
当
時
〉
と
い
う
用
語
は
七
十
五
巻
本
に
は
こ
れ
以
外
に
は
次
の
よ
う
に
二
回
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

〈
示
真
実
相
は
蓋
時
に
し
て
初
中
後
際
断
な
り
、
そ
の
開
方
便
門
の
正
当
開
の
道
理
は
、
尽
十
方
界
に
開
方
便
門
す
る
な

り
、
こ
の
正
当
時
、
ま
さ
し
く
尽
十
方
界
を
覷
見
す
れ
は
、
未
曾
見
の
様
子
あ
り
〉《
諸
法
実
相
》、〈
恁
麼
の
正
当
時
節
〉

《
恁
麼
》

そ
れ
に
対
し
て
〈
正
当
恁
麼
時
〉
は
五
十
二
回
使
わ
れ
て
、〈
こ
れ
衆
生
成
仏
の
正
当
恁
麼
時
な
り
〉《
三
昧
王
三
昧
》
に

代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、「
恁
麼
」
が
坐
禅
に
よ
る
身
心
脱
落
「
さ
と
り
」
を
意
味
す
る
の
で
、
多
く
は
人
が
主
格
で
あ
る
。
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例
に
あ
げ
た
《
諸
法
実
相
》
で
は
、
真
実
相
が
開
か
れ
る
時
で
あ
り
、
主
格
は
人
で
は
な
い
。《
恁
麼
》
で
も
、
こ
こ
で
は

正
当
時
（
節
）
の
形
容
が
「
恁
麼
」
で
あ
る
か
ら
、「
正
当
恁
麼
時
」
と
同
じ
で
あ
る
。
運
歩
に
「
恁
麼
（
さ
と
り
）」
と
は
い

い
に
く
い
か
ら
〈
正
当
時
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
内
実
は
「
正
当
恁
麼
時
」
で
あ
ろ
う
。
た
ん
な
る
「
朕
兆
未
萌
」

と
は
違
う
、
人
の
打
坐
と
い
う
実
存
の
か
か
わ
る
事
態
が
〈
未
朕
兆
の
正
当
時
〉
で
あ
ろ
う
。
そ
う
い
う
実
存
と
〈
お
よ

び
〉
は
並
列
し
て
〈
空
王
那
畔
よ
り
〉
と
続
く
。「
空
王
仏
」
つ
ま
り
古
い
昔
の
仏
の
あ
た
り
か
ら
、
と
な
り
、
山
の
運
歩

に
時
間
的
な
契
機
が
は
い
り
、〈
進
歩
退
歩
に
運
歩
し
ば
ら
く
も
や
ま
ざ
る
こ
と
撿
點
す
べ
し
〉
と
い
わ
れ
る
。

〈
進
歩
退
歩
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
な
ぜ
か
。
そ
れ
は
運
歩
と
い
う
と
き
、
人
は
た
い
て
い
直
線
的
に
動
く
こ
と
を
考
え
る
。

特
に
時
間
は
未
来
か
ら
過
去
に
一
直
線
に
動
く
、
流
れ
る
と
考
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

『
正
法
眼
蔵
』
に
は
「
進
歩
」
と
い
う
詞
は
十
九
回
使
わ
れ
る
が
、
そ
の
内
、
十
五
回
《
仏
性
》、《
行
仏
威
儀
》、《
身
心

学
道
》、《
一
顆
明
珠
》、《
坐
禅
箴
》、《
授
記
》、《
諸
法
実
相
》、《
面
授
》、《
眼
睛
》、《
祖
師
西
来
意
》
は
「
退
歩
」
と
合
わ

せ
て
使
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
〈
無
量
阿
僧
祇
劫
ま
で
も
、
捨
身
受
身
し
も
て
ゆ
く
、
か
な
ら
ず
学
道
の
時
節
な
る
進
歩
退

歩
学
道
な
り
〉《
身
心
学
道
》。
ま
た
「
退
歩
」
は
都
合
十
六
回
使
わ
れ
る
が
、
進
歩
と
合
わ
せ
て
使
わ
れ
な
い
の
は
、
こ
の

巻
で
後
に
出
る
〈
退
歩
歩
退
と
も
に
〉
だ
け
で
あ
る
。
い
か
に
道
元
が
直
線
的
に
一
方
向
へ
進
む
時
間
、
と
い
う
観
念
を
批

判
し
て
み
て
い
た
か
が
分
か
る
。
運
歩
に
〈
進
歩
退
歩
〉
が
い
わ
れ
る
の
は
、
そ
れ
が
な
け
れ
ば
、〈
運
歩
〉
は
一
定
方
向

に
進
む
こ
と
を
無
意
識
に
含
意
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
ろ
う
。

〈
運
歩
〉
に
つ
い
て
は
、
田
中
の
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
を
《
有
時
》
巻
と
の
関
連
で
読
む
こ
と
は
で
き
よ
う
。
ま
し
て
、

同
じ
年
同
じ
月
に
両
巻
は
説
か
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
。
だ
が
田
中
は
「
運
歩
は
時
の
経
歴
で
あ
り
」
と
言
う
が
、
厳
密
に
い

え
ば
、
道
元
は
「
時
の
経
歴
」
と
は
い
っ
て
お
ら
ず
〈
有
時
に
経
歴
の
功
徳
あ
り
〉
と
い
う
。「
経
歴
」
の
中
に
時
の
契
機

が
入
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。《
有
時
》
巻
で
い
え
ば
、〈
有
時
の
経
歴
〉
が
、
た
と
え
ば
〈
山
の
運
歩
〉
と
パ
ラ
レ
ル
に
考
え
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ら
れ
る
だ
ろ
う
。《
有
時
》
で
は
、〈
わ
が
尽
力
す
る
有
時
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
。
自
己
の
実
存
、
よ
り
厳
密
に
い
え
ば
打
坐

の
実
存
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
〈
有
時
〉
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
、
こ
こ
で
は
〈
未
朕
兆
の
正
当
時
〉
で
表
さ
れ
て
い
る
の
だ

ろ
う
。

し
か
し
、
道
元
は
詞
を
概
念
化
し
て
了
解
し
て
し
ま
う
こ
と
を
極
度
に
警
戒
す
る
。「
有
時
」
と
い
う
詞
は
、《
有
時
》
巻

に
初
出
し
て
、
五
十
二
回
使
わ
れ
る
が
、《
有
時
》
の
他
は
、《
空
華
》、《
神
通
》、《
諸
法
実
相
》
に
各
一
回
、（
引
用
で
「
あ

る
時
」
の
意
味
で
《
仏
向
上
事
》
で
一
度
使
わ
れ
る
の
は
入
れ
な
い
）
た
っ
た
三
回
使
わ
れ
る
だ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
「
運
歩
」
は
、

こ
の
《
山
水
経
》
に
し
か
使
わ
れ
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、《
有
時
》
と
の
関
連
を
述
べ
る
こ
と
は
慎
重
に
し
た
い
。

〈
運
歩
〉
は
、
打
坐
の
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
不
覚
不
知
に
刻
々
に
現
成
し
て
い
る
事
態
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
態
は
人
に
お

い
て
は
打
坐
の
と
こ
ろ
で
露
わ
に
な
る
こ
と
で
あ
る
が
、
そ
の
と
き
初
め
て
生
起
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
い
つ
も
す
で
に
あ

る
実
相
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
が
止
む
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
そ
れ
を
私
た
ち
の
意
識
が
山
と
か
自
己
と
か
、
机

と
か
実
体
の
あ
る
個
物
と
し
て
捕
捉
し
て
、
そ
れ
ら
の
個
物
が
、
移
動
す
る
と
か
、
滅
す
る
と
か
、
時
間
的
な
変
化
と
し
て

認
識
す
る
。
こ
の
よ
う
に
世
界
と
い
う
空
間
が
あ
り
、
時
間
が
あ
っ
て
、
そ
の
中
に
個
人
や
個
物
が
、
一
時
的
に
存
在
し
、

や
が
て
無
く
な
る
と
思
う
の
が
ふ
つ
う
の
見
方
で
あ
る
。

だ
か
ら
仏
祖
に
つ
い
て
も
、
中
国
と
い
う
空
間
世
界
に
例
え
ば
青
原
と
い
う
個
人
が
、
あ
る
時
に
出
世
し
て
、
そ
れ
は
今

は
な
い
、
と
思
う
。

と
こ
ろ
が
道
元
は
〈
運
歩
も
し
休
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
仏
祖
不
出
現
な
り
〉
と
い
う
。
逆
に
い
え
ば
、
運
歩
が
や
む
こ
と

が
な
い
か
ら
仏
祖
が
出
現
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
は
《
有
時
》
で
は
〈
山
も
時
な
り
、
海
も
時
な
り
。
…
…
時
も
し
壊
す
れ
ば
山
海
も
壊
す
、
時
も
し
不
壊
な
れ
ば
山

海
も
不
壊
な
り
。
こ
の
道
理
に
、
明
星
出
現
す
、
如
来
出
現
す
、
眼
睛
出
現
す
、
拈
華
出
現
す
〉
と
対
応
す
る
。
山
が
時
で
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あ
り
、
時
の
不
壊
が
仏
祖
出
現
の
道
理
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
山
は
運
歩
し
、
そ
の
運
歩
が
止
ま
な
い
と
同
じ
こ
と
で
あ
る
。

あ
る
い
は
直
接
に
〈
青
原
も
時
な
り
、
黄
檗
も
時
な
り
、
江
西
も
石
頭
も
時
な
り
〉
と
い
う
。

仏
祖
が
「
時
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
時
「
有
時
で
あ
り
、
仏
祖
を
離
れ
な
い
」
が
、〈
つ
ら
な
り
な
が
ら
時
々

な
り
。
有
時
な
る
に
よ
り
て
吾
有
時
な
り
〉
と
い
う
自
己
の
運
歩
の
事
態
と
切
り
結
ぶ
か
ら
で
あ
る
。「
自
己
の
運
歩
」
と

い
う
と
、
自
己
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
運
歩
す
る
と
い
う
意
味
に
解
さ
れ
る
。
そ
う
で
は
な
く
自
己
は
運
歩
し
て

い
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
れ
が
止
む
と
い
う
こ
と
は
な
い
。
も
し
時
が
止
め
ば
、
自
己
も
な
く
な
る
。

そ
し
て
、
運
歩
で
あ
る
自
己
は
、〈
尽
十
方
界
真
実
人
体
〉《
身
心
学
道
》
と
い
わ
れ
る
自
己
で
あ
る
。
だ
か
ら
そ
の
運

歩
は
〈
去
来
は
尽
十
方
界
を
両
翼
三
翼
と
し
て
、
飛
去
飛
来
し
、
尽
十
方
界
を
三
足
五
足
と
し
て
、
進
歩
退
歩
す
る
な
り
〉

《
身
心
学
道
》
と
い
わ
れ
る
尽
十
方
界
の
運
歩
で
も
あ
る
。

つ
づ
い
て
〈
運
歩
も
し
究
極
あ
ら
ば
、
仏
法
不
到
今
日
な
ら
ん
〉
と
い
わ
れ
る
。

〈
運
歩
も
し
究
極
あ
ら
ば
〉
と
は
、〈
究
極
〉
と
は
、
行
き
着
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
れ
以
上
先
は
な
く
、
や
は
り
運
歩

は
休
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
仏
祖
は
不
出
現
で
あ
り
、
仏
祖
が
不
出
現
で
あ
れ
ば
、
仏
法
は
、
今
日
に
到
ら

な
い
。
な
ぜ
な
ら
、「
仏
法
」
と
い
う
も
の
が
あ
っ
て
そ
れ
が
伝
わ
る
の
で
は
な
く
、
仏
祖
が
説
き
、
生
き
る
道
が
仏
法
だ

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
な
に
も
誰
か
「
仏
祖
」
の
話
で
は
な
く
、
運
歩
す
る
自
己
で
あ
る
か
ら
、
打
坐
し
て
仏
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
こ
こ
で
は
道
元
は
自
己
に
は
触
れ
な
い
。

〈
進
歩
い
ま
だ
や
ま
ず
、
退
歩
い
ま
だ
や
ま
ず
〉
は
、〈
運
歩
〉
の
け
っ
し
て
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い
事
態
を
、
あ
ら
た
め

て
強
調
し
て
い
る
。

〈
進
歩
の
と
き
、
退
歩
に
乖
向
せ
ず
、
退
歩
の
と
き
、
進
歩
を
乖
向
せ
ず
〉
と
は
、《
有
時
》
で
は
〈
今
日
よ
り
昨
日
に
経

歴
す
、
昨
日
よ
り
今
日
に
経
歴
す
〉
と
い
わ
れ
、〈
物
々
の
相
礙
せ
ざ
る
は
、
時
々
の
相
礙
せ
ざ
る
が
ご
と
し
〉
と
い
わ
れ
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て
い
た
こ
と
に
対
応
し
よ
う
。
た
だ
、
こ
こ
で
は
「
乖
向
」
と
い
う
言
葉
が
使
わ
れ
、
背
き
向
か
う
、
す
な
わ
ち
反
対
方
向

に
向
か
う
の
で
は
な
い
、
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
退
歩
も
進
歩
も
先
に
み
た
よ
う
に
、
自
己
の
運
歩
で

あ
る
と
同
時
に
尽
十
方
界
の
運
歩
で
あ
り
、
進
歩
の
と
き
は
、
尽
十
方
界
が
進
歩
す
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
こ
に
残
る
何
か
が

あ
る
わ
け
で
は
な
い
か
ら
、
そ
の
方
向
を
妨
げ
る
「
何
か
」
は
存
在
せ
ず
、
退
歩
に
乖
向
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

〈
こ
の
功
徳
を
山
流
と
し
、
流
山
と
す
〉
と
い
う
。
功
徳
と
い
う
と
メ
リ
ッ
ト
か
と
思
う
が
、
そ
う
で
は
な
く
働
き
と
い

う
意
味
で
あ
る
。「
流
山
」
と
「
山
流
」
の
違
い
は
、
注
釈
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
が
、
普
通
に
は
「
山
流
」
と
い
え
ば
、

「
山
が
流
れ
る
」
と
取
る
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
「
能
所
二
見
を
撥
う
」（
田
中
『
道
元
』）
わ
け
で
は
な
い
が
、「
山
」
と
い

う
主
語
に
な
る
「
あ
る
も
の
」
が
あ
り
、
そ
の
あ
る
も
の
で
あ
る
山
が
流
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
だ
が
、
山
は
常
に
運

歩
し
て
い
て
「
流
れ
る
」
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
流
れ
る
山
だ
け
な
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
明
確
に
す
る
た
め
に
〈
流

山
と
す
〉
と
加
え
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
次
章
の
水
上
行
の
流
山
も
含
意
さ
れ
て
い
よ
う
。

〈
青
山
も
運
歩
を
参
究
し
、
東
山
も
水
上
行
を
参
学
す
る
〉
と
い
う
言
表
は
、
こ
の
節
で
も
っ
と
も
注
目
す
べ
き
言
表
で

あ
る
。

こ
れ
を
「
山
と
は
自
己
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
い
う
ま
で
も
な
い
」（
安
谷
『
参
究
』）
と
安
易
に
自
己
と
山
を
一
つ
、

同
一
と
す
る
解
釈
は
慎
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。

ま
た
山
が
、
人
間
の
よ
う
に
「
運
歩
」
し
た
り
、
山
が
水
上
を
行
く
な
ど
と
い
う
こ
と
は
あ
り
え
ず
、
そ
れ
を
参
学
（
修

行
）
す
る
と
い
う
な
ど
が
あ
ろ
う
か
、
と
い
ぶ
か
る
向
き
も
あ
ろ
う
が
、
道
元
は
そ
の
よ
う
な
人
に
対
し
て
、
こ
う
い
っ
た

の
だ
ろ
う
。

〈
青
山
は
運
歩
不
得
な
り
、
東
山
水
上
行
不
得
な
る
、
と
、
山
を
誹
謗
す
る
こ
と
な
か
れ
。
低
下
の
見
処
の
い
や
し
き
ゆ

え
に
、
青
山
運
歩
の
句
を
あ
や
し
む
な
り
。
小
聞
の
つ
た
な
き
に
よ
り
て
、
流
山
の
語
を
お
ど
ろ
く
な
り
〉。「
東
山
水
上
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行
」
を
、
道
元
は
「
流
山
」
と
み
な
し
た
の
だ
ろ
う
。

道
元
は
主
に
自
己
の
あ
り
方
を
説
く
が
、
そ
れ
以
上
に
自
己
と
尽
十
方
界
と
の
か
か
わ
り
を
説
く
と
こ
ろ
に
、
ど
の
禅
師

と
も
仏
教
教
学
と
も
違
う
、
道
元
の
仏
法
の
一
大
特
徴
が
あ
る
。《
現
成
公
案
》
の
終
わ
り
は
、〈
仏
家
の
風
は
、
大
地
の
黄

金
な
る
を
現
成
せ
し
め
、
長
河
の
蘇
酪
を
参
熟
せ
り
〉
と
結
ば
れ
て
い
た
。
自
己
を
な
ら
い
、
身
心
脱
落
し
て
開
か
れ
る
世

界
は
、
世
界
の
清
浄
化
で
あ
り
荘
厳
で
あ
る
。

今
日
の
世
界
の
危
機
は
、
人
間
の
資
源
乱
獲
、
化
学
的
合
成
物
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
と
い
う
働
き
に
よ
り
、
大
気
、

土
壌
、
海
、
河
川
が
汚
染
さ
れ
、
そ
の
た
め
の
恐
る
べ
き
気
候
変
動
の
災
害
で
あ
る
砂
漠
化
、
洪
水
、
森
林
火
災
、
熱
波
、

が
人
類
や
動
植
物
を
襲
っ
て
い
る
。
人
間
の
あ
り
方
が
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
の
あ
り
方
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
は
、
い
ま

や
仏
教
の
教
理
で
は
な
く
、
科
学
的
に
証
明
で
き
、
肌
で
実
感
で
き
る
現
実
で
あ
る
。

そ
れ
ゆ
え
、
仏
道
が
諸
法
を
浄
め
、
荘
厳
す
る
た
め
に
、
自
己
の
あ
り
方
を
説
く
の
は
、
ま
こ
と
に
道
理
で
あ
る
。
し
か

し
、
道
元
は
、
自
然
そ
の
も
の
、
万
法
そ
の
も
の
の
も
っ
て
い
る
働
き
に
、
仏
道
を
読
み
込
む
。
私
た
ち
人
間
の
修
行
や
成

仏
で
は
な
く
、
山
の
修
行
（
参
究
・
参
学
）
を
説
き
、〈
山
の
仏
祖
と
な
る
〉
道
理
を
と
く
。
さ
ら
に
後
に
は
〈
水
の
水
を
み

る
参
学
あ
り
。
水
の
水
を
修
証
す
る
ゆ
へ
に
、
水
の
水
を
道
著
す
る
参
究
あ
り
〉
と
も
い
う
。

考
え
れ
ば
、
私
た
ち
、
人
が
参
学
し
、
修
証
す
る
の
は
、
何
か
特
別
な
こ
と
を
す
る
わ
け
で
も
、
何
か
を
獲
得
す
る
こ
と

で
も
な
い
。
考
え
事
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
る
頭
脳
を
解
放
し
、
生
産
と
消
費
に
明
け
暮
れ
て
働
か
せ
て
い
る
手
足
、
身

体
を
止
め
、
そ
の
ま
ま
、
あ
る
が
ま
ま
に
な
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
あ
り
の
ま
ま
の
あ
り
方
は
、
実
は
青

山
を
は
じ
め
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
が
お
の
ず
か
ら
な
し
て
い
る
あ
り
方
に
他
な
ら
な
い
。

〈
青
山
も
運
歩
を
参
究
し
、
東
山
も
水
上
行
を
参
学
す
る
〉
と
道
元
は
い
う
が
、
特
別
な
参
究
、
修
行
を
要
請
し
て
い
る

わ
け
で
は
な
い
。
山
も
、
あ
ら
ゆ
る
自
然
も
、
お
の
ず
か
ら
自
己
を
脱
落
し
た
働
き
で
あ
り
、
如
法
な
、
私
を
入
れ
な
い
あ
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り
方
、
自
身
の
欲
望
を
持
た
な
い
あ
り
方
を
し
て
い
る
。

〈
山
の
身
心
を
あ
ら
た
め
ず
、
や
ま
の
面
目
な
が
ら
、
廻
途
参
学
し
き
た
れ
り
〉
と
い
わ
れ
る
の
は
、
山
が
、
春
に
は
淡
い
紫

黄
に
芽
吹
き
、
秋
に
は
紅
葉
の
錦
を
ま
と
い
、
冬
に
は
真
っ
白
の
銀
世
界
に
埋
も
れ
る
そ
の
こ
と
が
、
さ
な
が
ら
の
参
学
な
の

で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
人
間
に
対
し
て
も
、
山
の
持
つ
働
き
、
メ
リ
ッ
ト
で
も
あ
り
、
だ
か
ら
「
功
徳
」
な
の
で
あ
る
。

こ
の
万
法
の
さ
な
が
ら
（
宛
ら
＝
そ
の
ま
ま
そ
っ
く
り
）
の
参
学
は
、『
正
法
眼
蔵
』
で
他
に
も
〈
雪
山
の
雪
山
の
た
め
に
大

悟
す
る
あ
り
、
木
石
は
木
石
を
か
り
て
大
悟
す
〉《
大
悟
》）
と
も
い
わ
れ
る
。

こ
の
こ
と
の
意
味
を
、
深
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
。
私
た
ち
の
勝
手
な
見
方
に
よ
る
山
や
樹
木
の
見
方
を
離
れ
れ
ば
、

そ
れ
ら
が
い
か
に
偉
大
な
、「
参
学
」
と
か
「
成
仏
」
と
い
う
に
ふ
さ
わ
し
い
存
在
で
あ
る
か
、
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。
私
は
か
つ
て
屋
久
島
の
ヤ
ク
ス
ギ
ラ
ン
ド
に
一
人
で
訪
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
と
き
、
大
杉
が
「
よ
く
か
え
っ
て
き
た

ね
」
と
言
っ
た
の
で
あ
る
。
い
や
、
私
に
は
た
し
か
に
そ
う
聞
こ
え
た
。
私
は
声
を
放
っ
て
号
泣
し
た
。
今
思
え
ば
、
大
杉
た

ち
は
ま
る
で
仏
た
ち
や
菩
薩
た
ち
で
あ
る
よ
う
だ
。
山
を
霊
山
と
感
じ
る
人
々
は
古
来
た
く
さ
ん
い
た
だ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な

山
に
対
す
る
畏
敬
が
、〈
青
山
も
運
歩
を
参
究
し
、
東
山
も
水
上
行
を
参
学
す
る
〉
の
行
間
か
ら
感
じ
ら
れ
る
。

〈
や
ま
の
面
目
な
が
ら
、
廻
途
参
学
し
き
た
れ
り
〉
の
「
廻
途
」
は
、
ど
う
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
手
が
か

り
は
ほ
と
ん
ど
な
い
が
、「
運
歩
」
が
〈
未
朕
兆
の
正
当
時
、
お
よ
び
空
王
那
畔
以
前
よ
り
〉
で
あ
る
か
ら
「
ず
っ
と
道
を

廻
っ
て
」
と
い
う
、
参
学
の
長
さ
を
表
す
意
味
に
と
っ
た
。

先
に
〈
青
山
は
運
歩
不
得
な
り
、
東
山
水
上
行
不
得
な
る
、
と
、
山
を
誹
謗
す
る
こ
と
な
か
れ
〉
を
、
人
間
的
な
凡
見
に

対
し
て
い
わ
れ
て
い
る
、
と
取
っ
た
が
、
実
際
は
、
僧
侶
に
向
か
っ
て
道
元
は
説
い
て
い
る
の
で
、
仏
祖
の
道
得
に
対
し

て
、
こ
の
よ
う
な
常
識
に
と
ら
わ
れ
た
見
方
を
し
て
い
て
は
、
と
う
て
い
ダ
メ
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
見
処
が
「
卑
し
い
」、

聞
く
こ
と
が
「
拙
い
」
と
い
い
「
低
下
・
小
聞
」
と
貶
め
る
言
葉
と
な
っ
て
い
る
。
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そ
う
い
う
人
た
ち
は
〈
流
山
〉
に
驚
く
だ
け
で
な
く
、〈
流
水
〉
と
い
う
常
識
的
表
現
に
つ
い
て
も
、
多
様
に
極
め
る
こ

と
が
な
く
、
小
さ
な
見
聞
に
沈
溺
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
い
わ
れ
る
の
は
、
の
ち
に
一
水
四
見
な
ど
、
流
れ
る
水
も
、
主

体
に
よ
っ
て
い
か
よ
う
に
も
見
え
る
し
、
表
現
さ
れ
る
こ
と
の
伏
線
で
あ
ろ
う
。

三
節

＊

一
、　　　
　
　
　
　

し
か
あ
れ
ば
、
所
積
の
功
徳
を
挙
せ
る
を
形
名
と
し
、
命
脈
と
せ
り
。
運
歩
あ
り
、
流
行
あ
り
。
山
の
山
児
を
生
ず

る
時
節
あ
り
、
山
の
仏
祖
と
な
る
道
理
に
よ
り
て
、
仏
祖
か
く
の
ご
と
く
出
現
せ
る
な
り
。

　

た
と
ひ
草
木
・
土
石
・
牆
壁
の
現
成
す
る
眼
睛
あ
ら
ん
と
き
も
、
疑
著
に
あ
ら
ず
、
動
著
に
あ
ら
ず
、
全
現
成
に
あ

ら
ず
。
た
と
ひ
七
宝
荘
嚴
な
り
と
見
取
せ
ら
る
る
時
節
現
成
す
と
も
、
実
帰
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
諸
仏
行
道
の
境
界
と

見
現
成
あ
る
も
、
あ
な
が
ち
の
愛
処
に
あ
ら
ず
、
た
と
ひ
諸
仏
不
思
議
の
功
徳
と
見
現
成
の
頂
寧頁
を
う
と
も
、
如
実
こ

れ
の
み
に
あ
ら
ず
。
各
各
の
見
成
は
、
各
各
の
依
正
な
り
。
こ
れ
ら
を
仏
祖
の
道
業
と
す
る
に
あ
ら
ず
、
一
隅
の
管
見

な
り
。

［
注
釈
］

○
形
名
（
け
い
め
い
）　

出
典　
『
荘
子
』
天
道
篇
。

　

故
書
に
曰
く
、
形
あ
れ
ば
名
あ
り
と
。
形
名
な
る
者
は
、
古
人
に
も
こ
れ
有
る
も
、
先
に
す
る
所
以
に
非
ざ
る
な
り
。
古
え
の
大
道

を
語
る
者
は
、
五
変
し
て
形
名
を
挙
ぐ
べ
く
、
九
変
し
て
賞
罰
言
う
べ
き
な
り
。（
五
）

①
形
と
名
前
、
②
実
態
と
名
称
、
③
述
べ
た
意
見
と
、
実
際
に
行
っ
た
行
為
な
ど
、
③
は
「
韓
非
子
」
の
説
に
も
あ
る
。
君
子
の
行
動



317

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

と
名
が
あ
う
と
、
無
為
と
な
る
。

こ
こ
で
は
「
形
を
あ
ら
わ
す
名
」
と
取
る
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注
は
「
形
と
名
」
と
し
、「
形
と
名
で
は
な
く
、
単
に
名
（
形
に
ふ
さ
わ
し
い
）
と
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。」
と
す
る
。

［
水
野
訳
］
は
「
形
と
し
名
と
し
」。

○
命
脈　

①
命
、
い
の
ち
。
②
相
続
さ
れ
た
仏
祖
の
慧
命
。
こ
こ
で
は
②
も
含
意
し
よ
う
。
②
の
出
典
『
宏
智
広
録
』
巻
五
、「
若
恁
麼
辨

得
、
敲
諸
仏
之
骨
髄
、
得
祖
師
之
命
脈
。」（T

48,67c

）

○
流
行　

こ
こ
で
は
山
流
や
流
水
の
「
流
」
に
「
行
」
を
つ
け
て
名
詞
化
し
た
も
の
で
、
不
易
流
行
の
流
行
で
は
な
い
。

○
草
木
・
土
石
・
牆
壁
…
…
諸
仏
行
道　

）
出
典
は
『
像
法
決
疑
経
』（
い
わ
ゆ
る
偽
経
）

　

一
時
仏
在
跋
提
河
辺
沙
羅
双
樹
間
、
度
須
跋
陀
羅
竟
。
諸
大
菩
薩
・
声
聞
弟
子
・
諸
大
梵
王
・
天
・
龍
・
鬼
・
神
・
諸
国
王
等
、
一

切
大
衆
厳
然
不
散
…
…
今
日
座
中
無
央
数
衆
各
見
不
同
、
或
見
如
来
入
般
涅
槃
…
…
或
見
此
処
沙
羅
林
地
尽
是
土
砂
草
木
石
壁
、
或
見

此
処
金
銀
七
宝
清
浄
荘
厳
、
或
見
此
処
乃
是
三
世
諸
仏
所
行
之
処
。
或
見
此
処
即
是
不
可
思
議
諸
仏
境
界
、
真
実
法
体
。
…
…
如
来
所

説
総
含
万
法
、
演
説
一
字
一
句
一
音
所
唱
、
能
令
一
切
衆
生
随
種
種
類
種
種
根
性
各
得
不
同
所
解
各
異
（
一
時
、
仏
、
跋
提
河
辺
の
沙
羅

双
樹
の
間
に
在
し
て
須
跋
陀
羅
を
度
し
竟
る
。
諸
大
菩
薩
・
声
聞
弟
子
・
諸
大
梵
王
・
天
・
龍
・
鬼
・
神
・
諸
国
王
等
の
一
切
大
衆
、
厳
然

と
し
て
散
ら
ず
。
…
…
今
日
、
座
中
の
無
央
数
の
衆
、
各
見
同
じ
か
ら
ず
、
或
い
は
如
来
の
入
般
涅
槃
す
る
を
見
、
…
…
或
い
は
此こ

処こ

の
沙

羅
林
地
を
尽
く
是
れ
土
砂
草
木
石
壁
と
見
、
或
い
は
此
処
を
金
銀
七
宝
清
浄
荘
厳
と
見
、
或
い
は
此
処
を
乃
ち
是
れ
三
世
諸
仏
の
所
行
の
処

と
見
、
或
い
は
此
処
を
、
即
ち
是
れ
不
可
思
議
諸
仏
の
境
界
、
真
実
法
体
と
見
る
。
…
…
如
来
の
所
説
は
総
て
万
法
を
含
ん
で
、
一
字
一
句

一
音
の
唱
え
る
所
を
演
説
し
、
能
く
一
切
衆
生
を
し
て
種
種
の
類
、
種
種
の
根
性
に
随
い
て
各
お
の
お
の、
所
解
同
じ
か
ら
ず
、
各
、
異
な
る
を
得
せ

し
む
。T

85,1335c-1337a

）

○
動
著　

著
は
助
詞
で
、
動
詞
の
後
に
置
か
れ
て
動
作
の
進
行
や
完
成
を
示
す
。
動
に
は
、
お
ど
ろ
く
、
騒
ぐ
、
感
動
す
る
と
い
う
意
味
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も
あ
る
。『
文
庫
』
脚
注
は
「
こ
こ
ろ
を
動
か
す
こ
と
」
と
す
る
。
七
十
五
巻
本
の
用
法
で
は
〈
い
た
づ
ら
に
風
火
の
動
著
す
る
心
意
識

を
〉《
仏
性
》
以
外
は
、
十
四
巻
に
お
い
て
、
す
べ
て
否
定
、
禁
止
の
語
と
と
も
に
使
わ
れ
る
。
こ
こ
で
も
〈
動
著
に
あ
ら
ず
〉
と
否
定

で
あ
る
。
動
揺
す
る
、
右
往
左
往
す
る
と
い
う
意
味
に
と
る
。

○
実
帰　

真
実
に
帰
す
べ
き
本
来
の
所
。

＊
道
元
用
例

〈
行
持
こ
れ
世
人
の
愛
処
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
諸
人
の
実
帰
な
る
べ
し
〉《
行
持
上
》、〈
百
千
人
の
面
面
な
り
、
お
の
お
の
実
帰
を
も
と
む
〉

《
行
持
上
》、〈
た
だ
正
伝
仏
法
に
帰
敬
せ
ん
、
す
な
は
ち
お
の
れ
が
学
仏
の
実
帰
な
り
〉《
袈
裟
功
徳
》
な
ど
。

○
あ
な
が
ち
の　
「
あ
な
が
ち
（
強
）」
は
副
詞
で
あ
れ
ば
（
下
に
打
消
の
語
を
伴
っ
て
）
決
し
て
、
必
ず
し
も
、
む
や
み
に
、
の
意
味
に
な

り
、
形
容
動
詞
で
あ
れ
ば
①
身
勝
手
だ
、
②
い
ち
ず
だ
、
③
む
り
や
り
だ
、
④
は
な
は
だ
し
い
と
い
う
意
味
に
な
る
が
、
こ
こ
で
は
形

容
動
詞
の
語
根
「
あ
な
が
ち
」
に
格
助
詞
「
の
」（
性
質
、
状
態
を
示
す
）
が
付
い
た
も
の
と
解
す
る
。「
い
ち
ず
に
」
の
意
。

○
見
現
成　

見
の
現
成
。
先
の
〈
道
現
成
〉
に
対
し
て
い
わ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

○
見
成　
〈
見
成
〉
は
、
宗
門
で
は
伝
統
的
に
「
現
成
」
と
同
じ
だ
と
さ
れ
て
き
た
が
、「
現
成
」
と
は
別
の
言
葉
で
あ
る
。《
現
成
公
案
》

に
〈
得
処
か
な
ら
ず
自
己
の
知
見
と
な
り
て
、
慮
知
に
し
ら
れ
ん
ず
る
と
な
ら
ふ
こ
と
な
か
れ
。
証
究
す
み
や
か
に
現
成
す
と
い
へ
ど

も
、
密
有
か
な
ら
ず
し
も
見
成
に
あ
ら
ず
。
見
成
こ
れ
何
必
な
り
〉
と
違
い
が
説
か
れ
る
。

○
道
業　

こ
の
「
道
」
は
こ
こ
で
は
言
葉
の
意
味
で
、
言
語
と
し
て
の
営
み
、
働
き
。

○
管
見　

管
か
ら
の
ぞ
き
見
る
よ
う
な
狭
い
見
解
。

【
現
代
語
訳
】

そ
う
で
あ
る
か
ら
（
山
の
）
積
み
重
ね
て
き
た
功は
た
ら
き徳
を
挙
げ
て
、
形
を
あ
ら
わ
す
名
と
し
、（
仏
祖
の
）
命
脈
と
し
て
い
る
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の
で
あ
る
。
運
歩
が
あ
り
、
流
行
あ
り
、
山
が
山
児
を
産
む
時
節
が
あ
り
、
山
が
仏
祖
と
な
る
と
い
う
道
理
に
よ
っ
て
、
仏

祖
は
こ
の
よ
う
に
出
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

た
と
え
、（
山
は
）
草
木
・
土
石
．
牆
か
き
ね

壁か
べ

が
現
成
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
法
の
眼ま
な
こ睛
が
あ
る
よ
う
な
と
き
も
、
疑
い
で
は

な
く
、
動
揺
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
全
て
現
成
し
て
い
る
の
で
も
な
い
。
た
と
え
（
山
は
）
七
宝
で
飾
ら
れ
て
い
る
と
見み取

ら
れ
る
時
節
が
現
成
し
て
も
、
そ
れ
が
真
実
の
帰
処
で
は
な
い
。
た
と
え
（
山
は
）
諸
仏
が
道
を
行
ず
る
境
界
で
あ
る
と
い

う
見
方
が
現
成
し
て
も
、
必
ず
し
も
強
い
て
愛
す
べ
き
処
で
は
な
い
。
た
と
え
（
山
は
）
諸
仏
に
よ
る
霊
妙
な
優
れ
た
功は
た
ら
き徳

で
あ
る
と
い
う
見
方
の
現
成
が
最
高
を
極
め
て
も
、
真
実
の
あ
り
の
ま
ま
は
、
こ
れ
の
み
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
の
見
る
と

こ
ろ
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
と
そ
の
主
体
に
よ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
仏
祖
の
言
語
の
営
み
と
す
る
の
で
は
な
い
。
管
か

ら
見
た
よ
う
な
狭
い
見
解
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

こ
れ
に
も
、
随
分
と
脳
漿
を
し
ぼ
っ
た
解
釈
が
あ
る
。
併
し
、
所
積
の
功
徳
と
は
、「
啓
迪
」
に
倣
っ
て
直
ぐ
後
に

出
る
運
歩
・
流
行
の
功
徳
と
見
て
も
よ
く
、
寧
ろ
既
出
の
流
山
・
流
水
、
さ
ら
に
遠
く
遡
っ
て
乗
雲
・
順
風
の
功
徳
を

も
含
む
と
考
え
て
よ
い
。
こ
れ
ら
の
所
積
の
功
徳
を
挙
揚
発
揮
す
る
の
が
、
山
の
形
名
で
あ
り
命
脈
で
あ
る
。
山
の
形

名
は
、
こ
れ
ら
の
功
徳
を
挙
似
す
る
姿
で
あ
り
、
そ
れ
が
山
の
御
い
の
ち
で
あ
る
。（
七
一
、七
二
）

一
類
の
仏
教
者
は
、
こ
の
娑
婆
世
界
を
草
木
土
石
の
現
成
と
見
る
。
山
を
土
石
牆
壁
の
集
積
す
る
穢
土
と
見
る
。
併

し
、
か
く
の
如
く
見
る
眼
睛
が
あ
り
人
が
あ
っ
て
も
、
こ
の
娑
婆
こ
の
山
を
疑
著
し
動
著
し
て
、
の
が
れ
出
た
り
改
造

し
直
し
た
り
す
る
こ
と
は
な
い
。
さ
れ
ば
と
云
っ
て
、
こ
の
穢
土
を
全
法
界
の
全
現
成
と
す
る
の
で
も
な
い
。
…
…
こ
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れ
に
反
し
て
山
を
七
宝
荘
厳
な
り
と
見
取
す
る
世
界
観
も
あ
る
。
こ
の
仏
教
的
世
界
観
と
雖
も
、
た
だ
穢
土
観
の
裏
返

し
で
、
凡
常
の
業
感
よ
り
暫
く
か
よ
う
な
見
方
を
す
る
に
過
ぎ
ぬ
。（
七
五
）

因
み
に
こ
の
文
章
が
、
七
宝
荘
厳
な
り
と
見
取
せ
ら
る
る
時
節
現
成
す
と
も
…
…
と
い
う
風
に
重
大
に
書
か
れ
て
い

る
こ
と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
時
節
や
現
成
と
い
う
の
は
、
道
元
で
は
共
に
一
大
事
の
場
合
で
あ
る
。
七
宝
荘
厳
の

見
取
は
、
仏
教
で
は
一
大
事
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
か
か
る
一
大
事
成
る
と
雖
も
、
こ
れ
を
実
帰
の
境
界
と
許
す
わ
け

に
は
行
か
ぬ
と
い
う
悲
壮
な
響
き
が
こ
も
っ
て
い
る
。
…
…
行
文
は
さ
ら
に
一
大
事
の
深
慮
に
突
き
進
む
。
た
と
え
世

界
す
な
わ
ち
山
を
諸
仏
行
道
の
境
界
と
見
る
時
節
現
成
あ
る
も
、
こ
の
境
界
す
ら
ひ
た
ぶ
る
に
恋
い
わ
た
る
べ
き
実
帰

の
場
所
で
は
な
い
。（
七
六
）

か
く
の
如
き
各
各
の
見
成
（
現
成
に
同
じ
）
は
、
各
自
の
見
る
と
こ
ろ
、
め
い
め
い
の
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
見
解
を
仏
祖
の
道
業
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
断
じ
て
云
え
ば
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
一
隅
の
管
見
に
過
ぎ

ぬ
。（
七
七
）

（
検
討
）

〈
所
積
の
功
徳
〉
の
解
釈
は
妥
当
で
あ
ろ
う
。
だ
が
、「（
運
歩
・
流
行
の
）
功
徳
を
挙
揚
発
揮
す
る
の
が
、
山
の
形
名
で
あ
」

る
、
と
い
っ
て
も
、「
山
の
形
名
」
が
い
か
な
る
こ
と
か
、
こ
れ
で
は
明
ら
か
に
な
ら
な
い
。

山
が
主
題
で
あ
る
の
に
、
な
ぜ
主
体
と
し
て
の
「
一
類
の
仏
教
者
」
や
客
体
と
し
て
「
娑
婆
世
界
」
が
出
て
く
る
の
か
。

ま
た
土
石
牆
壁
の
集
積
す
る
所
が
な
ぜ
「
穢
土
」
に
な
る
の
か
。
お
そ
ら
く
『
聞
解
』「
先
ず
蔵
教
の
人
の
見
解
は
こ
の
娑

婆
の
草
木
土
木
の
現
成
す
る
穢
土
と
見
る
。（
二
三
一
）」
の
影
響
で
あ
ろ
う
。
ま
た
〈
疑
著
に
あ
ら
ず
、
動
著
に
あ
ら
ず
、

全
現
成
に
あ
ら
ず
〉
と
続
け
て
い
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
、「
疑
著
し
動
著
し
て
、
の
が
れ
出
た
り
改
造
し
直
し
た
り
す
る
こ

と
は
な
い
」
と
〈
動
著
に
あ
ら
ず
〉
で
切
っ
て
、
い
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
「
の
が
れ
出
た
り
改
造
し
直
し
た
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り
」
を
勝
手
に
付
け
加
え
る
の
は
お
か
し
い
。〈
七
宝
荘
厳
…
…
時
節
現
成
〉
と
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
「
一
大
事
」
だ
と
か
、

「
悲
壮
」
だ
と
か
「
深
慮
」
と
か
、
そ
れ
こ
そ
動
著
・
疑
著
す
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。
こ
こ
は
、
た
だ
各
各
の
見
の
不
十

分
さ
を
経
典
に
そ
っ
て
述
べ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
ま
た
〈
見
成
〉
は
け
っ
し
て
「
現
成
」
で
は
な
い
。

古
田
『
私
釈
』

山
に
は
積
も
る
と
こ
ろ
の
功
徳
が
あ
り
、
そ
の
功
徳
を
も
っ
て
山
の
形
名
と
し
、
山
の
命
脈
と
し
て
い
る
の
で
あ

る
。
山
は
名
山
と
か
、
高
山
と
か
い
う
だ
け
で
は
、
山
の
功
徳
を
い
い
現
し
て
い
な
い
の
で
あ
り
、
不
動
が
山
の
命
脈

で
も
な
い
。
山
は
運
歩
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
…
…
山
は
仏
祖
と
し
て
生
き
て
い
る
の
で
あ
る
。（
二
九
）

…
…
そ
の
と
お
り
に
映
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
疑
い
も
な
け
れ
ば
不
確
定
に
思
っ
て
心
の
動
く
こ
と
も
な
い
の
で
あ

る
。
…
…
こ
の
「
全
現
成
に
あ
ら
ず
」
の
一
句
は
、「
疑
著
に
あ
ら
ず
、
動
著
に
あ
ら
ず
」
と
あ
る
に
な
ら
ん
で
い
わ

れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
次
に
で
て
く
る
「
実
帰
に
あ
ら
ず
」、「
愛
処
に
あ
ら
ず
」、「
如
実
こ
れ
の
み
に
あ
ら
ず
」
と

あ
る
の
に
な
ら
ん
で
い
わ
れ
て
い
る
。（
二
九
）

…
…
仏
祖
の
見
る
山
の
完
全
な
見
方
と
は
違
っ
た
一（
マ
マ
）遇
の
管
見
…
…
（
三
〇
）

（
検
討
）

山
が
仏
祖
と
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
山
が
仏
祖
と
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
。「
運
歩
す
る
と
こ

ろ
に
」
な
ぜ
「
仏
祖
の
出
現
」
や
「
仏
法
の
今
日
に
伝
わ
る
」
こ
と
が
あ
る
な
の
か
、『
私
記
』
を
引
用
し
て
い
る
だ
け
で

は
意
味
が
な
い
。

〈
疑
著
〉、〈
動
著
〉
は
、
そ
れ
ら
と
な
ら
べ
て
〈
全
現
成
に
あ
ら
ず
〉
と
な
っ
て
切
れ
る
。〈
全
現
成
に
あ
ら
ず
〉
だ
け

を
、「
た
と
ひ
」
で
始
ま
る
仮
定
節
を
含
む
後
の
三
つ
と
並
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。〈
仏
祖
の
道
業
〉
は
「
仏
祖
の
見
る
山
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の
完
全
な
見
方
」
で
は
な
い
。
仏
祖
で
あ
ろ
う
と
も
、
見
る
山
は
や
は
り
一
隅
の
管
見
で
あ
っ
て
「
見
方
」
で
あ
る
限
り

「
完
全
な
見
方
」
は
あ
り
得
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

山
を
草
木
や
土
石
の
集
積
と
見
て
、
単
に
無
価
値
と
思
い
、
穢
土
と
思
っ
て
い
る
よ
う
な
凡
見
を
さ
す
も
の
で
は
な

く
て
、「
草
木
牆
壁
瓦
礫
み
な
仏
事
を
な
す
」
と
の
見
識
が
現
成
す
る
ほ
ど
の
眼
睛
が
あ
っ
て
も
、
そ
れ
は
ま
だ
徹
底
、

山
を
疑
著
し
た
の
で
も
な
く
、
徹
底
、
山
に
動
著
し
た
の
で
も
な
い
か
ら
、
し
た
が
っ
て
、
山
の
全
現
成
で
は
な
い
と

い
う
ほ
ど
の
意
で
あ
ろ
う
と
思
う
。（
七
八
）

七
宝
荘
厳
は
譬
喩
で
あ
っ
て
仏
国
土
を
意
味
す
る
も
の
と
思
う
。
山
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
を
仏
国
土
な
り
と
見
取
せ

ら
れ
る
ほ
ど
の
時
節
が
現
成
し
て
も
、
ま
だ
ま
だ
仏
道
の
実
帰
で
な
い
。（
同
）

山
す
な
わ
ち
自
己
の
日
常
生
活
が
、
諸
仏
の
道
を
行
ず
る
境
界
な
り
と
の
見
地
が
現
成
し
て
も
…
…
。（
同
）

青
山
の
運
歩
、
す
な
わ
ち
自
己
の
行
履
が
、
諸
仏
不
思
議
の
功
徳
、
言
い
換
え
る
と
、
一
切
の
思
想
を
超
越
し
た
仏
境
界

な
り
と
の
見
識
現
成
と
い
う
よ
う
な
、
仏
祖
の
頂

を
得
た
と
し
て
も
、
事
実
そ
れ
だ
け
が
仏
道
の
全
部
で
は
な
い
。（
同
）

い
か
に
尊
い
境
地
に
到
達
し
て
も
、
そ
こ
に
知
見
解
会
が
残
っ
て
い
る
間
は
、
ま
だ
ま
だ
自
己
が
仏
道
に
な
っ
た
の

で
は
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
ほ
ん
の
仏
道
の
一
部
に
す
ぎ
な
い
。
言
い
換
え
る
と
、
そ
れ
ら
の
知
見
は
、
仏
道
修
行
の
途

上
に
お
け
る
、
そ
の
時
そ
の
時
の
光
景
に
す
ぎ
な
い
。
道
元
禅
師
が
天
童
如
浄
禅
師
に
参
じ
て
、
最
後
の
お
し
ら
べ
を

受
け
た
と
き
の
、
道
元
禅
師
の
お
言
葉
で
い
う
と
、「
こ
れ
は
こ
れ
暫
時
の
伎
倆
」
だ
。（
七
九
）

（
検
討
）

道
元
は
山
に
つ
い
て
い
っ
て
い
る
の
に
、「
山
す
な
わ
ち
こ
の
世
界
」、「
山
す
な
わ
ち
自
己
の
日
常
生
活
」、「
青
山
の
運
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歩
、
す
な
わ
ち
自
己
の
行
履
」
と
い
ろ
い
ろ
勝
手
に
拡
張
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
れ
が
安
谷
の
解
釈
の
特
徴
で
あ
る
。
ま
た

『
聞
解
』
や
田
中
『
道
元
』
を
承
け
て
い
る
の
だ
ろ
う
が
、
草
木
土
石
も
「
無
価
値
」「
穢
土
」
と
い
う
わ
け
は
な
く
、
七
宝

荘
厳
が
「
仏
国
土
」
で
も
あ
る
ま
い
。「
疑
著
、
動
著
」
は
、
こ
の
解
釈
の
よ
う
に
肯
定
的
に
使
わ
れ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

ま
た
「
い
か
に
尊
い
境
地
に
到
達
し
て
も
、
そ
こ
に
知
見
解
会
が
残
っ
て
い
る
間
は
、
ま
だ
自
己
が
仏
道
に
な
っ
た
の
で
は

な
い
。
…
…
仏
道
修
行
の
途
上
に
お
け
る
、
そ
の
時
そ
の
時
の
光
景
に
す
ぎ
な
い
」
と
い
う
。
仏
道
を
究
極
の
悟
り
に
む
か

う
途
上
と
す
る
こ
と
は
、
修
証
一
如
を
い
う
道
元
の
と
る
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
ま
た
道
元
は
「
知
見
解
会
」
に
否
定
的
で
は

あ
る
が
、「
知
見
解
会
」
を
捨
て
る
と
は
い
わ
な
い
。
そ
れ
を
い
う
公
案
禅
の
あ
り
方
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、

「
見
」「
見
取
」
は
、「
知
見
解
会
」
や
「
見
識
」
と
は
微
妙
に
違
う
だ
ろ
う
。

如
浄
に
参
じ
て
、
道
元
が
い
っ
た
「
こ
れ
は
こ
れ
暫
時
の
伎
倆
」
は
、
謙
遜
の
言
葉
で
あ
っ
て
、「
い
え
い
え
、
ま
だ
不

十
分
で
す
」
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、〈
各
各
の
見
成
〉
は
そ
れ
で
は
不
十
分
だ
と
断
定
す
る
意
味
で
い
わ
れ
て
お
り
、
内
実

が
異
な
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
の
段
は
『
像
法
決
疑
経
』
と
い
う
お
経
の
文
句
を
も
と
と
し
た
話
で
す
。
…
…
つ
ま
り
四
つ
の
見
方
を
並
べ
て

い
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
。
同
じ
よ
う
に
山
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
草
や
木
、
土
や
石
、
牆
壁
と
い
っ
た

そ
れ
ら
の
因
縁
で
な
り
た
っ
て
い
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。
し
か
し
そ
う
い
う
見
方
を
し
て
も
、
ほ
ん
と
う
に
山
を
現

し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。（
五
三
）

要
す
る
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
見
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
角
度
か
ら
見
た
世
界
で
し
か
な
く
、
ほ
ん
と
う
の
生
命
実
物
で
あ

る
仏
祖
の
道
業
で
は
な
い
。（
五
四
）
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（
検
討
）

ざ
っ
と
し
す
ぎ
て
は
い
る
が
、
だ
い
た
い
そ
の
と
お
り
で
あ
ろ
う
。
た
だ
〈
仏
祖
の
道
業
〉
は
、
内
山
の
「
生
命
実
物
」

と
同
じ
こ
と
だ
ろ
う
か
。

森
本
『
花
開
』

「
山
」
に
は
「
運
歩
」
も
あ
る
し
、「
流
れ
行
く
」
と
い
う
こ
と
も
あ
る
の
で
あ
る
し
、「
山
」
が
「
山
の
児
」
を
生

む
と
い
う
時
節
も
あ
る
の
だ
。「
山
」
が
た
ん
な
る
客
観
的
対
象
物
で
は
な
く
て
、「
仏
祖
」
と
な
る
道
理
が
あ
る
為

に
、「
仏
祖
」
が
、
こ
の
よ
う
に
出
現
し
た
の
で
あ
る
。
な
に
し
ろ
、「
而
今
の
山
水
」
は
「
古
仏
の
道
現
成
」
な
の
で

あ
っ
た
。（
三
六
）

第
一
は
「
山
」
を
「
草
木
土
石
牆
壁
」
と
し
て
、
た
ん
に
物
質
的
対
象
と
見
な
す
見
解
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
認

識
力
を
も
つ
と
き
も
、
そ
れ
を
疑
っ
て
み
る
こ
と
も
な
く
、
揺
り
動
か
し
て
み
る
こ
と
も
な
く
、
…
…
じ
つ
は
全
体
的

現
成
の
す
が
た
で
あ
り
、
現
成
公
案
で
あ
る
と
い
う
ふ
う
に
と
ら
え
か
え
す
こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。（
三
七
）

（
四
つ
の
見
解
を
総
括
し
て
）
い
ず
れ
も
、
依
然
と
し
て
、
二
元
論
的
な
対
象
的
把
握
の
弊
を
脱
し
切
っ
て
い
な
い
の

だ
。（
同
）

（
検
討
）

た
だ
道
元
の
言
葉
を
な
ぞ
る
だ
け
で
あ
る
。
ど
う
し
て
「
而
今
の
山
水
」
は
「
古
仏
の
道
現
成
」
な
ら
、
山
が
山
の
児
を

生
み
、
仏
祖
と
な
る
の
か
。

〈
動
著
〉
は
「
揺
り
動
か
す
」
こ
と
で
は
な
く
、〈
全
現
成
に
あ
ら
ず
〉
は
、
そ
の
見
解
が
全
現
成
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
ろ
う
。
総
括
し
て
の
べ
る
と
こ
ろ
も
、
例
え
ば
〈
諸
仏
不
思
議
の
功
徳
〉
の
ど
こ
が
〈
対
象
的
把
握
〉
な
の
だ
ろ
う
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か
。
二
元
論
的
な
も
の
は
だ
め
、
と
い
う
先
入
見
か
ら
の
解
釈
で
あ
る
。
ま
た
『
聞
解
』
の
見
当
は
ず
れ
の
天
台
四
教
に
当

て
は
め
る
と
い
う
解
釈
を
長
々
と
引
用
し
て
い
る
が
、
あ
や
ま
っ
た
解
釈
を
引
用
し
て
も
仕
方
な
い
。

【
私
釈
】

〈
し
か
あ
れ
ば
、
所
積
の
功
徳
を
挙
せ
る
を
形
名
と
し
、
命
脈
と
せ
り
〉
と
は
、
前
と
ど
う
繋
が
る
の
か
。

こ
こ
よ
り
前
で
「
功
徳
」
が
言
及
さ
れ
る
の
は
、
冒
頭
を
除
け
ば
〈
山
は
そ
な
は
る
べ
き
功
徳
の
虧
闕
す
る
こ
と
な
し
〉、

〈
そ
の
運
歩
の
功
徳
〉、〈
こ
の
功
徳
を
山
流
と
し
、
流
山
と
す
〉
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
運
歩
、
流
山
が
山
の
功
徳
だ
と
い
う

こ
と
で
、
そ
れ
を
形
と
し
て
名
（
句
）
と
な
っ
て
い
る
の
は
、「
青
山
常
運
歩
」「
東
山
水
上
行
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
山
の
功

徳
を
挙
揚
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
こ
そ
が
仏
祖
が
伝
え
て
き
た
命
脈
だ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

〈
運
歩
あ
り
、
流
行
あ
り
〉
と
は
、
そ
の
形
名
で
あ
る
「
青
山
常
運
歩
」「
東
山
水
上
行
」
の
通
り
に
、
実
際
そ
う
で
あ
る

こ
と
を
、
も
う
一
度
〈
運
歩
あ
り
、
流
行
あ
り
〉
と
示
し
て
い
る
。〈
流
行
〉
は
東
山
が
水
上
を
「
流
れ
行
く
」
と
解
せ
よ

う
。
詳
し
い
こ
と
は
次
章
に
譲
る
が
、
そ
の
功は

た
ら
き徳
は
、
山
の
山
な
が
ら
の
参
学
と
い
え
よ
う
。

〈
山
の
山
児
を
生
ず
る
時
節
あ
り
〉
の
〈
山
児
〉
と
は
、
最
初
に
挙
げ
ら
れ
た
道
楷
の
二
句
目
〈
石
女
夜
生
児
〉
と
関
係

し
よ
う
。
そ
の
句
に
つ
い
て
も
後
に
言
及
さ
れ
る
が
、
そ
の
〈
時
節
〉
は
夜
で
あ
り
、
そ
れ
は
私
た
ち
の
不
覚
不
知
の
時

節
、
さ
と
り
の
時
節
を
意
味
し
よ
う
。
人
（
衆
生
）
が
仏
に
な
る
と
い
う
一
般
に
は
不
可
能
事
が
、
私
た
ち
に
知
ら
れ
ず
に

成
就
す
る
。
そ
の
よ
う
に
私
た
ち
に
は
知
ら
れ
ず
に
〈
山
の
山
児
を
生
ず
る
〉
時
節
が
あ
り
、
そ
れ
が
、〈
山
の
仏
祖
と
な

る
道
理
〉
で
あ
る
。

〈
山
の
仏
祖
と
な
る
道
理
〉
は
、《
有
時
》
の
〈
山
も
時
な
り
、
海
も
時
な
り
。
…
…
こ
の
道
理
に
、
明
星
出
現
す
、
如
来

出
現
す
〉
と
呼
応
す
る
。
つ
ま
り
、
前
の
節
の
三
に
〈
運
歩
も
し
休
す
る
こ
と
あ
ら
ば
、
仏
祖
不
出
現
な
り
〉
と
い
わ
れ
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た
、
逆
の
こ
と
と
し
て
、
運
歩
が
あ
る
か
ら
、
仏
祖
が
出
現
す
る
。
こ
の
仏
祖
は
山
の
仏
祖
か
人
の
仏
祖
か
、
と
問
う
の
は

愚
か
で
あ
る
。
人
が
脱
落
し
た
と
こ
ろ
が
仏
祖
だ
か
ら
で
あ
る
。〈
居
士
の
悟
道
す
る
か
、
山
水
の
悟
道
す
る
か
〉《
谿
声
山

色
》
と
問
う
よ
う
に
、
悟
道
し
て
仏
祖
と
な
る
時
、
も
は
や
居
士
と
い
う
個
人
は
な
い
し
、
山
水
は
、
も
は
や
わ
た
し
た
ち

が
知
見
解
会
す
る
山
水
で
は
な
い
。

次
の
段
落
で
道
元
が
言
い
た
い
こ
と
は
、
山
の
功
徳
を
全
面
的
に
挙
し
て
い
る
の
は
、「
青
山
常
運
歩
」「
東
山
水
上
行
」

で
あ
っ
て
、
そ
の
他
い
か
よ
う
に
山
を
形
容
し
、
そ
の
功
徳
を
挙
し
て
も
、
そ
れ
は
見
取
で
あ
り
、
あ
る
見
（
方
）
で
あ
っ

て
、
そ
れ
ら
す
べ
て
は
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
と
主
体
に
制
約
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
管
見
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
明
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
四
つ
の
〈
た
と
ひ
〉
の
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
「
山
は
」
を
入
れ
る
と
内
容
が
は
っ

き
り
す
る
。
山
を
如
何
よ
う
に
表
現
す
る
見
も
十
分
で
は
な
い
、
し
か
し
、
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
見
が
あ
り
う
る
と
い
う
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
そ
の
山
に
つ
い
て
の
色
々
な
見
方
は
、
資
料
の
『
像
法
決
疑
経
』
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
道
元
は
な
ぞ
っ

て
い
る
。

そ
の
経
で
は
「
土
砂
草
木
石
壁
と
見
る
。
或
い
は
此こ

こ処
を
金
銀
七
宝
清
浄
荘
厳
と
見
、
或
い
は
此
処
を
乃
ち
是
れ
三
世
諸

仏
の
所
行
の
処
と
見
る
。
或
い
は
此
処
を
即
ち
是
れ
不
可
思
議
諸
仏
の
境
界
」
と
あ
り
、
そ
れ
を
道
元
は
〈
た
と
ひ
草
木
・

土
石
・
牆
壁
の
現
成
す
る
眼
睛
あ
ら
ん
と
き
も
、
疑
著
に
あ
ら
ず
、
動
著
に
あ
ら
ず
、
全
現
成
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
七
宝
荘

嚴
な
り
と
見
取
せ
ら
る
る
時
節
現
成
す
と
も
、
実
帰
に
あ
ら
ず
。
た
と
ひ
諸
仏
行
道
の
境
界
と
見
現
成
あ
る
も
、
あ
な
が
ち

の
愛
処
に
あ
ら
ず
、
た
と
ひ
諸
仏
不
思
議
の
功
徳
と
見
現
成
の
頂

を
う
と
も
、
如
実
こ
れ
の
み
に
あ
ら
ず
〉
と
敷
衍
す

る
。
経
典
で
は
「
山
」
で
は
な
く
、「
沙
羅
林
地
」
を
い
か
に
見
る
か
、
が
説
か
れ
て
い
る
が
、
要
は
同
じ
一
つ
の
処
を
ど

う
見
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

『
像
法
決
疑
経
』
で
は
、
そ
れ
ら
は
た
ん
に
様
々
に
見
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
道
元
は
そ
れ
に
〈
全
現
成
に
あ
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ら
ず
〉、〈
実
帰
に
あ
ら
ず
〉、〈
あ
な
が
ち
の
愛
処
に
あ
ら
ず
〉、
さ
ら
に
は
諸
仏
不
可
思
議
の
功
徳
と
い
う
見
方
と
し
て
は

最
高
の
も
の
で
あ
っ
て
も
、〈
如
実
こ
れ
の
み
に
あ
ら
ず
〉
と
、
不
完
全
な
も
の
と
す
る
。
こ
の
点
は
経
典
に
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。
続
く
〈
各
各
の
見
成
は
、
各
各
の
依
正
な
り
〉
は
、
経
典
で
も
「
種
種
の
類
、
種
種
の
根
性
に
随
い
て
各
、
所
解

同
じ
か
ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
た
。「
所
解
」
と
「
見
成
」
は
、
思
っ
て
判
断
す
る
の
と
、
見
て
判
断
す
る
違
い
で
あ
ろ
う
。

ま
た
経
典
が
た
だ
種
類
、
そ
の
根
性
に
よ
っ
て
違
う
、
と
い
っ
て
い
る
の
を
、
道
元
は
さ
ら
に
〈
各
各
の
依
正
な
り
〉
と
深

め
る
。「
正
」
す
な
わ
ち
主
体
の
違
い
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
と
「
依
」
す
な
わ
ち
環
境
世
界
の
違
い
で
あ
る
と
す
る
。
そ

れ
は
、
後
に
一
水
四
見
を
説
く
伏
線
で
も
あ
ろ
う
。

『
像
法
決
疑
経
』
で
は
、
見
る
主
体
は
最
初
に
言
及
さ
れ
る
一
切
大
衆
で
あ
る
「
諸
大
菩
薩
・
声
聞
弟
子
・
諸
大
梵
王
・

天
・
龍
・
鬼
・
神
・
諸
国
王
」
で
あ
り
、
修
行
者
、
俗
弟
子
だ
け
で
は
な
く
、
梵
王
・
天
・
龍
・
鬼
・
神
と
人
間
以
外
も
含

む
。
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
何
で
あ
れ
、
見
解
、
見
取
、
会
取
、
思
い
、
思
量
な
ど
、
そ
れ
が
「
見
」
で
あ
る
限
り
、
管

見
す
な
わ
ち
狭
い
部
分
的
な
見
方
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
に
道
元
の
「
見
」
に
対
す
る
非
常
に
徹
底
的
な

立
場
が
窺
わ
れ
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
ゴ
ー
タ
マ
・
ブ
ッ
ダ
の
言
葉
と
響
き
合
う
。

も
し
も
人
が
見
解
に
よ
っ
て
清
ら
か
に
な
り
得
る
の
で
あ
れ
な
ら
ば
、
あ
る
い
は
ま
た
人
が
智
識
に
よ
っ
て
苦
し
み

を
捨
て
得
る
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
で
は
煩
悩
に
と
ら
わ
れ
て
い
る
人
が
（
正
し
い
道
以
外
の
）
他
の
方
法
に
よ
っ
て

も
清
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
に
（
筆
者
＝
人
が
ま
っ
た
く
清
ら
か
に
な
る
の
は
見
解
に
よ
る
）
語
る
人

を
「
偏
見
あ
る
人
」
と
呼
ぶ
。（
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ789

）

彼
は
已
に
得
た
（
見
解
）［
先
入
見
］
を
捨
て
去
っ
て
執
着
す
る
こ
と
な
く
、
学
識
に
関
し
て
も
特
に
依
拠
す
る
こ
と



328

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［上］（松岡 由香子）

を
し
な
い
。
人
々
は
（
種
々
異
な
っ
た
見
解
に
）
分
か
れ
て
い
る
が
、
か
れ
は
実
に
党
派
に
盲
従
せ
ず
、
い
か
な
る
見
解

を
も
そ
の
ま
ま
信
じ
る
こ
と
が
な
い
。（
ス
ッ
タ
ニ
パ
ー
タ800

）

こ
こ
に
、
微
妙
な
問
題
が
あ
る
。「
見
現
成
」
と
「
道
現
成
」
の
違
い
の
問
題
で
あ
る
。
見
、
あ
る
い
は
見
解
が
覚
り
で

は
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
分
か
る
。

見
性
禅
で
は
禅
問
答
に
お
け
る
弟
子
の
発
語
（
見
解
）
や
身
体
動
作
は
、
た
い
て
い
は
そ
れ
ぞ
れ
の
さ
と
り
の
境
地
（
の

表
明
）
だ
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
に
は
浅
深
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
言
語
表
現
を
脱
し
た
と
こ
ろ
が
、
本
当
の
悟
り
で
あ

る
と
も
見
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
好
例
が
達
摩
の
四
員
の
弟
子
の
見
解
に
対
す
る
評
価
「
皮
肉
骨
髄
」
で
あ
る
。
無
言
で
立
っ

て
い
て
も
、
そ
れ
は
見
解
の
表
明
の
一
種
で
あ
る
。

〈
正
伝
な
き
と
も
が
ら
お
も
は
く
、
四
子
お
の
お
の
所
解
に
親
疎
あ
る
に
よ
り
て
、
祖
道
ま
た
皮
肉
骨
髄
の
浅
深
不

同
な
り
。
皮
肉
は
骨
髄
よ
り
も
疎
な
り
、
と
お
も
ひ
、
二
祖
の
見
解
す
ぐ
れ
た
る
に
よ
り
て
、
得
髄
の
印
を
え
た
り
、

と
い
ふ
。
か
く
の
ご
と
く
い
ふ
い
ひ
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
仏
祖
の
参
学
な
く
、
祖
道
の
正
伝
あ
ら
ざ
る
な
り
。
し
る
べ

し
、
祖
道
の
皮
肉
骨
髄
は
、
浅
深
に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
た
と
ひ
見
解
に
殊
劣
あ
り
と
も
、
祖
道
は
得
吾
な
る
の
み
な

り
。〉《
葛
藤
》。

こ
の
よ
う
に
道
元
は
「
見
解
」
に
浅
深
の
あ
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ
れ
を
問
題
に
し
な
い
。
い
く
通
り
に
も
言
え
る

し
、
あ
る
い
は
示
さ
れ
る
が
、
い
ず
れ
も
見
解
な
の
で
あ
る
。
大
事
な
こ
と
は
、〈
祖
道
は
得
吾
な
る
の
み
な
り
〉
と
、
人

間
の
見
解
と
は
無
関
係
な
「
そ
の
こ
と
、
恁
麼
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
〈
祖
道
は
一
等
な
り
〉《
葛
藤
》
と
い
わ
れ
て
平
等
で
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あ
る
。
見
解
と
か
知
解
解
会
と
か
い
う
も
の
も
、
ま
っ
た
く
不
要
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ
は
「
さ
と
り
」
で

は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
依
正
に
よ
っ
て
限
定
さ
れ
た
一
隅
の
管
見
な
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、〈
こ
れ
ら
を
仏
祖
の
道
業
と
す
る
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
た
、
仏
祖
の
道こ

と
ばの
行
為
と
は
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
が
「
青
山
常
運
歩
」。「
東
山
水
上
行
」
で
あ
ろ
う
。

＊

二
、　　　
　
　
　

転
境
転
心
は
大
聖
の
所
呵
な
り
、
説
心
説
性
は
仏
祖
の
所
不
肯
な
り
。
見
心
見
性
は
外
道
の
活
計
な
り
、
滞
言
滞
句

は
解
脱
の
道
著
に
あ
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
境
界
を
透
脱
せ
る
あ
り
。
い
は
ゆ
る
青
山
常
運
歩
な
り
、
東
山
水
上
行

な
り
。
審
細
に
参
究
す
べ
し
。

［
注
釈
］

○
転
境
転
心　

大
正
大
蔵
経
に
は
道
元
の
こ
の
箇
所
だ
け
に
あ
る
言
葉
。
続
く
四
字
熟
語
と
の
整
合
性
で
、
そ
こ
で
言
及
さ
れ
る
「
心
」

を
含
む
四
字
熟
語
と
な
っ
て
い
る
の
だ
が
、
内
実
的
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
公
案
」
と
さ
れ
る
問
答
、
句
で
、
境
が
心
を

転
ず
る
と
か
、
心
が
境
を
転
ず
る
こ
と
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

○
大
聖　

仏
道
の
す
ぐ
れ
た
修
行
者
。

＊
道
元
用
例

〈
大
聖
の
行
履
、
は
る
か
に
凡
境
を
出
離
せ
る
の
み
な
り
。
大
聖
も
し
磨
塼
の
法
な
く
ば
、
い
か
で
か
為
人
の
方
便
あ
ら
ん
。〉《
古
鏡
》

こ
れ
は
南
嶽
を
大
聖
と
す
る
。

〈
伝
持
法
蔵
の
大
聖
、
む
か
ふ
べ
き
処
在
に
あ
ら
ず
…
…
人
こ
れ
を
壁
観
婆
羅
門
と
い
ふ
。〉《
行
持
下
》
こ
れ
は
達
磨
を
大
聖
と
す
る
。
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［
水
野
訳
］
で
は
「
大
聖
」
に
（
ほ
と
け
）
と
ル
ビ
を
振
る
。
古
田
『
私
釈
』
は
「
釈
迦
」。
し
か
し
釈
迦
に
限
る
必
要
は
な
い
だ
ろ
う
。

○
所
呵　
「
呵
」
は
大
声
で
責
め
る
、
叱
る
。
叱
責
す
る
と
こ
ろ
。

○
説
心
説
性　

心
や
性
を
説
く
こ
と
。
僧
密
と
洞
山
の
問
答
に
〈
裏
面
に
人
有
り
て
説
心
説
性
す
〉《
説
心
説
性
》
な
ど
と
出
る
。

『
思
想
』・
頭
注
は
「
見
心
見
性
」
と
と
も
に
「『
心
』『
性
』
を
独
立
し
た
も
の
と
し
て
こ
れ
を
説
い
た
り
、
こ
れ
を
見
得
せ
よ
と
い
う

説
」
と
い
う
が
、
例
え
ば
「
見
性
」
を
そ
の
よ
う
に
い
う
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注
は
「
心
や
性
と
い
う
特
別
な
実
体
を
た
て
る
こ
と
を
仏
祖
は
認
め
な
い
」
と
い
う
が
、
こ
れ
も
「
実
体
」
か
ど
う

か
で
は
な
く
、「
心
を
説
き
、
性
を
説
く
」
こ
と
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
文
庫
』
脚
注
は
「
心
（
主
観
）
と
性
（
主
観
の
本
体
）
の
二
つ
を
立
て
て
説
く
」
と
す
る
が
、
禅
宗
で
い
う
「
心
」
や
「
性
」
は
そ
う

い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

○
所
不
肯　
「
肯
」
は
が
え
ん
ず
る
と
訓
読
し
、
承
知
す
る
、
許
可
す
る
の
意
。
認
め
な
い
も
の
。

○
見
心
見
性　

こ
れ
も
四
字
熟
語
と
し
て
は
大
正
大
蔵
経
に
、
こ
の
箇
所
し
か
な
い
。
前
の
〈
説
心
説
性
〉
に
あ
わ
せ
て
、「
見
性
」
を
批

判
す
る
た
め
に
、
道
元
は
〈
見
心
見
性
〉
と
し
た
の
だ
ろ
う
。

　
「
見
性
」
は
、
宋
代
の
禅
宗
で
は
「
不
立
文
字
・
教
外
別
伝
・
直
指
人
心
・
見
性
成
仏
」
が
標
語
に
な
っ
て
い
る
が
、
道
元
は
そ
れ
を
こ

う
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

〈
仏
法
、
い
ま
だ
そ
の
要
、
見
性
に
あ
ら
ず
。
西
天
二
十
八
祖
・
七
仏
、
い
づ
れ
の
処
に
か
仏
法
の
、
た
だ
見
性
の
み
な
り
と
あ
る
。
六

祖
壇
経
に
、
見
性
の
言
あ
り
、
か
の
書
、
こ
れ
偽
書
な
り
。
付
法
蔵
の
書
に
あ
ら
ず
、
曹
谿
の
言
句
に
あ
ら
ず
、
仏
祖
の
児
孫
、
ま
た

く
依
用
せ
ざ
る
書
な
り
。〉《
四
禅
比
丘
》。

『
文
庫
』
脚
注
は
「
心
と
か
性
と
か
い
っ
て
自
己
の
正
体
を
見
き
わ
め
よ
う
と
す
る
」
と
い
う
が
、
そ
う
い
う
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。

○
滞
言
滞
句　

言
句
に
拘
泥
す
る
こ
と
。「
滞
言
」
は
永
嘉
玄
覚
が
「
豈
滞
言
而
惑
理
。（
豈
に
言
に
滞
り
、
理
に
惑
わ
ん
や
）」
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（T
51,242b

）
と
い
い
、「
滞
句
」
は
鼓
山
興
聖
国
師
が
「
句
不
当
機
、
言
非
展
事
。
承
言
者
喪
、
滞
句
者
迷
。（
句
、
機
に
当
た
ら
ず
、

言
、
展
事
に
非
ず
。
言
を
承
く
る
者
は
喪
し
、
滞
句
の
者
は
迷
う
）」（T
51,351a

）
と
使
う
。
い
ず
れ
も
批
判
で
あ
る
。『
碧
巌
録
』
第

十
二
則
評
唱
で
は
智
門
光
祚
の
上
堂
語
と
し
て
引
く
。「
言
無
展
事
。
語
不
投
機
。
承
言
者
喪
。
滞
句
者
迷
。（
言
は
展
事
無
く
、
語
は
投

機
せ
ず
。
言
を
承
く
る
者
は
喪
し
、
滞
句
の
者
は
迷
う
。）」（T
48,p153b

）

【
現
代
語
訳
】

境
を
（
心
に
）
転
じ
、
あ
る
い
は
心
を
（
境
に
）
転
ず
る
こ
と
は
、
す
ぐ
れ
た
修
行
者
の
叱
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
心
や
性
を

説
く
こ
と
は
仏
祖
が
認
め
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
見
心
、
見
性
」
は
、
仏
教
で
は
な
い
宗
教
の
や
り
方
で
あ
る
。
言
句
に

拘
泥
す
る
こ
と
は
、
解
脱
（
し
た
者
）
の
言
い
方
で
は
な
い
。
こ
の
よ
う
な
境
界
を
透
脱
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
こ
で
い
う

「
青
山
常
運
歩
」
で
あ
る
。「
東
山
水
上
行
」
で
あ
る
。
審こ

と
こ
ま
か細に
参
究
す
る
が
よ
い
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

青
山
を
境
と
し
、
見
る
も
の
を
心
に
擬
す
る
こ
と
は
、
能
所
対
峙
の
常
見
で
あ
っ
て
、
大
乗
の
談
で
な
い
こ
と
は
明

か
で
あ
る
が
、
転
境
帰
心
、
転
心
帰
境
と
い
え
ど
も
、
な
お
対
峙
の
名
残
を
と
ど
め
て
い
る
。
さ
ら
に
向
上
し
て
、
い

か
に
し
て
山
河
大
地
を
自
己
に
帰
せ
し
め
ん
、
と
い
う
の
も
、
こ
こ
に
呵
す
る
と
こ
ろ
の
転
境
で
あ
る
。
い
か
に
し
て

自
己
を
転
じ
て
山
河
大
地
に
帰
せ
し
め
ん
、
と
い
う
古
仏
長
沙
の
応
答
も
、
こ
こ
に
呵
す
る
と
こ
ろ
の
転
心
で
あ
る
。

こ
れ
を
も
含
め
て
、
転
境
転
心
は
大
聖
の
呵
す
る
所
と
い
う
。
説
心
説
性
は
道
元
み
ず
か
ら
正
法
眼
蔵
説
心
説
性
に
お

い
て
、
仏
祖
最
要
の
道
と
し
て
挙
揚
す
る
と
こ
ろ
、
い
ま
は
こ
れ
を
も
仏
祖
の
肯
ん
ぜ
な
い
所
と
い
う
。
心
を
云
い
、
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性
を
説
く
の
は
実
際
戲
論
と
し
て
仏
祖
の
所
不
肯
で
あ
る
。
禅
門
で
は
見
心
見
性
を
最
要
と
す
る
が
、
い
ま
は
外
道
の

い
わ
ゆ
る
霊
知
と
異
な
る
な
し
と
斥
け
る
。
畢
竟
相
応
の
知
見
を
悉
く
退
治
せ
し
め
ん
と
す
る
慈
誨
で
あ
る
。（
七
八
）

知
見
解
会
は
、
ひ
と
り
で
に
如
何
よ
う
に
も
向
上
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
先
人
の
喪
身
失
命
底
に
現
成
せ
る
道
も
、

知
見
解
会
に
取
っ
て
以
て
容
易
に
自
家
薬
籠
中
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
出
来
る
。（
七
八
、七
九
）

（
検
討
）

〈
転
境
転
心
〉
以
下
四
句
熟
語
の
四
つ
を
「
相
応
の
知
見
」
と
捉
え
て
い
る
。
し
か
し
、〈
転
心
転
境
〉
や
〈
見
心
見
性
〉

が
「
知
見
」
で
あ
る
と
は
と
う
て
い
い
え
ま
い
。
知
見
だ
と
と
れ
ば
、
前
段
の
〈
管
見
〉
か
ら
の
つ
な
が
り
は
つ
く
が
、
そ

う
で
は
な
い
。
こ
こ
に
は
「
知
見
解
会
」
は
少
し
も
言
及
さ
れ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
道
元
が
言
及
し
な
い
「
知
見
解
会
」

を
持
ち
出
し
、
そ
れ
に
つ
い
て
《
行
仏
威
儀
》
な
ど
を
引
用
し
て
、
二
頁
に
わ
た
っ
て
論
を
展
開
し
て
い
る
が
、
妥
当
で
は

あ
る
ま
い
。
ま
た
「
説
心
説
性
」
が
《
説
心
説
性
》
巻
の
叙
述
と
違
う
こ
と
は
指
摘
さ
れ
て
も
、
そ
の
理
由
は
言
及
さ
れ
て

い
な
い
。

古
田
『
私
釈
』

心
と
対
象
と
を
二
元
的
に
わ
け
て
見
る
見
方
は
大
聖
釈
迦
の
呵
す
る
所
で
あ
り
、
心
と
説
き
性
と
説
い
て
そ
の
い
ず

れ
か
で
あ
る
と
す
る
の
も
仏
祖
の
肯
わ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
山
は
心
で
あ
る
と
か
、
性
で
あ
る
と
か
い
わ
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
見
心
見
性
と
い
っ
て
心
性
を
二
つ
に
見
る
の
は
外
道
で
あ
り
、
大
乗
の
す
ぐ
れ

た
説
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
小
乗
教
を
指
し
て
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
ん
な
に
こ
の
教
が
活
溌
な

も
の
で
あ
っ
て
も
取
る
べ
き
で
は
な
い
と
し
て
斥
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
滞
言
滞
句
、
言
句
に
滞
る
も
の
は
解
脱
を
得

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
山
の
功
徳
と
い
っ
て
も
そ
の
功
徳
の
言
句
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
は
解
脱
の
道
著
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と
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。（
三
〇
、三
一
）

『
辨
註
』
に
よ
る
と
、
…
…
こ
と
に
滞
言
滞
句
を
重
大
視
し
、
道
元
の
「
審
細
に
参
究
す
べ
し
」
と
い
っ
て
い
る
こ

と
を
こ
の
点
に
し
ぼ
っ
て
、
こ
の
示
誨
こ
そ
を
参
究
せ
よ
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
三
一
）

（
検
討
）

〈
説
心
説
性
〉
に
つ
い
て
『
聞
解
』
が
「
転
境
帰
心
、
転
心
帰
境
抔な
ど

と
二
つ
物
を
見
る
は
小
乗
の
見
で
大
聖
如
来
の
呵
す

る
処
な
り
。
大
乗
で
は
能
所
を
分
け
ぬ
…
…
」（
二
三
二
）
と
あ
る
の
を
受
け
た
解
釈
で
あ
る
が
、
自
己
（
心
）
と
万
法
（
境
）

の
関
わ
り
を
説
く
の
が
道
元
で
あ
り
、「
転
境
帰
心
、
転
心
帰
境
」
も
禅
の
詞
の
常
套
で
あ
っ
て
、
境
と
心
を
説
く
こ
と
が

批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
ま
っ
た
く
な
い
。〈
説
心
説
性
〉
は
、
禅
宗
の
重
要
な
詞
で
あ
る
「
性
」
と
「
心
」
を
説
く
も

の
で
、《
説
心
説
性
》
巻
に
明
ら
か
な
よ
う
に
「
そ
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
な
い
。〈
見
心
見
性
〉

は
い
わ
ゆ
る
「
見
性
」
と
「
見
心
」
で
あ
り
、「
心
性
」
を
二
つ
に
見
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
見
性
」
が
仏
性
を
見
る
、

と
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
常
識
で
あ
り
、
宋
代
に
盛
ん
に
な
っ
た
そ
れ
を
、
道
元
は
〈
外
道
の
活
計
〉
と
こ
き
下
ろ
し
て
い

る
の
で
あ
る
。
古
田
は
臨
済
宗
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
「
見
性
禅
」
が
批
判
さ
れ
る
の
は
ま
ず
い
と
お
も
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

〈
見
心
見
性
〉
が
小
乗
の
教
え
だ
な
ど
聞
い
た
こ
と
が
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

奪
境
不
奪
人
は
転
境
だ
。
奪
人
不
奪
境
は
転
心
だ
。
そ
れ
ら
は
一
時
の
道
具
だ
か
ら
、
用
が
済
ん
だ
ら
捨
て
る
の

だ
。
心
と
説
き
性
と
説
く
の
も
そ
う
だ
。
道
元
禅
師
は
『
正
法
眼
蔵
説
心
説
性
』
の
巻
に
置
い
て
、「
説
心
説
性
は
仏

道
の
大
本
な
り
。」
と
示
し
て
お
ら
れ
る
が
、
そ
れ
で
い
て
、
こ
こ
で
は
、
仏
祖
の
肯う

け
がわ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
と
、
厳
し
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く
そ
れ
を
斥し
り
ぞけ
て
い
る
。
言
を
承
け
て
は
、
す
べ
か
ら
く
宗
を
会
す
べ
し
だ
。
言
葉
の
精
神
を
う
け
と
る
こ
と
が
大
切

だ
。（
七
九
）

間
違
っ
た
直
指
人
心
見
性
成
仏
は
禅
門
の
一
本
槍
だ
。
だ
が
見
性
に
も
明
暗
浅
深
の
差
が
非
常
に
あ
る
。
…
…
見
性

を
軽
く
あ
つ
か
え
ば
、
見
性
な
ど
と
る
に
足
ら
な
い
も
の
だ
。
…
…
そ
れ
が
大
悟
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
も
の
で
あ
っ
て

も
、
そ
れ
を
か
つ
い
だ
ら
、
頭
上
に
頭
を
重
ね
た
ば
け
も
の
と
な
る
。
だ
か
ら
外
道
の
活
計
だ
。（
八
〇
）

言
句
だ
け
に
限
る
の
で
は
な
い
。
日
常
の
行
履
も
す
べ
て
そ
う
だ
。
滞
っ
た
ら
解
脱
道
で
は
な
い
。（
同
）

（
検
討
）

「
転
心
転
境
」
と
は
、
た
と
え
ば
「
一
切
語
言
、
山
河
大
地
。
一
一
転
帰
自
己
」（『
碧
巌
録
』T

48,142b

）
と
い
う
よ
う
な

こ
と
で
、
臨
済
の
四
料
簡
（
奪
境
不
奪
人
な
ど
）
と
は
異
な
る
。
安
谷
が
、
そ
れ
を
臨
済
の
四
料
簡
の
中
の
二
つ
で
あ
る
と
す

る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
彼
は
そ
れ
を
「
一
時
の
道
具
」
で
あ
る
、
と
認
め
て
開
き
直
っ
て
い
る
。
道
元
は
〈
あ

に
四
料
簡
等
に
、
道
味
あ
り
と
し
て
学
法
の
指
南
と
せ
ん
や
〉《
仏
経
》
と
い
っ
て
い
る
の
を
知
っ
て
の
上
で
あ
ろ
う
。
ま

た
「
見
性
」
も
道
元
が
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
こ
と
を
承
知
で
「
見
性
を
軽
く
あ
つ
か
え
ば
、
見
性
な
ど
と
る
に
足
ら
な
い

も
の
だ
」、「
そ
れ
を
か
つ
い
だ
ら
…
…
ば
け
も
の
と
な
る
」
と
、「
見
性
」
が
、
正
し
く
用
い
ら
れ
れ
ば
と
暗
示
し
て
食
い

下
が
り
、
な
ん
と
か
「
見
性
」
を
認
め
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
る
。
恐
れ
入
る
ば
か
り
で
あ
る
。

森
本
『
花
開
』

（
前
の
三
節
一
に
つ
い
て
）
こ
れ
ら
す
べ
て
が
、
な
お
二
元
論
的
な
対
象
認
識
に
す
ぎ
な
い
と
し
て
、
道
元
に
よ
っ
て

批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
か
ら
次
の
節
へ
は
、
き
わ
め
て
論
理
的
な
当
然
の
展
開
な
の
で
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あ
る
。（
三
八
）

基
本
に
な
る
二
元
論
的
図
式
が
温
存
さ
れ
た
ま
ま
で
は
、
対
象
的
認
識
の
誤
謬
を
脱
し
切
れ
な
い
で
あ
ろ
う
。

（
三
九
）

第
二
十
五
「
渓
声
山
色
」
の
巻
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
問
答
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
長
沙
景
岑
禅
師
に
…
…
。
な
る
ほ

ど
、
そ
の
両
者
（
心
と
境
＝
筆
者
）
の
関
係
は
、
た
と
え
ば
第
四
「
身
心
学
道
」
の
巻
に
も
あ
る
と
お
り
、「
し
ば
ら
く

山
河
大
地
日
月
星
辰
、
こ
れ
心
な
り
」
で
あ
り
、
…
…
ま
た
第
九
「
古
仏
心
」
の
巻
に
紹
介
さ
れ
て
い
る
大
証
国
師
と

僧
と
の
問
答
に
お
い
て
…
…
。（
四
一
）

「
説
心
説
性
」
と
は
、「
心
を
説
き
性
を
説
く
」
こ
と
で
あ
る
が
、「
転
心
転
境
」
に
た
い
す
る
批
判
が
二
元
論
の
拒
否

で
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
固
定
さ
れ
た
本
質
主
義
、
な
い
し
は
実
体
主
義
が
批
判
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
こ
こ
で
批
判
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
五
「
即
心
是
仏
」
の
巻
に
お
い
て
、
…
…
。（
四
三
）

こ
の
よ
う
な
意
味
に
お
い
て
こ
こ
で
は
「
説
心
説
性
」
が
「
仏
祖
の
所
不
肯
な
り
」
と
し
て
き
び
し
く
し
り
ぞ
け
ら

れ
る
の
で
あ
る
が
、
一
面
的
に
こ
の
よ
う
な
見
方
に
執
す
る
こ
と
も
ま
た
さ
け
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
第
四
十
二
「
説
心
説
性
」
の
巻
に
お
い
て
は
…
…
。（
四
五
）

さ
ら
に
つ
づ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
も
説
か
れ
る
。「
お
ほ
よ
そ
仏
仏
祖
祖
の
あ
ら
ゆ
る
功
徳
は
、
こ
と
ご
と
く
こ
れ

説
心
説
性
な
り
。
平
常
の
説
心
説
性
あ
り
、
牆
壁
瓦
礫
の
説
心
説
性
あ
り
。
い
は
ゆ
る
心
生
種
種
法
生
の
道
理
現
成

し
、
心
滅
種
種
法
滅
の
道
理
現
成
す
る
、
し
か
し
な
が
ら
心
の
説
な
る
時
節
な
り
、
性
の
説
な
る
時
節
な
り
。
し
か
あ

る
に
、
心
を
通
ぜ
ず
、
性
に
達
せ
ざ
る
庸
流
、
く
ら
く
し
て
説
心
説
性
を
し
ら
ず
、
談
玄
談
妙
を
し
ら
ず
、
仏
祖
の
道

に
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
い
ひ
、
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
と
を
し
ふ
。
説
心
説
性
を
説
心
説
性
と
し
ら
ざ
る
に
よ
り
て
、
説
心

説
性
を
説
心
説
性
と
お
も
ふ
な
り
。
こ
れ
こ
と
に
大
道
の
通
塞
を
批
判
せ
ざ
る
に
よ
り
て
な
り
。」
こ
こ
ま
で
読
め
ば
、
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も
は
や
、
こ
の
「
説
心
説
性
」
の
巻
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、「
説
心
説
性
は
仏
祖
の
所
不
肯
な
り
」
と
の
あ
い
だ

に
矛
盾
が
な
い
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
は
ず
で
あ
る
。（
四
六
）

「
山
水
経
」
の
巻
の
本
文
で
「
仏
祖
の
所
不
肯
」
と
さ
れ
て
い
る
「
説
心
説
性
」
に
お
い
て
は
「『
心
』
や
『
性
』
が

『
説
』
と
は
切
り
離
さ
れ
た
客
観
的
対
象
物
と
な
る
傾
向
」
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し

て
、
そ
の
よ
う
な
傾
向
は
、
つ
ぎ
の
「
見
心
見
性
」
に
お
い
て
さ
ら
に
顕
著
な
の
で
あ
る
。（
四
八
）

い
ま
か
り
に
敦
煌
本
『
六
祖
壇
経
』
を
開
い
て
み
れ
ば
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
（
見
性
の
＝
筆
者
）
用
例
が
目
に
つ
く
。

（
四
つ
の
引
用
、
唐
木
順
三
の
見
解
な
ど
略
す
＝
筆
者
）
道
元
が
利
用
し
た
か
と
思
わ
れ
る
流
布
本
『
六
祖
壇
経
』
に
つ
ぎ
の

よ
う
な
く
だ
り
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。「
汝
の
本
性
は
、
…
…
（
中
略
＝
筆
者
）
即
ち
見
性
成
仏
と
名
づ
け
、
ま
た
如
来

知
見
と
名
づ
く
」
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
い
わ
ゆ
る
“
自
然
外
道
”
へ
の
途
を
開
く
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
が
ゆ
え

に
、
道
元
と
し
て
は
ど
う
し
て
も
認
め
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
あ
る
。（
四
九
、五
〇
）

「
滞
言
滞
句
」
は
、
言
語
活
動
が
融
通
無
碍
の
活
発
な
も
の
で
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
す
べ
き
な
の

だ
。（
五
一
）

（
検
討
）

こ
の
解
釈
だ
け
が
、
そ
れ
ま
で
の
叙
述
と
こ
こ
と
の
関
連
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
そ
の
解
釈
が
ま
っ
た
く
的
外
れ
で
あ
る

か
ら
、
関
連
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

「
転
心
転
境
」
に
つ
い
て
《
渓
声
山
色
》
巻
の
問
答
を
引
用
す
る
の
は
い
い
が
、
そ
れ
を
《
身
心
学
道
》
や
《
古
仏
心
》

の
「
心
」
に
関
す
る
問
答
に
広
げ
る
の
は
、
そ
れ
ら
は
道
元
が
「
心
」
を
肯
定
し
て
使
っ
て
い
る
の
で
、
問
題
が
ま
っ
た
く

異
な
り
適
当
で
は
な
い
。

〈
説
心
説
性
〉
は
先
尼
外
道
の
説
だ
と
し
て
《
即
心
是
仏
》
の
先
尼
外
道
批
判
を
長
々
と
引
用
す
る
が
、
関
係
は
な
い
。
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い
っ
た
い
、
道
元
は
〈
説
心
説
性
〉〈
見
性
見
心
〉
も
、
こ
こ
で
は
何
も
詳
し
く
は
展
開
し
て
い
な
い
の
に
、《
身
心
学
道
》

《
古
仏
心
》《
説
心
説
性
》
や
《
仏
性
》
な
ど
色
々
な
『
正
法
眼
蔵
』
の
巻
を
長
く
引
用
し
て
、
そ
の
こ
と
に
よ
り
か
え
っ
て

本
文
で
道
元
が
い
お
う
と
す
る
こ
と
を
分
か
ら
な
く
し
て
い
る
。

道
元
の
思
想
に
は
、
当
然
な
が
ら
時
代
に
よ
っ
て
変
化
が
あ
っ
た
の
に
、
明
白
に
論
旨
が
異
な
る
こ
の
巻
と
《
説
心
説

性
》
の
〈
説
心
説
性
〉
を
「
矛
盾
が
な
い
」
な
ど
と
ど
う
し
て
い
え
る
の
か
。
ま
た
「
心
」
や
「
性
」
は
、「『
説
』
と
は
切

り
離
さ
れ
た
客
観
的
対
象
物
と
な
る
傾
向
」
が
あ
る
と
い
う
が
、
心
や
性
は
モ
ノ
で
は
な
い
の
だ
か
ら
「
客
観
的
対
象
物
と

な
る
」
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
そ
も
そ
も
道
元
は
「
心
」
や
「
性
」
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
説
心
説
性
」
を

批
判
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

道
元
の
見
性
批
判
は
、
十
二
巻
本
の
《
四
禅
比
丘
》
以
外
は
、『
六
祖
壇
経
』
の
説
に
対
し
て
な
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な

い
。「
滞
言
滞
句
」
の
理
解
も
禅
宗
史
と
の
関
連
が
ま
っ
た
く
欠
落
し
て
い
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

「
転
境
転
心
」
と
は
、
心
（
自
己
）
と
境
（
環
境
）
と
い
う
二
つ
を
立
て
て
、
心
が
境
を
転
ず
る
と
す
る
の
が
い
わ
ゆ

る
観
念
論
で
、
逆
に
境
が
心
を
転
ず
る
と
す
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
実
在
論
で
す
が
、
そ
れ
ら
い
ず
れ
も
「
大
聖
の
所

呵
」
つ
ま
り
、
仏
様
が
お
し
か
り
に
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
…
…
と
い
う
の
は
、
も
と
も
と
心
と
か
性
と
か
い
う
特
別
の

存
在
を
立
て
て
見（

マ
マ
）る
と
い
う
の
は
仏
法
で
は
な
い
か
ら
で
す
。
さ
ら
に
こ
の
心
や
性
と
い
う
特
別
の
も
の
を
立
て
て
、

こ
れ
を
見
る
と
い
う
「
見
心
見
性
」
は
、
ま
っ
た
く
、
外
道
の
す
る
こ
と
で
し
か
な
い
。（
五
七
）

「
滞
言
滞
句
」、
言
葉
に
拘
泥
す
る
の
で
は
、
生
命
実
物
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
要
す
る
に
な
に
か
を
取
り
立
て

た
ら
、
こ
れ
が
し
こ
り
に
な
っ
て
し
ま
う
の
で
す
ね
。（
五
八
）
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（
検
討
）

「
転
境
」
が
観
念
論
で
、「
転
心
」
が
実
在
論
だ
と
は
、
ま
っ
た
く
思
わ
れ
な
い
。
ま
た
「
心
」
と
か
「
性
」
を
立
て
る
か

ら
〈
見
心
見
性
〉
が
批
判
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
道
元
は
こ
こ
で
心
や
性
を
批
判
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、「
見
心

見
性
」
と
い
う
体
験
と
、
そ
の
原
理
と
な
る
よ
う
な
師
家
の
あ
り
方
を
批
判
し
て
い
る
。〈
滞
言
滞
句
〉
に
関
し
て
も
、
こ

れ
が
公
案
を
扱
う
一
つ
の
悪
い
あ
り
方
だ
と
い
う
こ
と
が
、
見
落
と
さ
れ
て
い
る
。

【
私
釈
】

こ
こ
で
は
〈
転
心
転
境
〉〈
説
心
説
性
〉〈
見
心
見
性
〉〈
滞
言
滞
句
〉
の
四
句
へ
の
批
判
が
、
唐
突
に
出
て
く
る
よ
う
に

見
え
る
。
諸
解
釈
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
言
及
し
て
い
る
の
は
的
外
れ
な
森
本
『
花
開
』
だ
け

で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
句
は
、
文
字
の
上
で
は
こ
れ
ま
で
説
か
れ
て
き
た
〈
青
山
常
運
歩
〉〈
東
山
水
上
行
〉
な
ど
を
め
ぐ
る

言
葉
と
ま
っ
た
く
切
り
結
ば
な
い
。
い
っ
た
い
、
こ
こ
は
そ
れ
以
前
の
叙
述
と
ど
う
か
か
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。

そ
の
関
わ
り
が
、
最
後
の
〈
か
く
の
ご
と
く
の
境
界
を
透
脱
せ
る
あ
り
、
い
は
ゆ
る
青
山
常
運
歩
な
り
、
東
山
水
上
行
な

り
〉
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、〈
青
山
常
運
歩
〉〈
東
山
水
上
行
〉
は
〈
転
心
転
境
〉〈
説
心
説
性
〉〈
見
心
見
性
〉〈
滞
言
滞
句
〉
と
い
う
よ

う
な
境
界
で
扱
っ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
扱
い
の
間
違
い
が
、
次
節
で
〈
現
在
大
宋
国
に
、
杜
撰
の
や
か
ら

…
…
〉
と
出
る
。
こ
れ
は
、
宋
代
禅
宗
の
固
有
の
問
題
で
あ
ろ
う
。

宋
代
に
入
っ
て
『
宗
鏡
録
』
百
巻
や
、『
景
徳
伝
燈
録
』
三
十
巻
と
そ
れ
に
続
く
灯
史
が
編
ま
れ
た
ほ
か
、
公
案
集
で
あ

る
『
雪
竇
頌
古
』
に
評
唱
な
ど
を
加
え
た
圜
悟
の
『
碧
巌
録
』（
一
一
二
五
年
）、
大
慧
の
『
正
法
眼
蔵
』
六
六
三
則
（
宋
版

一
一
四
七
年
）
が
編
ま
れ
た
。
そ
し
て
道
元
を
含
め
、
禅
宗
の
修
行
者
は
そ
れ
ら
の
公
案
を
商
量
し
て
い
く
。
こ
の
視
点
を
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も
っ
て
、
四
句
の
問
題
を
見
て
み
た
い
。

さ
て
、
最
初
に
〈
転
心
転
境
〉
と
あ
る
。
こ
れ
は
諸
解
釈
も
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、《
山
水
経
》
と
主
題
が
似
て
い

る
《
谿
声
山
色
》
に
お
け
る
長
沙
岑
禅
師
と
僧
の
問
答
に
も
関
連
し
よ
う
。
道
元
は
、
僧
が
境
を
転
じ
て
自
己
（
心
）
に
帰

せ
し
め
よ
う
と
し
、
長
沙
が
自
己
（
心
）
を
転
じ
て
境
に
帰
せ
し
め
よ
う
と
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
転
心
も
転
境
も
否
定
し

て
、
そ
の
問
答
に
対
し
て
道
元
は
〈
い
ま
の
道
取
は
、
自
己
の
お
の
づ
か
ら
自
己
に
て
あ
る
、
自
己
た
と
ひ
山
河
大
地
と
い

ふ
と
も
、
さ
ら
に
所
帰
に
罣
礙
す
べ
き
に
あ
ら
ず
〉
と
、
ど
ち
ら
か
に
帰
す
る
と
い
う
こ
と
自
体
が
だ
め
で
あ
る
と
答
え
て

い
る
。
こ
れ
は
『
碧
巌
録
』
に
第
二
則
評
唱
「
百
丈
道
一
切
語
言
。
山
河
大
地
。
一
一
転
帰
自
己
。（
百
丈
道
う
、
一
切
の
語

言
、
山
河
大
地
。
一
一
転
じ
て
自
己
に
帰
す
。T
48,142b

）」、
第
三
十
九
則
評
唱
「
百
丈
道
。
森
羅
万
象
。
一
切
語
言
。
皆
転
帰
自

己
。」（T

48,177b

）〔
ど
ち
ら
も
百
丈
の
語
録
に
は
存
在
し
な
い
。〕
と
あ
る
の
が
「
転
境
」
の
代
表
で
あ
ろ
う
。、
こ
れ
は
宋

代
な
ら
ず
と
も
、
た
と
え
ば
安
谷
が
「
而
今
の
山
水
は
、
認
識
以
前
の
本
来
の
自
己
で
あ
り
、
本
来
の
自
己
の
脱
体
現
成
で

あ
る
」（
四
九
）、「
山
と
は
自
己
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
、
い
う
ま
で
も
な
い
」（
七
三
）
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
さ
に
そ
れ
を
、〈
大
聖
の
所
呵
な
り
〉
と
道
元
は
断
じ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
青
山
常
運
歩
」
を
間
違
う
の
で
あ
る
。

「
大
聖
」
は
［
注
釈
］
に
も
挙
げ
た
よ
う
に
釈
迦
や
仏
と
す
る
必
要
は
な
い
。
他
の
仏
祖
で
も
い
い
わ
け
で
あ
る
。

次
の
〈
説
心
説
性
〉
は
大
慧
宗
杲
が
「
昔
、
達
磨
、
二
祖
に
謂
い
て
曰
く
、
汝
、
但
だ
外
に
諸
縁
を
息
め
、
内
に
心
喘
ぐ

な
か
れ
。
心
牆
壁
の
如
く
に
し
て
以
て
道
に
入
る
べ
し
。
二
祖
、
種
種
に
説
心
説
性
す
れ
ど
も
倶
に
契
わ
ず
」（『
大
慧
語
録
』

T
47,925b

）
を
引
い
て
よ
く
批
判
し
て
い
た
こ
と
で
あ
り
、
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

「
是
れ
説
心
説
性
し
て
得
、
説
玄
説
妙
、
説
理
説
事
し
て
得
る
こ
と
莫な

き
や
。
既
に
総
不
得
な
り
。
只
だ
、
恁
麼

に
休
し
去
る
べ
か
ら
ず
。
既
に
休
し
去
る
べ
か
ら
ず
。
又
た
説
心
説
性
、
説
玄
説
妙
し
、
説
理
説
事
す
べ
か
ら
ず
。」
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（
同
、T

47,830c

）

こ
れ
は
当
時
の
文
芸
化
し
て
い
た
禅
語
録
の
理
知
的
参
究
に
対
す
る
、
看
話
禅
か
ら
の
批
判
で
、
公
案
を
知
解
し
た
り
、

言
葉
で
説
く
こ
と
の
批
判
で
あ
る
。

「
説
心
説
性
は
是
れ
汚
染
。
説
玄
説
妙
は
是
れ
汚
染
。」（
同
、916b

）、

「
這
裏
に
到
り
て
は
説
仏
説
祖
、
説
心
説
性
、
説
玄
説
妙
。
説
理
説
事
、
説
好
説
悪
、
亦
た
是
れ
外
辺
の
事
な
り
。」

（
同
、927b

）

い
っ
ぽ
う
、
無
事
禅
の
批
判
の
言
葉
と
し
て
肯
定
的
に
も
用
い
た
。
大
慧
の
師
、
圜
悟
は
こ
う
無
事
禅
を
批
判
す
る
。

「
有あ

る
般
底
人
は
道い

う
、
本
来
一
星
事
も
無
し
。
但た只
だ
茶
に
遇
っ
て
は
茶
を
喫
し
、
飯
に
遇
っ
て
は
飯
を
喫
す
、

と
。
此
れ
は
是
れ
大
妄
語
、
之
を
未
だ
得
ざ
る
に
得
た
り
と
謂お

も

い
、
未
だ
証さ
と

ら
ざ
る
に
証
れ
り
と
謂お
も

う
と
謂い

う
。
元

来
、
曾
て
参
得
透
せ
ざ
る
に
、
人
の
心
を
説
き
性
を
説
き
、
玄
を
説
き
妙
を
説
く
を
見
て
は
、
便
ち
道
く
、
只
だ
是
れ

狂
言
な
り
。
本
来
無
事
な
る
を
、
と
。
一
盲
、
衆
盲
を
引
く
と
謂
う
べ
し
。」（『
碧
巌
録
』
第
九
則
評
唱
、T

48,149b

）

「
上
載
と
は
、
爾
が
与た

め

に
説
心
説
性
し
、
説
玄
説
妙
し
て
、
種
種
に
方
便
す
る
こ
と
な
り
。
若
し
是
れ
下
載
な
ら

ば
、
更
に
許あ

ま
た多
の
義
理
玄
妙
無
し
。
有あ
る
も
の底
は
一
担
の
禅
を
担に
な

う
も
、
趙
州
の
処
に
到
り
て
、
一
點
も
ま
た
使
う
こ
と

不え

ず著
。
一
時
に
他
が
与
に
打
畳
さ
れ
灑
灑
落
落
た
ら
し
め
一
星
事
無
し
。
之
を
悟
り
了
れ
ば
還
っ
て
未
悟
の
時
に
同
じ

と
謂
う
。」（『
碧
巌
録
』
第
四
十
五
則
評
唱
、T

48,182b

）
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と
こ
ろ
で
、
道
元
も
、
仏
教
や
公
案
を
知
解
し
た
り
、
解
説
す
る
こ
と
を
批
判
す
る
の
は
当
然
で
あ
り
、
こ
の
箇
所
と
同

様
に
、
初
期
、
中
期
に
は
そ
れ
を
批
判
し
て
い
た
。

＊
道
元
用
例

上
堂
。
云
。
自
非
祖
師
西
来
、
余
外
未
知
法
実
帰
。
何
況
能
知
仏
向
上
事
。
談
玄
説
妙
未
是
。
説
心
説
性
未
是
。
若

放
玄
妙
無
所
住
処
、
若
遣
心
性
無
所
繋
処
、
是
由
但
向
声
色
裏
求
活
計
而
已
。
…
…
（
上
堂
。
云
く
祖
師
西
来
に
非
ざ
る
よ

り
は
、
余
外
は
未
だ
法
の
実
帰
を
知
ら
ず
。
何い
か

に
況
や
能
く
仏
向
上
事
を
知
ら
ん
や
。
談
玄
説
妙
は
未
だ
是
な
ら
ず
。
説
心
説
性
は
未

だ
是
な
ら
ず
。
若
し
玄
妙
を
無
所
住
処
に
放
ち
、
若
し
心
性
を
無
所
繋
の
処
に
遣は
な

た
ば
、
是
れ
但
だ
声
色
裏
に
活
計
を
求
む
る
に
由
る

而の

み已
な
り
…
…
）（『
永
平
広
録
』
96
）

正
知
道
非
仮
、
直
了
悟
是
重
。
此
時
、
使
得
拄
杖
兮
、
打
散
説
玄
説
妙
、
渾
無
迷
蹤
。
拈
得
竹
篦
兮
、
打
砕
説
性
説

心
、
那
存
旧
轍
乎
…
…
（
正
し
く
道
の
仮
に
非
ざ
る
こ
と
を
知
り
、
直
に
悟
の
是
れ
重
き
こ
と
を
了さ

と

る
。
此
の
時
、
拄
杖
を
使
得
し

て
、
説
玄
説
妙
を
打
散
す
、
渾す
べ

て
迷
蹤
な
し
。
竹
篦
を
拈
得
し
て
、
説
性
説
心
を
打
砕
す
、
那な

ん

ぞ
旧
轍
を
存
せ
ん
。
…
…
）（『
永
平
広

録
』
巻
八
法
語
五
）

こ
の
よ
う
に
道
元
の
法
語
に
は
、「
悟
」
を
重
視
し
て
、
言
語
文
字
を
軽
視
す
る
語
が
多
い
。

《
山
水
経
》
を
書
い
て
三
年
後
、
越
前
吉
峰
寺
に
移
っ
て
か
ら
、「
説
心
説
性
」
を
肯
定
す
る
《
説
心
説
性
》
が
書
か
れ
た

が
、
そ
れ
は
大
慧
宗
杲
批
判
と
し
て
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
今
は
問
題
に
し
ま
い
。

〈
見
心
見
性
〉
は
、
そ
の
重
心
が
「
見
性
」
批
判
に
か
か
る
。
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「
見
心
」
自
体
は
、『
景
徳
伝
燈
録
』
に
も
馬
祖
の
言
葉
と
し
て
「
森
羅
万
象
一
法
之
所
印
。
凡
所
見
色
皆
是
見
心
（
森

羅
万
象
は
一
法
の
印
す
る
所
な
り
。
凡
そ
見
る
所
の
色
は
皆
な
是
れ
心
を
見
る
な
り
）」（T

51,246a

）
と
い
わ
れ
て
お
り
、「
見
色
便
見

心
」
と
し
て
、
仰
山
（
同
、283b

）、
首
山
（
同
、304b

）、
龍
冊
寺
順
徳
（
同
、348c

）、
龍
華
寺
真
覚
（
同
、352b

）、
長
慶
（
同
、

354c
）
な
ど
が
言
及
し
て
い
る
。「
見
心
」
の
批
判
は
こ
こ
以
外
の
道
元
の
著
作
に
は
無
く
、
他
の
禅
師
で
も
「
見
色
見
心
」

は
批
判
さ
れ
て
も
「
見
心
」
だ
け
の
批
判
は
聞
か
な
い
。

次
に
「
見
性
」
に
つ
い
て
み
た
い
。

道
元
の
時
代
に
盛
ん
で
あ
っ
た
臨
済
禅
の
各
派
は
、
黄
龍
派
の
無
事
禅
以
外
は
「
見
性
」
を
期
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
で

は
あ
る
ま
い
。
楊
岐
派
の
虎
丘
紹
隆
が
伝
え
る
禅
に
特
に
見
性
が
盛
ん
で
あ
り
、
し
か
も
日
本
に
伝
え
ら
れ
た
禅
宗
四
十
六

伝
の
う
ち
三
十
六
伝
が
虎
丘
派
で
あ
る
。
日
本
達
磨
宗
も
楊
岐
派
の
流
れ
で
、
そ
の
文
献
に
は
『
見
性
成
仏
論
』
や
見
性
を

説
く
初
期
禅
文
献
『
血
脈
論
』
が
あ
る
。
懐
奘
が
道
元
に
初
相
見
し
た
と
き
、
見
性
が
論
題
に
な
っ
た
こ
と
を
『
伝
光
録
』

は
こ
う
伝
え
る
。「（
懐
奘
は
）
猶
ほ
す
で
に
多
武
の
峰
に
参
ず
。
頗
る
に
見
性
成
仏
の
旨
に
達
す
。
…
…
元
和
尚
始
め
て
対

談
せ
し
時
、
両
三
日
は
只
だ
師
の
得
所
に
同
じ
。
見
性
霊
知
の
こ
と
を
談
ず
。」

さ
ら
に
大
慧
宗
杲
の
見
性
（
看
話
）
禅
は
、
宋
の
士
太
夫
の
間
で
も
僧
侶
の
間
で
も
非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
い
た
。
大
慧

の
師
で
あ
る
圜
悟
の
『
碧
巌
録
』
に
は
次
の
よ
う
に
「
見
性
」
が
、
他
の
「
不
立
文
字
」、「
直
指
人
心
」
と
共
に
使
わ
れ
、

禅
の
標
語
に
な
っ
て
い
る
。

「
単
伝
心
印
。
開
示
迷
塗
。
不
立
文
字
。
直
指
人
心
。
見
性
成
仏
。」（
第
一
則
評
唱
、T

48,140b

）

「
如
祖
師
西
来
。
単
伝
心
印
。
直
指
人
心
。
見
性
成
仏
。」（
第
九
則
評
唱
、
同
、149a

）

「
直
心
為
見
性
之
功
。」（
第
十
則
評
唱
、
同
、151a

）
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「
謂
之
教
外
別
伝
。
単
伝
心
印
。
直
指
人
心
。
見
性
成
仏
。」（
第
十
四
則
評
唱
、
同
、154c

）

い
っ
ぽ
う
、
道
元
の
「
見
性
」
に
対
す
る
批
判
は
、
初
期
に
は
な
い
。

直
指
人
心
、
拳
頭
頂

、
見
性
成
仏
、
鼻
孔
眼
睛
、
得
皮
得
髄
二
三
枚
、
微
笑
拈
華
開
五
葉
。（『
永
平
広
録
』
巻
十
自

賛
十
四
）

そ
れ
が
《
山
水
経
》
が
説
か
れ
た
翌
年
に
あ
た
る
仁
治
二
年
頃
か
ら
は
っ
き
り
批
判
さ
れ
る
。
例
え
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。

〈
し
か
あ
れ
ば
教
は
赴
機
の
戯
論
な
り
、
心
は
理
性
の
真
実
な
り
、
こ
の
正
伝
せ
る
一
心
を
、
教
外
別
伝
と
い
ふ
、

三
乗
十
二
分
教
の
所
談
に
ひ
と
し
か
る
べ
き
に
あ
ら
ず
、
一
心
上
乗
な
る
ゆ
え
に
、
直
指
人
心
見
性
成
仏
な
り
と
い

ふ
、
こ
の
道
取
い
ま
だ
仏
法
の
家
業
に
あ
ら
ず
、
出
身
の
活
路
な
し
、
通
身
の
威
儀
あ
ら
ず
。〉（《
仏
教
》
仁
治
三
年
）

上
堂
。
挙
。
僧
問
趙
州
。
如
何
是
不
錯
底
路
。
趙
州
云
、
明
心
見
性
是
不
錯
底
路
。
後
来
云
、
趙
州
祗
道
得
八
九

成
。
我
即
不
然
。
若
有
人
問
、
如
何
是
不
錯
底
路
。
即
向
他
道
、
家
家
門
裏
透
長
安
。（
上
堂
。
挙
す
。
僧
趙
州
に
問
う
。

如
何
か
是
れ
不
錯
底
の
路
。
趙
州
云
く
、
明
心
見
性
、
是
れ
不
錯
底
の
路
。
後
来
云
く
、
趙
州
、
祗た
だ

八
九
成
を
道
得
す
。
我
は
即
ち
然

ら
ず
。
若
し
人
あ
っ
て
如
何
が
是
れ
不
錯
底
の
路
と
問
わ
ば
、
即
ち
他
に
向
い
て
道
う
、
家
家
の
門
裏
、
長
安
に
透
る
。
上
堂
一
五
四

　

寛
元
四
年
）



344

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［上］（松岡 由香子）

上
堂
。
直
指
人
心
、
天
地
懸
隔
。
見
性
成
仏
、
毫
釐
有
差
。
黄
檗
吐
舌
頭
、
未
覆
三
千
界
。
青
原
垂
一
足
、
踏
翻

大
虚
空
。
為
甚
恁
麼
。
大
衆
、
還
要
委
悉
遮
箇
道
理
也
無
。
良
久
云
、
微
笑
破
顔
猶
未
休
。（
上
堂
。
直
指
人
心
、
天
地
懸

隔
す
。
見
性
成
仏
、
毫
釐
も
差
有
り
。
黄
檗
、
舌
頭
を
吐
く
も
、
未
だ
三
千
界
を
覆
わ
ず
。
青
原
一
足
を
垂
れ
て
、
大
虚
空
を
踏
翻
す
。

甚な
ん

と
為
し
て
か
恁

か
く
の
ご
と
く
麼
な
る
。
大
衆
、
還
た
遮
箇
の
道
理
を
委
悉
せ
ん
と
要
す
や
。
良
久
し
て
云
く
、
微
笑
破
顔
、
猶
お
未
だ
休や

ま
ず
。

上
堂
三
三
四　

宝
治
三
年
）

こ
こ
で
、「
見
性
」
を
批
判
す
る
の
は
、
見
性
禅
は
、〈
青
山
常
運
歩
〉
の
よ
う
な
一
見
、
道
理
に
反
す
る
よ
う
に
見
え
る

公
案
を
使
っ
て
見
性
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
大
慧
は
こ
の
〈
東
山
水
上
行
〉
に
よ
っ
て
で
は
な
い
が
、
そ
れ
が
機

縁
と
な
っ
て
得
道
し
た
の
で
あ
る
。

『
大
慧
語
録
』
巻
十
七
に
は
こ
う
あ
る
。

　

後
来
在
京
師
天
寧
、
見
老
和
尚
陞
堂
。
挙
僧
問
雲
門
。
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
門
曰
、
東
山
水
上
行
。
若
是
天
寧
即

不
然
。
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
薫
風
自
南
来
殿
閣
生
微
涼
。
向
這
裏
忽
然
前
後
際
断
。
譬
如
一
綟
乱
糸
将
刀
一
截
截
断

相
似
。
当
時
通
身
汗
出
。」（
後
に
来
り
て
京
師
の
天
寧
に
在
り
て
、
老
和
尚
の
陞
堂
に
見ま

み

ゆ
。
挙
す
、
僧
、
雲
門
に
問
う
。
如
何
か

是
れ
諸
仏
出
身
処
。
門
、
曰
く
、
東
山
水
上
行
。
若
し
是
れ
天
寧
な
ら
ば
即
ち
然
ら
ず
。
如
何
が
是
れ
諸
仏
出
身
処
。
薫
風
南
よ
り
来

り
て
殿
閣
微
か
に
涼
を
生
ず
、
と
。
這
裏
に
向
い
て
忽
然
と
し
て
前
後
際
断
す
。
譬
え
ば
一
綟
の
乱
糸
、
刀
一
截
を
将
い
て
截
断
す
る

に
相
似
す
る
が
ご
と
し
。
当
時
、
通
身
汗
出
ず
。T

47,883a
）

〈
見
心
見
性
〉
は
、
他
の
三
つ
よ
り
も
、
も
っ
と
厳
し
い
「
外
道
の
活
計
」
と
断
じ
ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
「
見
性
」
は

《
四
禅
比
丘
》
で
批
判
し
て
言
及
す
る
以
外
は
、「
見
性
」
と
い
う
語
で
さ
え
、
七
十
五
巻
本
で
は
一
箇
所
引
用
に
あ
る
だ
け

で
、
道
元
は
使
わ
な
い
。
晩
年
の
十
二
巻
本
《
四
禅
比
丘
》
で
は
、
諸
解
釈
も
引
用
す
る
よ
う
に
口
を
極
め
て
「
見
性
」
を
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批
判
し
て
い
る
。

〈
滞
言
滞
句
〉
批
判
に
関
し
て
い
え
ば
、
次
の
「
語
句
論
量
」
批
判
が
近
い
だ
ろ
う
か
。

誠
夫
、
仏
祖
単
伝
之
旨
、
言
外
領
略
之
宗
者
、
不
在
先
哲
公
案
之
処
、
古
徳
証
入
之
処
、
不
在
語
句
論
量
之
処
、
問

答
往
来
之
処
、
不
在
知
見
解
会
之
処
、
思
量
念
度
之
処
、
不
在
談
玄
談
妙
之
処
、
説
心
説
性
之
処
。
唯
放
這
柄
、
不
留

瞥
地
、
当
処
団
欒
、
故
能
満
眼
矣
。（
誠
に
夫
れ
、
仏
祖
単
伝
の
旨
、
言
外
領
略
の
宗
と
は
、
先
哲
公
案
の
処
、
古
徳
証
入
の
処
に

在
ら
ず
、
語
句
論
量
の
処
、
問
答
往
来
の
処
に
在
ら
ず
、
知
見
解
会
の
処
、
思
量
念
度
の
処
に
在
ら
ず
、
談
玄
談
妙
の
処
、
説
心
説
性

の
処
に
在
ら
ず
。
唯
だ
這
の
柄
を
放
ち
、
瞥
地
も
留
め
ず
ん
ば
、
当
処
団
欒
な
り
、
故
に
能
く
眼
に
満
つ
）（『
永
平
広
録
』
巻
八
、
法

語
十
一
）

こ
れ
も
当
時
の
禅
僧
が
公
案
（
則
）
に
対
し
て
著
語
や
評
唱
、
代
語
な
ど
を
つ
け
て
文
芸
的
に
商
量
し
て
い
た
こ
と
に
対

す
る
厳
し
い
批
判
で
あ
ろ
う
。『
碧
巌
録
』
の
著
語
や
評
唱
、『
従
容
録
』
の
宏
智
の
百
則
公
案
に
つ
け
た
評
唱
も
、「
滞
言

滞
句
」
と
い
え
な
い
こ
と
は
な
か
ろ
う
。
道
元
は
『
碧
巌
録
』
を
使
わ
な
い
し
、
大
慧
は
そ
の
傾
向
を
批
判
し
て
師
の
ま
と

め
た
『
碧
巌
録
』
を
焼
い
た
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
多
く
の
解
釈
（『
聞
解
』、
古
田
『
私
釈
』、
森
本
『
花
開
』、『
思
想
』・
頭
注
）
は
「
転
心
転
境
、
説
心
説
性
、
見
心
見

性
」
に
つ
い
て
、
心
と
境
、
心
と
性
と
二
つ
に
分
け
て
出
さ
れ
る
こ
と
が
間
違
い
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
し
か
し
、
心
や
性

を
ぬ
き
に
仏
教
は
あ
り
え
な
い
。
心
や
性
に
限
ら
ず
、
い
ろ
い
ろ
分
け
て
説
く
こ
と
は
当
た
り
前
で
あ
る
。
道
元
も
《
現
成

公
案
》
で
「
自
己
」
と
「
万
法
」
を
分
け
て
説
い
て
い
る
。
分
け
て
説
く
こ
と
が
誤
り
で
は
な
く
、
公
案
を
こ
の
よ
う
に
扱
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う
こ
と
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

〈
か
く
の
ご
と
く
の
境
界
〉
と
は
、
四
句
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
な
仏
祖
の
語
句
に
対
す
る
境
界
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
取

扱
い
を
透
脱
す
る
も
の
が
〈
青
山
常
運
歩
〉、〈
東
山
水
上
行
〉
で
あ
り
、
そ
し
て
次
に
述
べ
ら
れ
る
「
石
女
夜
生
児
」
で
あ

る
。
そ
れ
ら
こ
そ
が
〈
古
仏
の
道
現
成
〉
で
あ
る
。

＊

三
、　　　
　
　
　

石
女
夜
生
児
は
、
石
女
の
生
児
す
る
と
き
を
夜
と
い
ふ
。
お
ほ
よ
そ
、
男
石
・
女
石
あ
り
、
非
男
女
石
あ
り
。
こ
れ

よ
く
天
を
補
し
、
地
を
補
す
。
天
石
あ
り
、
地
石
あ
り
。
俗
の
い
ふ
と
こ
ろ
な
り
と
い
へ
ど
も
、
人
の
し
る
と
こ
ろ
ま

れ
な
る
な
り
。
生
児
の
道
理
し
る
べ
し
。
生
児
の
と
き
は
、
親
子
並
化
す
る
か
。
児
の
親
と
な
る
を
、
生
児
現
成
と
参

学
す
る
の
み
な
ら
ん
や
、
親
の
児
と
な
る
と
き
を
、
生
児
現
成
の
修
証
な
り
、
と
参
学
す
べ
し
、
究
徹
す
べ
し
。

［
注
釈
］

○
石
女　
〈
石
女
夜
生
児
〉
は
、
す
で
に
こ
の
一
章
二
節
で
と
り
あ
げ
た
芙
蓉
道
楷
の
「
青
山
常
運
步
。
石
女
夜
生
児
」
の
後
半
。

『
思
想
』・
頭
注
は
「
女
の
石
像
」、『
文
庫
』
脚
注
は
「
石
造
り
の
女
人
像
」
と
い
う
。『
文
学
大
系
』
の
補
注
は
「
石
女
と
は
、
青
山
と

同
様
に
人
間
生
活
で
は
な
い
」
と
す
る
。
石
女
は
、
一
つ
に
は
「
う
ま
ず
め
」
で
あ
り
、
一
つ
に
は
石
の
女
で
あ
る
。
像
で
あ
る
必
要

は
な
に
も
な
い
。

○
お
ほ
よ
そ　

副
詞
。
①
総
じ
て
、
お
よ
そ
。
広
く
見
渡
し
て
。
②
普
通
、
通
り
い
っ
ぺ
ん
に
。
③
た
い
て
い
、
ほ
と
ん
ど
。
こ
こ
で
は

①
の
意
。「
お
し
な
べ
て
」
と
似
て
い
る
が
若
干
違
う
。

○
男
石
・
女
石　

こ
の
あ
と
〈
俗
の
い
ふ
と
こ
ろ
〉
と
あ
る
か
ら
、
そ
の
出
典
を
出
す
釈
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
『
聞
解
』
は
『
四
分
律
』
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『
石
林
燕
語
』『
劉
義
慶
幽
明
録
』（
二
三
四
、五
）
な
ど
を
引
き
、『
渉
典
続
貂
』（
黄
泉
無
著
、
江
戸
後
期
）
で
は
『
述
異
記
』
に
よ
っ

て
、
男
石
に
つ
い
て
は
、「
明
山
に
二
石
あ
り
、
こ
れ
は
昔
二
人
の
男
子
が
化
し
て
石
に
な
っ
た
も
の
で
、
伝
え
て
世
に
男
石
と
称
す

る
」
と
。
女
石
も
同
じ
書
に
「
五
色
の
石
を
見
て
こ
れ
を
携
え
帰
る
と
た
ち
ま
ち
化
し
て
女
子
に
な
っ
た
」
と
い
う
（
三
〇
三
）。
ま
た

『
酉
陽
雑
俎
』
に
曰
く
、
秦
王
が
美
女
を
蜀
王
に
献
じ
た
が
、
是
を
迎
え
る
と
化
し
て
石
に
な
っ
た
（
同
）
と
あ
る
。

○
天
石
あ
り
、
地
石
あ
り　
「
天
石
」
は
『
渉
典
続
貂
』
に
、
鮑
昭
の
詩
に
曰
く
、「
青
亘
搖
煙
樹
、
穹
跨
負
天
石
」、
地
石
は
中
国
の
『
物

理
論
』
に
曰
く
、「
土
の
精
を
石
と
為
す
。
云
々
」
と
あ
る
。

○
天
を
補
し
地
を
補
す　
『
淮え
な
ん
じ

南
子
』
覧
冥
訓
「
往
古
の
時
、
四
極
廃
れ
九
州
裂
け
、
天
兼
ね
て
覆
わ
ず
，
地
周
く
載
せ
ず
…
…
是
に
於
て

女
媧
、
五
色
の
石
を
錬
り
、
以
て
蒼
天
を
補
い
、
鼇
の
足
を
断
ち
て
以
て
四
極
を
立
て
…
…
」。

○
並
化　

あ
い
並
ん
で
な
る
。「
化
」
は
、「
成
る
」
と
い
う
よ
う
な
意
味
だ
ろ
う
。
同
時
に
親
と
な
り
、
子
と
な
る
の
意
に
と
る
。

『
思
想
』・
頭
注
で
は
「
子
は
親
に
変
じ
、
親
は
子
に
変
ず
る
と
い
う
下
に
記
さ
れ
た
考
え
か
。『
化
』
は
変
化
。『
並
化
』
は
『
伝
灯
録
』

巻
二
十
四
、
梁
山
縁
観
章
に
よ
れ
ば
『
二
尊
化
ヲ
並
ベ
ズ
』
と
い
う
風
に
訓
む
語
」
と
す
る
。

【
現
代
語
訳
】

「
石
女
夜
生
児
」
は
、
石
女
が
児
を
生
む
時
を
夜
と
い
う
。
総
じ
て
、
男
石
、
女
石
が
あ
り
、
男
女
で
は
な
い
石
が
あ
る
。

こ
れ
ら
が
天
を
補
完
し
地
を
補
完
す
る
。
天
の
石
が
あ
り
、
地
の
石
が
あ
る
。（
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
）
世
俗
（
の
典
籍
）
で
い

う
こ
と
で
は
あ
る
が
、
人
が
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。「
生
児
」
と
い
う
道
理
を
知
る
が
よ
い
。
生
児
の
と
き
は
、

親
と
子
が
同
時
に
親
と
な
り
、
子
と
な
る
の
か
。
子
が
（
児
を
生
ん
で
）
親
と
な
る
こ
と
を
、
生
児
現
成
で
あ
る
と
参
学
す

る
だ
け
で
あ
ろ
う
か
。
親
が
児
と
な
る
と
き
を
、
生
児
現
成
の
修
証
で
あ
る
と
参
学
す
る
が
よ
い
、
徹
底
し
て
究
め
る
が
よ

い
。
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【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

石
女
は
い
わ
ゆ
る
う
ま
ず
め
で
あ
る
が
、
彼
女
に
は
夜
に
児
を
生
む
ほ
ど
の
大
力
量
が
あ
る
。
…
…
つ
ま
り
親
が
親

に
な
る
の
は
、
子
を
生
ん
だ
刹
那
で
あ
る
。
生
む
前
の
親
は
、
た
だ
の
人
か
、
そ
れ
と
も
子
か
。
生
ん
だ
瞬
間
に
、
そ

の
子
が
親
と
な
る
の
で
あ
る
。
親
子
並
化
の
道
理
は
確
か
に
あ
る
。（
八
五
）

こ
こ
で
思
い
当
た
る
の
は
、
正
法
眼
蔵
三
界
唯
心
の
巻
に
出
て
い
る
次
ぎ
の
一
句
で
あ
る
。
―
―
吾
子
か
な
ら
ず
身

体
髪
膚
を
慈
父
に
う
け
て
毀
破
せ
ず
虧
闕
せ
ざ
る
を
子
現
成
と
す
。
す
な
わ
ち
、
子
の
出
生
と
い
え
ど
も
、
動
物
的
な

生
む
生
ま
れ
る
の
沙
汰
で
は
実
は
透
過
出
来
な
い
の
で
あ
る
。（
八
六
）

…
…
親
の
子
と
な
る
に
疑
著
す
る
な
ら
ば
、
子
の
親
と
な
る
に
も
疑
著
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。（
八
七
）

父
子
の
ま
こ
と
に
一
体
不
二
な
る
と
き
は
、
か
く
の
如
く
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
出
生
の
時
と
出
生
の
以
後
と
に
お

い
て
、
父
子
の
道
理
に
異
変
が
あ
る
べ
き
で
は
な
い
。
…
…
慈
父
吾
子
の
一
体
を
い
う
と
も
、
父
子
の
分
は
断
じ
て
乱

れ
ぬ
。
親
の
子
と
な
る
は
、
両
者
の
身
分
を
紊み

だ

る
の
で
は
な
い
。
…
…
吾
子
の
道
は
、
決
し
て
其
父
の
道
に
ま
ぎ
る
る

べ
き
で
は
な
い
。（
八
九
）

御
抄
に
は
、
石
女
生
児
は
所
詮
胎
内
よ
り
小
児
を
生
ず
る
義
に
て
は
あ
ら
ず
、
只
石
女
の
当
体
を
以
て
夜
生
児
と
談

ず
る
歟か

、
と
説
い
て
あ
る
。
併
し
、
か
よ
う
に
見
て
し
ま
え
ば
、
生
児
の
こ
と
は
た
だ
の
譬
喩
か
寓
意
か
。
石
女
の
当

体
と
い
う
か
ら
に
は
、
恐
ら
く
余
人
所
不
見
底
の
大
な
る
用
意
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
こ
れ
に
従
い
難
く
思
わ
れ

た
の
は
石
女
の
当
体
を
夜
生
児
と
言
い
切
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
、
児
の
親
と
な
り
親
の
児
と
な
る
と
い
う
こ
と
も
、
お
し

な
べ
て
、
文
字
の
上
下
し
た
る
許

ば
か
り

也
、
只
同
事
歟
、
と
い
う
風
に
解
さ
れ
て
し
ま
っ
た
点
に
あ
る
。（
九
〇
）

私
記
に
も
、
影
室
に
い
わ
く
と
し
て
、
同
じ
よ
う
に
説
か
れ
て
い
る
。
…
…
辨
註
に
は
、
児
の
親
と
な
り
、
親
の



349

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

児
と
な
る
と
は
い
か
ん
、
此
句
は
、
児
の
た
め
に
親
と
な
り
、
親
の
た
め
に
児
と
な
る
と
云
義
な
り
、
錯
解
す
べ
か
ら

ず
、
と
あ
る
。
こ
の
釈
に
も
、
一
渡
り
の
道
理
は
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
落
ち
着
か
ぬ
ふ
し
が
残
る
。
そ
う
い
う
風
に
対

峙
の
跡
を
残
す
の
で
は
、
何
故
、
わ
ざ
わ
ざ
、
児
の
親
と
な
る
を
生
児
現
成
と
参
学
す
る
の
み
な
ら
ん
や
…
…
と
い
う

よ
う
な
文
章
が
出
て
来
る
か
、
矢
張
り
腑
に
お
ち
ぬ
も
の
が
あ
る
。（
九
一
）

胎
内
を
卑
し
い
も
の
と
思
う
一
念
の
付
着
す
る
あ
れ
ば
、
ど
う
し
て
も
胎
内
を
撥
無
す
る
言
葉
が
出
て
来
る
、
胎
内

裡
に
修
証
あ
る
こ
と
は
、
宗
門
の
先
人
も
十
分
に
あ
き
ら
め
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。（
九
二
）

沙
門
た
る
の
身
心
に
お
い
て
は
生
児
現
成
と
は
畢
竟
し
て
仏
仏
祖
祖
の
皮
肉
骨
髄
を
う
け
て
、
こ
れ
を
毀
破
せ
ず
虧

闕
せ
ざ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
威
儀
は
一
隅
の
宗
門
的
管
見
で
な
い
か
ら
、
石
女
の
胎
内
を
厭
い
逃
れ
ん
と
す

る
気
色
は
い
さ
さ
か
も
見
え
な
い
。（
九
三
）

「
夜
」
は
「
密
」
の
心
で
あ
る
。
令
嗣
の
誕
生
は
、
必
ず
ひ
そ
か
に
密
に
行
わ
れ
る
、
そ
れ
を
夜
と
い
う
の
で
あ

る
、
祖
先
の
志
を
継
ぐ
と
い
う
こ
と
も
理
論
の
光
に
照
明
さ
れ
た
り
、
白
昼
公
然
と
大
衆
の
喝
采
を
浴
び
た
り
し
て
行

わ
れ
る
の
で
は
な
い
。（
九
五
）

住
山
の
石
女
が
深
夜
ひ
そ
か
に
児
を
生
む
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
出
生
し
た
石
女
の
児
は
、
恐
ら
く
住
山
の
頑
石
で

あ
ろ
う
。（
九
六
）

（
検
討
）

八
四
頁
か
ら
九
七
頁
ま
で
一
三
頁
に
わ
た
っ
て
〈
石
女
夜
生
児
〉
が
解
釈
さ
れ
て
い
る
が
、
道
元
の
本
文
の
言
葉
を
無
視

し
て
、
古
い
諸
解
釈
に
引
き
ず
ら
れ
て
い
る
。

田
中
独
自
の
解
釈
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。

第
一
に
、
石
女
が
児
を
生
む
こ
と
を
、
大
力
量
と
し
て
不
条
理
と
見
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
は
お
か
し
い
。
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第
二
に
、
そ
の
た
め
石
女
が
子
を
生
む
こ
と
を
、
実
際
に
あ
り
え
る
話
と
し
て
解
釈
し
て
お
り
、『
御
聴
書
抄
』
の
解
釈

を
「
た
だ
の
譬
喩
か
寓
意
か
」
と
あ
げ
つ
ら
い
、
胎
内
は
卑
し
い
の
で
は
な
い
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
『
御
抄
』
の
後
半
の
解

釈
は
批
判
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
、『
御
抄
』
は
、
は
じ
め
八
行
に
わ
た
っ
て
「
歟
」
と
い
う
疑
問
詞
を
七
回
も
使
う
ほ
ど
、

そ
の
解
釈
に
難
渋
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
ま
ず
①
〈
石
女
〉
に
つ
い
て
「
子
生
ま
ざ
る
女
を
云
［
う
］
歟
」。
②
「
石
を
云

歟
」。
③
〈
夜
〉
に
つ
い
て
「
昼
夜
の
夜
に
あ
ら
ざ
る
歟
」。
④
「
胎
内
よ
り
小
児
を
生
ず
る
義
に
て
は
あ
ら
ず
、
只
以
石
女

当
体
（
石
女
の
当
体
を
以
て
）
夜
生
児
と
談
［
ず
る
］
歟
」。
⑤
「
男
石
非
男
女
石
と
は
石
女
の
道
理
の
上
に
例
［
せ
ば
］
如

此
（
此
の
如
く
）
の
功
徳
荘
厳
可
有
（
有
る
べ
き
）
歟
。
そ
し
て
⑥
児
の
親
と
な
る
、
親
の
児
と
な
る
は
、「
只
同
事
歟
」、
⑦

「
石
女
を
親
と
な
し
、
児
と
な
る
、
不
可
有
差
別
（
差
別
有
る
べ
か
ら
ざ
る
）
歟
。」（
二
三
六
）
こ
の
よ
う
に
解
釈
が
難
し
い
と

し
て
い
る
の
を
、「
只
石
女
の
当
体
を
以
て
夜
生
児
と
談
ず
る
歟
」
一
つ
だ
け
取
り
上
げ
て
、
し
か
も
的
外
れ
な
批
判
を
し

て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
田
中
が
い
う
よ
う
に
は
実
際
に
あ
り
え
る
こ
と
で
は
な
く
、
譬
喩
と
い
う
よ
り
寓
意
に
近
い
。

第
三
に
、《
三
界
唯
心
》
を
引
い
て
い
る
が
、
そ
こ
に
〈
父
子
あ
ひ
な
ら
べ
る
に
あ
ら
ざ
る
を
、
吾
子
の
道
理
と
い
ふ
な

り
〉
と
あ
る
の
を
無
視
し
て
「
親
子
並
化
の
道
理
は
確
か
に
あ
る
」
と
い
う
。
そ
れ
が
仏
道
に
と
っ
て
持
つ
意
味
を
、《
三

界
唯
心
》
の
叙
述
と
、
こ
の
巻
の
叙
述
を
混
ぜ
て
解
釈
す
る
が
、
適
切
で
は
あ
る
ま
い
。

第
四
に
、
本
文
の
ど
こ
に
も
「
胎
内
」
と
い
う
語
や
そ
れ
を
仄
め
か
す
語
は
な
い
の
に
、『
御
抄
』
が
④
「
胎
内
よ
り
」

と
使
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、「
胎
内
裡
に
修
証
」
が
あ
る
と
い
う
の
は
お
か
し
い
。

第
五
に
、
沙
門
の
小
児
現
成
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
お
か
し
い
。
ま
た
「
夜
」
を
「
密
附
」
と
い
う
方
向
で
解
釈
し
て
い

る
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。
最
後
に
田
中
は
、
石
女
が
生
ん
だ
児
が
「
住
山
の
頑
石
」
だ
と
い
う
が
、
住
山
の
頑
石
と
は
な
に

か
、
そ
れ
も
ま
っ
た
く
腑
に
お
ち
な
い
。



351

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

古
田
『
私
釈
』

石
女
夜
生
児
と
い
っ
た
こ
と
を
芙
蓉
道
楷
が
青
山
常
運
歩
に
併
せ
て
示
衆
し
た
の
は
、
こ
の
青
山
が
常
に
運
歩
す
る

と
い
う
そ
の
こ
と
の
さ
ら
に
的
確
な
表
現
の
た
め
で
あ
り
、
山
の
山
児
を
生
む
と
は
実
に
石
女
が
児
を
生
む
と
い
う
こ

と
が
わ
か
ら
な
い
と
と
て
も
納
得
の
い
く
こ
と
で
は
な
か
ろ
う
。
山
が
山
児
を
生
む
と
は
常
識
で
は
考
え
ら
れ
な
い
と

ん
で
も
な
い
話
で
あ
る
が
、
石
女
が
生
児
す
る
と
い
っ
た
ら
女
で
あ
る
か
ら
に
は
或
は
そ
の
可
能
性
が
首
肯
で
き
な
い

こ
と
も
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
そ
の
石
女
が
立
派
に
子
供
を
生
ん
だ
と
わ
か
っ
た
ら
、
山
が
父
と
し
て
山
児
を
生
む
と

い
う
こ
と
も
わ
か
ら
な
か
ろ
う
は
ず
は
な
い
の
で
あ
る
。（
三
三
）

石
女
生
児
の
問
題
の
鍵
は
ど
う
も
こ
の
「
夜
」
の
一
時
に
あ
る
と
見
て
も
い
い
よ
う
で
あ
り
、
…
…
（
三
三
）

つ
ま
り
『
辨
註
』
の
述
べ
て
い
る
「
所
明
の
見
な
き
」
で
あ
っ
て
、
石
女
生
児
と
い
う
か
ら
に
は
普
通
の
眼
で
は

見
え
な
い
の
で
あ
り
、
所
明
の
見
の
な
い
と
こ
ろ
を
見
徹
す
る
の
で
な
く
て
は
こ
の
不
合
理
は
解
け
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
四
）

『
私
記
』
は
「
石
女
の
外
に
生
児
な
き
な
り
」
と
し
て
い
る
が
、
実
際
そ
の
通
り
で
、
石
女
と
生
児
と
は
別
で
は
な

い
の
で
あ
る
。
し
か
し
生
児
と
い
っ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
子
供
を
生
む
の
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
り
、
石
女
は

生
む
働
き
を
も
っ
て
い
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
り
、
石
女
の
外
に
生
児
は
な
い
と
い
っ
て
も
全
く
生
ま
な
い
と
い

う
の
で
は
話
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
繰
り
返
し
て
ふ
れ
る
が
石
女
の
生
ん
だ
子
供
は
そ
の
生
ん
だ
親
の
石
女
で

も
あ
る
の
で
あ
り
、
こ
の
生
児
の
道
理
は
か
く
誤
解
さ
れ
易
い
の
で
、
よ
く
よ
く
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
し
、
参
究

し
、
参
徹
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
三
七
）

（
検
討
）

一
、
芙
蓉
道
楷
が
「
石
女
夜
生
児
」
と
言
っ
た
意
図
は
、「
青
山
常
運
歩
」
の
「
さ
ら
に
的
確
な
表
現
」
で
も
、
そ
れ
を
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「
納
得
」
さ
せ
る
た
め
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

二
、「
石
女
夜
生
児
」
は
、
石
女
も
子
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
見
当
は
ず
れ
で
あ
り
、
あ
り
得
な
い
話
が

「
わ
か
ら
な
か
ろ
う
は
ず
は
な
い
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

三
、「
夜
」
に
着
目
し
て
も
、
い
っ
た
い
何
を
見
徹
す
る
の
か
不
明
で
あ
り
、『
辨
註
』
が
そ
の
前
に
「
不
生
の
生
を
明
す

な
り
」
と
い
う
の
を
無
視
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
『
辨
註
』
の
解
釈
も
的
は
ず
れ
で
あ
る
が
。

四
、『
私
記
』
が
「
石
女
の
外
に
生
児
な
き
な
り
」
と
し
て
い
る
と
い
う
が
、
そ
の
理
由
は
「
山
河
の
児
子
は
石
女
の
全

体
な
る
が
ゆ
え
に
、
あ
い
な
ら
ば
ざ
る
な
り
」（
二
三
五
）
で
あ
り
、
だ
い
ぶ
違
う
。
だ
が
古
田
は
そ
れ
を
根
拠
に
「
石
女
と

生
児
と
は
別
で
は
な
い
」
と
い
う
。「
あ
い
並
ば
な
い
」
と
「
不
別
」
は
ち
が
う
が
、『
私
記
』
の
解
釈
も
妥
当
で
は
な
か
ろ

う
。五

、
生
ん
だ
子
が
親
で
も
あ
る
こ
と
を
「
よ
く
よ
く
知
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
っ
て
も
、
何
を
い
お
う
と
し
て
い

る
の
か
、
分
か
ら
な
い
。

安
谷
『
参
究
』

肉
体
を
も
っ
た
人
間
の
女
が
、
子
を
生
む
こ
と
を
、
石
女
夜
生
児
と
い
う
の
だ
。
…
…
石
女
夜
生
児
は
、
い
ま
現
に

あ
る
事
実
だ
。
そ
し
て
未
来
永
劫
、
石
女
は
夜
生
児
す
る
。
人
間
も
犬
も
猫
も
立
派
に
子
を
産
む
よ
。（
八
二
）

当
た
り
ま
え
の
こ
と
な
ら
、
な
ぜ
「
石
女
夜
生
児
」
な
ど
と
い
う
、
わ
か
り
に
く
い
表
現
を
す
る
の
か
と
い
う
疑
問

が
起
こ
る
は
ず
だ
。
そ
れ
は
分
別
妄
想
の
な
い
仏
境
界
の
行
履
を
示
す
の
に
、
最
も
適
切
な
言
葉
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ

で
お
用
い
に
な
る
の
だ
。（
八
三
）

『
啓
迪
』
に
も
「
肉
身
の
女
が
実
は
石
女
ぢ
ゃ
」
と
あ
る
。
そ
れ
は
よ
い
が
、
肉
身
の
女
が
石
女
で
あ
る
と
い
う
内
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容
が
少
し
も
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
し
て
「
生
む
こ
と
は
ず
ん
ず
ん
生
む
、
こ
れ
は
山
は
動
不
動
を
離
れ
、
石
女
は
生

不
生
を
離
れ
て
居
る
か
ら
ぢ
ゃ
、
こ
れ
が
法
界
脱
体
の
現
相
ぢ
や
」
と
あ
る
が
、
こ
れ
で
は
言
葉
の
遊
戯
で
あ
っ
て
、

な
ん
の
こ
と
だ
か
さ
っ
ぱ
り
分
か
ら
な
い
。（
同
）

児
が
親
に
な
る
と
は
、
児
を
生
む
こ
と
だ
、
子
を
生
ま
な
け
れ
ば
親
に
は
な
れ
な
い
。
法
子
法
孫
を
生
む
こ
と
が
大

切
だ
。
法
子
法
孫
を
生
ま
な
け
れ
ば
仏
法
断
絶
だ
。（
八
七
）

子
が
親
に
な
る
の
は
世
間
普
通
の
話
だ
。
世
の
中
は
食
う
て
は
こ（
マ
マ
）

し
て
ね
て
お
き
て
／
子
が
お
や
に
な
り
子
が
お
や

に
な
る
／
仏
法
で
は
親
が
子
と
な
る
こ
と
が
大
切
だ
。
だ
が
容
易
に
な
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
親
が
親
な
ら
子
も
子
だ

と
、
言
わ
れ
る
よ
う
な
師
勝
資
強
の
間
柄
で
な
く
て
は
、
親
が
子
に
な
れ
な
い
。
禅
語
に
「
白
頭
の
子
、
黒
頭
の
父
に

つ
く
」
と
い
う
の
も
そ
れ
だ
。
白
頭
は
老
々
大
々
た
る
親
だ
。
そ
れ
が
子
の
位
に
立
つ
。
そ
れ
が
黒
頭
の
父
だ
。
世
間

で
も
老
い
て
は
子
に
従
う
と
い
う
。
世
法
と
仏
法
と
全
同
全
別
だ
。（
八
八
）

子
が
一
人
前
に
な
る
と
全
部
を
子
に
ゆ
ず
っ
て
、
親
が
親
づ
ら
を
し
な
い
の
が
道
だ
。
子
也
全
機
現
だ
。
こ
れ
を
子

の
と
き
は
親
は
な
い
と
い
う
の
だ
。
子
が
そ
の
全
機
を
発
揚
す
る
と
き
、
親
は
安
心
し
て
瞑
目
で
き
る
。（
八
八
）

（
検
討
）

安
谷
も
、『
啓
迪
』
も
〈
石
女
〉
を
人
間
の
女
と
し
て
、
当
た
り
前
に
女
が
子
が
を
産
む
こ
と
だ
、
と
い
う
未
曾
有
の
解

釈
を
す
る
。
そ
れ
を
「
石
女
夜
生
児
」
と
い
う
な
ら
、
道
元
の
い
う
の
と
は
別
の
意
味
の
無
理
会
話
と
な
り
、
女
が
子
を
産

む
こ
と
だ
と
「
妄
想
分
別
の
理
窟
を
く
っ
つ
け
」（
八
三
）
な
い
、
で
知
る
こ
と
は
、
お
よ
そ
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
安
谷

は
〈
生
児
〉
を
、
法
嗣
、
法
孫
を
生
む
こ
と
と
す
る
が
、
道
元
は
そ
う
い
う
こ
と
を
含
意
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。「
世
法

と
仏
法
と
全
同
全
別
」
と
い
う
が
、
全
同
の
話
と
し
か
聞
こ
え
な
い
。
世
間
の
こ
と
と
違
う
と
こ
ろ
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

世
間
で
も
「
老
い
て
は
子
に
従
え
」
だ
け
で
は
な
く
、
還
暦
と
い
い
、
老
い
た
親
が
子
に
還
る
と
い
う
。
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森
本
『
花
開
』

「
石
女
」
は
も
ち
ろ
ん
「
う
ま
ず
め
」
で
は
あ
る
け
れ
ど
も
、
た
ん
に
そ
れ
だ
け
で
は
な
く
文
字
通
り
「
石
の
女
」

と
理
解
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
五
二
）

「
石
女
の
生
児
す
る
と
き
」
が
「
夜
」
だ
と
い
う
こ
と
は
、
世
俗
の
通
念
で
は
と
ら
え
切
れ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、

分
別
的
判
断
の
及
ば
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。（
同
）

夜
来
（《
谿
声
山
色
》
の
引
用
＝
筆
者
）
と
は
、「
現
成
」
に
対
す
る
「
公
案
」
な
の
で
あ
り
、「
差
別
」
に
対
す
る
「
平

等
」
な
の
で
あ
っ
て
、
個
別
的
な
現
象
の
相
を
超
え
た
普
遍
的
理
法
の
相
な
の
で
あ
る
。（
五
三
）

た
し
か
に
「
夜
」
は
暗
い
の
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
そ
の
「
暗
」
と
は
、
た
ん
に
「
明
」
に
対
立
す
る
「
暗
」
で
は

な
く
て
、
第
二
十
「
古
経
」
の
巻
に
お
い
て
「
明
鏡
」
の
「
明
」
と
「
古
鏡
」
の
「
古
」
に
つ
い
て
認
め
ら
れ
て
い
る

よ
う
な
微
妙
な
関
係
が
「
明
」
と
「
暗
」
の
関
係
で
も
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
…
…
と
こ
ろ
で
「
古
鏡
」
の
巻
に
お
い
て

「
明
」
と
「
古
」
と
の
関
係
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
疑
問
形
の
積
み
か
さ
ね
に
よ
っ
て
し
か
表
現
で
き
な
い
よ
う
な
も
の

と
し
て
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。「
明
鏡
の
明
と
古
鏡
の
古
と
、
同
な
り
と
や
せ
ん
、
…
…
古
鏡
に
明
の
道
理

あ
り
や
な
し
や
」（
五
三
、五
四
）

（
検
討
）

石
女
に
両
意
が
あ
る
こ
と
は
そ
の
と
お
り
だ
が
、「
児
を
生
む
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か
、「
そ
れ
を
一
面
的
に
固
定
し
て

理
解
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
あ
る
。
内
実
の
な
い
解
釈
で
あ
る
。

ま
た
「
夜
来
」
を
解
釈
し
て
、
石
女
の
場
合
も
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
と
す
る
が
、
そ
の
解
釈
が
妥
当
で
あ

ろ
う
か
。
ま
た
さ
ら
に
夜
か
ら
連
想
さ
れ
る
「
暗
」
に
関
し
て
《
古
鏡
》
が
引
か
れ
、
ふ
た
た
び
「
夜
」
に
関
し
て
「
な

お
、
夜
に
つ
い
て
は
、
第
十
八
『
観
音
』
の
巻
の
な
か
で
…
…
﹃
如
人
夜
間
背
手
模
枕
子
﹄
と
い
う
言
葉
を
め
ぐ
っ
て
展
開
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さ
れ
て
い
る
、
次
の
よ
う
な
考
察
が
参
考
に
な
る
で
あ
ろ
う
」
と
、《
観
音
》
が
引
か
れ
て
論
じ
ら
れ
る
が
、
詞
の
関
連
か

ら
他
の
巻
の
引
用
を
次
々
出
し
て
解
釈
す
る
の
は
、
概
念
、
観
念
、
用
語
を
ひ
き
ず
ら
な
い
道
元
の
解
釈
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
だ
ろ
う
か
。

内
山
『
味
わ
う
』

そ
の
う
ま
ず
女
が
、
夜
子
供
を
生
ん
だ
と
い
う
。
仏
教
の
こ
う
い
う
話
も
、
今
日
の
よ
う
に
科
学
が
発
達
し
た
時
代

に
な
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
不
思
議
な
こ
と
と
は
感
じ
な
い
。
…
…
つ
ま
り
宇
宙
塵
は
石
み
た
い
な
も
の
だ
し
、
そ
れ
が
時

間
を
か
け
る
と
こ
う
し
て
生
物
が
で
き
て
子
を
生
む
場
合
も
あ
る
の
だ
か
ら
「
石
女
夜
生
児
」
と
い
っ
て
も
別
に
不
思

議
で
は
な
い
。（
五
八
、五
九
）

つ
ま
り
、
夜
と
は
明
暗
不
到
の
と
こ
ろ
、
一
切
視
覚
以
前
の
と
こ
ろ
を
意
味
し
て
い
る
。
石
女
も
、
一
切
分
離
以
前

の
と
こ
ろ
、
生
と
か
滅
と
か
男
と
か
女
と
か
を
超
え
て
い
る
。
女
を
超
え
て
い
る
が
、
子
を
生
む
。
い
わ
ば
本
不
生
の

子
を
生
む
か
ら
石
女
夜
生
児
で
す
。（
五
九
）

子
が
生
ま
れ
て
、
初
め
て
生
ん
だ
ほ
う
が
親
に
な
る
。
生
ま
れ
た
ほ
う
が
子
に
な
る
。
親
と
子
が
並
化
す
る
。
並

ん
で
で
き
あ
が
る
わ
け
だ
。
さ
ら
に
子
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
親
に
な
る
の
だ
か
ら
、
親
が
子
で
あ
る
と
い
う
道
理
も
あ

る
。（
六
〇
）

そ
し
て
生
ん
だ
方
が
親
、
生
ま
れ
た
方
が
子
と
い
う
ふ
う
に
人
間
は
分
別
す
る
。
分
別
が
先
じ
ゃ
な
い
。
生
命
実
物

が
先
な
の
だ
、
い
や
ほ
ん
と
う
は
、
あ
と
さ
き
を
い
う
分
別
ぐ
る
み
が
生
命
実
物
な
の
だ
。（
六
一
）

石
女
夜
生
児
と
は
本
不
生
の
親
が
本
不
生
の
子
ど
も
を
生
み
、
本
不
生
の
子
ど
も
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
本

不
生
と
は
、
生
滅
、
親
子
、
男
女
、
自
他
な
ど
、
そ
う
い
う
二
つ
に
分
け
る
以
前
、
一
切
分
離
以
前
を
い
う
。（
六
四
）
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「
石
女
夜
生
児
」
は
も
と
も
と
「
本
不
生
の
石
女
」
が
「
本
不
生
の
児
を
生
む
」
と
い
う
こ
と
な
の
だ
が
、
…
…

（
六
七
）

（
検
討
）

内
山
『
味
わ
う
』
の
最
初
の
部
分
で
は
無
理
会
話
で
は
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
言
い
た
い
た
め
か
、
人
が
納
得
で
き
る
話

に
仕
立
て
て
い
る
が
、
科
学
的
に
理
解
で
き
る
よ
う
な
「
別
に
不
思
議
で
は
な
い
」
話
だ
ろ
う
か
。「
親
が
子
で
あ
る
と
い

う
道
理
も
あ
る
」
と
い
う
が
、
本
文
は
「
親
が
児
と
な
る
」
で
あ
る
。
ま
た
内
山
の
解
釈
は
い
つ
も
「
分
か
れ
る
以
前
」
に

も
っ
て
い
き
、
分
か
れ
る
以
前
が
生
命
実
物
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
切
分
離
以
前
だ
か
ら
「
本
不
生
の
石
女
」、「
本
不
生

の
児
」
と
い
う
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
も
っ
て
〈
生
児
の
と
き
は
、
親
子
並
化
す
る
か
。
児
の
親
と
な
る
を
生
児
現

成
と
参
学
す
る
の
み
な
ら
ん
や
。
親
の
児
と
な
る
と
き
を
、
生
児
現
成
〉
は
、
ふ
つ
う
に
子
を
生
む
こ
と
で
説
明
で
き
る
話

と
な
る
。

『
文
学
大
系
』・
頭
注
で
は
「
子
が
親
に
な
る
（
新
し
い
も
の
が
古
く
な
る
）
の
み
な
ら
ず
、
親
が
子
に
な
る
（
古
い
も
の
が
新

し
く
な
る
）
の
が
、
無
限
絶
対
の
あ
り
方
だ
か
ら
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
無
限
絶
対
に
は
新
古
・
時
間
の
差
別
は
な
い
か
ら
で

あ
る
」
と
あ
る
が
、
親
が
子
に
な
る
こ
と
が
「
無
限
絶
対
の
あ
り
方
」
と
は
誰
も
思
え
ま
い
。

【
私
釈
】

諸
解
釈
を
見
る
と
ま
と
も
な
も
の
は
皆
無
で
あ
る
が
、
や
は
り
こ
こ
は
解
釈
が
非
常
に
む
ず
か
し
い
。

「
石
女
夜
生
児
」
は
芙
蓉
道
楷
が
、「
青
山
常
運
歩
」
と
と
も
に
出
し
た
句
で
あ
る
。
僧
の
問
い
の
答
え
で
は
な
く
、
上
堂

し
て
「
良
久
し
て
」
す
な
わ
ち
し
ば
ら
く
沈
黙
し
て
か
ら
、
こ
う
言
っ
て
座
を
下
っ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
だ
け
で
、

非
常
に
大
切
な
事
柄
（
仏
法
の
根
幹
）
を
言
い
切
っ
た
と
い
え
る
句
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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「
石
女
」
は
道
楷
の
句
で
は
「
産う

ま
ず
女め

」
と
い
う
意
味
で
あ
る
が
、『
御
抄
』
の
「
歟
」
の
つ
い
た
第
一
第
二
の
よ
う

に
、
道
元
の
解
釈
で
は
「
石
の
女
」
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
く
る
。
道
楷
の
句
と
し
て
は
、
石
女
が
子
を
生
む
と
い
う
、

有
り
得
な
い
こ
と
が
生
じ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
仏
法
の
根
幹
の
事
柄
で
あ
る
は
ず
だ
か
ら
、
仏
に
は
け
っ
し
て
な
れ
な
い
衆
生
が
仏
に
な
る
こ
と
を
い
う
、
と
解

釈
で
き
る
。
つ
ま
り
石
女
は
、
こ
ど
も
を
産
め
な
い
か
ら
、
仏
に
な
る
こ
と
は
で
き
な
い
衆
生
を
表
す
。
仏
で
な
い
か
ら
衆

生
な
の
で
あ
る
。〈
児
を
生
む
〉
は
、
そ
の
衆
生
が
仏
に
成
る
、
と
い
う
あ
り
得
な
い
こ
と
を
表
す
。
こ
こ
で
は
〈
石
女
〉

が
衆
生
で
親
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
仏
が
児
で
あ
る
。

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
、
浄
土
真
宗
で
は
「
つ
ん
ぼ
が
立
ち
聞
き
し
て
、『
あ
か
な
ん
だ
』
と
聞
き
得
た
こ
と
で
あ
る
」（
沢

木
興
道
老
師
の
話
）
と
説
く
。
つ
ん
ぼ
だ
か
ら
、
聞
こ
え
る
は
ず
は
な
い
。
聞
こ
え
る
は
ず
が
な
い
こ
と
を
聞
く
、
こ
れ
が
、

「
石
女
児
を
生
む
」
に
あ
た
ろ
う
。「
立
ち
聞
き
し
て
」
と
あ
る
の
は
、
真
宗
で
あ
る
か
ら
、
直
接
に
対
話
し
て
正
面
か
ら
聞

く
の
で
は
な
く
、「
立
ち
聞
き
」、
す
な
わ
ち
横
超
で
あ
る
。
聞
い
た
内
容
は
「
お
前
は
仏
だ
」、
で
は
な
く
「
あ
か
な
ん
だ
」

で
あ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
人
間
の
側
の
い
っ
さ
い
が
だ
め
だ
と
は
っ
き
り
分
か
る
と
こ
ろ
、
人
間
が
ま
っ
た
く
お
手
上

げ
に
な
る
と
こ
ろ
が
、
じ
つ
は
成
仏
で
あ
る
。「
わ
た
し
」
が
な
く
な
る
か
ら
だ
。
私
が
成
仏
す
る
こ
と
は
、
あ
り
え
な
い
。

私
が
落
ち
る
か
ら
「
仏
」
で
あ
る
。
そ
し
て
「
つ
ん
ぼ
」（
差
別
用
語
と
い
わ
な
い
で
ほ
し
い
）
で
あ
る
。
何
を
言
っ
た
か
わ
か

ら
な
い
。
夜
に
通
じ
る
。

さ
て
、
道
元
は
〈
石
女
の
生
児
す
る
と
き
を
夜
と
い
ふ
〉
と
い
う
。
夜
、
石
女
が
生
児
す
る
の
で
は
な
い
。

「
夜
」
と
は
、
暗
く
て
分
か
ら
な
い
、
も
の
が
見
え
な
い
時
節
で
あ
る
。
石
女
が
子
を
生
む
と
こ
ろ
は
、
誰
に
も
見
え
な

い
、
そ
れ
と
人
に
知
ら
れ
な
い
。
衆
生
が
仏
に
成
る
と
い
う
「
さ
と
り
」
は
、
他
人
に
も
自
己
に
も
そ
れ
と
知
ら
れ
る
こ
と

は
な
い
。
そ
の
こ
と
は
道
元
が
「
覚
知
に
交
ま
じ
わ
る
は
、
証
則
に
あ
ら
ず
」『
辦
道
話
』、〈
諸
仏
の
ま
さ
し
く
諸
仏
な
る
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と
き
は
、
自
己
は
諸
仏
な
り
と
覚
知
す
る
こ
と
を
も
ち
い
ず
。
し
か
あ
れ
ど
も
証
仏
な
り
〉《
現
成
公
案
》
と
い
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。

〈
各
各
の
脱
殻
う
る
に
、
従
来
の
知
見
解
会
に
拘
牽
せ
ら
れ
ず
、
曠
劫
未
明
の
事
、
た
ち
ま
ち
に
現
前
す
。
恁
麼
時
の
而

今
は
、
吾
も
不
知
な
り
、
誰
も
不
識
な
り
、
汝
も
不
期
な
り
、
仏
眼
も
覷
不
見
な
り
。
人
慮
あ
に
測
度
せ
ん
や
〉《
谿
声
山

色
》
と
も
い
わ
れ
る
。
打
坐
に
お
い
て
、
衆
生
が
行
方
不
明
に
な
る
か
ら
、「
仏
に
成
る
」
と
い
う
よ
り
は
、
も
は
や
迷
わ

な
い
究
極
の
安
心
で
あ
る
。

と
こ
ろ
が
道
元
は
、
す
ぐ
に
は
〈
児
を
生
む
〉
の
解
釈
に
は
入
ら
な
い
で
、〈
お
ほ
よ
そ
男
石
・
女
石
あ
り
、
非
男
女
石

あ
り
〉
と
、
ま
っ
た
く
ち
が
っ
た
方
向
に
言
葉
を
つ
な
げ
る
。
こ
の
一
段
と
前
後
を
つ
な
げ
る
の
は
、「
石
女
」
だ
け
で
あ

り
、「
石
女
」
は
「
石
の
女
」
か
ら
「
女
石
」
す
な
わ
ち
女
の
石
に
移
行
し
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
〈
人
の
し
る
と
こ
ろ
ま
れ

な
る
な
り
〉
ま
で
は
、
希
有
な
中
国
の
俗
典
の
知
識
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
仏
道
と
な
ん
の
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
ぶ

か
し
く
思
う
。
お
そ
ら
く
、
山
水
、
換
言
す
れ
ば
人
の
周
り
の
自
然
が
主
題
だ
か
ら
、
そ
の
一
つ
で
あ
る
「
石
」
に
も
言
及

し
て
み
た
の
だ
ろ
う
か
。「
石
女
」
か
ら
連
想
さ
れ
て
、
女
石
が
あ
り
、
男
石
が
あ
り
、
非
男
女
石
が
あ
り
、
天
石
、
地
石

が
あ
る
、
と
続
け
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
言
語
的
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
伴
う
参
学
は
、
道
元
の
思
惟
の
特
徴
で
は
あ
る
。《
身
心
学
道
》
で
は
、

こ
う
い
わ
れ
る
。

〈
山
河
大
地
と
い
ふ
は
、
山
河
は
た
と
へ
ば
山
水
な
り
、
大
地
は
こ
の
と
こ
ろ
の
み
に
あ
ら
ず
、
山
も
お
ほ
か
る
べ
し
。

大
須
弥
小
須
弥
あ
り
、
横
に
処
せ
る
あ
り
、
竪
に
処
せ
る
あ
り
、
三
千
界
あ
り
、
無
量
国
あ
り
、
色
に
か
か
る
あ
り
、
空
に

か
か
る
あ
り
。
河
も
さ
ら
に
お
ほ
か
る
べ
し
。
天
河
あ
り
、
地
河
あ
り
、
四
大
河
あ
り
、
無
熱
池
あ
り
、
北
倶
盧
洲
に
は
四

阿
耨
達
池
あ
り
。
海
あ
り
池
あ
り
。
地
は
か
な
ら
ず
し
も
土
に
あ
ら
ず
、
土
か
な
ら
ず
し
も
地
に
あ
ら
ず
、
土
地
も
あ
る
べ
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し
、
心
地
も
あ
る
べ
し
、
宝
地
も
あ
る
べ
し
、
萬
般
な
り
と
い
ふ
と
も
地
な
か
る
べ
か
ら
ず
、
空
を
地
と
せ
る
世
界
も
あ
る

べ
き
な
り
〉

強
い
て
、
仏
道
と
の
関
連
を
探
せ
ば
、
芙
蓉
道
楷
の
上
堂
に
は
「
木
女
石
人
」
が
登
場
す
る
。
こ
の
上
堂
は
道
元
も
見
た

で
あ
ろ
う
『
嘉
泰
普
灯
録
』
で
は
、「
青
山
常
運
歩
」
の
上
堂
の
次
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

上
堂
。
入
道
之
径
。
内
虗
外
静
、
如
水
澄
凝
。
万
象
光
映
、
不
沈
不
浮
。
万
法
自
如
。
所
以
道
、
火
不
待
日
而
熱
、

風
不
待
月
而
涼
。
堅
石
処
水
。
天
瞽
猶
光
。
明
暗
自
爾
。
乾
湿
同
方
。
若
能
如
是
。
岩
前
枯
木
半
夜
開
華
。
木
女
擕
籃

清
風
月
下
。
石
人
舞
袖
共
賀
太
平
。
野
老
謳
歌
知
音
者
和
。
於
斯
明
得
。
何
必
重
登
塔
廟
。
再
見
文
殊
。
道
在
目
前
。

一
時
参
取
。（
入
道
の
径み

ち

は
、
內
に
虗む

な

［
虚
の
異
体
字
］
し
く
外
に
静
な
る
こ
と
、
水
の
澄
み
凝
る
が
如
し
。
万
象
の
光
映
じ
て
、
沈

ま
ず
浮
か
ず
。
万
法
、
自
ら
如
な
り
。
所
以
に
道
う
、
火
は
日
を
待
た
ず
し
て
熱
く
、
風
は
月
を
待
た
ず
し
て
涼
し
。
堅
石
、
処
水
、

天て
ん
こ瞽
［
雷
の
こ
と
］
猶
お
光
る
。
明
暗
自お

の
ず
から
爾し

か

り
。
乾
湿
、
方
を
同
じ
く
す
。
も
し
よ
く
是か

く

の
如
く
な
ら
ば
、
岩
前
の
枯
木
、
半
夜
に

華
開
き
、
木
女
、
籃か
ご

を
擕
［
携
の
俗
字
］
う
清
風
の
月
下
。
石
人
、
袖
を
舞ま

わ

し
共
に
太
平
を
賀
す
。
野
老
、
謳
歌
し
知
音
の
者
、
和
す
。

こ
こ
に
お
い
て
明
得
す
れ
ば
、
何
ぞ
必
ず
し
も
重
ね
て
塔
廟
に
登
り
、
文
殊
に
再
見
せ
ん
。
道
は
目
前
に
在
り
。
一
時
に
参
取
せ
よ
。

（X
79,309b

）

こ
こ
に
「
木
女
」
と
「
石
人
」、
そ
し
て
「
堅
石
」「
岩
」
が
登
場
す
る
。『
宝
鏡
三
昧
』
に
は
「
木
人
ま
さ
に
歌
い
、
石

女
立
っ
て
舞
う
」
と
同
工
異
曲
の
「
石
女
、
木
人
」
が
登
場
す
る
。
そ
し
て
彼
等
が
詠
い
舞
う
の
も
、
あ
や
ま
た
ず
「
半

夜
」
で
「
月
下
」
で
あ
る
か
ら
、「
夜
」
で
あ
り
、
誰
に
も
見
ら
れ
ず
、
知
ら
れ
な
い
。

そ
の
よ
う
に
「
石
」
を
展
開
し
た
後
で
、
偈
の
内
容
に
戻
っ
て
〈
生
児
の
道
理
し
る
べ
し
〉
と
い
う
。
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〈
生
児
の
道
理
〉
と
は
、
生
ま
れ
る
は
ず
の
な
い
石
女
の
子
が
生
ま
れ
る
道
理
で
あ
り
、
さ
き
ほ
ど
見
た
よ
う
に
衆
生
が

仏
に
成
る
こ
と
、
仏
法
の
道
理
と
取
り
た
い
。
こ
の
解
釈
で
は
親
が
衆
生
で
子
が
仏
で
あ
る
。
そ
の
道
理
に
お
い
て
、〈
生

児
の
と
き
は
、
親
子
並
化
す
る
か
。
児
の
親
と
な
る
を
、
生
児
現
成
と
参
学
す
る
の
み
な
ら
ん
や
、
親
の
児
と
な
る
と
き

を
、
生
児
現
成
の
修
証
な
り
、
と
参
学
す
べ
し
、
究
徹
す
べ
し
〉
と
展
開
さ
れ
る
。
人
間
や
動
物
が
児
を
生
む
と
き
、〈
生

児
の
と
き
〉
は
、
か
な
ら
ず
親
子
並
化
す
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
成
仏
で
は
、
衆
生
と
仏
は
同
時
に
並
ん
で
あ
る
こ
と
は
な

い
。
仏
の
時
は
衆
生
で
は
な
く
、
衆
生
の
時
は
仏
で
は
な
い
。

親
子
並
化
し
な
い
、
と
い
う
こ
と
は
、《
三
界
唯
心
》
で
、〈
子
現
成
〉
に
つ
い
て
い
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
証
を
求
め

る
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
そ
こ
で
は
〈
吾
子
、
子
吾
、
こ
と
ご
と
く
釈
迦
慈
父
の
令
嗣
な
り
〉
と
い
わ
れ
て
、
父
が
仏

で
あ
っ
て
、
そ
の
子
に
な
る
こ
と
が
成
仏
で
あ
り
、
今
の
場
合
と
逆
で
あ
る
。

〈
吾
子
か
な
ら
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
に
う
け
て
、
毀
破
せ
ず
、
虧
闕
せ
ざ
る
を
、
子
現
成
と
す
。
而
今
は
父
前
子
後
に
あ

ら
ず
、
子
前
父
後
に
あ
ら
ず
。
父
子
あ
ひ
な
ら
べ
る
に
あ
ら
ざ
る
を
、
吾
子
の
道
理
と
い
ふ
な
り
。
与
授
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も

こ
れ
を
う
く
、
奪
取
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
こ
れ
を
え
た
り
〉

〈
生
児
の
道
理
〉
は
、
こ
こ
で
は
〈
吾
子
の
道
理
〉
で
あ
る
。
そ
し
て
、〈
父
子
あ
ひ
な
ら
べ
る
に
あ
ら
ざ
る
〉
と
い
わ
れ

て
い
る
。
蛇
足
で
は
あ
る
が
、《
三
界
唯
心
》
の
〈
吾
子
か
な
ら
ず
身
体
髪
膚
を
慈
父
に
う
け
て
、
毀
破
せ
ず
、
虧
闕
せ
ざ

る
を
、
子
現
成
と
す
〉
は
、《
諸
悪
莫
作
》
の
〈
作
仏
祖
す
る
に
衆
生
を
や
ぶ
ら
ず
、
う
ば
は
ず
、
う
し
な
ふ
に
あ
ら
ず
。

し
か
あ
れ
ど
も
脱
落
し
き
た
れ
る
な
り
〉
と
ま
さ
し
く
呼
応
す
る
。

〈
児
の
親
と
な
る
を
、
生
児
現
成
と
参
学
す
る
〉
と
い
う
の
は
、
諸
解
釈
も
い
う
よ
う
に
、
子
ど
も
で
あ
っ
た
者
が
、
親

に
な
る
こ
と
が
、
子
が
生
ま
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
了
解
で
き
る
。

だ
が
、〈
親
の
児
と
な
る
と
き
を
、
生
児
現
成
の
修
証
〉
で
あ
る
と
参
学
せ
よ
、
と
い
わ
れ
る
と
、
ふ
つ
う
は
ま
っ
た
く
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お
手
上
げ
で
あ
る
。
し
か
し
、
す
で
に
〈
石
女
夜
生
児
〉
の
解
釈
で
、〈
石
女
〉
が
衆
生
で
親
で
あ
り
、
生
ま
れ
た
仏
が
子

で
あ
る
、
と
し
た
。
親
（
石
女
、
衆
生
）
が
、
仏
（
子
）
と
成
る
の
が
成
仏
で
あ
る
か
ら
、
ま
さ
に
〈
親
の
児
と
な
る
と
き
〉

で
あ
り
、
そ
れ
は
一
度
生
ま
れ
た
ら
、
そ
れ
で
終
わ
り
で
は
な
く
、
不
断
の
修
証
が
要
請
さ
れ
る
。〈
仏
と
な
り
て
さ
ら
に

仏
を
見
る
〉
の
で
あ
る
か
ら
、〈
生
児
現
成
の
修
証
〉
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
最
後
は
〈
生
児
現
成
の
修
証
な
り
、
と
参
学
す

べ
し
、
究
徹
す
べ
し
〉
と
結
ば
れ
る
。〈
生
児
現
成
〉
は
了
解
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
。
ど
こ
ま
で
も
自
ら
が
実
際
に
修
行

を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
究
徹
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

二
章
　
山
と
水

一
節　

東
山
水
上
行

＊

一
、　　　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

雲
門
匡
真
大
師
い
は
く
、
東
山
水
上
行
。

こ
の
道
現
成
の
宗
旨
は
、
諸
山
は
東
山
な
り
、
一
切
の
東
山
は
水
上
行
な
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
九
山
迷
盧
等
の
現
成
せ

り
、
修
証
せ
り
。
こ
れ
を
東
山
と
い
ふ
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
雲
門
い
か
で
か
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な

ら
ん
。

［
注
釈
］

○
雲
門
匡き
ょ
う

真し
ん

大
師　

雲
門
文ぶ
ん

偃え
ん

（
八
六
四
～
九
四
九
）
匡
真
は
諱
。
雪
峯
義
存
（
石
頭
系
）
の
法
嗣
、
玄
沙
師
備
と
兄
弟
弟
子
。
雲
門
宗

の
祖
。
語
録
に
『
雲
門
広
録
』
な
ど
が
あ
る
。
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○
東
山
水
上
行　

一
章
二
節
三
に
既
出

○
諸
山　
「
諸
山
」
は
訓
み
く
だ
せ
ば
「
あ
ら
ゆ
る
山
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
『
御
聴
書
抄
』
は
「
今
の
諸
山
と
云
［
う
］
は
尽
界
な
る
べ

し
」（
二
三
八
）
と
い
う
。
そ
れ
を
承
け
て
『
文
学
大
系
』・
頭
注
は
「
諸
山
は
尽
界
の
こ
と
を
い
う
。
東
山
も
尽
界
の
こ
と
で
、
東
西
南

北
に
対
す
る
東
山
で
は
な
い
。
無
限
の
宇
宙
に
は
中
心
が
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
す
る
。
い
ず
れ
も
適
当
で
は
あ
る
ま
い
。

○
東
山　
『
思
想
』・
頭
注
に
「
固
有
名
詞
で
あ
る
。
浙
江
省
紹
興
県
の
南
に
あ
り
、
雲
門
寺
の
所
在
」
と
い
う
が
、
雲
門
は
そ
の
雲
門
寺

に
住
し
た
の
で
は
な
い
か
ら
誤
り
。
雲
門
は
広
東
省
韶
関
市
曲
江
区
に
あ
る
霊
樹
寺
の
首
座
と
な
り
、
後
に
韶
州
の
雲
門
山
（
広
東
省
韶

関
市
乳
源
県
）
の
光
泰
院
に
住
し
た
。
テ
キ
ス
ト
で
三
番
目
に
言
及
さ
れ
る
「
東
山
」
に
つ
い
て
、『
文
庫
』
脚
注
は
「
東
山
と
自
己
と

別
物
で
な
い
真
実
を
知
ら
な
い
こ
と
を
い
う
」
と
あ
る
が
、
境
を
転
じ
て
自
己
に
帰
す
る
解
釈
。

○
九
山
迷
盧　
「
迷
盧
」
は
蘇
迷
盧
（
シ
ュ
メ
ー
ル
）
山
で
須
弥
山
の
こ
と
。「
九
山
」
は
古
代
イ
ン
ド
の
地
理
で
、
須
弥
山
を
中
心
に
七
金

山
が
あ
り
、
外
海
を
取
り
巻
く
鉄
囲
山
を
加
え
て
九
山
に
な
る
。
よ
っ
て
「
九
山
迷
盧
」
は
全
世
界
の
山
々
と
な
る
。

○
皮
肉
骨
髄　
『
中
華
伝
心
地
禅
門
師
資
承
襲
図
』
に
初
出
す
る
達
磨
の
弟
子
が
そ
れ
ぞ
れ
達
磨
の
皮
肉
・
骨
・
髄
を
得
た
と
言
っ
て
印
可

さ
れ
た
故
事
。『
景
徳
伝
燈
録
』
第
三
巻
達
磨
章
で
は
三
人
か
ら
四
人
に
な
る
。
達
摩
の
伝
え
た
法
の
内
実
。

○
修
証
活
計　

修
行
・
証
と
活
計　
「
活
計
」
の
原
義
は
「
暮
し
、
な
り
わ
い
」。
そ
こ
か
ら
日
常
の
働
き
の
意
味
。

【
現
代
語
訳
】

雲
門
匡
真
大
師
が
い
っ
た
、「
東
山
水
上
行
」。

こ
の
道こ

と
ばの
現
成
の
根
本
的
意
味
は
、
諸
山
は
東
山
で
あ
り
、
一
切
の
東
山
は
水
上
行
な
の
で
あ
る
。
こ
う
い
う
わ
け
で

（
世
界
に
あ
る
）
九
山
や
（
そ
の
中
心
の
）
シ
ュ
メ
ー
ル
山
等
が
現
成
し
て
い
る
し
、
修
証
し
て
い
る
。
こ
れ
を
東
山
と
い
う
。

そ
う
で
は
あ
る
が
、
雲
門
が
ど
う
し
て
東
山
の
皮
肉
骨
随
（
法
の
内
実
）、
そ
の
修
証
や
働
き
に
お
い
て
透
脱
し
て
い
る
で
あ
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ろ
う
か
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

東
山
の
「
東
」
と
は
何
か
。
啓
迪
が
光
妙
［
明
＝
筆
者
］
の
巻
を
引
い
て
説
く
よ
う
に
、
東
方
は
彼
此
の
俗
論
に
あ

ら
ず
法
界
の
中
心
な
り
、
と
い
う
と
き
の
「
東
」
で
あ
る
。（
九
九
）

水
上
行
は
、
常
運
歩
の
参
学
を
以
て
十
分
に
透
過
す
る
こ
と
が
で
き
る
。（
一
〇
〇
）

雲
門
も
東
山
の
大
面
目
を
道
破
し
な
が
ら
、
み
ず
か
ら
そ
の
骨
髄
を
透
脱
し
て
は
居
る
ま
い
。
東
山
水
上
行
と
は
、

そ
れ
ほ
ど
の
言
葉
で
あ
る
。
―
―
こ
こ
で
は
雲
門
の
言
葉
を
卓
上
（
他
よ
り
高
く
優
れ
て
い
る
と
評
価
す
る
＝
筆
者
）
し
、

勢
余
っ
て
雲
門
自
身
を
貶
し
た
形
に
な
っ
て
ゐ
る
。
辨
註
に
は
、
雲
門
い
か
で
か
云
云
は
誤
写
で
、
人
々
い
か
で
か
、

と
い
う
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
と
解
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
解
釈
は
、
全
く
の
誤
り
で
、
雲
門
を
貶
す
れ
ば
貶
す
る
だ
け
、

雲
門
の
言
葉
は
輝
く
の
で
あ
る
か
ら
、
実
を
い
え
ば
、
こ
の
上
も
な
く
雲
門
を
卓
上
し
た
言
葉
で
あ
る
。
か
よ
う
な
言

葉
使
い
は
、
禅
門
に
非
常
に
多
く
、
道
元
に
も
時
々
現
わ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。（
一
〇
一
）

（
検
討
）

〈
水
上
行
〉
と
〈
常
運
歩
〉
を
同
じ
意
味
だ
と
し
て
い
る
。
根
本
的
に
は
そ
う
で
は
あ
る
。
青
山
の
句
は
山
に
つ
い
て
だ

け
述
べ
て
い
る
が
、
東
山
の
句
は
水
と
の
関
わ
り
で
述
べ
て
い
る
、
と
い
う
違
い
が
あ
る
が
、
内
実
で
も
い
さ
さ
か
違
う
で

あ
ろ
う
。
雲
門
を
貶
す
の
は
、
雲
門
の
詞
が
あ
ま
り
に
良
い
の
で
、
筆
の
勢
い
で
貶
し
た
だ
け
で
、
実
は
雲
門
を
褒
め
て
い

る
と
解
釈
し
て
い
る
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
言
葉
使
い
を
し
て
い
る
道
元
の
例
な
ど
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
。
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古
田
『
私
釈
』

東
西
南
北
す
べ
て
の
山
が
東
山
で
な
い
も
の
は
な
く
し
て
水
上
行
し
て
い
る
と
す
る
以
上
に
大
規
模
に
世
界
の
地

軸
を
な
し
て
い
る
よ
う
な
山
さ
え
も
周
囲
の
山
々
を
一
丸
に
し
て
東
山
と
し
て
水
上
行
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ

り
、
誠
に
雄
大
壮
観
な
水
上
行
と
言
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
雲
門
は
「
如
何
な
る
か
是
れ
諸
仏
出
身
の

所
」
と
問
わ
れ
て
、
東
山
水
上
行
の
答
え
を
以
て
し
た
の
で
あ
る
が
、
諸
仏
が
生
ま
れ
出
る
根
源
の
処
が
東
山
水
上
行

で
あ
る
と
答
え
て
い
る
こ
と
を
思
う
と
、
こ
の
東
山
が
水
上
を
渡
っ
て
行
く
と
し
て
い
る
こ
と
に
こ
そ
究
弁
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
真
理
が
あ
る
の
で
あ
り
、「
小
聞
つ
た
な
き
に
よ
り
て
、
流
山
の
語
を
お
ど
ろ
く
な
り
」
と
道
元
が
前
に

戒
め
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
山
が
流
れ
る
と
い
う
こ
と
に
驚
く
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
話
に
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

（
三
九
、四
〇
）

一
見
雲
門
を
非
難
し
て
い
る
よ
う
な
こ
と
に
解
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
…
…
文
意
と
し
て
は
ど
う

も
『
弁
註
』
の
よ
う
に
雲
門
の
二
字
は
衍
字
で
あ
る
と
し
た
方
が
よ
さ
そ
う
で
あ
り
、
道
元
が
こ
の
山
水
経
の
一
巻

を
浄
書
す
る
に
際
し
て
、
雲
門
の
二
字
を
誤
っ
て
書
き
入
れ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い
い
か
も
知
れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
四
一
）

し
か
し
『
御
抄
』
と
か
『
聞
解
』
な
ど
の
註
釈
か
ら
『
啓
迪
』
に
至
る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
い
ず
れ
を
見
て
も
こ
の
一

句
の
句
意
は
雲
門
を
非
難
し
て
落
と
し
て
い
る
よ
う
で
は
あ
る
が
実
は
尊
重
し
て
挙
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
と
し
、「
い
や
、
な
か
な
か
ど
う
し
て
雲
門
は
わ
か
っ
て
い
る
の
だ
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
を
い
っ
て
い
る
も

の
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
同
）

「
重
く
聞
こ
え
さ
せ
る
た
め
に
暫
く
雲
門
を
落
と
し
て
み
せ
る
ぢ
ゃ
」
と
い
う
解
し
方
は
無
理
を
免
れ
な
い
よ
う
で

あ
り
、
無
難
な
解
釈
と
し
て
は
雲
門
の
二
字
を
衍
字
と
見
た
方
が
よ
さ
そ
う
に
思
え
る
の
で
あ
る
。（
四
一
、二
）
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皮
肉
骨
髄
と
身
体
的
に
い
っ
て
い
て
、
東
山
水
上
行
を
生
き
た
人
間
の
活
動
と
同
じ
よ
う
に
見
て
い
る
こ
と
で
あ

り
、
…
…
こ
の
場
合
も
山
の
水
上
行
は
人
の
水
上
行
で
も
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
こ
で
修
証
は
活
計
と
い
う
語
を
伴
っ
て

表
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
も
の
が
出
て
く
る
の
で
あ
り
、
…
…
（
四
二
）

（
検
討
）

こ
こ
を
「
雄
大
壮
観
な
水
上
行
」
な
ど
と
い
う
の
は
、「
東
山
水
上
行
」
を
文
字
通
り
に
視
覚
的
に
理
解
し
て
い
る
か
ら

で
あ
る
が
、
果
た
し
て
そ
の
よ
う
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
東
山
が
水
上
を
渡
っ
て
行
く
」
こ
と
を
「
究
弁
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
真
理
」
と
い
う
が
、「
水
上
を
渡
っ
て
行
く
」
の
で
は
な
か
ろ
う
し
、
そ
ん
な
「
真
理
」
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

古
田
は
、
非
難
し
て
い
る
よ
う
で
尊
重
し
て
い
る
と
い
う
『
御
抄
』
か
ら
田
中
ま
で
の
解
釈
を
、
無
理
な
解
釈
と
み
な
し
て

『
辨
註
』
の
衍
字
説
を
取
る
。
確
か
に
彼
ら
の
説
は
無
理
で
あ
ろ
う
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
衍
字
説
で
い
い
の
か
。
道
元
の

真
筆
本
が
あ
る
の
に
、
道
元
が
書
き
間
違
え
た
と
は
不
可
思
議
な
見
方
で
あ
る
。
ま
た
皮
肉
骨
髄
を
肉
身
の
こ
と
と
取
り
、

「
人
の
水
上
行
で
も
あ
る
」
と
い
う
が
、
皮
肉
骨
髄
を
肉
身
と
取
る
こ
と
は
、
禅
語
の
意
味
か
ら
し
て
あ
り
え
な
い
し
、
人

間
が
水
の
上
を
行
く
こ
と
と
、「
水
上
行
」
と
は
関
係
が
な
か
ろ
う
。

安
谷
『
参
究
』

諸
仏
出
身
の
処
と
は
、
な
ん
の
こ
と
か
。
こ
れ
を
一
円
相
で
示
し
た
の
を
、
し
ば
し
ば
見
る
が
、
一
円
相
と
、
東
山

水
上
行
と
、
全
く
同
じ
精
神
が
見
え
な
く
て
は
だ
め
だ
。（
九
〇
）

東
山
水
上
行
は
、
も
ち
ろ
ん
青
山
常
運
歩
と
そ
の
精
神
は
同
じ
だ
か
ら
、
説
明
を
省
略
す
る
。（
九
二
）

す
べ
て
の
山
と
は
な
ん
の
こ
と
で
あ
っ
た
か
。
主
観
も
客
観
も
な
い
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
、
ま
だ
頭
に
描
か
な

い
、
朕
兆
未
萌
の
本
来
の
自
己
の
こ
と
で
は
な
か
っ
た
か
。
そ
の
自
己
の
日
常
生
活
を
水
上
行
と
い
う
の
だ
。
…
…
こ
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の
ゆ
え
に
九
山
迷
盧
等
の
現
成
も
あ
り
修
証
も
あ
る
の
だ
。
こ
れ
も
譬
喩
だ
。
だ
が
こ
の
言
葉
は
イ
ン
ド
古
代
の
世
界

観
か
ら
来
て
い
る
。
…
…
須
弥
も
九
山
も
み
な
東
山
だ
と
い
っ
て
、
本
来
の
自
己
の
生
活
に
、
無
量
無
辺
の
方
面
が
あ

り
、
様
子
が
あ
る
こ
と
を
、
迷
盧
等
の
現
成
せ
り
、
修
証
せ
り
と
示
さ
れ
た
の
だ
。（
九
三
）

〈
雲
門
い
か
で
か
…
…
〉
に
つ
い
て
は
、「
こ
の
一
段
の
見
方
は
、
私
も
田
中
忠
雄
氏
と
同
感
で
あ
る
」（
九
四
）
と
い
う
。

（
検
討
）

こ
こ
に
は
載
せ
て
い
な
い
が
『
啓
迪
』
の
引
用
に
一
頁
、
そ
の
批
判
に
一
頁
を
費
や
し
て
い
る
が
、
ど
ち
ら
も
ど
ち
ら
と

い
う
感
じ
で
あ
る
。
し
か
し
、
一
円
相
と
東
山
水
上
行
が
同
じ
精
神
だ
、
と
い
う
説
明
な
し
の
示
し
は
、
私
に
は
「
東
山
水

上
行
」
を
無
理
会
話
と
し
て
扱
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
東
山
と
本
来
の
自
己
を
た
だ
ち
に
同
一
視
す
る
の
は
、「
転
境
転

心
」
の
典
型
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
「
朕
兆
未
萌
の
本
来
の
自
己
」
に
日
常
生
活
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
日
常
生
活
が
色
々

あ
る
こ
と
を
〈
迷
盧
等
の
現
成
せ
り
、
修
証
せ
り
〉
と
い
っ
て
い
る
と
は
思
え
な
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
れ
ま
で
は
山
の
参
究
で
し
た
が
、
こ
こ
か
ら
は
水
の
参
究
に
な
る
。（
六
九
）

諸
山
と
は
、
た
だ
そ
の
あ
た
り
に
あ
る
山
だ
け
で
は
な
い
。
一
切
尽
界
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
そ
し
て
こ
の
尽
界

は
「
水
上
行
な
り
」
と
い
う
。
み
ん
な
水
の
上
を
歩
い
て
い
る
。（
七
〇
）

こ
の
「
水
」
と
い
う
の
も
自
己
尽
界
で
す
。
し
か
し
「
水
上
行
」
だ
か
ら
流
れ
て
い
る
。『
有
時
』
の
巻
に
あ
て
は

め
て
い
え
ば
、
自
己
尽
界
時
時
の
水
上
行
で
す
。（
同
）

迷
盧
と
は
須
弥
山
の
こ
と
…
…
九
山
と
い
う
、
つ
ま
り
自
己
尽
界
で
す
。
そ
の
自
己
尽
界
が
水
上
行
と
い
う
事
実
を

現
成
し
修
証
し
て
い
る
。（
七
〇
、七
一
）
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雲
門
大
師
が
東
山
水
上
行
と
言
わ
れ
た
の
だ
が
、
は
た
し
て
大
師
が
東
山
全
体
を
修
証
し
、
活
計
の
自
由
を
得
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
道
元
禅
師
は
そ
れ
を
も
っ
と
根
本
的
に
洗
い
た
て
て
話
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る

わ
け
で
す
。（
七
一
）

（
検
討
）

こ
こ
か
ら
「
水
の
参
究
」
だ
ろ
う
か
。
水
は
次
章
に
詳
し
く
説
か
れ
る
し
、
こ
こ
で
は
「
東
山
」
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の

だ
か
ら
、
山
の
参
究
の
続
き
で
あ
ろ
う
。『
御
聴
書
抄
』
に
「
今
の
諸
山
と
云
［
う
］
は
尽
界
な
る
べ
し
」（
二
三
八
）
と
あ

る
か
ら
、
そ
れ
に
倣
っ
て
諸
山
を
尽
界
と
し
て
、
な
ん
で
も
「
自
己
尽
界
」
で
す
ま
し
て
い
る
が
、
自
己
尽
界
と
は
何
か
。

《
有
時
》
を
な
ぞ
っ
て
言
っ
て
み
て
も
解
釈
に
は
な
ら
な
い
。
ま
た
内
山
は
、
雲
門
に
つ
い
て
、
雲
門
は
そ
う
言
っ
た
が
実

際
は
そ
う
だ
ろ
う
か
、
と
言
と
行
の
齟
齬
、
不
一
致
の
よ
う
に
と
っ
て
い
る
が
、
そ
う
だ
ろ
う
か
。

森
本
『
花
開
』
は
「
東
山
」
に
つ
い
て
『
御
抄
』『
聞
解
』
の
解
釈
を
引
き
、『
啓
迪
』
が
指
摘
し
た
《
光
明
》
の
箇
所
を

引
用
し
て
い
る
の
み
で
、
自
ら
の
言
説
は
な
い
。

【
私
釈
】

先
ず
、
雲
門
の
則
を
挙
げ
る
こ
の
章
全
体
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
お
お
き
く
二
つ
の
意
図
を
も
っ
て
い
よ
う
。
ひ
と
つ

は
、「
東
山
」
と
「
水
上
」
が
《
山
水
経
》
と
い
う
巻
名
の
「
山
」
と
「
水
」
に
関
わ
っ
て
お
り
、
す
で
に
見
た
よ
う
に

〈
東
山
水
上
行
〉
は
、〈
青
山
常
運
歩
〉
と
同
様
に
、
仏
法
の
要
諦
だ
か
ら
そ
れ
を
詳
し
く
参
究
す
る
こ
と
で
あ
る
。

い
ま
ひ
と
つ
は
雲
門
の
こ
の
句
を
、
当
時
の
禅
宗
が
ど
の
よ
う
に
扱
っ
て
き
た
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
そ
れ
が
第
一

の
問
い
の
究
明
の
間
を
割
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
こ
の
段
の
最
後
の
雲
門
批
判
が
、
宋
代
禅
宗
の
問
題
と
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関
わ
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

さ
て
〈
こ
の
道
現
成
の
宗
旨
は
、
諸
山
は
東
山
な
り
〉
と
は
じ
ま
る
。〈
諸
山
は
東
山
〉
と
い
わ
れ
て
、
雲
門
の
句
の

「
東
山
」
が
固
有
名
詞
の
「
東
山
」
で
も
、
東
西
南
北
の
「
東
の
山
」
で
も
な
く
、「
諸
山
」
あ
ら
ゆ
る
山
と
普
遍
化
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
を
さ
ら
に
強
調
し
て
〈
一
切
の
東
山
は
〉
と
言
い
直
さ
れ
て
〈
水
上
行
な
り
〉
と
続
く
。
お
よ
そ
山
と
い
う
山

は
す
べ
て
、
水
上
行
で
あ
る
と
い
う
。〈
水
上
行
〉
は
、
す
で
に
一
章
三
節
一
で
み
た
よ
う
に
、
青
山
常
運
歩
の
「
運
歩
」

と
同
じ
意
味
と
し
た
。
古
田
の
よ
う
な
、
文
字
通
り
山
が
水
の
上
を
流
れ
て
い
く
の
で
も
、
内
山
の
よ
う
に
「
水
の
上
を
歩

い
て
い
る
」
の
で
も
な
い
。〈
運
歩
〉
と
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
打
坐
の
と
こ
ろ
で
、
す
で
に
不
覚
不
知
に
刻
々
に
現
成

し
て
い
る
事
態
で
あ
る
。

そ
の
刻
々
現
成
し
て
い
る
事
態
は
、『
聞
解
』
が
い
う
「
刹
那
も
生
相
な
く
、
刹
那
も
滅
相
無
し
」（
二
三
八
）
で
は
な
く
、

強
い
て
い
え
ば
「
有
時
」
で
あ
り
、
そ
れ
は
安
谷
が
い
う
「
自
己
の
日
常
生
活
」
で
は
な
く
て
、
田
中
の
い
う
よ
う
に
「
常

運
歩
」
と
同
じ
事
態
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
道
元
は
こ
こ
で
は
こ
れ
以
上
詳
し
く
は
拈
提
せ
ず
、〈
こ
の
ゆ
え
に
、
九
山
迷

盧
等
の
現
成
せ
り
、
修
証
せ
り
〉
と
い
わ
れ
る
。

〈
水
上
行
〉
が
、
打
坐
に
お
い
て
現
成
す
る
事
態
で
あ
り
、
万
法
の
あ
る
が
ま
ま
で
あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
が
九
山
迷
盧
（
あ

ら
ゆ
る
山
）
の
現
成
で
あ
り
、
修
証
で
あ
る
の
か
。
こ
う
い
わ
れ
る
。

〈
わ
れ
ら
が
行
持
に
よ
り
て
、
こ
の
道
環
の
功
徳
あ
り
。
こ
れ
に
よ
り
て
、
仏
仏
祖
祖
、
仏
住
し
、
仏
非
し
、
仏
心

し
、
仏
成
じ
て
、
断
絶
せ
ざ
る
な
り
。
こ
の
行
持
に
よ
り
て
、
日
月
星
辰
あ
り
、
行
持
に
よ
り
て
、
大
地
虚
空
あ
り
。〉

《
行
持
上
》
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そ
う
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
ら
の
行
持
に
よ
り
て
山
水
あ
り
と
も
い
え
る
。
つ
ま
り
打
坐
に
お
い
て
現
成
す
る
〈
水
上
行
〉
で

あ
る
と
き
、〈
九
山
迷
盧
等
の
現
成
せ
り
〉
と
い
う
の
は
、
よ
く
わ
か
ろ
う
。
ま
た
打
坐
で
あ
る
か
ら
自
己
の
修
証
が
そ
こ

に
あ
る
の
は
当
然
で
あ
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
山
も
参
学
し
修
証
し
、
成
仏
す
る
。〈
九
山
迷
盧
等
の
現
成
せ
り
、
修
証

せ
り
〉
と
い
わ
れ
る
の
も
、
こ
れ
に
照
ら
せ
ば
頷
け
る
で
あ
ろ
う
。
道
元
は
〈
修
証
せ
り
〉
と
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
修

行
者
の
あ
り
方
を
離
れ
た
〈
東
山
〉
で
は
な
い
こ
と
を
言
い
表
そ
う
と
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

だ
が
、
続
く
〈
し
か
あ
れ
ど
も
、
雲
門
い
か
で
か
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
の
言
葉
は
、
思
わ
ず

耳
を
疑
う
。

雲
門
は
直
前
に
〈
雲
門
匡
真
大
師
〉
と
尊
称
で
名
指
さ
れ
、
そ
の
言
い
得
た
句
〈
東
山
水
上
行
〉
は
、〈
道
現
成
〉
と
い

わ
れ
た
。
そ
れ
は
、
雲
門
へ
の
全
面
的
肯
定
と
聞
こ
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雲
門
が
〈
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証

活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
と
い
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
雲
門
の
言
葉
は
こ
の
巻
の
最
後
に
も
「
古
仏
曰
く
」
と
そ
の
言
句

が
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、〈
雲
門
〉
と
何
の
尊
称
、
敬
称
も
つ
け
な
い
否
定
的
評
価
に
は
、『
辨
註
』
の
衍
字
説
ま

で
出
て
、
そ
れ
を
支
持
す
る
解
釈
者
（
古
田
）
も
あ
る
ほ
ど
、
誰
で
も
「
は
て
な
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

な
ぜ
道
元
は
雲
門
を
け
な
す
の
か
。
こ
こ
で
少
し
じ
っ
く
り
、
道
元
と
雲
門
の
関
係
を
み
て
み
た
い
。

雲
門
に
対
し
て
は
、
道
元
は
こ
こ
だ
け
で
は
な
く
、
高
評
と
低
評
価
の
混
じ
っ
た
微
妙
な
表
現
を
し
て
い
る
。
雲
門
の
則

を
肯
定
し
て
取
り
上
げ
る
《
光
明
》
で
は
、
こ
う
あ
る
。

〈
雲
門
山
大
慈
雲
匡
真
大
師
は
、
如
来
世
尊
よ
り
、
三
十
九
世
の
児
孫
な
り
、
法
を
雪
峰
真
覚
大
師
に
嗣
す
。
仏
衆
の
晩

進
な
り
と
い
へ
ど
も
、
祖
席
の
英
雄
な
り
。〉

〈
祖
席
の
英
雄
〉
は
高
く
評
価
し
た
言
葉
に
は
違
い
な
い
が
、〈
仏
衆
の
晩
進
〉
は
、
仏
衆
と
い
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
正

法
を
得
た
仏
で
あ
る
と
認
め
て
、
し
か
も
〈
晩
進
〉
と
低
い
評
価
を
加
え
る
。「
晩
進
」
は
後
輩
と
い
う
意
味
も
あ
る
が
、
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た
と
え
ば
〈
徳
山
の
む
か
し
あ
き
ら
め
ざ
る
こ
と
は
、
い
ま
き
こ
ゆ
る
と
こ
ろ
な
り
。
龍
潭
を
み
し
よ
り
の
ち
も
、
な
ほ
婆

子
を
怕
却
し
つ
べ
し
。
な
ほ
こ
れ
参
学
の
晩
進
な
り
、
超
証
の
古
仏
に
あ
ら
ず
〉《
心
不
可
得
》
と
、
古
仏
で
は
な
い
劣
っ

た
者
と
い
う
意
味
に
使
っ
て
い
る
。

《
仏
経
》
で
も
、
叙
述
が
進
む
に
つ
れ
、
微
妙
に
高
評
価
か
ら
否
定
へ
と
移
っ
て
い
る
。

〈
雲
門
は
雪
峰
の
門
人
な
り
。
人
天
の
大
師
に
堪か

ん

為い

な
り
と
も
、
な
ほ
学
地
と
い
ふ
つ
べ
し
。
こ
れ
ら
を
も
て
得
本

と
せ
ん
、
た
だ
こ
れ
愁
末
な
る
べ
し
。
臨
済
、
い
ま
だ
き
た
ら
ず
、
雲
門
い
ま
だ
い
で
ざ
り
し
時
は
、
仏
祖
な
に
を
も

て
か
学
道
の
標
準
と
せ
し
。
か
る
が
ゆ
え
に
知
る
べ
し
、
か
れ
ら
が
屋
裏
に
仏
家
の
道
業
つ
た
は
れ
ざ
る
な
り
。〉

〈
人
天
の
大
師
〉
に
耐
え
う
る
人
な
ら
ば
、
立
派
な
仏
祖
で
あ
る
は
ず
だ
が
、
な
お
修
行
途
上
の
〈
学
地
〉
で
あ
り
、
そ

の
上
の
「
無
学
」
で
は
な
く
、
臨
済
と
共
に
〈
仏
家
の
道
業
〉
は
伝
わ
っ
て
い
な
い
と
い
う
。

で
は
、
道
元
は
雲
門
の
何
を
高
く
評
価
し
、
何
を
け
な
す
の
か
。《
嗣
書
》
に
貶
し
も
褒
め
も
し
な
い
叙
述
が
あ
る
。

〈
と
き
に
道
元
、
宗
月
首
座
に
と
ふ
、
和
尚
い
ま
五
家
の
宗
派
を
つ
ら
ぬ
る
に
、
い
さ
さ
か
同
異
あ
り
、
そ
の
こ
こ

ろ
い
か
ん
。
西
天
よ
り
嫡
嫡
相
嗣
せ
ら
れ
ば
、
な
ん
ぞ
同
異
あ
ら
ん
や
。
宗
月
い
は
く
、
た
と
ひ
同
異
は
る
か
な
り
と

も
、
た
だ
ま
さ
に
雲
門
山
の
仏
は
か
く
の
ご
と
く
な
る
と
学
す
べ
し
。
釈
迦
老
師
な
に
に
よ
り
て
か
尊
重
他
な
る
、
悟

道
に
よ
り
て
尊
重
な
り
、
雲
門
大
師
な
に
に
よ
り
て
か
尊
重
他
な
る
、
悟
道
に
よ
り
て
尊
重
な
り
。
道
元
こ
の
語
を
き

く
に
、
い
さ
さ
か
領
覧
あ
り
、
い
ま
江
浙
に
大
刹
の
主
と
あ
る
は
、
お
ほ
く
臨
済
・
雲
門
・
洞
山
等
の
嗣
法
な
り
。〉
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こ
こ
で
の
評
価
は
、
当
時
の
禅
宗
で
は
五
宗
の
う
ち
、
潙
仰
宗
と
法
眼
宗
は
す
で
に
法
統
が
絶
え
て
い
る
の
で
、
残
る
臨

済
宗
、
雲
門
宗
、
曹
洞
宗
（
洞
山
）
の
う
ち
、
一
つ
の
宗
祖
と
し
て
の
中
立
的
な
評
価
で
あ
ろ
う
。
宗
月
が
、
釈
迦
も
雲
門

も
悟
道
し
て
い
る
か
ら
尊
重
す
る
の
で
あ
る
と
い
う
の
を
道
元
も
頷
い
て
い
る
。

臨
済
宗
は
〈
見
在
、
大
宋
に
は
臨
済
宗
の
み
天
下
に
あ
ま
ね
し
〉《
辦
道
話
》
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
楊
岐
派
、
黄
龍
派

な
ど
と
し
て
一
番
栄
え
て
い
た
。
雲
門
宗
は
、
石
頭
系
で
あ
り
、
薬
山
、
洞
山
か
ら
道
元
に
至
る
曹
洞
系
で
は
な
い
も
の
の

雪
峯
の
法
嗣
で
あ
り
、
玄
沙
や
長
慶
と
兄
弟
弟
子
で
あ
る
。

道
元
が
雲
門
を
評
価
す
る
場
合
、
雪
峯
か
ら
嗣
法
し
て
い
る
こ
と
が
、
高
く
買
わ
れ
て
い
る
。
先
の
《
光
明
》
で
も
〈
法

を
雪
峰
真
覚
大
師
に
嗣
す
〉
と
い
わ
れ
、《
仏
経
》
で
も
〈
雲
門
は
雪
峰
の
門
人
な
り
〉
と
指
摘
さ
れ
る
。
さ
ら
に
《
行
持

下
》
で
は
〈
い
ま
の
雲
門
、
法
眼
の
、
あ
き
ら
む
る
と
こ
ろ
あ
る
、
み
な
石
頭
大
師
の
法
孫
な
り
〉
と
い
わ
れ
、《
面
授
》

で
は
〈
雲
門
大
師
は
こ
れ
黄
檗
の
法
孫
な
る
こ
と
。
な
ん
ぢ
（
承
古
禅
師
）
い
か
で
か
百
丈
・
黄
檗
の
道
処
を
測
量
せ
ん
。

雲
門
大
師
の
道
処
、
な
ん
ぢ
な
ほ
測
量
す
べ
か
ら
ず
〉
と
、
黄
檗
の
法
孫
と
い
う
こ
と
が
評
価
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
《
仏

道
》
で
も
、
次
の
よ
う
に
い
わ
れ
る
。

〈
雲
門
山
匡
真
大
師
、
そ
の
か
み
は
陳
尊
宿
に
学
す
、
黄
檗
の
児
孫
な
り
ぬ
べ
し
、
の
ち
に
雪
峯
に
嗣
す
。
こ
の

師
、
ま
た
正
法
眼
蔵
を
雲
門
宗
と
称
ず
べ
し
と
い
は
ず
。…
…
お
ほ
よ
そ
雲
門
・
法
眼
等
は
、
青
原
高
祖
の
遠
孫
な
り
、

道
骨
つ
た
は
れ
、
法
髄
つ
た
は
れ
り
。〉

こ
こ
に
い
さ
さ
か
、
宗
派
意
識
に
よ
っ
て
雲
門
を
高
く
評
価
し
て
い
る
面
は
い
な
め
な
い
だ
ろ
う
。
だ
が
、
も
ち
ろ
ん
そ

れ
だ
け
で
は
あ
る
ま
い
。
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雲
門
は
、
道
元
の
公
案
集
で
あ
る
真
字
『
正
法
眼
蔵
』（
三
百
則
）
に
十
六
則
が
挙
げ
ら
れ
て
い
て
、
と
て
も
多
い
と
い
え

よ
う
。

な
ぜ
な
ら
雲
門
は
、「
不
立
文
字
、
教
外
別
伝
」
な
ど
と
い
う
宋
代
禅
宗
の
標
語
と
は
ち
が
っ
て
、
道
元
と
同
じ
く
言
葉

を
非
常
に
大
切
に
し
た
。
仏
の
教
え
と
実
践
の
双
方
の
必
要
性
を
知
悉
し
て
い
た
と
い
え
る
。『
雲
門
広
録
』
に
載
る
弟
子

に
対
す
る
遺
誡
は
次
の
よ
う
に
結
ば
れ
て
い
る
。

臨
行
略
示
遺
誡
。
努
力
努
力
。
好
住
。
還
会
麼
。
若
不
会
、
仏
有
明
教
。
依
而
行
之
。（
行
く
に
臨
み
て
略ほ

ぼ

遺
誡
を

示
す
。
努
力
せ
よ
、
努
力
せ
よ
。
好
く
住
せ
よ
。
還ま

た
会
す
や
。
若
し
会
せ
ず
ん
ば
、
仏
に
明
教
あ
り
。
依
り
て
之
を
行
ず
べ
し
。

T
47,575c

）

「
努
力
」
は
、
修
行
を
努
め
よ
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
も
し
、
わ
た
し
、
雲
門
の
言
葉
が
理
解
で
き
な
け
れ
ば
、
仏
に

は
明
ら
か
な
教
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
そ
れ
に
依
っ
て
修
行
せ
よ
、
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
『
雲
門
広
録
』

に
は
「
葛
藤
言
句
」
を
実
学
と
い
う
。

挙
実
学
是
葛
藤
言
句
。
拈
槌
竪
払
時
節
。
於
実
学
猶
在
半
途
。（
挙
す
。
実
学
は
是
れ
葛
藤
言
句
な
り
。
拈
槌
竪
払
の
時
節

は
、
実
学
に
於
て
は
猶
お
半
途
に
在
り
。T

47,557b

）

実
学
は
、
言
句
に
か
か
ず
り
あ
う
こ
と
で
、
言
句
を
用
い
ず
槌
を
取
り
上
げ
た
り
、
払
子
を
立
て
た
り
し
て
身
体
で
示
す

の
は
、
実
学
の
道
の
半
ば
で
あ
る
と
い
う
。「
葛
藤
言
句
」
と
い
っ
て
も
、
仏
法
の
常
套
語
な
ど
を
こ
ね
回
す
こ
と
で
は
な
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い
。

横
説
竪
説
菩
提
涅
槃
真
如
仏
性
。
総
是
向
下
商
量
。（
横
説
竪
説
す
、
菩
提
・
涅
槃
・
真
如
仏
性
。
総
に
是
れ
向
下
の
商
量
な

り
。T

47,557b

）

そ
れ
ゆ
え
、
雲
門
の
言
葉
は
、
道
元
も
同
意
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、『
永
平
広
録
』
に
は
上
堂
で
十
七
回
、
小
参
で
一
回
、

法
語
で
二
回
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
明
確
に
批
判
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
く
、
同
感
し
て
唱
和
す
る
も
の
が
多
い
。

た
と
え
ば
三
百
則
で
挙
げ
ら
れ
る
「
因
み
に
僧
、
問
う
、
如
何
な
る
か
こ
れ
塵
塵
三
昧
。
師
曰
く
、
鉢
裏
の
飯
、
桶
裏
の

水
」（
一
五
八
）
は
、「
…
…
良
久
し
て
云
く
、
雲
門
の
三
昧
、
塵
塵
を
現
じ
、
能
く
食
輪
と
兼
ね
て
法
輪
を
転
ず
。
桶
に
満

た
し
て
担
い
来
り
て
鉢
を
満
た
し
む
。
世
尊
の
授
記
、
用
い
来
り
て
新
た
な
り
」（『
永
平
広
録
』
一
三
八
）
と
唱
和
さ
れ
る
。

ま
た
「
僧
雲
門
に
問
う
。
承
る
に
、
古

い
に
し
え

言
え
る
こ
と
あ
り
。
牛ご

ず頭
、
横
説
竪
説
す
る
も
、
未
だ
向
上
の
関か
ん
れ
い
す

捩
子
有
る
こ

と
を
知
ら
ず
、
と
。
如
何
な
ら
ん
か
是
れ
向
上
の
関
捩
子
。
門
云
く
、
東
山
西
嶺
青
し
、
と
。
或も

し
永
平
に
問
う
も
の
有
ら

ん
、
如
何
な
ら
ん
か
是
れ
向
上
の
関
捩
子
と
。
祗た

だ
他
に
対
え
て
道い

わ
ん
、
帝
釈
の
鼻
孔
、
長
き
こ
と
三
尺
。」（
同
二
〇
七
）

こ
れ
も
唱
和
で
あ
ろ
う
。

雲
門
の
問
答
が
詳
し
く
挙
げ
ら
れ
る
『
正
法
眼
蔵
』　
《
光
明
》
巻
や
《
画
餅
》
巻
で
も
、
そ
の
言
葉
を
批
判
す
る
こ
と
は

な
い
。

と
こ
ろ
が
、
そ
の
言
葉
が
宋
代
の
禅
僧
の
間
で
重
視
さ
れ
て
く
る
時
点
で
、
道
元
と
の
す
れ
違
い
が
起
る
。
雲
門
の
句

は
、
そ
の
法
孫
で
あ
る
雪
竇
が
編
ん
だ
雪
竇
頌
古
百
則
の
う
ち
十
八
則
と
一
番
多
く
採
ら
れ
、
そ
れ
を
臨
済
宗
の
圜
悟
が
垂

示
と
評
唱
を
つ
け
て
『
碧
巌
録
』
と
し
た
。
道
元
も
そ
れ
を
宋
か
ら
将
来
し
た
と
さ
れ
る
。『
無
門
関
』
は
、
ま
だ
将
来
さ
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れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
そ
の
四
十
八
則
に
は
第
二
十
一
雲
門
屎
橛
、
第
三
十
九
雲
門
話
墮
が
あ
る
。
そ
れ
は
臨
済
宗
で
は
見

性
の
た
め
の
公
案
集
と
み
な
さ
れ
て
い
っ
た
。
つ
ま
り
、
門
人
や
臨
済
宗
の
人
々
の
そ
の
句
の
扱
い
が
、
道
元
に
お
い
て
は

問
題
視
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
こ
う
い
わ
れ
る
。

〈
あ
る
ひ
は
為
人
の
手
を
さ
づ
け
ん
と
す
る
に
は
、
臨
済
の
四
料
簡
、
四
照
用
、
雲
門
の
三
句
、
洞
山
の
三
路
、
五
位
等

を
挙
し
て
、
学
道
の
標
準
と
せ
り
。
先
師
天
童
和
尚
、
よ
の
つ
ね
に
こ
れ
を
わ
ら
ふ
て
い
は
く
、
学
仏
あ
に
か
く
の
ご
と
く

な
ら
ん
や
。
仏
祖
正
伝
す
る
大
道
、
お
ほ
く
心
に
か
う
ぶ
ら
し
め
身
に
か
う
ぶ
ら
し
む
。
こ
れ
を
参
学
す
る
に
、
参
究
せ
ん

と
擬
す
る
に
い
と
ま
あ
ら
ず
、
な
ん
の
閑
暇
あ
り
て
か
、
晩
進
の
言
句
を
い
れ
ん
。〉《
仏
経
》

当
時
の
禅
修
行
者
の
〈
学
道
の
標
準
〉
が
〈
臨
済
の
四
料
簡
、
四
照
用
、
雲
門
の
三
句
、
洞
山
の
三
路
、
五
位
等
〉
で
あ

る
が
故
に
、
雲
門
が
貶
さ
れ
て
い
る
。「
雲
門
の
三
句
」
と
は
、「
函
蓋
乾
坤
」「
截
断
衆
流
」「
隨
波
逐
浪
」（T

47,576b

）
で

あ
る
が
、『
雲
門
広
録
』
の
本
文
に
は
な
い
、
後
に
付
加
さ
れ
た
門
人
の
言
葉
で
あ
る
。

次
の
言
葉
も
臨
済
・
雲
門
と
並
べ
て
批
判
さ
れ
て
い
る
。

〈
趙
州
古
仏
の
い
ま
の
示
衆
、
こ
れ
仏
道
な
り
。
自
余
の
臨
済
・
徳
山
・
大
潙
・
雲
門
等
の
お
よ
ぶ
べ
か
ら
ざ
る
と

こ
ろ
、
い
ま
だ
夢
見
せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。〉《
葛
藤
》

〈
わ
づ
か
に
臨
済
・
雲
門
の
両
三
語
を
諳
誦
し
て
、
仏
法
の
全
道
と
お
も
へ
り
、
仏
法
も
し
臨
済
・
雲
門
の
両
三
語

に
道
尽
せ
ら
れ
ば
、
仏
法
今
日
に
い
た
る
べ
か
ら
ず
、
臨
済
・
雲
門
を
仏
法
の
為
尊
と
称
し
が
た
し
。〉《
見
仏
》

そ
れ
で
も
、
雲
門
に
は
一
定
の
評
価
が
つ
い
て
い
る
。《
自
証
三
昧
》
で
も
大
慧
宗
杲
を
徹
底
的
に
批
判
し
て
い
る
が
、

雲
門
に
は
こ
う
言
及
す
る
。
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〈
大
宋
国
紹
興
の
な
か
に
、
径
山
の
大
慧
禅
師
宗
杲
と
い
ふ
あ
り
。
も
と
は
こ
れ
経
論
の
学
生
な
り
。
遊
方
の
ち
な

み
に
宣
州
の
珵
禅
師
に
し
た
が
ひ
て
、
雲
門
の
拈
古
、
お
よ
び
雪
竇
の
頌
古
・
拈
古
を
学
す
、
参
学
の
は
じ
め
な
り
。

雲
門
の
風
を
会
せ
ず
し
て
、
つ
ゐ
に
洞
山
の
微
和
尚
に
参
学
す
と
い
へ
ど
も
、
微
つ
ゐ
に
堂
奥
を
ゆ
る
さ
ず
。〉《
自
証

三
昧
》

も
し
、
雲
門
の
風
を
会
し
て
い
た
ら
、
こ
う
な
ら
な
か
っ
た
と
い
う
感
じ
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
雲
門
の
風
が
「
東
山
水

上
行
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

い
ま
こ
の
〈
雲
門
い
か
で
か
…
…
〉
の
場
合
も
、
す
ぐ
続
い
て
〈
現
在
大
宋
国
に
、
杜
撰
の
や
か
ら
…
…
〉
が
続
く
。

私
は
、
こ
こ
で
雲
門
を
低
く
評
価
を
す
る
の
に
は
、
も
う
一
つ
の
理
由
も
あ
り
う
る
と
思
う
。
こ
れ
だ
け
で
は
、〈
雲
門

い
か
で
か
、
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
と
い
う
に
は
不
足
す
る
。

〈
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
〉
と
は
何
か
。〈
皮
肉
骨
髄
〉
は
、
法
の
内
実
の
受
取
方
で
あ
り
、〈
修
証
活
計
〉
は
、

修
証
と
日
常
的
働
き
で
あ
ろ
う
。
山
の
仏
法
の
内
実
と
は
、
な
ん
で
あ
ろ
う
か
。
あ
り
の
ま
ま
で
人
間
や
他
の
あ
ら
ゆ
る
も

の
を
、
貴
賤
や
好
悪
な
ど
で
差
別
し
な
い
、
そ
れ
も
「
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
」
の
一
面
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
人
は

貴
賤
に
迷
い
、
名
利
に
迷
う
。

雲
門
が
最
初
に
住
持
し
た
の
は
韶
州
の
霊
樹
山
で
あ
る
。
そ
の
開
堂
説
法
は
、
そ
の
地
の
時
の
皇
帝
（
と
い
っ
て
も
僻
地
で

あ
る
広
東
、
広
西
を
支
配
し
た
南
漢
の
異
民
族
の
王
）
劉
り
ゅ
う

龑げ
ん

の
請
を
受
け
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
「
請
疏
」
は
こ
う
記
さ
れ
る
。

弟
子
韶
州
防
禦
使
、
兼
防
遏
指
揮
使
、
権
知
軍
州
事
、
銀
青
光
祿
大
夫
、
検
校
兵
部
尚
書
。
御
史
大
夫
上
柱
国
何

希
範
、
洎
闔
郡
官
僚
等
。
請
霊
樹
禅
院
第
一
座
偃
和
尚
。
恭
為
皇
帝
陛
下
開
堂
説
法
、
上
資
聖
寿
者
。（
弟
子
、
韶
州
防
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禦
使
、
兼
ね
て
防
遏
指
揮
使
、
権
知
軍
州
事
、
銀
青
光
禄
大
夫
、
検
校
兵
部
尚
書
、
御
史
太
夫
、
上
柱
国
の
何
希
範
、
洎お

よ

び
闔こ

う

郡
の
官

僚
等
、
霊
樹
禅
院
の
第
一
座
、
偃え
ん

和
尚
に
請
う
。
恭

う
や
う
やし
く
皇
帝
陛
下
の
為
に
開
堂
説
法
し
て
、
上ね

が

わ
く
は
、
聖
寿
を
資た

す

け
ん
こ
と
を
。）

（T
47,576a

）

皇
帝
の
為
の
説
法
、
皇
帝
の
為
の
寺
院
、
そ
こ
に
は
当
然
さ
ま
ざ
ま
な
保
護
・
特
権
が
あ
る
。
五
年
ほ
ど
し
て
同
じ
韶
州

の
自
然
の
中
の
雲
門
山
に
移
る
が
、
そ
こ
で
作
ら
れ
た
伽
藍
は
、「
其
後
劉
氏
復
治
雲
門
大
伽
藍
（
其
の
後
、
劉
氏
、
復ふ

た
たび
雲
門

の
大
伽
藍
を
治
る
）」（『
伝
法
正
宗
記
』T

51,757b

）」
と
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
、
同
じ
為
政
者
の
寄
進
で
あ
る
。
そ
し
て
「
大
漢

韶
州
雲
門
山
大
覚
禅
寺
大
慈
雲
匡
聖
宏
明
大
師
碑
銘
並
序
」
に
よ
れ
ば
、
雲
門
は
入
内
し
て
金
銭
や
香
薬
な
ど
様
々
な
も
の

を
賜
ら
れ
「
匡
真
大
師
」
の
大
師
号
が
下
さ
れ
た
。
中
宗
劉
晟
も
一
ヶ
月
余
り
雲
門
を
入
内
さ
せ
て
、
美
麗
な
衣
や
香
薬
、

そ
し
て
塔
額
「
宝
光
之
塔
・
瑞
雲
之
院
」
を
賜
っ
た
と
す
る
。（
常
盤
大
定
『
支
那
仏
教
史
蹟
記
念
集
評
解
』
一
一
八
、
仏
教
史
蹟
研

究
会
、
一
九
三
一
）

「
青
山
常
運
歩
」
と
言
っ
た
芙
蓉
道
楷
が
、
生
涯
、
山
を
下
り
ず
に
簡
素
な
生
活
を
貫
き
、
入
内
を
拒
否
し
て
流
さ
れ
た

の
を
思
え
ば
、
そ
の
生
き
様
す
な
わ
ち
修
証
活
計
は
あ
ま
り
に
違
う
。
ど
こ
か
道
元
に
は
、
こ
の
雲
門
の
「
活
計
」
を
許
せ

な
い
感
情
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
雲
門
は
芙
蓉
道
楷
が
《
行
持
下
》
に
長
々
と
引
用
さ
れ
て
い
た
の
と
は
対
照
的

に
、《
行
持
》
に
祖
師
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。
そ
の
道
得
は
評
価
で
き
て
も
「
修
証
活
計
」、
す
な
わ
ち
行
持
に
は
取

り
上
げ
る
べ
き
も
の
は
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

《
山
水
経
》
と
同
じ
年
に
成
っ
た
《
谿
声
山
色
》
で
は
、「
修
証
活
計
」
が
こ
う
戒
め
ら
れ
て
い
た
。

〈
は
じ
め
て
発
心
す
る
と
き
は
、
他
人
の
た
め
に
法
を
も
と
め
ず
、
名
利
を
な
げ
す
て
き
た
る
。
名
利
を
も
と
む
る
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に
あ
ら
ず
、
た
だ
ひ
と
す
ぢ
に
得
道
を
こ
こ
ろ
ざ
す
。
か
つ
て
国
王
大
臣
の
恭
敬
供
養
を
ま
つ
こ
と
、
期
せ
ざ
る
も
の

な
り
。
し
か
あ
る
に
、
い
ま
か
く
の
ご
と
く
の
因
縁
あ
り
、
本
期
に
あ
ら
ず
、
所
求
に
あ
ら
ず
。
人
天
の
繋
縛
に
か
か

は
ら
ん
こ
と
を
期
せ
ざ
る
と
こ
ろ
な
り
。
し
か
あ
る
を
、
お
ろ
か
な
る
人
は
、
た
と
ひ
道
心
あ
り
と
い
へ
ど
も
、
は
や

く
本
志
を
わ
す
れ
て
、
あ
や
ま
り
て
人
天
の
供
養
を
ま
ち
て
、
仏
法
の
功
徳
い
た
れ
り
と
よ
ろ
こ
ぶ
。
国
王
大
臣
の
帰

依
し
き
り
な
れ
ば
、
わ
が
み
ち
の
見
成
と
お
も
へ
り
。
こ
れ
は
学
道
の
一
魔
な
り
、
あ
は
れ
む
こ
こ
ろ
を
わ
す
る
べ
か

ら
ず
と
い
ふ
と
も
、
よ
ろ
こ
ぶ
こ
と
な
か
る
べ
し
。
…
…
前
仏
い
は
く
、
不
親
近
国
王
・
王
子
・
大
臣
・
官
長
・
婆
羅

門
・
居
士
、
ま
こ
と
に
仏
道
を
学
習
せ
ん
人
、
わ
す
れ
ざ
る
べ
き
行
儀
な
り
。〉

こ
こ
か
ら
見
れ
ば
、
雲
門
は
国
王
大
臣
に
恭
敬
供
養
さ
れ
た
、
い
わ
ば
本
志
を
忘
れ
た
人
に
な
る
。
加
え
て
、
宋
代
の
禅

宗
で
は
、
公
案
が
流
行
し
、
も
っ
と
も
担
ぎ
出
さ
れ
た
の
が
雲
門
の
語
句
で
あ
る
。
そ
こ
で
次
に
、
宋
代
杜
撰
の
長
老
の
批

判
が
続
く
。

二
節　

無
理
会
話

＊

一
、
―
―
い
ま
現
在
大
宋
国
に
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
あ
り
、
い
ま
は
群
を
な
せ
り
。
小
実
の
撃
不
能
な
る
と
こ
ろ
な
り
。
か

れ
ら
い
は
く
、
い
ま
の
東
山
水
上
行
話
、
お
よ
び
南
泉
の
鎌れ

ん

子す

話わ

ご
と
き
は
、
無
理
会
話
な
り
。
そ
の
意
旨
は
、
も
ろ

も
ろ
の
念
慮
に
か
か
は
れ
る
語
話
は
、
仏
祖
の
禅
話
に
あ
ら
ず
、
無
理
会
話
こ
れ
仏
祖
の
語
話
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
に
、

黄
檗
の
行
棒
、
お
よ
び
臨
済
の
挙
喝
、
こ
れ
ら
理
会
お
よ
び
が
た
く
、
念
慮
に
か
か
は
れ
ず
。
こ
れ
を
朕
兆
未
萌
以
前

の
大
悟
と
す
る
な
り
。
先
徳
の
方
便
、
お
ほ
く
葛
藤
断
句
を
も
ち
ゐ
る
と
い
ふ
は
、
無
理
会
な
り
。
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か
く
の
ご
と
く
い
ふ
や
か
ら
、
か
つ
て
い
ま
だ
正
師
を
み
ず
、
参
学
眼
な
し
。
い
ふ
に
た
ら
ざ
る
小
し
ょ
う
が
い獃

子す

な
り
。
宋

土
、
ち
か
く
二
三
百
年
よ
り
こ
の
か
た
、
か
く
の
ご
と
く
の
魔
子
・
六
群
禿と

く

子し

お
ほ
し
。
あ
は
れ
む
べ
し
、
仏
祖
の
大

道
の
廃
す
る
な
り
。
こ
れ
ら
が
所
解
、
な
ほ
小
乗
声
聞
に
お
よ
ば
ず
、
外
道
よ
り
も
お
ろ
か
な
り
。
俗
に
あ
ら
ず
、
僧

に
あ
ら
ず
、
人
に
あ
ら
ず
、
天
に
あ
ら
ず
、
学
仏
道
の
畜
生
よ
り
も
お
ろ
か
な
り
。
禿
子
が
い
ふ
無
理
会
話
、
な
ん
ぢ

の
み
無
理
会
な
り
。
仏
祖
は
し
か
あ
ら
ず
。
な
ん
ぢ
に
理
会
せ
ら
れ
ざ
れ
ば
と
て
、
仏
祖
の
理
会
路
を
参
学
せ
ざ
る
べ

か
ら
ず
。
た
と
ひ
畢
竟
じ
て
無
理
会
な
る
べ
く
は
、
な
ん
ぢ
が
い
ま
い
ふ
理
会
も
あ
た
る
べ
か
ら
ず
。
し
か
の
ご
と
き

の
た
ぐ
ひ
、
宋
朝
の
諸
方
に
お
ほ
し
。
ま
の
あ
た
り
見
聞
せ
し
と
こ
ろ
な
り
。
あ
は
れ
む
べ
し
、
か
れ
ら
念
慮
の
語
句

な
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
語
句
の
念
慮
を
透
脱
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
。
在
宋
の
と
き
、
か
れ
ら
を
わ
ら
ふ
に
、
か
れ
ら
所

陳
な
し
、
無
語
な
り
し
の
み
な
り
。
か
れ
ら
が
い
ま
の
無
理
会
の
邪じ

ゃ

計け

な
る
の
み
な
り
、
た
れ
か
な
ん
ぢ
に
を
し
ふ
る
。

天
真
の
師
範
な
し
と
い
へ
ど
も
、
自じ

然ね
ん

の
外
道
児
な
り
。

［
注
釈
］

○
杜
撰　
「
杜
撰
」
は
著
作
な
ど
に
誤
り
が
多
い
こ
と
を
い
い
、
そ
こ
か
ら
、
著
作
な
ど
に
限
ら
ず
、
い
い
加
減
な
こ
と
を
い
う
。

○
せ
り　

せ
（
動
詞
「
す
」
の
已
然
形
）
＋
「
り
」。
り
は
、
助
動
詞
で
継
続
の
意
。

○
小
実
の
撃
不
能　
「
小
実
」
は
「
少
実
」
と
し
て
『
雲
門
広
録
』
に
「
莫
空
記
説
。
多
虚
不
如
少
実
（
空
し
く
記
説
す
る
莫
れ
。
多
虚
は

少
実
に
如
か
ず
）」（T

47,548c

）
と
あ
り
、
文
字
の
多
虚
に
対
す
る
「
少
実
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
多
く
の
人
の
虚
妄
に
対
す
る
少
数

の
人
の
真
実
の
意
に
取
り
た
い
。

○
南
泉
の
鎌
子
話　

出
典　
『
宏
智
広
録
』（
巻
四T

48,45b

）
と
道
元
の
真
字
『
正
法
眼
蔵
』
に
あ
る
が
、
若
干
異
な
る
。

真
字
『
正
法
眼
蔵
』
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
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池
州
南
泉
山
願
禅
師
、
一
日
山
に
在
り
て
作
務
す
。
僧
有
り
、
過
ぎ
て
師
に
問
う
、
南
泉
の
路
、
什
麼
の
処
に
向
か
っ
て
か
去い

く
。

師
、
鎌
子
を
拈
起
し
て
曰
く
、
我
が
這こ

の
茅
（
茆か

や

の
通
字
）
鎌
子
、
三
十
文
銭
に
買
得
せ
り
。
僧
曰
く
、
茅
鎌
子
の
三
十
文
銭
に
買

う
こ
と
は
問
わ
ず
。
南
泉
の
路
、
什
麼
の
処
に
向
か
っ
て
か
去
く
。
師
曰
く
、
我
れ
如
今
、
使
得
し
て
正
快
な
り
。（
真
字
『
正
法
眼

蔵
』
原
文
は
略
す
。
中
五
十
四
）

道
元
の
法
語
三
（『
永
平
広
録
』
巻
八
）、
頌
古
八
十
一
（『
永
平
広
録
』
巻
九
）
に
も
あ
る
。
ま
た
『
建
中
靖
国
続
燈
録
』
巻
十
八
、『
聯

燈
会
要
』
巻
七
、『
五
燈
会
元
』
巻
三
に
も
採
ら
れ
て
い
る
。

○
無
理
会
話　

理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
話
頭
。

　

日
本
の
大
燈
国
師
（
一
二
八
三
～
一
三
三
八
）
の
法
語
（
後
に
遺
戒
と
し
て
伝
わ
る
）
と
し
て
「
只
須
十
二
時
中
、
向
無
理
会
処
、
究

来
究
去
（
只
だ
須
ら
く
十
二
時
中
、
無
理
会
の
処
に
向
つ
て
、
究
め
来
り
究
め
去
る
べ
し
）。」（
沢
庵
宗
彭
編
集
『
草
稿
本
大
燈
国
師
年
譜
』

〈
一
六
一
七
〉）
が
あ
る
。

○
黄
檗
の
行
棒　
「
衆
に
謂
い
て
曰
く
、
是
れ
你
諸
人
、
顛
（
狂
気
）
を
患
う
那や

、
作い
か
ん麼
。
棒
を
把
っ
て
一
時
に
趁お

い
出
し
て
云
く
、
尽
く

是
れ
一
隊
の
酒
糟
を
喫
す
る
漢
」（『
祖
堂
集
』
巻
十
六
黄
檗
章
）、
道
元
の
言
及
。〈
仏
法
の
大
意
を
黄
檗
に
と
ふ
こ
と
三
番
す
る
に
、
か

さ
ね
て
六
十
棒
を
喫
す
〉《
行
持
上
》

○
臨
済
の
挙
喝　
〈
挙
喝
〉
は
大
声
を
挙
げ
る
。「
僧
問
、
如
何
是
仏
法
大
意
。
師
便
喝
。
僧
礼
拝
。
師
云
、
這
箇
師
僧
。
却
堪
持
論
（
僧

問
う
、
如
何
な
る
か
是
れ
仏
法
の
大
意
。
師
便
ち
喝
す
。
僧
、
礼
拝
す
。
師
云
く
、
這
箇
の
師
僧
。
却
っ
て
論
を
持
す
に
堪
え
た
り
）」

（『
臨
済
録
』T

47,496b

）

○
葛
藤
断
句　
「
葛
藤
」「
は
、
葛く
ず

と
藤
で
蔓つ
る

植
物
で
あ
り
、
蔓
が
も
つ
れ
絡
む
よ
う
に
面
倒
な
こ
と
。
心
理
や
人
間
関
係
に
使
う
が
、
禅

で
は
思
惟
や
言
語
、
文
字
な
ど
を
指
し
、
そ
れ
を
断
ち
切
る
句
。
だ
が
、
雲
門
は
「
実
学
を
挙
せ
ば
こ
れ
葛
藤
言
句
な
り
」（『
雲
門
広

録
』）
と
い
い
、
道
元
も
《
葛
藤
》
で
、「
葛
藤
」
を
高
く
評
価
す
る
。
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○
小
獃
子　
「
獃
」
は
お
ろ
か
、
ぼ
ん
や
り
す
る
こ
と
。『
文
学
大
系
』・
頭
注
に
「
獃
は
犬
の
子
が
ち
い
さ
く
て
ば
か
な
こ
と
。
愚
か
者
」

と
あ
る
が
、
子
犬
は
無
関
係
。

○
ち
か
く
二
三
百
年
よ
り
こ
の
か
た　

道
元
の
《
山
水
経
》
示
衆
は
一
二
四
〇
年
だ
か
ら
、
一
〇
〇
〇
年
前
後
か
ら
、
と
い
う
こ
と
で
、

宋
は
九
六
〇
年
に
始
ま
る
か
ら
宋
代
。

○
六
群
禿
子　

律
に
お
い
て
、
そ
の
原
因
と
な
っ
た
邪
悪
な
こ
と
を
し
た
人
を
六
群
比
丘
と
総
称
し
た
。
例
え
ば
「
問
六
群
比
丘
。
汝
実

爾
不
。
答
言
実
爾
世
尊
」（
六
群
比
丘
に
問
う
。
汝
、
実ま

こ
とに
爾し

か

る
や
。
答
え
て
言
く
、
実
に
爾
り
、
世
尊
よ
）」（『
五
分
律
』T

22,12c

）。
そ

こ
か
ら
愚
蒙
な
出
家
者
を
呼
ぶ
。「
禿
子
」
は
比
丘
の
蔑
称
。
た
だ
頭
を
剃
っ
た
だ
け
の
無
道
心
の
出
家
者
。『
渉
典
続
貂
』
に
「『
涅
槃

経
』
巻
三
金
剛
身
品
に
載
せ
る
」
と
い
い
、
田
中
『
道
元
』
も
継
承
す
る
が
、
北
本
『
涅
槃
経
』
巻
三
金
剛
身
品
に
は
「
禿
人
」
と
出

る
。「
我
涅
槃
後
濁
悪
之
世
国
土
荒
乱
。
互
相
抄
掠
人
民
飢
餓
。
爾
時
多
有
為
飢
餓
故
発
心
出
家
。
如
是
之
人
名
為
禿
人
（
我
、
涅
槃
の

後
、
濁
悪
の
世
に
国
土
荒
乱
し
、
互
に
相
い
抄
掠
し
人
民
飢
餓
す
。
爾
の
時
、
多
く
飢
餓
の
為
の
故
に
発
心
す
る
出
家
あ
り
。
是
の
如
く
の

人
を
名
づ
け
て
禿
人
と
為
す
）。」（T
12,384b

、
南
本
『
涅
槃
経
』T

12,624a

も
同
じ
）

○
小
乗
声
聞　
「
声
聞
」
は
「
縁
覚
」
と
共
に
小
乗
の
修
行
者
を
い
う
。
道
元
は
〈
小
乗
声
聞
の
法
を
も
て
大
乗
菩
薩
の
法
の
威
儀
進
止
を

判
ず
〉《
三
十
七
品
菩
提
分
法
》
と
い
う
よ
う
に
、
し
ば
し
ば
「
大
乗
菩
薩
」
に
対
す
る
「
小
乗
声
聞
」
と
使
う
。《
伝
衣
》、《
礼
拝
得

髄
》、《
四
禅
比
丘
》。

○
所
陳　

述
べ
る
と
こ
ろ
。
言
う
こ
と
。

○
天
真　

①
自
然
の
ま
ま
で
飾
り
気
が
な
い
こ
と
、
②
無
邪
気
、
素
朴
な
さ
ま
、
③
帝
王
の
容
貌
な
ど
。
道
元
は
〈
希
代
の
勝
躅
な
り
、

天
真
の
行
持
な
る
べ
し
〉《
行
持
》、「
天
真
の
仏
法
に
証
会
し
」《
辦
道
話
》
な
ど
と
使
っ
て
お
り
、
そ
こ
で
は
「
真
実
」
と
い
う
意
味

に
近
い
。
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【
現
代
語
訳
】

今
現
在
、
大
宋
国
で
は
い
い
加
減
な
こ
と
を
い
う
連
中
が
い
て
、
い
ま
は
群
れ
を
な
し
て
い
る
。
数
が
少
な
い
真
実
な
者

が
太
刀
打
ち
で
き
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
い
う
に
は
、
い
ま
の
東
山
水
上
行
の
話
や
南
泉
の
鎌
子
話
の
よ

う
な
も
の
は
、
理
性
で
は
会
得
で
き
な
い
話
頭
で
あ
る
。
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
思
念
や
慮
知
に
か
か
わ
る
語
話
は
、

仏
祖
の
禅
話
で
は
な
い
。
理
性
で
会
得
で
き
な
い
話
こ
そ
仏
祖
の
語
話
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
る
か
ら
黄
檗
の
棒
を
使
う
こ
と

や
臨
済
の
大
声
を
挙
げ
る
こ
と
な
ど
、
こ
れ
ら
は
理
解
が
お
よ
ば
な
く
、
思
念
や
慮
知
に
か
か
わ
ら
な
い
。
こ
れ
を
、
も
の

の
兆
し
さ
え
み
え
な
い
以
前
の
大
悟
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
輩
の
大
徳
の
方
便
が
、
絡
み
合
う
言
句
を
断
つ
句
を
用
い
る
と

い
う
の
は
、
無
理
会
な
の
だ
。

こ
の
よ
う
に
い
う
連
中
は
、
い
ま
だ
か
つ
て
正
師
に
会
っ
た
こ
と
が
な
く
、
修
行
し
学
ぶ
眼
力
が
な
い
。
い
う
に
足
ら
な

い
愚
か
な
も
の
で
あ
る
。
宋
に
お
い
て
こ
の
二
三
百
年
来
、
こ
の
よ
う
な
魔
者
や
邪
悪
な
僧
ど
も
が
多
い
の
だ
。
残
念
に
お

も
う
が
よ
い
、
仏
祖
の
大
道
が
廃す

た

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
理
解
す
る
と
こ
ろ
は
、
小
乗
の
修
行
者
に
さ
え
及
ば
な

い
。
他
宗
教
の
者
よ
り
も
愚
か
で
あ
る
。
俗
人
で
も
な
く
僧
侶
で
も
な
い
、
人
間
で
も
な
く
天
人
で
も
な
い
、
仏
道
を
修
行

す
る
動
物
た
ち
よ
り
も
愚
か
で
あ
る
。
坊
主
も
ど
き
が
い
う
理
性
で
会
得
で
き
な
い
話
頭
と
は
、
お
前
だ
け
が
理
性
で
会
得

で
き
な
い
の
で
あ
る
。
仏
祖
は
そ
う
で
は
な
い
。
お
前
に
理
解
さ
れ
な
い
か
ら
と
い
っ
て
、
仏
祖
の
理
解
で
き
る
筋
道
を
修

行
し
学
ば
ず
に
い
て
は
な
ら
な
い
。
も
し
つ
ま
る
と
こ
ろ
理
に
よ
る
会
得
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
お
前
が
い
ま
い

う
理
に
よ
る
会
得
も
あ
た
る
は
ず
が
な
い
。
こ
の
よ
う
な
連
中
が
、
宋
朝
の
諸
方
に
多
く
い
る
。
ま
の
あ
た
り
に
見
聞
し
た

こ
と
で
あ
る
。
残
念
だ
と
お
も
う
が
よ
い
。、
か
れ
ら
は
念
慮
が
語
句
で
あ
る
こ
と
を
し
ら
な
い
し
、
語
句
が
念
慮
を
透
脱

す
る
こ
と
を
し
ら
な
い
。
宋
に
居
た
と
き
、
か
れ
ら
を
笑
っ
た
が
、
か
れ
ら
は
（
何
も
）
陳
べ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
沈
黙
し

て
い
た
だ
け
で
あ
る
。
か
れ
ら
が
い
ま
い
う
理
性
で
会
得
で
き
な
い
と
い
う
邪
な
考
え
だ
け
で
あ
る
。
い
っ
た
い
誰
が
お
前
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に
教
え
た
の
か
。
本
当
の
師
匠
が
い
な
い
と
は
い
え
、
自
然
に
出
来
し
た
外
道
の
徒
弟
で
あ
る
。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

古
仏
の
道
得
を
神
秘
の
一
隅
に
祭
り
上
げ
る
徒
輩
は
、
こ
れ
を
無
理
会
の
話
と
言
う
。
理
解
の
及
ば
ぬ
と
こ
ろ
、
人

知
や
言
説
を
超
え
た
と
こ
ろ
、
論
ず
べ
か
ら
ず
、
議
す
べ
か
ら
ず
、
思
議
す
べ
か
ら
ず
と
彼
等
は
言
う
。
か
く
の
如
き

一
群
が
、
現
在
支
那
に
跳
梁
跋
扈
し
て
、
少
数
の
真
実
の
学
人
を
以
て
は
撃
ち
攘は

ら

う
こ
と
が
出
な
い
ほ
ど
の
勢
力
を
得

て
い
る
の
で
あ
る
。（
一
〇
四
）

小
獃
子
と
は
、
馬
鹿
者
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
道
元
の
憤
り
は
心
頭
よ
り
発
し
、
渾
身
よ
り
涌
き
上
が
る
。
無
理
会

話
の
輩
は
、
た
だ
に
小
獃
子
と
い
う
に
は
と
ど
ま
ら
ぬ
。（
一
〇
五
）

し
か
も
、
い
ま
は
却
っ
て
い
わ
ゆ
る
不
立
文
字
の
徒
を
斥
破
す
る
の
で
あ
る
。
知
見
を
棄
て
て
行
ず
る
と
言
え
ば
、

ま
こ
と
に
間
然
す
る
と
こ
ろ
な
き
態
度
の
如
く
で
あ
る
が
、
そ
の
脳
裏
に
は
一
片
の
無
理
会
話
の
よ
う
な
も
の
が
巣

作
っ
て
い
る
に
過
ぎ
ぬ
。
す
な
わ
ち
、
彼
等
の
棒
喝
を
振
り
回
す
荒
々
し
い
行
履
の
来
所
を
突
き
と
む
れ
ば
、
同
じ
く

仏
道
の
窠
窟
を
獲
る
。
い
た
ず
ら
な
る
棒
喝
の
徒
は
、
学
仏
道
の
畜
生
よ
り
更
に
お
ろ
か
で
あ
る
。（
一
〇
六
）

こ
の
憤
り
は
、
道
元
に
お
い
て
は
、
威
儀
即
仏
法
・
作
法
是
れ
宗
旨
な
る
綿
密
の
家
風
を
強
力
な
背
景
と
し
て
い

る
。
こ
れ
を
見
逃
し
て
は
、
道
元
で
最
も
大
切
な
も
の
が
逸
せ
ら
れ
た
こ
と
に
な
る
。（
一
〇
七
）

理
会
お
よ
び
が
た
く
、
念
慮
に
か
か
わ
れ
ず
、
な
ど
と
い
う
人
々
は
仮た
と
え令
頭
燃
を
払
う
て
行
ず
る
と
雖
も
行
の
一

念
々
々
に
大
悟
と
呼
ば
れ
る
い
み
じ
き
も
の
の
訪
れ
を
待
つ
の
で
あ
る
。
報
酬
を
待
つ
と
い
う
さ
も
し
さ
は
、
蔽
う
べ

く
も
な
い
。（
一
〇
八
）
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も
し
念
慮
に
か
か
わ
ら
ざ
る
境
界
を
朕
兆
未
萌
已
前
の
大
悟
と
言
う
な
ら
ば
、
大
悟
の
人
は
喜
び
も
悲
し
み
も
失
う

て
飄
々
乎
た
る
古
（
マ
マ
）
木
死
灰
の
流
類
で
あ
ろ
う
。（
一
〇
九
）

南
泉
が
三
十
年
に
亘
っ
て
研
ぎ
す
ま
し
た
鎌
を
さ
し
つ
け
て
、
道
の
骨
髄
を
説
く
大
事
の
と
き
に
、
僧
は
な
お
も
道

は
道
は
と
問
い
つ
づ
け
る
。《
現
成
公
案
》
の
巻
に
い
わ
ゆ
る
、
人
は
じ
め
て
法
を
も
と
む
る
と
き
、
は
る
か
に
法
の

辺
際
を
離
却
せ
り
、
と
は
こ
の
有
様
で
あ
ろ
う
か
。（
一
一
二
）

知
れ
ば
何
も
の
で
も
な
い
二
十
文
、
三
十
文
で
あ
る
が
、
…
…
こ
の
二
十
文
は
、
古
来
の
経
済
学
者
が
脳
漿
を
し

ぼ
っ
て
、
な
お
且
つ
い
ま
だ
に
理
会
せ
ざ
る
ほ
ど
の
大
問
題
で
あ
る
。（
一
一
三
）

汝
の
立
て
る
不
立
文
字
も
文
字
に
非
ず
や
と
い
う
心
持
で
、
な
ん
じ
が
い
ま
い
う
理
会
も
あ
た
る
べ
か
ら
ず
、
と

い
っ
た
の
で
あ
る
。（
一
一
四
）

東
山
水
上
行
等
を
無
理
会
の
語
句
と
言
う
が
、
こ
の
語
句
と
い
え
ど
も
、
念
慮
の
語
句
、
す
な
わ
ち
慮
知
念
覚
の
現

れ
た
も
の
で
あ
る
。
禿
子
は
こ
れ
を
知
ら
ず
、
況
ん
や
、
こ
れ
ら
の
語
句
が
慮
知
念
覚
を
透
脱
し
て
出
で
き
た
っ
た
消

息
を
窺
い
知
ら
ん
や
。
い
ま
の
語
句
は
、
念
慮
の
念
慮
を
透
脱
し
た
も
の
で
あ
る
。（
一
一
四
）

そ
れ
は
、
だ
れ
に
な
ら
う
た
と
い
う
こ
と
も
な
く
、
師
匠
に
教
え
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
然
に
ほ
し
い
ま
ま
に

獲
得
し
た
天
然
外
道
の
見
解
で
あ
る
。（
一
一
五
）

無
理
会
の
学
風
は
一
方
に
お
い
て
断
見
外
道
で
あ
り
、
同
時
に
自
然
の
外
道
見
す
な
わ
ち
天
然
外
道
で
あ
る
。
断
見

外
道
と
天
然
外
道
と
は
、
そ
の
来
所
は
畢
竟
一
つ
で
あ
っ
て
、
と
も
に
学
道
の
故
実
を
紊み

だ

る
も
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う

こ
と
を
如
浄
が
諄
々
と
説
き
、
そ
の
要
点
を
道
元
が
書
き
留
め
て
お
い
た
の
で
あ
る
。

―
―
道
元
拝
問
す
、
諸
方
古
今
の
長
老
等
の
曰
く
、
聞
い
て
聞
か
ず
、
見
て
見
ず
、
直
下
一
点
の
計
較
無
き
、
乃
ち

仏
祖
の
道
な
り
と
。
是
を
以
て
、
拳
を
竪
て
払
を
竪
て
、
喝
を
放
ち
棒
を
行
じ
て
、
学
者
を
し
て
一
も
卜
度
す
る
こ
と
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無
か
ら
し
め
、
遂
に
則
ち
仏
化
の
始
終
を
問
わ
ず
、
二
生
の
感
果
を
期
す
る
こ
と
無
し
。
こ
れ
等
の
類
、
仏
祖
の
道
た

る
べ
き
や
。
和
尚
示
し
て
云
く
、
若
し
二
生
な
く
ん
ば
、
実
に
是
れ
断
見
外
道
な
り
。
仏
々
祖
々
人
の
た
め
に
教
を
設

く
る
に
、
都
て
外
道
の
言
説
な
し
。
…
…
こ
の
慈
誨
に
よ
っ
て
、
道
元
の
平
素
の
信
念
は
い
よ
い
よ
決
定
し
た
の
で
あ

ろ
う
。
学
人
の
為
に
所
得
無
し
と
は
、
明
か
に
無
理
会
の
こ
と
で
あ
る
。（
一
一
六
、七
）

（
検
討
）

無
理
会
話
を
言
う
者
は
「
古
仏
の
道
得
を
神
秘
の
一
隅
に
祭
り
挙
げ
る
徒
輩
」
で
は
な
く
、
そ
の
内
容
を
理
解
で
き
な
い

言
葉
だ
と
す
る
者
で
あ
ろ
う
。〈
小
実
の
撃
不
能
〉
の
解
釈
も
〈
小
獃
子
〉
の
解
釈
も
、「
不
立
文
字
の
徒
」
と
い
う
解
釈
も

そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

〈
黄
檗
の
行
棒
、
お
よ
び
臨
済
の
挙
喝
〉
を
道
元
が
批
判
す
る
の
は
、
荒
々
し
い
か
ら
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
が
〈
理
会
お

よ
び
が
た
く
、
念
慮
に
か
か
は
れ
ず
〉
と
解
釈
さ
れ
う
る
こ
と
が
ダ
メ
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
を
「
荒
々
し
い
行
履
」
と
解
釈

し
て
、
道
元
で
「
最
も
大
切
な
も
の
」
が
威
儀
だ
と
し
て
、
こ
の
あ
と
、『
永
平
清
規
』
十
篇
を
あ
げ
る
の
は
、
こ
こ
の
解

釈
と
し
て
は
不
適
切
、
不
要
で
あ
る
。
ま
た
無
理
会
話
の
輩
が
修
行
し
て
大
悟
を
待
つ
、
と
い
う
の
は
、
必
ず
し
も
こ
の
道

元
の
本
文
か
ら
は
出
て
来
な
い
。

さ
ら
に
田
中
は
念
慮
に
か
か
わ
ら
な
い
と
こ
ろ
を
大
悟
と
す
る
類
は
古
（
枯
）
木
死
灰
の
徒
だ
と
い
う
が
、「
枯
木
死
灰
」

と
は
、
む
し
ろ
坐
禅
を
し
て
煩
悩
・
欲
望
を
断
滅
し
よ
う
と
す
る
小
乗
の
徒
を
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
ま
た
南
泉
鎌
子

話
で
、
鎌
を
拈
起
（
お
し
つ
け
る
で
は
な
か
ろ
う
）
す
る
の
は
「
道
の
骨
髄
を
説
」
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
「
二
十
文
」
を

「
経
済
学
者
が
脳
漿
を
し
ぼ
っ
て
」
も
理
会
で
き
な
い
こ
と
な
ら
ば
、
鎌
の
突
き
つ
け
と
共
に
、
ま
さ
に
こ
れ
こ
そ
「
無
理

会
話
」
と
す
る
こ
と
に
な
る
。

「
念
慮
の
語
句
」
の
「
の
」
格
助
詞
は
、
本
文
で
は
主
語
を
表
し
て
い
る
（［
水
野
訳
］
も
［
増
谷
訳
］
も
同
じ
）
の
に
、
田
中



385

禅文化研究所紀要 第35号（令和3年5月）

は
連
体
修
飾
語
と
と
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
そ
の
解
釈
も
誤
る
。

田
中
が
引
用
す
る
『
宝
慶
記
』
第
三
は
、
今
の
場
合
に
ふ
さ
わ
し
い
引
用
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
、「
断
見
外
道
な
り
」
と

如
浄
が
い
う
の
は
、
道
元
が
「
二
生
の
感
果
を
期
す
る
こ
と
無
し
」
と
い
う
の
を
受
け
て
、
そ
の
見
解
を
い
う
の
で
あ
り
、

今
の
本
文
は
断
見
外
道
と
は
関
係
が
な
い
。

〈
天
真
の
師
範
な
し
と
い
へ
ど
も
〉
と
は
、「
自
然
に
ほ
し
い
ま
ま
に
獲
得
し
た
天
然
外
道
」
で
は
な
か
ろ
う
。
ま
た
本
文

は
〈
自
然
の
外
道
児
〉
で
あ
り
、「
自
然
外
道
」
で
は
な
い
。
な
お
、
田
中
は
こ
の
後
も
〈
杜
撰
の
や
か
ら
〉
と
同
じ
〈
杜

撰
の
臭
皮
袋
〉
が
言
及
さ
れ
る
と
し
て
《
仏
経
》
を
長
く
引
用
し
三
教
一
致
批
判
に
及
ん
で
い
る
が
、
論
点
が
異
な
る
の

で
、
こ
こ
に
挙
げ
る
の
は
却
っ
て
《
山
水
経
》
の
主
旨
を
乱
す
お
そ
れ
が
あ
る
。

古
田
『
私
釈
』

東
山
水
上
行
の
よ
う
な
公
案
は
、
通
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
か
ら
無
理
会
の
公
案
で
あ
る
と
称
し
、
い
か
に

も
無
理
会
で
あ
る
こ
と
が
悟
り
の
境
地
で
あ
る
よ
う
に
誤
認
し
、
古
来
先
徳
が
教
え
示
さ
れ
た
公
案
は
理
会
す
べ
き
筋

合
い
の
も
の
で
な
い
よ
う
に
思
い
込
ん
で
い
る
の
を
、
い
う
に
足
ら
な
い
愚
か
者
の
考
え
で
あ
る
と
誡
め
て
い
る
の
で

あ
る
。
こ
れ
は
や
や
も
す
る
と
公
案
に
対
し
て
の
誤
っ
た
見
解
に
陥
り
や
す
い
の
を
衝
い
て
い
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
参
禅
す
る
も
の
自
身
が
自
己
の
ま
だ
参
徹
し
て
い
な
い
の
を
何
等
顧
み
る
こ
と
な
く
、
自
分
が
通
解
で
き
な

い
こ
と
だ
け
の
理
由
で
、
公
案
は
無
理
会
の
も
の
で
あ
り
、
公
案
は
そ
の
よ
う
に
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で

あ
っ
た
ら
、
公
案
と
は
わ
か
ら
な
い
も
の
の
代
名
詞
に
外
な
ら
な
い
も
の
に
な
り
さ
が
っ
て
仕
舞
う
結
果
と
な
る
の
で

あ
り
、
道
元
は
こ
の
誤
解
の
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
強
く
諭
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
四
四
、四
五
）

南
泉
鎌
子
の
話
（
公
案
）
に
つ
い
て
い
え
ば
、
そ
の
公
案
と
は
唐
の
南
泉
普
願
が
、
一
僧
に
南
泉
へ
行
く
路
は
い
ず
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れ
の
方
へ
行
っ
た
ら
よ
ろ
し
い
か
と
問
わ
れ
た
と
き
、
答
え
て
自
分
の
持
っ
て
い
た
鎌
を
そ
の
僧
に
指
し
示
し
て
、
こ

の
鎌
を
三
十
文
で
買
っ
た
と
い
い
、
重
ね
て
そ
の
一
僧
に
南
泉
へ
の
行
く
路
を
尋
ね
ら
れ
る
と
、
そ
れ
に
答
え
て
こ
の

鎌
は
使
い
つ
け
て
切
れ
味
は
ま
さ
に
よ
ろ
し
い
と
言
っ
た
と
言
う
話
で
あ
る
が
、
…
…
ど
っ
ち
だ
ど
っ
ち
だ
と
ば
か
り

尋
ね
廻
っ
て
い
る
か
ら
い
つ
ま
で
し
て
も
路
が
見
出
せ
な
い
の
で
あ
り
、
路
は
一
僧
の
面
前
に
即
今
通
じ
て
い
る
の
で

あ
り
、
何
を
血
迷
っ
て
う
ろ
た
え
て
い
る
の
か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

黄
檗
、
臨
済
が
問
者
に
対
し
て
言
説
の
問
答
無
用
と
ば
か
り
に
或
は
棒
を
も
っ
て
し
、
或
は
喝
を
も
っ
て
し
た
と
し

て
も
そ
れ
は
決
し
て
わ
け
の
わ
か
ら
ん
理
会
し
難
い
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
道
元
は
こ
れ
を
無
理
会
と
み
な
す
こ

と
に
対
し
て
厳
し
い
反
論
を
加
え
て
い
る
の
で
あ
る
。（
四
六
）

東
山
水
上
行
の
公
案
に
し
て
も
、
た
だ
無
理
会
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
の
で
は
、
理
会
念
慮
を
頭
か
ら
否
定
し
て
い

る
だ
け
の
事
で
し
か
な
い
の
で
あ
り
、
こ
の
公
案
に
通
徹
す
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。「
修
証
せ

り
」
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
修
証
の
上
に
あ
っ
て
は
東
山
は
水
上
行
し
て
い
る
こ
と

は
現
成
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
決
し
て
理
会
し
難
い
よ
う
な
、
不
可
解
な
こ
と
で
は
な
い
の
で
あ
る
。（
四
九
）

殊
に
注
目
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
「
念
慮
の
語
句
」
と
い
う
こ
と
を
重
ん
じ
た
こ
と
で
あ
り
、
東
山
水
上
行

を
い
え
ば
東
山
が
水
上
を
渡
っ
て
行
く
こ
と
そ
の
こ
と
を
念
慮
の
語
句
と
見
た
こ
と
で
あ
り
、
念
慮
の
語
句
を
絶
し
た

不
可
解
の
も
の
と
は
見
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
念
慮
を
離
れ
な
い
事
実
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
東
山
は
念

慮
の
上
に
水
上
行
の
歴
然
た
る
も
の
が
あ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。
そ
う
し
て
さ
ら
に
そ
の
「
語
句
の
念
慮
」
を
透
脱
す

る
こ
と
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
た
の
で
あ
り
、
…
…
（
五
〇
）

と
に
か
く
道
元
が
理
会
と
い
う
こ
と
を
強
調
し
た
こ
と
は
同
じ
公
案
を
見
る
に
し
て
も
別
な
見
方
と
し
て
、
そ
の
見

識
に
服
し
な
い
わ
け
に
は
行
か
な
い
の
で
あ
る
。（
五
一
）
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（
検
討
）

〈
無
理
会
話
〉
に
関
し
て
は
、「
自
分
が
通
解
で
き
な
い
こ
と
だ
け
の
理
由
で
、
公
案
は
無
理
会
の
も
の
で
あ
り
」
と
批
判

し
て
い
る
が
、「
通
解
」
と
い
う
言
葉
を
使
っ
て
、
あ
た
か
も
公
案
が
理
解
で
き
る
も
の
で
あ
る
か
の
よ
う
な
印
象
を
与
え

る
。「
隻
手
の
音
声
」
の
よ
う
に
見
性
禅
で
用
い
る
公
案
は
、
理
会
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
は
思
わ
な
い
。
道
元
が
公
案
に

な
っ
て
い
く
古
仏
の
道
を
無
理
会
話
と
し
て
批
判
し
て
い
る
の
を
見
て
い
な
い
。〈
南
泉
鎌
子
話
〉
も
、「
路
は
一
僧
の
面
前

に
即
今
通
じ
て
い
る
」
と
い
う
こ
と
な
ら
、
南
泉
の
語
話
の
内
容
は
何
で
も
い
い
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

ま
た
棒
喝
を
「
無
理
会
と
み
な
す
こ
と
に
対
し
て
厳
し
い
反
論
を
加
え
て
い
る
」
と
い
う
が
、
そ
う
で
あ
れ
ば
棒
喝
が
理

解
で
き
る
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
む
し
ろ
無
理
会
と
し
て
「
こ
れ
を
朕
兆
未
萌
已
前
の
大
悟
と
す
る
」
こ
と
が
批
判
さ
れ

て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
こ
の
公
案
に
通
徹
す
る
と
こ
ろ
」、「『
修
証
せ
り
』
と
言
わ
れ
る
と
こ
ろ
」
は
、
や
は
り
「
公
案
禅
」
の
扱
い
で
あ
り
、

通
徹
す
る
の
で
は
な
く
、
そ
の
意
味
が
参
究
さ
れ
る
べ
き
な
の
で
あ
る
。「
念
慮
の
語
句
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
と
同
様
の

あ
や
ま
り
で
あ
る
。

ま
た
「
同
じ
公
案
を
見
る
に
し
て
も
別
な
見
方
と
し
て
」
道
元
を
高
く
評
価
し
て
い
る
が
、
こ
れ
を
「
公
案
」
と
み
る
こ

と
自
体
が
、
古
田
に
よ
る
道
元
と
は
「
別
の
見
方
」
で
あ
っ
て
、
す
で
に
道
元
と
千
歩
も
離
れ
て
い
る
。
無
理
会
話
だ
か
ら

こ
そ
、
見
性
禅
で
使
う
こ
と
が
で
き
る
「
公
案
」
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

安
谷
『
参
究
』

こ
の
一
段
も
田
中
氏
の
文
を
引
用
し
た
い
け
れ
ど
も
、
引
用
文
と
し
て
は
、
あ
ま
り
長
い
の
で
割
愛
す
る
。
け
れ
ど

も
、
私
に
も
共
感
を
禁
じ
え
な
い
点
が
非
常
に
多
い
。
…
…
南
泉
が
「
こ
の
鎌
は
よ
く
切
れ
る
よ
」
と
答
え
た
。
南
泉
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の
血
の
出
る
よ
う
な
親
切
な
ご
指
導
ぶ
り
が
拝
め
た
か
な
あ
！
説
明
す
る
の
は
造
作
も
な
い
が
、
人
か
ら
聞
い
た
の
で

は
、
知
識
と
な
る
だ
け
で
、
身
に
つ
か
な
い
。
身
に
つ
か
な
い
と
は
、
そ
の
人
の
人
格
に
も
な
ら
な
い
し
、
生
活
に
も

な
ら
な
い
と
言
う
こ
と
だ
。
仏
道
を
身
に
つ
け
よ
う
と
思
っ
た
ら
、
こ
う
い
う
歯
の
た
た
な
い
お
言
葉
を
、
如
何
、
如

何
と
着
実
に
か
み
し
め
て
、
な
る
ほ
ど
あ
り
が
た
い
お
言
葉
だ
と
骨
身
に
徹
し
な
け
れ
ば
だ
め
だ
。（
九
七
）

葛
藤
は
比
喩
的
の
表
現
で
あ
っ
て
、
公
案
の
こ
と
だ
。
公
案
に
ひ
っ
か
か
る
と
あ
た
か
も
葛
や
藤
の
蔓
に
ひ
っ
か
ら

ま
っ
た
よ
う
に
二に

っ
ち進
も
三さ
っ
ち進
も
い
か
な
く
な
る
の
に
譬
え
た
の
だ
。
断
句
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
分
別
妄
想
を
、
一
撃
の

も
と
に
ぶ
ち
切
る
こ
と
だ
。
句
と
い
っ
て
も
言
葉
だ
け
で
は
な
い
。
態
度
も
動
作
も
そ
れ
だ
。
葛
藤
公
案
も
実
は
断
句

の
作
用
を
す
る
の
だ
。
そ
れ
で
葛
藤
断
句
と
い
う
。（
九
八
）

禅
の
内
容
を
理
知
に
訴
え
て
縦
横
に
説
い
た
の
が
仏
教
教
理
だ
。
だ
か
ら
順
序
を
言
う
と
、
先
ず
以
て
仏
教
教
理
を

研
究
す
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の
結
果
、
禅
の
実
地
の
修
行
に
よ
ら
ね
ば
、
本
来
の
自
己
は
つ
か
ま
え
ら
れ
な
い
と
い

う
結
論
に
達
す
る
。
そ
れ
か
ら
修
行
に
と
び
こ
む
こ
と
に
な
る
。（
九
九
）

…
…
本
来
の
自
己
と
い
う
、
名
刀
の
切
れ
味
を
見
失
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
れ
で
葛
藤
断
句
を
用
い
て
、
後
天
的
の
分

別
妄
想
を
ぶ
ち
切
る
必
要
が
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
理
知
の
作
用
そ
の
も
の
が
わ
る
い
と
い
う
の
で
は
な
い
。
た
だ
そ
れ

が
本
来
の
自
己
を
見
出
す
邪
魔
と
な
る
か
ら
、
一
時
そ
れ
ら
を
棚
に
上
げ
て
お
け
と
い
う
に
す
ぎ
な
い
。（
一
〇
〇
）

「（
天
真
の
）
師
範
な
し
と
い
へ
ど
も
」
の
「
い
へ
ど
も
」
に
は
、
こ
だ
わ
ら
な
い
が
よ
い
。
こ
う
い
う
言
葉
づ
か
い

は
、
眼
蔵
に
は
し
ば
し
ば
出
て
い
る
。
誰
も
汝
に
教
え
る
天
真
独
朗
の
正
師
が
い
な
い
も
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
自
然
外

道
の
見
解
に
お
ち
る
の
だ
、
と
い
う
ほ
ど
の
精
神
と
見
て
お
く
。」（
一
〇
四
）

（
検
討
）

歯
が
立
た
ず
、
噛
み
締
め
る
し
か
な
い
言
葉
を
、
無
理
会
話
と
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
説
明
す
る
の
は
造
作
も
な
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い
」
と
い
う
が
、
そ
の
説
明
は
語
句
の
意
味
と
は
、
ま
っ
た
く
関
係
の
な
い
見
性
禅
で
の
説
明
で
あ
ろ
う
。

〈
葛
藤
断
句
〉
は
、
道
元
で
は
良
い
意
味
で
は
言
わ
な
い
が
、
公
案
禅
（
安
谷
の
禅
）
で
は
、「
葛
藤
断
句
を
用
い
て
、
後

天
的
の
分
別
妄
想
を
ぶ
ち
切
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
の
だ
か
ら
、
こ
れ
は
ま
っ
た
く
〈
葛
藤
断
句
を
も
ち
ゐ
る
と
い
ふ

は
、
無
理
会
な
り
〉
と
い
う
道
元
の
批
判
そ
の
も
の
で
あ
る
。
見
性
禅
で
は
理
知
を
「
一
時
棚
に
上
げ
」
る
の
だ
か
ら
、
ま

ぎ
れ
も
な
く
、
公
案
を
無
理
会
話
と
し
て
使
う
の
で
あ
る
。

安
谷
が
「
外
道
の
見
解
」
と
い
う
の
は
、
衛
藤
即
応
の
元
の
岩
波
文
庫
に
は
「
外
道
児
」
で
は
な
く
、「
外
道
見
」
と

な
っ
て
い
る
か
ら
な
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
先
に
見
た
通
り
「
自
然
外
道
」
で
は
な
い
。「
自
然
の
外
道
見
」
で
あ
る
。

森
本
『
花
開
』
は
最
後
の
文
で
「
ほ
ん
と
う
の
真
実
を
教
え
る
師
が
い
な
く
て
、
自
然
に
外
道
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
」

（
六
五
）
と
す
る
が
、
逆
接
の
「
い
へ
ど
も
」、「
児
」
が
解
釈
さ
れ
て
い
な
い
。

内
山
『
味
わ
う
』

こ
の
場
合
、「
念
慮
」
と
は
わ
れ
わ
れ
人
間
が
分
別
心
を
も
っ
て
す
る
慮
知
念
覚
の
こ
と
、
そ
れ
に
対
し
て
「
語

句
」
と
は
、
人
間
生
命
の
真
実
の
自
己
表
現
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
こ
こ
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
わ

れ
わ
れ
の
念
慮
を
た
だ
否
定
す
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
念
慮
を
も
っ
て
い
る
こ
と
は
、
人
間
生
命
の
自

己
表
言
と
し
て
の
「
語
句
」
な
の
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
同
時
に
こ
の
語
句
、
人
間
生
命
の
真
実
の
自
己
表
現
は
、
実

は
わ
れ
わ
れ
の
慮
知
念
覚
を
は
る
か
に
超
え
て
い
る
も
の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
…
…
そ
う
い
う
知
性
理
性
ぐ
る

み
の
人
間
の
真
実
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、「
念
慮
ぐ
る
み
の
語
句
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
そ
の

念
慮
ぐ
る
み
の
人
間
の
真
実
で
あ
っ
て
初
め
て
、
念
慮
を
こ
え
て
い
る
。
道
元
禅
師
の
言
わ
れ
ん
と
す
る
と
こ
ろ
は
こ
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こ
で
す
。
よ
く
「
曰
く
言
い
難
し
」
な
ど
と
い
う
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
駄
目
な
の
だ
。
そ
の
言
い
難
し
の
と
こ
ろ
を
如

何
に
し
て
言
う
か
。
そ
こ
を
道
元
禅
師
は
究
明
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。（
七
八
）

（
検
討
）

〈
語
句
〉
を
「
人
間
生
命
の
真
実
の
自
己
表
現
と
し
て
い
わ
れ
て
い
る
」
と
読
み
取
る
こ
と
は
行
き
過
ぎ
で
あ
ろ
う
。

「
念
慮
ぐ
る
み
の
語
句
」
と
い
う
が
、
道
元
は
〈
念
慮
の
、
語
句
な
る
こ
と
〉、
念
慮
が
語
句
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
。

「
念
慮
ぐ
る
み
の
人
間
の
真
実
」
は
、
人
間
で
あ
る
か
ら
に
は
、
た
し
か
に
念
慮
を
超
え
て
い
る
が
、
人
間
が
念
慮
を
超
え

て
い
る
と
い
う
話
で
は
な
く
、「
語
句
」
が
念
慮
を
透
脱
す
る
、
超
え
る
と
い
っ
て
い
る
。
道
元
は
〈
語
句
〉
が
人
間
の
念

慮
を
離
れ
て
、
そ
れ
自
体
で
働
く
こ
と
を
い
う
。

頼
住
「
一
考
察
」

「
念
慮
」
が
「
語
句
」
で
あ
る
と
は
、「
念
慮
」
す
な
わ
ち
知
覚
に
基
づ
く
認
識
は
、
必
ず
、
言
語
に
よ
っ
て
表
現
さ

れ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
言
語
に
先
立
っ
て
認
識
が
あ
る
。
し
か
し
、
道
元
は
、
言
語
が
常
に
、
そ

れ
に
先
立
つ
認
識
に
依
存
す
る
と
は
限
ら
ず
、
言
語
が
こ
れ
ま
で
抱
い
て
い
た
認
識
を
突
き
崩
し
、
新
た
な
認
識
を
も

た
ら
す
こ
と
が
、
有
り
得
る
と
主
張
す
る
。「
語
句
」
は
「
念
慮
」
を
「
超
脱
す
る
」
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
の
通
常

の
認
識
経
験
に
お
い
て
は
、
言
語
化
さ
れ
た
認
識
で
あ
る
と
こ
ろ
の
概
念
が
、
固
定
化
さ
れ
、
既
成
概
念
と
し
て
わ
れ

わ
れ
の
認
識
の
準
拠
枠
と
な
る
。
わ
れ
わ
れ
は
、
こ
の
準
拠
枠
に
よ
っ
て
事
物
に
接
し
、
日
常
の
様
々
な
事
態
に
対
処

す
る
。
し
か
し
、
既
成
概
念
で
は
処
理
で
き
な
い
「
語
句
」
が
、
こ
の
固
定
化
さ
れ
た
認
識
の
枠
組
み
を
破
壊
し
、
新

た
な
る
認
識
を
も
た
ら
す
、
と
道
元
は
主
張
す
る
。（
九
六
）

こ
れ
ら
の
「
語
句
」
の
意
味
を
認
識
せ
ん
と
す
る
こ
と
は
、
そ
の
よ
う
な
語
句
が
位
置
付
け
ら
れ
得
な
い
世
界
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を
カ
ッ
コ
に
入
れ
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
れ
ら
が
位
置
づ
け
ら
れ
得
る
世
界
を
把
握
せ
ん
と
す
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。

（
九
七
）

…
…
仏
祖
の
一
言
一
句
を
「
審
細
に
参
学
す
べ
し
」
と
繰
り
返
し
た
道
元
に
と
っ
て
、
仏
祖
の
言
葉
に
対
す
る
認
識

行
為
と
は
、
世
界
の
真
な
る
姿
を
把
握
す
る
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
仏
法
を
体
得
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
も
の
だ
っ
た

の
で
あ
る
。
仏
祖
の
言
葉
と
は
、
諸
存
在
の
真
な
る
在
り
よ
う
を
開
示
す
る
も
の
で
あ
り
、
我
々
を
、
正
し
き
認
識
へ

と
導
く
も
の
で
あ
る
。（
同
）

（
検
討
）
そ
う
い
う
こ
と
な
の
で
あ
ろ
う
。

【
私
釈
】

〈
い
ま
現
在
大
宋
国
に
、
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
あ
り
〉
と
い
わ
れ
る
。『
正
法
眼
蔵
』
で
大
宋
国
の
禅
僧
を
批
判
す
る
の

は
、
こ
の
巻
が
最
初
で
は
な
か
ろ
う
か
。《
山
水
経
》
が
説
か
れ
た
仁
治
元
年
（
十
月
）、
同
じ
年
の
三
月
に
は
《
礼
拝
得

髄
》
で
は
、
ま
だ
大
宋
国
の
状
況
が
次
の
よ
う
に
日
本
と
の
対
比
で
褒
め
ら
れ
て
い
る
。

〈
見
在
大
宋
国
の
寺
院
に
、
比
丘
尼
の
掛
搭
せ
る
が
、
も
し
得
法
の
声
あ
れ
ば
、
官
家
よ
り
尼
寺
の
住
持
に
補
す
べ

き
詔
を
た
ま
ふ
に
は
、
即
寺
に
て
上
堂
す
。
住
持
以
下
衆
僧
、
み
な
上
参
し
て
、
立
地
聴
法
す
る
に
、
問
話
も
比
丘
僧

な
り
。
こ
れ
古
来
の
規
矩
な
り
。〉

さ
ら
に
『
秘
密
正
法
眼
蔵
』
に
入
る
同
じ
巻
の
付
記
部
分
に
は
〈
あ
は
れ
な
る
か
な
、
小
国
辺
地
に
う
ま
れ
ぬ
る
に
、
か

く
の
ご
と
き
の
邪
風
と
も
し
ら
ざ
る
こ
と
は
。
天
竺
唐
土
に
は
い
ま
だ
な
し
、
我
国
の
み
な
り
〉
と
説
か
れ
て
唐
土
は
高
く



392

正法眼蔵　第二十九　山水経　私釈　［上］（松岡 由香子）

評
価
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
に
、
道
元
は
宋
代
禅
宗
の
諸
傾
向
に
対
し
て
は
非
常
に
厳
し
い
言
葉
を
も
っ
て
批
判
す
る
よ
う

に
な
る
。
そ
の
理
由
も
考
え
た
い
。

〈
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
〉
と
は
、〈
一
類
〉
だ
か
ら
、
一
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
い
う
よ
う
に
聞
こ
え
る
。
し
か
も
〈
い
ま
は
群

を
な
せ
り
〉
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
ら
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
は
た
し
て
ど
ん
な
グ
ル
ー
プ
な
の

だ
ろ
う
か
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
道
元
入
宋
の
当
時
か
ら
禅
宗
は
「
臨
済
宗
の
み
天
下
に
あ
ま
ね
し
」
と
い
う
状
況
で
あ
っ
た
。

臨
済
宗
の
中
で
も
十
一
世
紀
に
は
楊
岐
派
と
黄
龍
派
が
盛
隆
し
、
十
二
世
紀
に
は
、
楊
岐
派
の
五
祖
法
演
（
？
〜
一
一
〇
四
）、

圜
悟
克
勤
（
一
〇
六
三
〜
一
一
三
五
）
ら
の
公
案
禅
、
大
慧
宗
杲
（
一
〇
八
九
〜
一
一
六
三
）
の
看
話
禅
が
盛
ん
に
な
っ
た
。

問
題
は
当
時
の
日
本
の
禅
宗
の
状
況
で
あ
る
。
大
慧
の
弟
子
で
あ
る
仏
照
徳
光
の
法
を
、
日
本
達
磨
宗
の
大
日
能
忍
が
書

状
に
よ
っ
て
嗣
ぎ
、
大
慧
と
兄
弟
弟
子
に
な
る
虎
丘
紹
隆
の
法
系
の
蘭
溪
道
隆
（
一
二
一
三
〜
一
二
七
八
）
が
一
二
四
六
年
に

博
多
に
着
き
、
や
が
て
鎌
倉
で
法
を
広
め
る
。
同
じ
法
系
の
無
準
師
範
（
一
一
七
七
～
一
二
四
九
）
を
つ
い
だ
円
爾
弁
円
は
、

一
二
四
一
年
に
宋
か
ら
帰
朝
し
、
京
都
で
東
福
寺
を
開
い
て
い
る
。
楊
岐
派
の
無
門
慧
開
が
『
無
門
関
』
を
一
二
二
八
年
に

編
ん
だ
が
、
そ
の
無
門
に
心
地
覚
心
（
一
二
〇
七
〜
一
二
九
八
）
は
嗣
法
し
て
、
紀
伊
由
良
に
西
方
寺
を
開
い
て
い
る
。

大
宋
国
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
入
宋
伝
法
の
禅
師
た
ち
も
、
ほ
ぼ
楊
岐
派
で
あ
り
、
看
話
禅
、
公
案
禅
で
あ
る
。
道
元
が

ま
さ
に
〈
小
実
の
撃
不
能
な
る
と
こ
ろ
な
り
〉
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
人
々
は
〈
い
ま
の
東
山
水
上
行
話
、
お
よ
び
南
泉
の
鎌れ

ん

子す

話
の
ご
と
き
は
、
無
理
会
話
な
り
〉
と
い
う
。

と
こ
ろ
で
、「
無
理
会
話
」
あ
る
い
は
「
無
理
会
」
は
、
諸
の
灯
史
に
そ
の
用
語
は
な
く
、
宋
代
の
『
大
慧
禅
師
語
録
』

に
の
み
二
箇
所
見
出
さ
れ
る
。

示
衆
。
古
人
道
、
他
人
住
処
我
不
住
。
他
人
行
処
我
不
行
。
不
是
与
人
難
共
聚
。
大
都
緇
素
要
分
明
。
喝
一
喝
云
、
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猶
有
這
箇
在
。
雲
門
即
不
然
。
他
人
住
処
我
亦
住
。
他
人
行
処
我
亦
行
。
瞥
喜
瞥
瞋
無
理
会
。
新
羅
夜
半
日
頭
明
。
且

道
与
古
人
相
去
多
少
。
試
定
当
看
（
示
衆
。
古
人
道い

え
り
、
他
人
の
住
処
は
我
れ
住
ま
ず
。
他
人
の
行
処
は
、
我
れ
行
ぜ
ず
。
是

れ
人
と
共
に
聚あ
つ

ま
る
こ
と
難
か
ら
ず
。
大お

お
よ
そ都
緇
素
［
黒
白
］
分
明
な
る
こ
と
を
要
す
。
喝
一
喝
し
て
云
く
。
猶
お
這
箇
の
有
る
在
り
。

雲
門
は
即
ち
然
ら
ず
。
他
人
の
住
処
我
亦
た
住
す
。
他
人
の
行
処
我
亦
た
行
ず
。
瞥
喜
し
瞥
瞋
す
る
は
無
理
会
な
り
。
新
羅
の
夜
半
、

日
頭
明
ら
か
な
り
。
且
く
道
え
、
古
人
と
相
い
去
る
こ
と
多
少
ぞ
。
試
み
に
定
当
し
て
看
よ
）。（T

47,838b

）

古
人
と
は
楊
岐
の
弟
子
、
白
雲
守
端
禅
師
で
あ
り
、「
い
え
る
こ
と
」
は
「
他
人
〜
要
分
明
」
ま
で
で
あ
る
。
そ
れ
に

対
し
て
大
慧
は
、
雲
門
は
違
う
と
い
い
、
古
人
と
反
対
の
態
度
を
と
り
、
ち
ら
っ
と
見
て
喜
び
、
ち
ら
っ
と
み
て
怒
る
の

は
「
無
理
会
」
で
あ
り
、
新
羅
云
々
の
句
を
あ
げ
る
。
大
慧
は
古
人
と
ど
れ
ほ
ど
違
う
か
、
決
め
て
み
よ
、
と
い
う
。
こ
の

「
無
理
会
」
が
い
か
な
る
意
味
か
、
あ
ま
り
よ
く
分
か
ら
な
い
が
、
雲
門
が
批
判
し
て
言
っ
て
い
る
こ
と
だ
ろ
う
。
も
う
一

つ
あ
る
。如

何
是
祖
師
西
来
意
、
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
会
、
便
不
是
了
也
。
如
何
是
祖
師
西
来
意
。
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
会
方

始
是
。
爾
諸
人
還
会
麼
。
這
般
説
話
、
莫
道
爾
諸
人
理
会
不
得
。
妙
喜
也
自
理
会
不
得
。
我
此
門
中
無
理
会
得
理
会
不

得
。
蚊
子
上
鉄
牛
。
無
爾
下
嘴
処
。（
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
、
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
に
会
せ
ば
、
便
ち
是
な
ら
ず
し
て
了

る
也
。
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
来
意
、
庭
前
柏
樹
子
。
恁
麼
に
会
せ
ば
方ま
さ

に
始
め
て
是
な
り
。
爾

な
ん
だ
ち、

諸
人
、
還
た
会
す
や
。
這
般
の

説
話
、
爾
、
諸
人
、
理
会
す
る
こ
と
不
得
と
道
う
こ
と
莫
れ
。
妙
喜
ま
た
自
ら
理
会
す
る
こ
と
得
ず
。
我
が
此
の
門
中
に
は
無
理
会
に

得
、
理
会
に
得
ず
。
蚊
子
、
鉄
牛
に
上
る
。
爾
、
嘴
を
下
ろ
す
処
無
し
。T

47,881b

）

こ
こ
で
は
同
じ
問
答
に
対
し
て
、
一
度
は
「
是
な
ら
ず
了
る
」
と
い
い
、
一
度
は
「
方
に
始
め
て
是
な
り
」
と
い
っ
て
い

る
わ
け
で
、
理
解
で
き
な
い
話
で
あ
る
。
そ
し
て
大
慧
は
「
我
が
此
の
門
中
に
は
無
理
会
に
し
て
得
、
理
会
し
て
得
ず
」
と

い
う
の
だ
か
ら
、
無
理
会
が
大
慧
一
門
の
作
法
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
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大
慧
と
雲
門
と
は
因
縁
が
あ
り
、「
諸
仏
出
身
の
処
」
に
対
し
て
、
圜
悟
（
天
寧
）
は
、
雲
門
の
「
東
山
水
上
行
」
を
そ
う

は
い
わ
な
い
と
別
の
句
を
言
っ
た
の
に
対
し
て
、
大
慧
は
得
悟
し
た
の
で
あ
る
。

後
来
在
京
師
天
寧
。
見
老
和
尚
（
圜
悟
克
勤
）
陞
堂
。
挙
僧
問
雲
門
、
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
門
曰
、
東
山
水
上
行
。

若
是
天
寧
即
不
然
。
如
何
是
諸
仏
出
身
処
。
薫
風
自
南
来
殿
閣
生
微
涼
。
向
這
裏
忽
然
前
後
際
断
。
譬
如
一
綟
乱
糸
将

刀
一
截
截
断
相
似
。
当
時
通
身
汗
出
。（
後
に
京
師
に
在
り
て
天
寧
に
来
た
り
、
老
和
尚
［
圜
悟
克
勤
］
の
陞
堂
す
る
に
見
ゆ
。
挙

す
、
僧
、
雲
門
に
問
う
、
如
何
か
是
れ
諸
仏
出
身
の
処
。
門
曰
く
、
東
山
水
上
行
。
若
し
是
れ
天
寧
な
ら
ば
即
ち
然
ら
ず
。
如
何
か
是

れ
諸
仏
出
身
の
処
。
薫
風
、
南
よ
り
来
た
り
、
殿
閣
微
涼
を
生
ず
。
這
裏
に
向お

い
て
忽
然
と
し
て
前
後
際
断
す
。
譬
え
ば
一
綟
の
乱
糸
、

刀
を
将
ち
て
一
截
し
截
断
す
る
に
相
似
た
る
が
如
し
。
当
時
、
通
身
、
汗
出
ず
）。（T

47,883a

）

つ
ま
り
大
慧
は
「
一
綟
の
乱
糸
、
刀
を
将
ち
て
一
截
し
截
断
す
る
に
相
似
た
る
」
と
い
う
、
圜
悟
の
ま
さ
に
〈
葛
藤
断

句
〉
で
得
悟
し
て
い
る
。
道
元
は
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
〈
大
宋
国
紹
興
の
な
か
に
、
徑
山
の
大
慧
禅
師
宗
杲
と
い
ふ
あ
り
、

…
…
雲
門
の
風
を
会
せ
ず
し
て
、
つ
ゐ
に
洞
山
微
和
尚
に
参
学
す
と
い
へ
ど
も
〉《
自
証
三
昧
》
と
言
及
し
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
群
を
な
し
て
い
る
〈
杜
撰
の
や
か
ら
一
類
〉
は
、
大
慧
宗
杲
の
看
話
禅
の
人
々
を
念
頭
に
置
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

か
れ
ら
の
語
話
理
解
を
道
元
は
〈
そ
の
意
旨
は
、
も
ろ
も
ろ
の
念
慮
に
か
か
は
れ
る
語
話
は
、
仏
祖
の
禅
話
に
あ
ら
ず
、

無
理
会
話
こ
れ
仏
祖
の
語
話
な
り
。
か
る
が
ゆ
え
に
、
黄
檗
の
行
棒
、
お
よ
び
臨
済
の
挙
喝
、
こ
れ
ら
理
会
お
よ
び
が
た

く
、
念
慮
に
か
か
は
れ
ず
。
こ
れ
を
朕
兆
未
萌
已
前
の
大
悟
と
す
る
な
り
。
先
徳
の
方
便
、
お
ほ
く
葛
藤
断
句
を
も
ち
ゐ
る

と
い
ふ
は
、
無
理
会
な
り
〉
と
い
う
。

〈
念
慮
に
か
か
は
れ
る
語
話
〉
す
な
わ
ち
、
参
究
し
て
理
解
で
き
る
話
は
、
仏
祖
の
禅
話
で
は
な
い
、
と
い
う
。

ふ
つ
う
、
禅
で
理
解
で
き
な
い
話
と
い
え
ば
、
引
用
し
た
大
慧
の
二
番
目
に
あ
る
「
祖
師
西
来
意
・
庭
前
の
柏
樹
子
」
と
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か
、『
辨
註
』
が
あ
げ
て
い
る
よ
う
な
趙
州
喫
茶
去
、
禾
山
打
鼓
、
雲
門
須
弥
、
洞
山
麻
三
斤
な
ど
で
あ
り
、
こ
れ
ら
は
趙

州
以
外
は
『
碧
巌
録
』
の
第
四
十
四
、
第
十
二
則
、『
従
容
録
』
第
十
九
則
で
あ
る
。

だ
か
ら
理
知
で
分
か
ら
な
い
黄
檗
の
行
棒
、
お
よ
び
臨
済
の
挙
喝
を
大
悟
だ
と
す
る
と
い
う
。
大
慧
宗
杲
も
ま
た
棒
喝
を

評
価
す
る
。

上
堂
。
拈
拄
杖
卓
一
下
喝
一
喝
云
、
徳
山
棒
、
臨
済
喝
。
今
日
為
君
重
拈
掇
」（
拄
杖
を
拈
り
て
卓
一
下
、
喝
一
喝
し
て

云
く
、
徳
山
の
棒
、
臨
済
の
喝
。
今
日
、
君
の
為
に
重
ね
て
拈
掇
す
）。（『
大
慧
禅
師
語
録
』T

47,816b

）

こ
こ
で
は
黄
檗
の
棒
に
代
わ
っ
て
徳
山
の
棒
に
な
っ
て
い
る
が
、「
徳
山
の
棒
・
臨
済
の
喝
」
は
、
道
元
が
目
の
敵
に
し

た
指
導
方
法
で
あ
る
。
臨
済
は
馬
祖
系
、
徳
山
は
石
頭
系
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、「
棒
・
喝
」
と
い
う
、
言
語
を
使
わ

な
い
荒
い
弟
子
の
導
き
方
が
、「
祖
席
の
英
雄
」
と
も
て
は
や
さ
れ
て
き
た
の
で
、
道
元
は
彼
等
を
こ
う
批
判
す
る
。

〈
世
人
あ
や
ま
り
て
お
も
は
く
、
臨
済
・
徳
山
も
国
師
に
ひ
と
し
か
る
べ
し
と
。〉《
即
心
是
仏
》、〈
徳
山
・
臨
済
等

に
は
、
為
説
す
と
も
承
当
す
べ
か
ら
ず
。〉《
仏
向
上
事
》、〈
自
余
の
臨
済
・
徳
山
・
大
潙
・
雲
門
等
の
お
よ
ぶ
べ
か
ら

ざ
る
と
こ
ろ
〉《
葛
藤
》、〈
先
師
を
も
て
臨
済
・
徳
山
に
斉
肩
な
り
と
お
も
へ
り
。〉《
仏
道
》、〈
臨
済
・
徳
山
の
お
よ

ぶ
べ
き
と
こ
ろ
に
あ
ら
ず
。〉《
密
語
》、〈
臨
済
・
徳
山
の
と
も
が
ら
し
る
べ
か
ら
ず
〉《
無
情
説
法
》、〈
近
来
あ
る
臨

済
徳
山
、
お
よ
び
か
の
門
人
等
、
い
く
千
万
枚
の
野
狐
に
か
堕
在
せ
ん
。〉《
大
修
行
》

と
こ
ろ
で
、〈
東
山
水
上
行
〉
は
別
に
し
て
、〈
南
泉
の
鎌
子
話
〉
は
、
無
理
会
話
で
な
い
と
し
た
ら
、
ど
の
よ
う
な
理
解

で
き
る
話
な
の
か
。
試
み
に
見
て
み
た
い
。

南
泉
は
山
作
務
に
出
て
い
る
の
で
、
ち
ゃ
ん
と
法
衣
を
着
な
い
で
、
む
さ
苦
し
い
格
好
を
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
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に
僧
が
「
南
泉
和
尚
の
と
こ
ろ
へ
行
く
道
は
ど
ち
ら
の
方
で
す
か
」
と
尋
ね
る
。
目
の
前
に
南
泉
が
い
て
も
、
そ
の
風
采
か

ら
判
断
し
て
南
泉
だ
と
気
が
付
か
な
い
。
そ
こ
で
南
泉
は
鎌
を
取
り
上
げ
て
「
私
の
こ
の
鎌
を
、
た
っ
た
三
十
錢
で
買
う
こ

と
が
で
き
た
の
だ
」
と
い
う
。「
私
の
こ
の
鎌
」
は
、
私
自
身
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
「
た
っ
た
三
十
錢
」、
ず
い
ぶ
ん
安

く
見
ら
れ
て
い
る
も
の
だ
よ
、
と
。
つ
ま
り
、
君
は
私
を
安
い
労
働
者
の
よ
う
に
見
て
い
る
ね
、
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
僧

は
そ
れ
で
も
気
が
つ
か
ず
、「
鎌
の
こ
と
は
聞
い
て
い
な
い
、
南
泉
に
は
ど
っ
ち
に
い
く
の
だ
」
と
聞
く
。
人
を
見
る
目
が

ま
っ
た
く
な
い
の
で
あ
る
。
そ
れ
で
南
泉
は
親
切
に
「
こ
の
鎌
は
使
い
込
ん
で
、
よ
く
切
れ
る
わ
い
」
と
付
け
足
す
。
趙
州

の
「
大
蘿
蔔
頭
」
と
同
じ
で
あ
る
。
わ
し
こ
そ
よ
く
切
れ
る
南
泉
だ
が
…
…
。

し
か
し
、
こ
れ
も
当
時
の
杜
撰
の
長
老
た
ち
に
は
無
理
会
話
と
な
っ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
も
っ
と
も
こ
の
南
泉
鎌
子
話
は

『
宏
智
広
録
』
に
し
か
な
く
、
わ
ず
か
に
『
続
伝
灯
録
』
の
澧れ

い

州
夾
山
霊
泉
自
齢
禅
師
（
大
鑑
下
第
十
三
世
）
の
語
に
、
好
笑

南
泉
提
起
処
、
刈
茆
鎌
子
曲
彎
彎
．
参
！
」（『
五
灯
会
元
』T

51,539c

）
と
、
関
説
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

〈
先
徳
の
方
便
、
お
ほ
く
葛
藤
断
句
を
も
ち
ゐ
る
と
い
ふ
は
、
無
理
会
な
り
〉
は
、
先
の
大
慧
の
得
道
の
因
縁
を
見
れ
ば

瞭
然
と
し
て
い
る
。

こ
の
〈
葛
藤
断
句
〉
に
対
し
て
雲
門
、
道
元
が
批
判
し
て
「
葛
藤
」
を
大
い
に
評
価
し
て
い
る
の
は
、
す
で
に
こ
の
章
の

冒
頭
で
見
た
と
お
り
で
あ
る
。「
葛
藤
」
は
『
雲
門
広
録
』
に
は
二
十
二
箇
所
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
ほ
と
ん
ど
肯
定
的
に

使
わ
れ
る
。
典
型
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

「
上
堂
云
、
我
今
日
共
汝
説
葛
藤
（
上
堂
し
て
云
く
、
我
、
今
日
共
に
汝
に
葛
藤
を
説
く
）」（T

47,550c

）。
似
た
よ
う
な
も

の
に
「
師
云
、
我
共
汝
説
葛
藤
。」（
同
、546b

）、「
我
毎
日
共
爾な
ん
じ

葛
藤
不
能
到
夜
。」（
同
、563a

）、「
我
与
爾
葛
藤
。」

（
同
、564a

）
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な
ど
が
あ
り
、
大
胆
に
次
の
よ
う
に
も
説
く
。

「
塵
沙
諸
仏
尽
在
這
裏
説
葛
藤
去
。
便
下
座
（
塵
沙
の
諸
仏
、
尽
く
這
裏
に
在
っ
て
葛
藤
を
説
き
去
る
。
便
ち
下
座
す
）。」（
同

550b
）

道
元
も
ま
た
言
語
表
現
を
大
切
に
し
て
、
そ
れ
に
生
涯
を
か
け
た
と
さ
え
い
え
る
人
で
あ
り
、
口
唇
皮
禅
の
趙
州
と
な
ら

ん
で
雲
門
の
偉
大
さ
を
認
識
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
雲
門
の
言
葉
を
理
解
で
き
な
い
も
の
だ
と
す
る
手
合
い
に
対
し

て
は
、
激
越
な
批
判
の
言
葉
が
浴
び
せ
ら
れ
る
。

〈
小
獃
子
〉、〈
魔
子
・
六
群
禿
子
〉、〈
外
道
よ
り
も
お
ろ
か
〉〈
学
仏
道
の
畜
生
よ
り
も
お
ろ
か
〉
は
、
究
極
の
悪
口
と
い
え

る
。
道
元
の
激
し
い
言
葉
を
な
じ
る
こ
と
も
で
き
よ
う
が
、
公
案
、
見
性
に
関
し
て
道
元
が
抱
い
て
い
た
危
惧
は
、
ま
っ
た
く

正
し
く
、
禅
と
い
う
も
の
が
仏
道
で
は
な
く
、
特
殊
体
験
を
求
め
る
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
一
派
の
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
を
、

洞
察
し
た
深
い
憂
慮
な
の
で
あ
ろ
う
。
日
本
に
お
い
て
も
中
国
に
お
い
て
も
、
孤
立
す
る
し
か
な
い
道
元
の
悲
壮
な
想
い
が
伝

わ
っ
て
く
る
。

〈
二
三
百
年
よ
り
こ
の
か
た
〉
と
は
、
宋
代
で
あ
り
、『
景
徳
伝
燈
録
』（
一
〇
〇
四
年
）
や
諸
禅
師
の
広
録
が
編
ま
れ
、
そ

の
後
に
語
録
か
ら
前
後
の
文
脈
抜
き
で
問
答
だ
け
が
切
り
離
さ
れ
て
、
公
案
集
で
あ
る
『
碧
巌
録
』（
一
一
二
五
年
）
や
『
従

容
録
』（
一
二
二
三
年
）
が
で
き
、
そ
れ
ら
は
公
案
と
し
て
見
性
を
得
る
手
段
と
な
っ
た
頃
で
あ
ろ
う
。

続
い
て
〈
禿
子
が
い
ふ
無
理
会
話
、
な
ん
ぢ
の
み
無
理
会
な
り
、
仏
祖
は
し
か
あ
ら
ず
。
な
ん
ぢ
に
理
会
せ
ら
れ
ざ
れ
ば

と
て
、
仏
祖
の
理
会
路
を
参
学
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
〉
と
叱
責
す
る
。
こ
の
言
葉
を
、
現
代
で
は
心
し
て
傾
聴
し
、
虚
心
に
手

を
尽
く
し
て
仏
祖
の
言
句
を
参
学
し
た
い
も
の
で
あ
る
。
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今
の
臨
済
宗
を
あ
な
が
ち
に
批
判
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
秋
月
龍
珉
の
『
公
案
』
で
は
「（
室
内
で
の
公
案
に
対
す
る
）
見

解
は
、
も
ち
ろ
ん
言
葉
だ
け
で
は
な
く
動
作
で
呈
す
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
た
い
て
い
は
師
家
の
に
べ
も
な
き
否
定
に
あ
う

だ
け
で
あ
る
。
…
…
こ
う
し
た
こ
と
が
幾
月
と
な
く
何
年
と
な
く
う
ま
ず
た
ゆ
ま
ず
繰
り
返
さ
れ
る
。
巻
頭
に
の
べ
た
臨
済

の
参
禅
に
お
け
る
師
匠
黄
檗
の
棒
こ
そ
、
こ
の
段
階
に
お
け
る
師
家
の
典
型
で
あ
る
。
師
家
は
た
だ
否
定
す
る
だ
け
が
務
め

の
ご
と
く
で
あ
る
」（
七
〇
）
と
い
わ
れ
る
と
、
や
は
り
公
案
は
無
理
会
話
と
し
か
思
え
な
い
。

こ
こ
で
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
は
〈
念
慮
の
、
語
句
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
、
語
句
の
、
念
慮
を
透
脱
す
る
こ
と
を
し
ら
ず
〉
で
あ
ろ

う
。〈

念
慮
の
、
語
句
な
る
こ
と
を
し
ら
ず
〉
と
は
、
人
間
の
念
慮
、
つ
ま
り
思
考
や
認
識
は
言
語
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
り

立
つ
。
念
慮
は
語
句
で
あ
る
。
そ
れ
に
と
ど
ま
ら
ず
、
語
句
は
そ
れ
を
発
し
た
念
慮
の
主
体
を
離
れ
て
、
語
句
と
し
て
自
立

し
て
働
く
。〈
語
句
の
念
慮
を
透
脱
す
る
〉
で
あ
る
。

前
者
〈
念
慮
の
、
語
句
な
る
こ
と
〉
を
明
ら
か
に
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
。

言
葉
を
失
っ
た
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
、
思
慮
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
動
物
の
よ
う
に
感
覚
的
に
反
応
す
る
だ
け
だ
っ
た
。

「
水
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
」
と
い
う
言
葉
を
知
っ
た
と
た
ん
に
念
慮
が
働
き
、
世
界
が
彼
女
に
開
か
れ
た
の
で
あ
る
。

後
者
の
〈
語
句
の
念
慮
を
透
脱
す
る
こ
と
〉
を
あ
き
ら
か
に
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
あ
げ
よ
う
。

奈
良
少
年
刑
務
所
の
更
生
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
詩
作
で
次
の
よ
う
な
詩
を
読
ん
だ
子
が
い
た
。

「
空
が
青
い
か
ら
／
白
を
え
ら
ん
だ
の
で
す
」

た
っ
た
、
そ
れ
だ
け
。
講
師
の
寮
美
千
子
さ
ん
は
「
Ａ
く
ん
は
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
も
の
を
言
わ
な
い
子
で
し
た
。
そ
ん

な
Ａ
く
ん
が
、
こ
の
詩
を
朗
読
し
た
と
た
ん
、
堰
を
切
っ
た
よ
う
に
語
り
出
し
た
の
で
す
。
…
…
（
亡
く
な
っ
た
お
母
さ
ん
が

＝
筆
者
）『
つ
ら
い
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
空
を
見
て
。
そ
こ
に
わ
た
し
が
い
る
か
ら
』
と
ぼ
く
に
い
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ
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が
最
後
の
言
葉
で
し
た
。
…
…
Ａ
く
ん
が
、
そ
う
い
う
と
、
教
室
の
仲
間
た
ち
が
手
を
挙
げ
、
次
々
に
語
り
出
し
ま
し
た
。

…
…
た
っ
た
一
行
に
込
め
ら
れ
た
思
い
の
深
さ
。
そ
こ
か
ら
つ
な
が
る
心
の
輪
。「
詩
」
に
よ
っ
て
開
か
れ
た
心
の
扉
に
、

目
を
見
開
か
れ
る
思
い
が
し
ま
し
た
」（
奈
良
少
年
刑
務
所
詩
集
、
新
潮
文
庫
）

〈
語
句
の
念
慮
を
透
脱
す
る
〉、
そ
こ
に
言
葉
を
用
い
る
禅
者
、
趙
州
や
雲
門
、
道
元
は
、
賭
け
る
の
で
あ
る
。
語
句
（
言

葉
）
は
、
発
語
者
の
念
慮
を
超
え
て
、
語
句
自
身
の
力
に
よ
っ
て
人
々
を
気
づ
か
せ
導
く
。
そ
の
「
語
句
の
ち
か
ら
」
を
、

「
公
案
」
は
無
理
会
と
し
て
削
り
取
り
、
見
性
の
道
具
に
仕
立
て
て
し
ま
う
。

三
節　

諸
水
と
諸
山

＊

一
、　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

し
る
べ
し
、
こ
の
東
山
水
上
行
は
、
仏
祖
の
骨
髄
な
り
。
諸
水
は
東
山
の
脚
下
に
現
成
せ
り
。
こ
の
ゆ
え
に
、
諸

山
、
く
も
に
の
り
、
天
を
あ
ゆ
む
。
諸
水
の
頂

ち
ょ
う

寧頁ねい
は
諸
山
な
り
。
向
上
・
直
下
の
行
ぎ
ょ
う

歩ほ

、
と
も
に
水
上
な
り
。
諸
山
の

脚
尖
、
よ
く
諸
水
を
行
歩
し
、
諸
水
を
趯て

き
し
ゅ
つ出せ
し
む
る
ゆ
え
に
、
運
歩
七
縦
八
横
な
り
、
修
証
即
不
無
な
り
。

［
注
釈
］

○
骨
髄　

皮
肉
骨
髄
の
「
骨
髄
」
で
、
大
事
な
宗
旨
と
い
う
意
味
を
帯
び
る
。

○
脚
尖　

脚
の
先
。

○
趯
出　
「
趯
（
て
き
）」
は
躍
に
同
じ
。
躍
り
出
る
。

○
修
証
即
不
無　

六
祖
と
南
嶽
の
問
答
で
「
祖
曰
。
什
麼
物
恁
麼
来
。
曰
説
似
一
物
即
不
中
。
祖
曰
、
還
可
修
証
否
。
曰
修
証
即
不
無
。

汚
染
即
不
得
（
修
証
は
す
な
わ
ち
な
き
に
し
も
あ
ら
ず
。
染
汚
す
る
こ
と
は
す
な
わ
ち
得
ず
）」（T

51,240c

）
と
い
う
南
嶽
の
答
え
の
一
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部
。
上
の
句
で
あ
る
「
修
証
即
不
無
」
に
、
下
の
句
で
あ
る
「
汚
染
即
不
得
」
が
含
意
さ
れ
て
い
よ
う
。

【
現
代
語
訳
】

し
る
が
よ
い
、
こ
の
「
東
山
水
上
行
」（
と
い
う
道
得
）
は
、
仏
祖
の
真
骨
頂
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
水
は
東
山
の
足
下
に

現
成
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
山
は
雲
に
乗
っ
て
動
き
、
天
を
歩
く
。
さ
ま
ざ
ま
な
水
の
頂
き
は
諸
山
で
あ

る
。（
山
が
）
上
方
に
も
、
下
方
に
も
歩
い
て
行
く
の
は
、
ど
ち
ら
も
「
水
上
」
な
の
で
あ
る
。
諸
山
の
脚
の
先
端
は
さ
ま

ざ
ま
な
水
を
歩
き
行
く
こ
と
が
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
水
を
湧
出
さ
せ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
動
く
歩
み
は
縦
横
無
尽
な
の

で
あ
る
。（
山
の
）
修
証
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
（
が
そ
れ
は
、
そ
れ
と
人
間
に
は
分
か
ら
な
い
）。

【
諸
釈
の
検
討
】

田
中
『
道
元
』

陰
々
た
る
東
山
に
暁
風
将
に
至
ら
ん
と
し
、
昏
煙
縹ひ

ょ
う
び
ょ
う
渺
と
し
て
い
ま
だ
画
図
を
展
べ
ざ
る
と
き
、
す
で
に
脚
下
に

し
て
滔
々
た
る
諸
水
は
現
成
し
、
或
は
曲
に
随
い
、
或
は
巌
瀑
の
逆
水
と
な
っ
て
高
く
天
を
う
つ
。
こ
の
、
す
で
に
し

て
と
い
う
こ
こ
ろ
を
含
ん
で
、
諸
水
は
東
山
の
脚
下
に
現
成
せ
り
、
と
い
う
。
現
成
せ
り
の
「
せ
り
」
に
無
限
の
響
き

が
あ
る
。
峨
峨
た
る
山
上
、
雲
自
ら
巻
き
自
ら
舒
ぶ
。
否
、
否
、
諸
山
は
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
の
で
あ
る
。
こ
の

風
光
は
風
景
で
は
な
い
。
こ
の
風
光
の
偉
大
は
、
風
景
の
雄
大
で
は
な
い
。
風
景
に
古
仏
の
命
脈
が
貫
通
し
た
姿
で
あ

る
。
こ
の
故
に
、
雲
山
の
縹
渺
た
る
を
言
わ
ず
し
て
、
乗
雲
の
功
徳
を
描
き
、
そ
の
天
翔
り
ゆ
く
姿
を
詠
む
の
で
あ

る
。（
一
二
五
、一
二
六
）

『
御
抄
』
に
、
以
山
為
水
、
以
水
為
山
（
の
）
道
理
な
る
べ
し
、
と
あ
り
、
山
水
各
別
の
凡
見
を
打
破
し
て
あ
る
の
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は
、
ま
こ
と
に
親
切
で
あ
る
と
お
も
う
。『
啓
迪
』
も
こ
れ
に
倣
っ
て
い
る
。（
一
二
七
）

も
し
、
画
家
が
い
て
、
山
水
の
い
ま
だ
画
図
を
展
べ
ざ
る
刹
那
を
描
か
ん
と
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
東
山
と
諸
水
と
の

何
れ
よ
り
、
先
ず
筆
を
そ
め
る
で
あ
ろ
う
か
。（
一
二
八
）

諸
山
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
、
と
い
う
言
葉
は
ま
こ
と
に
わ
が
身
心
を
朕
兆
未
萌
の
と
こ
ろ
に
汲
引
す
る
。

（
一
三
〇
）

こ
の
宗
風
が
、
お
の
ず
か
ら
諸
山
を
乗
雲
飛
翔
せ
し
め
る
ち
ょ
う
光
前
絶
後
の
文
体
を
現
じ
つ
つ
あ
る
の
で
あ
る
。（
同
）

も
し
諸
水
涸
れ
る
こ
と
あ
ら
ば
、
こ
れ
を
わ
が
脚
尖
よ
り
躍
出
湧
湧
せ
し
め
ん
。
こ
の
故
に
、
わ
が
水
上
の
運
歩

は
、
し
ば
ら
く
の
間
断
な
く
、
七
縦
八
横
し
て
活
撥
々
で
あ
る
。（
一
三
一
）

不
無
は
「
無
」
の
否
定
で
あ
る
が
、
直
ち
に
「
有
」
と
同
じ
で
は
な
い
。
東
山
の
水
上
行
は
東
山
の
身
心
及
び
脚
尖

を
挙
し
て
行
ず
る
修
証
で
あ
る
が
、
そ
の
「
あ
る
」
は
不
無
で
あ
る
。
…
…
こ
の
不
染
汚
を
、
わ
れ
ら
は
さ
き
に
透
脱

と
呼
ん
だ
。（
一
三
二
）

（
検
討
）

田
中
は
美
文
を
弄
し
て
い
る
つ
も
り
で
あ
ろ
う
が
、
最
初
に
出
る
「
諸
山
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
」
は
、
一
三
〇
頁
に

い
わ
れ
る
他
、
全
八
頁
の
解
釈
に
八
回
登
場
す
る
。
す
な
わ
ち
手
を
変
え
品
を
変
え
て
「
古
仏
の
命
脈
の
風
景
に
貫
通
せ
る

姿
」（
一
三
〇
）
な
ど
と
描
写
す
る
わ
け
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
は
田
中
の
自
己
満
足
的
詠
嘆
で
あ
っ
て
、
意
味
が
あ
る
と
は

思
え
な
い
。

『
御
抄
』
が
山
と
水
と
を
格
別
で
は
な
い
と
す
る
こ
と
を
「
ま
こ
と
に
親
切
」
と
評
価
し
て
い
る
が
、
山
と
水
と
格
別
で

は
な
い
、
と
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。「
諸
水
の
現
成
は
、
東
山
現
成
の
直
下
で
あ
る
。
…
…
東
山
は
そ
の
脚
下
に

諸
水
を
現
成
せ
し
め
る
」
と
い
う
よ
う
な
こ
と
な
ら
ば
、
山
と
水
は
同
じ
に
な
っ
て
当
然
で
あ
ろ
う
。
も
し
『
御
抄
』
の
い
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う
こ
と
が
山
と
水
は
同
じ
と
い
う
こ
と
な
ら
、「
水
の
脚
下
に
山
を
現
成
せ
し
め
る
」
と
な
っ
て
意
味
を
な
さ
な
い
の
で
は

あ
る
ま
い
か
。

ど
う
も
田
中
は
「
い
ま
だ
画
図
を
展
べ
ざ
る
と
き
」、「
画
図
を
展
べ
ざ
る
刹
那
を
描
か
ん
と
す
る
な
ら
ば
」
と
、
絵
に
描

く
よ
う
な
山
水
を
思
い
浮
か
べ
て
い
る
が
、
山
を
先
に
描
こ
う
が
、
水
を
先
に
描
こ
う
が
、
こ
こ
と
は
何
の
関
係
も
な
い
。

ま
た
道
元
の
こ
こ
の
描
写
を
「
光
前
絶
後
の
文
体
」「
言
語
宛
轉
無
礙
、
千
古
未
曾
有
の
提
唱
で
あ
る
」
と
い
っ
て
褒
め
て

も
、
ど
こ
が
い
い
の
か
、
言
い
え
な
い
。
そ
れ
は
、「
古
仏
の
命
脈
が
貫
通
」
す
る
な
ど
と
い
う
自
分
の
言
葉
に
酔
っ
て
い

る
だ
け
で
は
な
か
ろ
う
か
。

い
っ
た
い
、
こ
こ
で
何
を
道
元
は
言
い
た
い
の
か
、「
諸
山
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
、
と
い
う
言
葉
は
ま
こ
と
に
わ
が

身
心
を
朕
兆
未
萌
の
と
こ
ろ
に
汲
引
す
る
」
と
い
う
が
、「
朕
兆
未
萌
の
と
こ
ろ
」
は
、
け
っ
し
て
言
葉
に
よ
っ
て
汲
引
さ

れ
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
自
分
が
祇
管
打
坐
を
行
ず
る
し
か
な
い
の
で
あ
る
。

〈
諸
山
の
脚
尖
、
よ
く
諸
水
を
行
歩
し
、
諸
水
を
趯
出
せ
し
む
る
〉
に
対
し
て
つ
け
ら
れ
た
解
釈
は
「
諸
水
涸
れ
る
こ
と

あ
ら
ば
、
こ
れ
を
わ
が
脚
尖
よ
り
躍
出
湧
湧
せ
し
め
ん
」
で
あ
る
が
、
い
っ
た
い
諸
水
が
涸
れ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
か
。
東
山

は
あ
ら
ゆ
る
山
で
あ
り
、
そ
の
脚
下
に
あ
ら
ゆ
る
水
が
現
成
す
る
、
と
い
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
う
い
う
あ
り
得
な
い

仮
定
を
し
た
上
で
い
わ
れ
る
「
わ
が
脚
尖
」「
わ
が
水
上
の
運
歩
」
と
は
、
い
っ
た
い
誰
の
「
わ
が
」
な
の
だ
ろ
う
か
。
田

中
が
自
分
の
足
の
先
か
ら
水
を
出
す
と
い
う
の
だ
ろ
う
か
。

古
田
『
私
釈
』

諸
山
の
頂
寧
よ
り
修
証
即
不
無
な
り
ま
で
は
、
山
と
水
と
の
不
離
の
関
係
を
い
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
山
は
上
に
聳

え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
水
は
下
に
流
れ
て
い
る
も
の
で
あ
っ
て
、
山
の
行
歩
は
上
っ
た
り
下
っ
た
り
す
る
で
あ
ろ
う
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が
水
の
上
の
行
歩
で
あ
る
か
ぎ
り
「
と
も
に
水
上
な
り
」
で
、
山
の
行
歩
は
水
を
離
れ
て
は
あ
り
得
な
い
も
の
と
し
て

い
る
の
で
あ
る
。（
五
四
）

「
修
証
即
不
無
な
り
」
は
『
啓
迪
』
に
率
直
に
「
解
し
に
く
い
、
そ
れ
で
色
々
に
云
ふ
が
、
こ
れ
は
不
染
汚
の
こ
と

と
み
れ
ば
よ
い
」
と
し
、
…
…
や
は
り
「
解
し
に
く
い
」
と
し
て
よ
く
説
明
し
て
は
い
な
い
の
で
あ
る
。
不
染
汚
な
ど

と
い
う
こ
と
の
可
否
は
と
も
か
く
と
し
て
、
こ
の
箇
所
は
古
来
の
註
釈
者
が
皆
さ
じ
を
投
げ
て
い
る
と
こ
ろ
の
よ
う
で

あ
り
、『
私
記
』
に
し
て
も
…
…
大
体
、
突
然
に
こ
の
よ
う
な
一
句
が
こ
こ
に
あ
る
の
は
お
か
し
い
の
で
あ
り
、
到
底

こ
の
一
句
の
ま
ま
を
前
後
に
関
係
を
つ
け
て
解
釈
す
る
こ
と
は
難
し
い
の
で
あ
り
、
私
見
に
よ
れ
ば
「
修
証
即
不
無
な

り
」
は
著
語
の
よ
う
な
か
た
ち
で
道
元
が
書
き
入
れ
た
一
句
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
文
に
続
け
て
み
る
べ
き
性

質
の
も
の
で
は
な
か
ろ
う
と
思
う
の
で
あ
る
。
修
証
即
不
無
の
意
味
は
、
修
証
す
な
わ
ち
無
き
に
あ
ら
ず
と
言
う
こ
と

で
、
東
山
水
上
行
の
活
動
性
は
そ
う
な
る
べ
き
修
証
を
俟
っ
て
は
じ
め
て
可
能
な
の
で
あ
り
、
…
…
修
証
と
い
う
体
験

が
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
要
件
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。（
五
五
）

（
検
討
）

最
初
の
部
分
は
山
と
水
と
の
不
離
の
関
係
で
は
あ
ろ
う
が
、
山
の
水
上
の
行
歩
と
は
何
で
あ
る
の
か
、
山
が
上
っ
た
り

下
っ
た
り
す
る
の
だ
ろ
う
か
。「
修
証
即
不
無
な
り
」
に
つ
い
て
『
私
記
』、『
聞
解
』、『
辨
註
』
な
ど
を
批
判
し
て
い
る
。

し
か
し
、
分
か
り
に
く
い
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
を
道
元
の
著
語
で
元
来
本
文
に
は
な
か
っ
た
、
と
す
る
の
は
、
解
釈
と
し

て
逸
脱
で
あ
る
。

安
谷
『
参
究
』

こ
の
ご
文
章
を
表
面
か
ら
み
る
と
、
山
水
の
風
光
を
写
し
得
て
妙
な
り
と
言
い
た
い
が
、
道
元
禅
師
は
画
家
や
詩
人
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で
は
な
い
。
仏
祖
道
を
一
身
に
担
い
、
生
命
を
か
け
て
、
こ
れ
を
護
持
し
て
お
ら
れ
る
の
だ
。（
一
〇
七
）

山
と
い
う
て
も
水
と
い
う
て
も
、
朕
兆
未
萌
以
前
の
自
己
の
こ
と
だ
。
そ
の
自
己
を
東
山
と
表
現
し
、
そ
の
自
己
の

行
履
が
自
由
無
碍
で
、
常
に
不
染
汚
の
修
証
で
あ
る
こ
と
を
水
と
示
し
て
い
る
の
だ
。…
…
諸
山
と
は
諸
人
の
こ
と
だ
。

わ
れ
わ
れ
の
こ
と
だ
。
四
六
時
中
、
雲
に
の
り
、
天
を
あ
る
い
て
い
る
じ
ゃ
な
い
か
。
飛
行
機
乗
り
の
こ
と
じ
ゃ
な
い

よ
。
吾
人
の
平
常
底
だ
。（
一
〇
八
）

（
検
討
）

最
初
の
指
摘
は
、
田
中
『
道
元
』
を
褒
め
ち
ぎ
っ
て
き
た
安
谷
も
、
さ
す
が
に
う
ん
ざ
り
し
て
こ
の
よ
う
に
釘
を
刺
し
た

の
だ
ろ
う
。
だ
が
、
安
谷
の
よ
う
に
み
な
自
己
の
話
と
し
て
し
ま
う
と
、
実
際
の
山
や
水
が
視
界
か
ら
消
え
て
し
ま
う
。
自

己
と
万
法
の
関
わ
り
は
安
谷
師
か
ら
は
見
え
て
こ
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
雲
に
の
り
、
天
を
歩
い
て
い
る
と
い
う
が
、
は
た
し

て
そ
の
よ
う
な
こ
と
だ
ろ
う
か
。

森
本
『
花
開
』

こ
の
「
東
山
水
上
行
」
と
い
う
言
葉
は
、
仏
法
の
真
実
そ
の
も
の
を
現
成
さ
せ
て
い
る
力
量
あ
る
仏
祖
の
言
語
表
現

で
あ
る
か
ら
、「
仏
祖
の
骨
髄
な
り
」
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
諸
水
は
東
山
の
脚
の
下
に
現
成
せ
り
」
と

言
わ
れ
る
の
も
、
す
で
に
「
東
山
」
と
は
個
別
的
な
山
で
は
な
く
、
山
そ
の
も
の
で
あ
り
、
全
宇
宙
で
あ
り
、
全
自
己

で
あ
る
の
だ
か
ら
、「
水
」
も
ま
た
個
別
的
な
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
く
全
宇
宙
で
あ
り
、
全
自
己
な
の
で
あ
っ
て
、

「
山
」
と
「
水
」
と
は
切
り
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。
…
…
具
体
的
な
形
態
を
も
つ
も
の
と
し
て
の
「
山
」

の
基
盤
に
は
、
不
定
形
的
で
流
動
的
な
「
水
」
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
「
山
」
に
は
自
在
無
礙
な
運
動
が
確
保
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
っ
て
、「
こ
の
ゆ
へ
に
諸
山
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
」
と
も
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。（
六
六
、六
七
）
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（
検
討
）

「
東
山
」
や
「
水
」
が
、
な
ぜ
「
全
宇
宙
で
あ
り
、
全
自
己
」
な
の
か
。
ま
た
山
が
「
く
も
に
の
り
天
を
あ
ゆ
む
」
の
は
、

山
の
自
在
無
礙
な
運
動
と
い
う
が
、
山
が
ど
う
運
動
す
る
の
だ
ろ
う
。
山
を
「
具
体
的
な
形
態
を
も
つ
も
の
」
と
い
う
が
、

山
も
ま
た
後
に
〈
山
流
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
不
定
形
的
で
流
動
的
で
あ
り
う
る
。

内
山
『
味
わ
う
』

つ
ま
り
こ
こ
に
言
う
山
と
水
は
、
も
は
や
た
ん
に
わ
れ
わ
れ
の
い
う
山
と
水
に
分
別
さ
れ
た
後
の
山
水
で
は
な
い
。

山
と
水
と
分
別
さ
れ
る
以
前
の
、
山
と
水
と
続
い
て
い
る
生
の
実
物
と
し
て
の
山
水
で
す
。
こ
の
よ
う
な
ぶ
っ
つ
づ
き

の
山
水
を
、
既
に
分
別
し
た
わ
れ
わ
れ
の
コ
ト
バ
を
も
っ
て
い
う
な
ら
ば
、
結
局
「
諸
水
は
東
山
の
脚
下
に
現
成
せ

り
」
で
す
。（
八
〇
）

山
と
水
と
二
つ
に
分
か
れ
る
以
前
の
、
ぶ
っ
つ
づ
き
の
生
命
体
。（
八
一
）

い
き
な
り
「
修
証
即
不
無
」
と
出
て
く
る
の
で
ま
た
驚
く
か
も
し
れ
な
い
が
、
驚
く
の
は
山
も
水
も
そ
れ
こ
そ
世
間

的
な
概
念
と
し
て
、
向
こ
う
側
の
山
と
水
を
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。
生
命
実
物
と
し
て
の
山
水
で
あ
る
か
ぎ
り
、
自

心
（
自
己
の
生
命
）
と
万
法
（
山
水
と
い
う
万
法
）
と
分
か
れ
る
以
前
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
決
し
て
驚
く
こ
と
は
な
い
。

何
よ
り
自
己
自
身
の
修
証
の
こ
と
な
の
だ
。
…
…
今
、
今
、
ど
こ
ま
で
も
そ
の
ア
タ
マ
を
手
放
し
、
手
放
し
し
て
、
生

命
実
物
に
覚
め
覚
め
し
て
い
く
の
が
修
証
で
す
。（
八
二
）

（
検
討
）

こ
れ
も
伝
統
的
解
釈
で
あ
る
山
と
水
が
別
で
は
な
い
と
い
う
流
れ
を
う
け
て
自
己
に
帰
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
が
、
内

山
の
場
合
は
、
そ
こ
に
坐
禅
の
修
証
を
入
れ
て
い
る
。
だ
が
「
生
命
実
物
」
は
、
や
は
り
概
念
で
し
か
な
い
だ
ろ
う
。
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【
私
釈
】

ま
ず
、
こ
の
箇
所
を
、
ど
う
区
切
る
か
に
諸
説
が
あ
る
。
特
に
段
落
を
切
る
解
釈
は
少
な
い
が
、
田
中
『
道
元
』
は
こ
こ

か
ら
三
節
と
す
る
。
古
田
『
私
釈
』
も
こ
こ
と
そ
れ
に
続
く
「
水
は
強
弱
に
あ
ら
ず
」
以
下
を
つ
づ
け
て
十
一
段
と
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
［
増
谷
訳
］
は
こ
の
章
全
体
を
「
東
山
水
上
行
の
句
を
論
ず
る
」
と
題
し
て
、
こ
こ
で
終
わ
ら
ず
に
次
の

〈
他
己
の
他
己
を
参
徹
す
る
活
路
を
進
退
す
べ
し
、
跳
出
す
べ
し
〉
ま
で
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
説
は
、
次
に
〈
水

に
強
弱
あ
り
〉
と
ど
う
続
く
の
か
、
そ
こ
に
「
東
山
水
上
行
」
と
の
接
点
が
ま
っ
た
く
な
い
か
ら
、
不
合
理
で
あ
る
。

そ
れ
に
対
し
て
『
思
想
』、『
文
学
大
系
』、『
文
庫
』
は
〈
雲
門
匡
真
大
師
い
は
く
〉
か
ら
こ
こ
ま
で
を
一
続
き
と
す
る
。

［
水
野
訳
］
も
そ
う
で
あ
る
。

私
は
こ
の
『
思
想
』
な
ど
と
同
じ
く
、〈
雲
門
匡
真
大
師
〉
か
ら
こ
こ
ま
で
を
、
東
山
水
上
行
を
め
ぐ
る
一
段
と
す
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
章
の
主
題
で
あ
る
東
山
の
参
究
が
、〈
い
ま
現
在
大
宋
国
に
、
杜
撰
の
…
…
〉
が
挿
入
的
に
入
っ
て
い
て
〈
自

然
の
外
道
児
な
り
〉
で
終
わ
り
、
ふ
た
た
び
〈
し
る
べ
し
、
こ
の
東
山
水
上
行
は
〉
と
戻
っ
て
い
る
の
だ
と
思
う
か
ら
で
あ

る
。
だ
か
ら
、
こ
こ
の
叙
述
と
〈
東
山
水
上
行
〉
の
は
じ
め
の
雲
門
へ
の
言
葉
が
対
応
し
て
い
る
と
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
〈
雲
門
い
か
で
か
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
と
い
わ
れ
た
〈
東
山
の
皮
肉
骨
髄
〉
が
、

こ
こ
で
は
〈
東
山
水
上
行
は
、
仏
祖
の
骨
髄
〉
と
応
じ
ら
れ
、〈
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
が
、
こ
こ
で
は
〈
修
証
即
不

無
〉
と
応
じ
ら
れ
、
修
証
の
〈
活
計
〉
に
対
応
す
る
か
の
よ
う
に
〈
運
歩
七
縦
八
横
〉
と
い
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
を
解
釈
の
鍵
と
し
た
い
。

雲
門
は
「
如
何
な
る
か
是
諸
仏
出
身
の
処
」
と
い
う
問
い
の
答
え
と
し
て
「
東
山
水
上
行
」
と
示
し
た
。
そ
れ
は
〈
青
山

常
運
歩
〉
と
同
じ
で
あ
り
、
や
や
静
的
な
洞
察
で
あ
る
が
、
青
山
常
運
歩
の
「
運
歩
」
と
同
様
な
意
味
と
と
っ
た
。
ど
う
い

う
こ
と
か
。
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人
は
ふ
つ
う
、
東
山
の
下
、
水
は
行
く
と
見
る
。「
東
山
下
水
行
」
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
山
と
い
う
も
の
は
動
く
は
ず

が
な
い
、
と
い
う
前
提
が
あ
り
、
ま
た
自
分
自
身
を
動
か
な
い
も
の
と
し
て
、
山
の
側
に
身
を
置
い
て
、
水
を
流
れ
行
く
と

見
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
見
方
と
同
じ
よ
う
な
誤
り
を
《
現
成
公
案
》
で
は
〈
人
、
舟
に
の
り
て
ゆ
く
に
、
目
を
め
ぐ
ら
し

て
き
し
を
み
れ
ば
、
き
し
の
う
つ
る
と
あ
や
ま
る
〉
と
示
す
。
今
の
場
合
と
逆
に
、
自
分
が
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ

の
こ
と
を
動
い
て
い
る
船
に
乗
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
船
に
い
る
自
分
は
動
か
な
い
か
ら
、
自
分
も
船
も
動
か
な
い
と
思
い
、

か
え
っ
て
動
か
な
い
岸
を
動
く
と
錯
覚
す
る
。〈
目
を
し
た
し
く
舟
に
つ
く
れ
ば
、
ふ
ね
の
す
す
む
を
し
る
が
ご
と
く
〉
と

あ
る
よ
う
に
、
実
は
、
自
分
を
載
せ
て
、
自
分
も
船
も
動
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
譬
え
の
よ
う
に
、
舟
に
乗
っ
て
水
の
側
に
身
を
お
い
て
山
を
見
れ
ば
、
山
が
水
上
を
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
列

車
に
乗
っ
て
い
れ
ば
、
山
（
景
色
）
の
方
が
、
飛
び
去
り
、
動
く
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
岸
は
動
か
な
い
」、「
水

は
動
か
な
い
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
動
か
な
い
も
の
は
、
そ
も
そ
も
な
に
も
な
い
。《
都
機
》
で
『
円
覚
経
』
を
引
い

て
〈
い
ま
如
来
道
の
雲
駛
月
運
舟
行
岸
移
は
、
雲
駛
の
と
き
月
運
な
り
、
舟
行
の
と
き
岸
移
な
り
。
い
ふ
宗
旨
は
、
雲
と
月

と
同
時
同
道
し
て
同
歩
同
運
す
る
こ
と
、
始
終
に
あ
ら
ず
、
前
後
に
あ
ら
ず
。
舟
と
岸
と
同
時
同
道
し
て
同
歩
同
運
す
る
こ

と
、
起
止
に
あ
ら
ず
、
流
転
に
あ
ら
ず
〉
と
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
そ
れ
は
教
学
で
い
え
ば
「
無
常
」
で
あ
り
、
あ
る
い

は
固
定
し
て
存
在
す
る
も
の
が
何
も
な
い
か
ら
「
空
」
な
の
で
あ
り
、
大
乗
仏
教
の
要
で
も
あ
る
。「
東
山
水
上
行
」
も
、

不
動
の
代
表
と
も
い
え
る
「
山
」
に
対
し
て
「
行
」
と
出
し
て
、
一
切
の
時
々
刻
々
の
現
成
を
表
す
の
で
、
こ
の
句
は
〈
仏

祖
の
骨
髄
〉
だ
と
い
わ
れ
る
。

こ
の
〈
仏
祖
の
骨
髄
〉
は
、
さ
ら
に
前
段
の
〈
雲
門
い
か
で
か
東
山
の
皮
肉
骨
髄
、
修
証
活
計
に
透
脱
な
ら
ん
〉
と
重
ね

て
み
る
と
、
雲
門
の
念
慮
で
は
届
い
て
い
な
い
意
味
を
道
元
が
指
摘
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
〈
東
山
水
上
行
〉
は
、

雲
門
が
思
念
し
て
い
た
事
柄
か
ら
離
れ
、
念
慮
を
透
脱
し
た
「
語
句
」
と
し
て
道
元
の
手
中
で
自
在
に
活
き
る
。
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道
元
は
山
の
働
き
、
水
の
働
き
、
い
わ
ば
〈
修
証
活
計
〉
を
「
東
山
水
上
行
」
に
見
出
し
て
い
う
。

〈
諸
水
は
東
山
の
脚
の
下
に
現
成
せ
り
〉。〈
諸
水
〉
も
、
す
で
に
静
止
的
に
山
の
麓
に
川
が
在
る
と
前
提
さ
れ
て
い
る
も

の
で
は
な
く
、
東
山
の
脚
の
働
き
の
も
と
に
〈
現
成
〉
す
る
と
い
わ
れ
る
。
山
が
山
と
し
て
の
働
き
を
し
て
い
る
時
、
す

な
わ
ち
山
な
が
ら
の
修
証
の
時
、
そ
の
脚
下
の
水
は
、
山
の
斜
面
に
そ
っ
て
上
昇
気
流
と
な
っ
て
昇
る
。〈
諸
水
の
頂

は

諸
山
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
山
の
頂
き
に
水
蒸
気
と
し
て
昇
っ
て
行
け
ば
、
山
上
は
冷
涼
で
水
蒸
気
か
ら
雲
を
涌
き

上
が
ら
せ
る
。
そ
の
絶
妙
な
水
の
活
計
活
動
と
山
と
の
関
係
が
〈
諸
山
、
く
も
に
の
り
、
天
を
あ
ゆ
む
〉
と
形
容
さ
れ
て
い

る
。
山
が
雲
に
乗
り
天
を
歩
む
と
い
う
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
い
描
写
を
し
な
が
ら
、
道
元
の
観
察
眼
は
、〈
向
上
・
直
下
〉
の

水
の
行
歩
に
向
け
ら
れ
る
。

上
昇
し
た
雲
は
、
山
の
頂

で
冷
却
さ
れ
て
雨
と
な
る
。
雨
は
山
肌
を
伝
わ
っ
て
流
れ
、
せ
せ
ら
ぎ
と
な
り
、
小
川
と

な
り
、
や
が
て
大
河
に
そ
そ
ぐ
。〈
諸
山
の
脚
尖
、
よ
く
諸
水
を
行
歩
し
、
諸
水
を
趯
出
せ
し
む
る
〉
の
で
あ
る
。
水
が
流

れ
な
い
山
は
な
く
、
山
に
抱
か
れ
な
い
水
は
な
い
。
砂
漠
に
は
山
が
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
が
〈
諸
水
は
東
山
の
脚
の

下
に
現
成
せ
り
〉
と
見
事
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
〈
諸
水
の
頂

は
諸
山
な
り
〉
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
ど
ん
な
大
河
で
も
小
川
の
水
も
、
岩
か
ら
湧
き
出
る
水
も

地
下
水
も
、
全
て
山
か
ら
流
れ
出
て
お
り
、
水
の
源
を
遡
っ
た
頂
上
は
、
諸
山
で
あ
る
。〈
諸
水
の
頂

は
諸
山
な
り
〉
と

描
写
さ
れ
る
通
り
で
あ
る
。

山
か
ら
す
れ
ば
〈
向
上
・
直
下
の
行
歩
、
と
も
に
水
上
な
り
〉
と
な
る
。
山
の
働
き
、
活
計
が
元
に
な
っ
て
、
窪
地
に
溜

ま
る
池
、
急
峻
な
崖
の
瀧
、
山
肌
を
流
れ
て
逆
巻
く
川
な
ど
さ
ま
ざ
ま
の
水
を
表
出
す
る
。〈
向
上
〉
は
山
の
上
方
で
あ
り
、

そ
こ
で
も
せ
せ
ら
ぎ
が
あ
り
、
霧
、
雲
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
山
が
あ
り
、
向
下
と
し
て
山
を
下
っ
て
も
、
山
裾
に
は
必
ず

小
川
や
河
が
あ
っ
て
、
山
は
そ
こ
で
も
水
の
上
を
行
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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こ
の
よ
う
な
山
と
水
の
関
係
は
、
今
日
特
に
重
要
で
あ
る
。
山
は
海
の
故
郷
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
、
山
か
ら
落
ち
葉
な
ど

の
栄
養
素
を
含
ん
だ
水
が
溪
水
に
な
り
、
小
川
に
な
り
、
や
が
て
海
に
注
ぐ
。
そ
れ
に
よ
っ
て
豊
か
な
漁
場
が
で
き
る
の
で

あ
る
。
ま
た
屋
久
島
の
よ
う
に
二
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
が
あ
る
と
こ
ろ
は
、
三
百
六
十
六
日
雨
が
降
る
と
い
わ
れ
、
小
さ
な

島
で
も
鬱
蒼
と
し
た
樹
林
を
形
成
し
、
豊
か
な
動
植
物
の
楽
園
と
な
る
。
近
年
の
温
暖
化
で
高
山
の
氷
河
が
溶
け
て
、
冬
の

干
魃
と
春
の
洪
水
と
い
う
大
災
害
が
も
た
ら
さ
れ
、
麓
は
飲
料
水
に
も
困
る
。
あ
ら
ゆ
る
い
の
ち
を
支
え
る
山
と
水
で
あ

り
、
道
元
は
こ
の
霊
妙
な
山
と
水
が
織
り
な
す
い
の
ち
の
仕
組
み
に
気
が
つ
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

宗
門
の
解
釈
は
、
山
と
水
と
を
別
格
で
は
な
く
、
分
か
れ
る
以
前
と
い
う
が
、
そ
の
よ
う
な
解
釈
か
ら
は
、
山
が
水
を
躍

り
出
さ
せ
る
、
山
の
足
先
が
水
を
歩
む
と
道
元
の
詠
う
山
と
水
の
生
き
生
き
し
た
関
係
は
出
て
こ
な
い
。

雲
門
が
こ
こ
で
批
判
さ
れ
る
の
も
、
雲
門
は
す
っ
き
り
し
た
一
句
に
ま
と
め
て
も
の
を
い
う
が
、
細
や
か
な
自
然
の
描
写

と
い
っ
た
こ
と
に
は
疎
い
。
道
元
は
『
雲
門
広
録
』
は
み
て
い
な
い
だ
ろ
う
が
、
そ
こ
に
は
「
山
河
大
地
」
が
十
五
回
も
言

及
さ
れ
、
山
や
水
に
も
「
問
如
何
是
学
人
自
己
。
師
云
。
遊
山
翫
水
」（T

47,545c

）「
這
辺
経
冬
、
那
辺
過
夏
。
好
山
好
水
」

（
同
、547b

）、「
如
何
是
向
上
関
棙
子
。
師
云
、
東
山
西
嶺
青
」（
同
、550c

）
な
ど
が
あ
る
が
、
山
と
水
の
力
働
的
関
係
を
把

捉
す
る
も
の
は
な
い
。
日
常
に
山
と
水
に
親
し
ま
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
か
ろ
う
か
。

道
元
は
、
全
法
界
が
仏
法
の
現
成
で
あ
る
こ
と
を
、
中
国
の
諸
禅
師
の
よ
う
に
静
的
に
示
す
の
で
は
な
く
、
人
間
の
修
証

と
感
応
し
交
響
す
る
、
万
物
の
働
き
と
し
て
捉
え
た
。
そ
こ
に
山
の
修
証
と
い
う
言
表
も
出
て
来
る
。
山
水
の
山
水
な
が
ら

の
修
証
で
あ
り
、
人
の
あ
り
方
と
万
物
の
あ
り
方
は
深
く
関
わ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
山
の
働
き
の
〈
七
縦
八
横
〉
は
、
だ

が
、
人
間
の
目
に
は
そ
れ
と
見
え
な
い
。「
修
証
は
即
ち
無
き
に
し
も
あ
ら
ず
」
で
あ
る
。
そ
れ
は
人
間
の
感
覚
に
は
染
汚

し
な
い
の
で
あ
る
。
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